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授業科目名

生物学

担当教員

江村　正一

必修・選択
必修

配当年次
1年 前学期

単位数(時間数)
2単位(30時間)

開講形態
講義

学位授与の方針と授業科目の関連
全学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ(1)理学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ
(1)(3)作業ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼ(1)(3)視機能ﾃﾞｨﾌﾟﾛ
ﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ(1)(3)の達成に寄与している。

実務家教員

授 業 概 要
すべての生物の基本構造である「細胞」についての理解をもとに、遺伝、発生、生命の進化と多様性などについて学び
「生命」とは何かを考える。生物学で得た知識と理解が、将来、医療に携わるために修めなければならない、他の多く
の科目の基礎となる。特に解剖学と生理学の学習にとって直接関係のある事象が多く出て来ますので、その部分につい
ては特に理解を深めてください。

学 修 の 到 達 目 標
①　細胞・組織・器官について説明できる。
②　遺伝・発生について説明できる。　
③　進化・多様性について説明できる。

回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

1 細胞とその構造について ①
授業計画に沿って教
科書の範囲を予習す
る。（120分）

事前学習で疑問に思
った事を納得できる
ようにする。
（120分）

2 細菌・ウイルスについて ①
授業計画に沿って教
科書の範囲を予習す
る。（120分）

事前学習で疑問に思
った事を納得できる
ようにする。
（120分）

3 染色体異常について ②
授業計画に沿って教
科書の範囲を予習す
る。（120分）

事前学習で疑問に思
った事を納得できる
ようにする。
（120分）

4 血液型について ②
授業計画に沿って教
科書の範囲を予習す
る。（120分）

事前学習で疑問に思
った事を納得できる
ようにする。
（120分）

5 ヒトの遺伝と先天性異常について ②
授業計画に沿って教
科書の範囲を予習す
る。（120分）

事前学習で疑問に思
った事を納得できる
ようにする。
（120分）

6 生殖について ②
授業計画に沿って教
科書の範囲を予習す
る。（120分）

事前学習で疑問に思
った事を納得できる
ようにする。
（120分）

7 発生について ②
授業計画に沿って教
科書の範囲を予習す
る。（120分）

事前学習で疑問に思
った事を納得できる
ようにする。
（120分）

8 免疫について ①
授業計画に沿って教
科書の範囲を予習す
る。（120分）

事前学習で疑問に思
った事を納得できる
ようにする。
（120分）

9 知覚について ①
授業計画に沿って教
科書の範囲を予習す
る。（120分）

事前学習で疑問に思
った事を納得できる
ようにする。
（120分）
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回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

10 記憶について ①
授業計画に沿って教
科書の範囲を予習す
る。（120分）

事前学習で疑問に思
った事を納得できる
ようにする。
（120分）

11 脳神経について ①
授業計画に沿って教
科書の範囲を予習す
る。（120分）

事前学習で疑問に思
った事を納得できる
ようにする。
（120分）

12 生命の誕生について ③
授業計画に沿って教
科書の範囲を予習す
る。（120分）

事前学習で疑問に思
った事を納得できる
ようにする。
（120分）

13 生命の進化について ③
授業計画に沿って教
科書の範囲を予習す
る。（120分）

事前学習で疑問に思
った事を納得できる
ようにする。
（120分）

14 ヒトの起源と進化について ③
授業計画に沿って教
科書の範囲を予習す
る。（120分）

事前学習で疑問に思
った事を納得できる
ようにする。
（120分）

15 生物多様性について ③
授業計画に沿って教
科書の範囲を予習す
る。（120分）

事前学習で疑問に思
った事を納得できる
ようにする。
（120分）

定期試験（レポート）

評価基準・評価方法
課題に対するレポート提出（100％）

使用教科書
系統看護学講座　生物学 / 高畑ほか.--第10版--医学書院，2022年，978-4-260-03189-9

参考図書
適宜、参考資料を配布する。

課題に対する質問をメールでも受け付ける。
E-mail:s.emura@heisei-iryou.ac.jp

課題(試験やﾚﾎﾟｰﾄ)に対
するﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸの方法

備考
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授業科目名

物理学

担当教員

中村　琢

必修・選択
選択

配当年次
1年 前学期

単位数(時間数)
2単位(30時間)

開講形態
講義

学位授与の方針と授業科目の関連
全学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ(1)理学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ
(1)(3)作業ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ(1)(3)視機能ﾃﾞｨﾌﾟ
ﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ(1)(3)の達成に寄与している。

実務家教員

授 業 概 要
この授業は物理学の様々な分野について短期間で概括的に学習するものである。特に看護やリハビリテーションなど医
療・看護の職に就く際には物理学の知識は必須であり，本授業では現場で働く際に役に立つ物理学の法則，原則につい
ても扱う。後半では放射線の性質を扱い，実習を含める。授業の形態は情報伝達でなく，簡単なグループワークなど
，学習者の主体的な学び（アクティブラーニング）を取り入れる。高等学校で物理を履修していない学習者も本科目を
履修できる。

学 修 の 到 達 目 標
①物理学の学習内容について理解し，自分の言葉で説明できる。
②学習した内容を活用して計算し，思考し，探究に活かすことができる。

回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

1 物理学の基礎知識
第1回と第2回はパワーポイントで説明します。 ① 中村

シラバスと教科書に
目を通してください
。（60分）

授業でわからなかった
ことを次の授業で質問
できるようにノートと
教科書で復習してくだ
さい。(180分)

2 自然界の階層性
第1回と第2回はパワーポイントで説明します。 ① 中村

次の授業の内容と予
習の方法について指
示します。教科書に
目を通してください
。（60分）

授業でわからなかった
ことを次の授業で質問
できるようにノートと
教科書で復習してくだ
さい。(180分)

3 力学の基礎１
第3回以降は黒板に板書します。

①
② 中村

次の授業の内容と予
習の方法について指
示します。教科書に
目を通してください
。（60分）

授業でわからなかった
ことを次の授業で質問
できるようにノートと
教科書で復習してくだ
さい。(180分)

4 力学の基礎２ ① 中村

次の授業の内容と予
習の方法について指
示します。教科書に
目を通してください
。（60分）

授業でわからなかった
ことを次の授業で質問
できるようにノートと
教科書で復習してくだ
さい。(180分)

5 力学の基礎３ ① 中村

次の授業の内容と予
習の方法について指
示します。教科書に
目を通してください
。（60分）

授業でわからなかった
ことを次の授業で質問
できるようにノートと
教科書で復習してくだ
さい。(180分)

6 波動１ ① 中村

次の授業の内容と予
習の方法について指
示します。教科書に
目を通してください
。（60分）

授業でわからなかった
ことを次の授業で質問
できるようにノートと
教科書で復習してくだ
さい。(180分)

7 波動２ ① 中村

次の授業の内容と予
習の方法について指
示します。教科書に
目を通してください
。（60分）

授業でわからなかった
ことを次の授業で質問
できるようにノートと
教科書で復習してくだ
さい。(180分)

8 光と音の性質 ① 中村

次の授業の内容と予
習の方法について指
示します。教科書に
目を通してください
。（60分）

授業でわからなかった
ことを次の授業で質問
できるようにノートと
教科書で復習してくだ
さい。(180分)

9 電気と磁気 ① 中村

次の授業の内容と予
習の方法について指
示します。教科書に
目を通してください
。（60分）

授業でわからなかった
ことを次の授業で質問
できるようにノートと
教科書で復習してくだ
さい。(180分)
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回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

10 電流と電圧 ① 中村

次の授業の内容と予
習の方法について指
示します。教科書に
目を通してください
。（60分）

授業でわからなかった
ことを次の授業で質問
できるようにノートと
教科書で復習してくだ
さい。(180分)

11 原子と原子核 ① 中村

次の授業の内容と予
習の方法について指
示します。教科書に
目を通してください
。（60分）

授業でわからなかった
ことを次の授業で質問
できるようにノートと
教科書で復習してくだ
さい。(180分)

12 放射線の性質 ①
② 中村

次の授業の内容と予
習の方法について指
示します。教科書に
目を通してください
。（60分）

授業でわからなかった
ことを次の授業で質問
できるようにノートと
教科書で復習してくだ
さい。(180分)

13 放射線の利用と被ばく ①
② 中村

次の授業の内容と予
習の方法について指
示します。教科書に
目を通してください
。（60分）

授業でわからなかった
ことを次の授業で質問
できるようにノートと
教科書で復習してくだ
さい。(180分)

14 放射線の測定 ①
② 中村

次の授業の内容と予
習の方法について指
示します。教科書に
目を通してください
。（60分）

授業でわからなかった
ことを次の授業で質問
できるようにノートと
教科書で復習してくだ
さい。(180分)

15 放射線被ばく防護 ①
② 中村

次の授業の内容と予
習の方法について指
示します。教科書に
目を通してください
。（60分）

授業でわからなかった
ことを次の授業で質問
できるようにノートと
教科書で復習してくだ
さい。(180分)

定期試験　筆記

評価基準・評価方法
知識・理解、思考・判断・表現、技能，関心・意欲・態度の観点を総合的に判断する。
定期試験（５０％），時間内レポート・課題（３０％），授業参加態度（２０％）

使用教科書
ここからスタート物理学 / 為近和彦.--裳華房，2018年，978-4-785322649
必ずしも教科書に沿って扱うわけではありません。学習者の実態に応じ授業中で使い方を説明します。

参考図書
自然科学の基礎としての物理学，原康夫，学術図書出版社，2014年，体系看護学　基礎科目　物理学，平田雅子，メヂ
カルフレンド社，2006年

試験についての内容や勉強法については授業中に詳しく説明します。レポート課題を出す前に
，評価指標について詳しく説明します。

課題(試験やﾚﾎﾟｰﾄ)に対
するﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸの方法

１．オフィスアワー：講義終了後20分程度。電子メールでの質問に随時対応します。
２．質問等：講義時間中や授業終了後に受け付けます。Zoomのチャット機能での質問にもできる
だけ対応しますが，受講者数が多い場合は電子メールで問い合わせてください。
３．電子メールアドレス：nakamura@gifu-u.ac.jp備考
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授業科目名

化学

担当教員

武藤　吉徳

必修・選択
選択

配当年次
1年 前学期

単位数(時間数)
2単位(30時間)

開講形態
講義

学位授与の方針と授業科目の関連
全学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ(1)看護ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ
(1)理学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ(1)(3)作業ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟ
ﾘｼｰ(1)(3)視機能ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ(1)(3)の達成
に寄与している。

実務家教員

授 業 概 要
化学は「物質」を理解することを目的とする。医療技術に関わる多くの装置や薬品、そして人体など全てのものが様々
な物質で構成されているので、化学の知識は医療分野の基礎としても非常に重要である。この講義では、化学の基礎的
な内容を無機化学、有機化学の全般に亘ってなるべくわかり易く解説するように努める。また、医療に関連する事項を
できる限り多く取り上げて、専門科目への橋渡しとなるようにしたい。

学 修 の 到 達 目 標
①生体物質や医薬品を構成する元素や化学結合の特徴が理解できる。
②主要な有機化合物について、その構造や性質を説明できる。
③医療の場で出会う様々な物質、薬品について科学的特性を把握できる。

回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

1 物質の特性 ①
教科書の該当ページ
に目を通し、用語の
意味を調べておく
（120分）

教科書とノートを再
読し、教科書の設問
を解く（120分）

2 原子と分子 ①
教科書の該当ページ
に目を通し、用語の
意味を調べておく
（120分）

教科書とノートを再
読し、教科書の設問
を解く（120分）

3 化学結合 ①
教科書の該当ページ
に目を通し、用語の
意味を調べておく
（120分）

教科書とノートを再
読し、教科書の設問
を解く（120分）

4 物質の三態・溶液とコロイド ①
③

教科書の該当ページ
に目を通し、用語の
意味を調べておく
（120分）

教科書とノートを再
読し、教科書の設問
を解く（120分）

5 塩化物 ①
③

教科書の該当ページ
に目を通し、用語の
意味を調べておく
（120分）

教科書とノートを再
読し、教科書の設問
を解く（120分）

6 酸・アルカリ ①
③

教科書の該当ページ
に目を通し、用語の
意味を調べておく
（120分）

教科書とノートを再
読し、教科書の設問
を解く（120分）

7 無機化合物 ①
③

教科書の該当ページ
に目を通し、用語の
意味を調べておく
（120分）

教科書とノートを再
読し、教科書の設問
を解く（120分）

8 放射性元素 ①
③

教科書の該当ページ
に目を通し、用語の
意味を調べておく
（120分）

教科書とノートを再
読し、教科書の設問
を解く（120分）

9 有機化合物概要 ②
教科書の該当ページ
に目を通し、用語の
意味を調べておく
（120分）

教科書とノートを再
読し、教科書の設問
を解く（120分）
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回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

10 脂肪族炭化水素 ②
教科書の該当ページ
に目を通し、用語の
意味を調べておく
（120分）

教科書とノートを再
読し、教科書の設問
を解く（120分）

11 酸素、窒素を含む有機化合物 ②
教科書の該当ページ
に目を通し、用語の
意味を調べておく
（120分）

教科書とノートを再
読し、教科書の設問
を解く（120分）

12 カルボン酸、その他 ②
教科書の該当ページ
に目を通し、用語の
意味を調べておく
（120分）

教科書とノートを再
読し、教科書の設問
を解く（120分）

13 芳香族化合物 ②
教科書の該当ページ
に目を通し、用語の
意味を調べておく
（120分）

教科書とノートを再
読し、教科書の設問
を解く（120分）

14 脂環・複素環化合物 ②
教科書の該当ページ
に目を通し、用語の
意味を調べておく
（120分）

教科書とノートを再
読し、教科書の設問
を解く（120分）

15 生体物質 ①
教科書の該当ページ
に目を通し、用語の
意味を調べておく
（120分）

教科書とノートを再
読し、教科書の設問
を解く（120分）

定期試験　筆記

評価基準・評価方法
評価基準：化学物質に関する知識・理解を重要視する。
評価方法：定期試験（100％）

使用教科書
系統看護学講座基礎分野「化学」 / 奈良雅之.--第7版--医学書院，2018年，978-4-260-03181-3

参考図書
舟橋弥益男・渡辺昭次　著　「炭素化合物の世界」東京教学社

提出されたレポートにコメントをつけて返却する。

課題(試験やﾚﾎﾟｰﾄ)に対
するﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸの方法

授業中に質問の時間を取るほか、質問紙による質問には、次回の授業時に回答する。

備考
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授業科目名

情報科学

担当教員

福岡　大輔

必修・選択
選択

配当年次
1年 後学期

単位数(時間数)
2単位(30時間)

開講形態
講義

学位授与の方針と授業科目の関連
全学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ(1)理学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ
(1)(3)作業ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ(1)(3)視機能ﾃﾞｨﾌﾟ
ﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ(1)(3)の達成に寄与している。

実務家教員

授 業 概 要
情報科学において基礎となるディジタル化とネットワークによる情報の蓄積・交換を中心として，情報社会のすがたを
描きつつ情報システムやビックデータを活用した業務や生活の変革について検討する。さらに，医療分野をはじめとし
た情報通信技術や人工知能の活用について調査し，レポートやプレゼンテーションを作成する過程をとおして，問題解
決に情報手段を活用するための情報活用能力を身につける。このために，本学が整備しているgoogleのclassroomをは
じめとした各種サービスを利用する。

学 修 の 到 達 目 標
　 情報社会の特徴を理解し，将来の社会像や働き方，生活等を具体的に描いて論述できる。
② 情報手段を効果的に活用して協働学習を行い，課題解決を効果的に推進することができる。
③ 本学の提供するgoogle classroomをはじめとした各種サービスを活用する基礎技能を習得する。

回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

1 情報とコンピュータおよび通信ネットワーク
，google classroomの利用

①
③

配布資料を読み情報
科学への理解を深め
る(120分)

配布資料を読みまと
める(120分)

2 Society 5.0が描く情報社会の現在と未来を知
る ① Society5.0について

事前調査(120分)
Society5.0を説明で
きるようにまとめる
(120分)

3 データ駆動型社会の到来 ①
データ駆動型社会に
ついて事前調査
(120分)

データ駆動型社会に
ついてまとめる
(120分)

4 社会インフラとデータ活用 ①
社会インフラと情報
技術について事前調
査(120分)

社会インフラと情報
技術についてまとめ
る(120分)

5 医療分野における情報化とセキュリティ ①
医療現場における情
報システムについて
事前調査(120分)

医療現場における情
報システムについて
まとめる(120分)

6 医療分野における無線通信の利用 ②
③

医療現場における無
線通信技術の活用に
ついて事前調査
(120分)

専門用語の意味を説
明できるようにまと
める(120分)

7 文書処理と共有管理 ②
③

レポートのアウトラ
イン作成(120分)

レポートの修正・加
筆(120分)

8 プレゼンテーションと資料作成
(プレゼンテーションソフトの利用)

②
③

プレゼンテーション
のアウトライン作成
(120分)

プレゼンテーション
の修正(120分)

9 データ分析
（相関・検定・回帰）

②
③

データ解析手法の事
前調査(120分)

専門用語を説明でき
るようにまとめる
(120分)
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回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

10 データ収集・仮説を立てる
（フォーム作成ツールの活用）

②
③

調査のアウトライン
検討(120分)

データの収集を行い
資料をまとめる
(120分)

11 データ処理とグラフ
(表計算・集計ソフトの利用）

②
③

データ処理手法につ
いて調べておく
(120分)

講義で学んだ内容を
実用できるようにま
とめる(120分)

12 シミュレーション
(数値解析の利用）

②
③

各種シミュレーショ
ン手法を調べておく
(120分)

講義で学んだ内容を
実用できるようにま
とめる(120分)

13 データ分析とプログラミング ②
③

プログラミングにつ
いて調べておく
(120分)

プログラミング課題
とその理解(120分)

14 データマイニング
（テキストマイニングソフトの利用）

②
③

データマイニングに
ついて調べておく
(120分)

講義で学んだ内容を
実用できるようにま
とめる(120分)

15 人工知能に関する技術・医療への応用 ①
人工知能の仕組みに
ついて調べておく
(120分)

専門用語の意味を説
明できるようにまと
める(120分)

レポート試験

評価基準・評価方法
　 知識・理解は，授業中の対話状況，質疑応答等での評価と数回の小レポートで評価する。(30%)
② 情報手段の活用及び態度は，classroom利用状況，課題提出，成果物で評価する。(20%)
③ 思考・判断は，授業中の対話，レポートにおける論述における批判的思考に基づく論理展開の深さで評価する。
(50%)

使用教科書
なし

参考図書
情報科学基礎-コンピュータとネットワークの基本，伊東俊彦，ムイスリ出版，2015，ISBN978-4-89641-235-2

授業では資料配布，課題提出・評価等はGoogle classroomを用いて実施し，教師と学生，学生相
互のコミュニケーションに活用する。その内容はclassroom内で公開して共有する。

課題(試験やﾚﾎﾟｰﾄ)に対
するﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸの方法

授業時間以外にもコミュニケーションのためにclassroomへのアクセスが必要となる。
また，演習を行えるパソコン環境を準備することが望ましい。

備考
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授業科目名

人間工学

担当教員

山田　宏尚

必修・選択
選択

配当年次
1年 前学期

単位数(時間数)
2単位(30時間)

開講形態
講義

学位授与の方針と授業科目の関連
全学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ(1)看護ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ
(1)理学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ(1)(3)作業ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟ
ﾘｼｰ(1)(3)視機能ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ(1)(3)の達成
に寄与している。

実務家教員

授 業 概 要
人間が普段無意識に行っている身体運動や生命維持活動は、筋肉・骨格・内臓・血管など身体の各部位に働く力やモー
メントをはじめとした物理学的メカニズムによって成立している。本講義では、医療行為の具体例に基づいて、身体活
動の物理学的なメカニズムを学習する。

学 修 の 到 達 目 標
①人間の身体活動に関わる物理学の基礎を身につけることができる。
②物理的根拠に基づく治療行為を実践するための基礎を説明できる。

回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

1 ガイダンス・モーメントの定義と働き ①
指定教科書該当ペー
ジに目を通す
（120分）

講義で学んだ内容を
説明できるようにま
とめる（120分）

2 重いものを持つにはどうしたらよいか ①
指定教科書該当ペー
ジに目を通す
（120分）

講義で学んだ内容を
説明できるようにま
とめる（120分）

3 てこの原理と計算 ①
②

指定教科書該当ペー
ジに目を通す
（120分）

講義で学んだ内容を
説明できるようにま
とめる（120分）

4 看護ボディメカニクスの物理 ①
指定教科書該当ペー
ジに目を通す
（120分）

講義で学んだ内容を
説明できるようにま
とめる（120分）

5 看護の物理的重点事項 ①
②

指定教科書該当ペー
ジに目を通す
（120分）

講義で学んだ内容を
説明できるようにま
とめる（120分）

6 身近な圧力（１） ①
指定教科書該当ペー
ジに目を通す
（120分）

講義で学んだ内容を
説明できるようにま
とめる（120分）

7 身近な圧力（２） ①
②

指定教科書該当ペー
ジに目を通す
（120分）

講義で学んだ内容を
説明できるようにま
とめる（120分）

8 呼吸器と吸引の物理 ①
指定教科書該当ペー
ジに目を通す
（120分）

講義で学んだ内容を
説明できるようにま
とめる（120分）

9 チェストドレーンバックの原理 ①
②

指定教科書該当ペー
ジに目を通す
（120分）

講義で学んだ内容を
説明できるようにま
とめる（120分）
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回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

10 点滴静脈内注射の物理（１） ①
指定教科書該当ペー
ジに目を通す
（120分）

講義で学んだ内容を
説明できるようにま
とめる（120分）

11 点滴静脈内注射の物理（２） ①
②

指定教科書該当ペー
ジに目を通す
（120分）

講義で学んだ内容を
説明できるようにま
とめる（120分）

12 循環器の物理 ①
指定教科書該当ペー
ジに目を通す
（120分）

講義で学んだ内容を
説明できるようにま
とめる（120分）

13 血圧測定の物理 ①
②

指定教科書該当ペー
ジに目を通す
（120分）

講義で学んだ内容を
説明できるようにま
とめる（120分）

14 感覚器の物理 ①
②

指定教科書該当ペー
ジに目を通す
（120分）

講義で学んだ内容を
説明できるようにま
とめる（120分）

15 体温制御の物理，総復習 ①
②

指定教科書該当ペー
ジに目を通す
（120分）

講義で学んだ内容を
説明できるようにま
とめる（120分）

定期試験　筆記

評価基準・評価方法
・評価基準： 知識の修得度と計算能力（目標①）、応用的思考能力（目標②）
・評価方法： 定期試験（70%）、小テスト・宿題・授業態度（30%）で評価する。

使用教科書
看護学生のための物理学 / 佐藤和良.--第6版--医学書院，2022年，978-4-260-04685-5

参考図書
適宜紹介する。

提出された課題について全体の総評コメントを口頭にて公開する

課題(試験やﾚﾎﾟｰﾄ)に対
するﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸの方法

・毎回の授業で小テストを実施し、随時課題を課す。
・オフィスアワー： 講義前後の時間に非常勤講師室で待機する。
・質問： 講義中やオフィスアワーに直接、それ以外にメール（yamada@gifu-u.ac.jp）で随時受
け付ける。備考
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授業科目名

環境と人間

担当教員

大藪　千穂

必修・選択
選択

配当年次
1年 後学期

単位数(時間数)
2単位(30時間)

開講形態
講義

学位授与の方針と授業科目の関連
全学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ(1)看護ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ
(1)理学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ(1)(3)作業ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟ
ﾘｼｰ(1)(3)視機能ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ(1)(3)の達成
に寄与している。

実務家教員

授 業 概 要
資源・環境問題を解決し、持続可能な社会を構築することが、２１世紀最大の課題である。しかし、そのためのアプロ
ーチの方法は、まだ、見出されていない。この講義では、環境問題は人間の問題であるとの観点に立ち、環境と人間の
関係を、生活と情報によってむすびつけ、環境問題を根本的にとらえなおし、環境問題の解決法を考え、持続可能な社
会を展望する。また、人間の成長・発達や脳疾患のリハビり等に対して、環境が果たす重要な役割を考察する。

学 修 の 到 達 目 標
①受講者ひとりひとりが、自分で問題解決の手がかりを、考え、見出すことができる。
②既存の考え方や方法にとらわれることなく、自分自身の考え方をもち、発展させることができる。

回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

1 環境問題とは何か？ ①
授業で扱う教科書の
各章を事前に読む。
(120分)

授業時に配布された
プリントを読む。
(120分)

2 環境問題の原点、水俣病の問題を、生産、消費
、環境から考える。 ①

授業で扱う教科書の
各章を事前に読む。
(120分)

授業時に配布された
プリントを読む。
(120分)

3 家庭生活から環境問題の本質を探る。 ①
②

授業で扱う教科書の
各章を事前に読む。
(120分)

授業時に配布された
プリントを読む。
(120分)

4 衣生活から環境を考える。 ①
授業で扱う教科書の
各章を事前に読む。
(120分)

授業時に配布された
プリントを読む。
(120分)

5 食生活から環境を考える。 ①
授業で扱う教科書の
各章を事前に読む。
(120分)

授業時に配布された
プリントを読む。
(120分)

6 簡易生ゴミ分解器を製作し、その活用法を考え
る。 ①

授業で扱う教科書の
各章を事前に読む。
(120分)

授業時に配布された
プリントを読む。
(120分)

7 河川環境と人間の関係を考える。 ①
授業で扱う教科書の
各章を事前に読む。
(120分)

授業時に配布された
プリントを読む。
(120分)

8 情報から環境と人間を考える。 ①
②

授業で扱う教科書の
各章を事前に読む。
(120分)

授業時に配布された
プリントを読む。
(120分)

9 人間形成に対する情報と環境の意味を考える。 ①
②

授業で扱う教科書の
各章を事前に読む。
(120分)

授業時に配布された
プリントを読む。
(120分)
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回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

10 脳障害者の発達、脳疾患のリハビリを、環境と
情報の観点から捉えなおす。 ②

授業で扱う教科書の
各章を事前に読む。
(120分)

授業時に配布された
プリントを読む。
(120分)

11 環境教育のあり方を考える。 ①
②

授業で扱う教科書の
各章を事前に読む。
(120分)

授業時に配布された
プリントを読む。
(120分)

12 アーミッシュと現代社会を比較する。 ①
②

授業で扱う教科書の
各章を事前に読む。
(120分)

授業時に配布された
プリントを読む。
(120分)

13 近代のライフスタイルを再考する。 ②
授業で扱う教科書の
各章を事前に読む。
(120分)

授業時に配布された
プリントを読む。
(120分)

14 生態学の意味を考える。 ①
②

授業で扱う教科書の
各章を事前に読む。
(120分)

授業時に配布された
プリントを読む。
(120分)

15 環境と情報から、持続可能な社会を展望する。 ②
授業で扱う教科書の
各章を事前に読む。
(120分)

授業時に配布された
プリントを読む。
(120分)

定期試験（レポート）

評価基準・評価方法
評価基準は、知識・理解、思考・判断、授業態度の総合であるが、特に、各自のオリジナルな思考を重視する。
評価方法は、レポート（50％）、小レポート・小テスト（30％）、授業態度等（20％）による。

使用教科書
２１世紀の情報とライフスタイル / 杉原利治.--論創社，2001年，978-4-8460-0261-9

参考図書

毎回の授業では、開始時に、先回の授業で提出された小レポート数編をプリント配布し、それぞ
れの論点を評価し、それらを生かして授業を展開する。

課題(試験やﾚﾎﾟｰﾄ)に対
するﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸの方法

毎回の授業では、開始時に、先回の授業で提出された小レポート数編をプリント配布し、それぞ
れの論点を評価し、それらを生かして授業を展開する。

備考
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授業科目名

社会学

担当教員

伊原　亮司

必修・選択
選択

配当年次
1年 前学期

単位数(時間数)
2単位(30時間)

開講形態
講義

学位授与の方針と授業科目の関連
全学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ(1)看護ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ
(1)理学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ(1)(3)作業ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟ
ﾘｼｰ(1)(3)視機能ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ(1)(3)の達成
に寄与している。

実務家教員

授 業 概 要
この講義は、現代社会のあり方について学ぶ。なかでも、ほとんどの人にとって切実なテーマである＜働くこと＞に焦点をあてて、現
代社会のあり方を理解する。わたしたちは、人生の早い段階から＜働くこと＞を意識させられ、その準備をするように煽られている。
しかし、働く場の実態については無知なまま、耳に優しい言葉ばかりを聞かされる。本講義は、現代社会における労働の現実を理解し
、自分たちの働き方を構想することを目的とする。医療関連の仕事に就く予定である受講者は、「就活」にはさほど困らないかもしれ
ない。しかし、働き出してから、「いじめ」、「うつ病」、「過労死」といった様々な問題に直面する可能性がある。医療従事者は「
感情労働者」ともいわれ、専門知識のみならず、コミュニケーションの仕方や感情の表出の仕方など、人格に関わる側面が重視される
。感情労働に付随する問題点を理解し、「うつ病」や「過労死」から自分の身を守る術を習得して欲しい。

学 修 の 到 達 目 標
①現代社会における働く場の実態を理解できる　
②その際に、いかなる視点から「現実」を切り取ればいいか、分析枠組みを理解することができる　
③自分自身で職場の実態を捉えられるようになる　
④＜働くこと>に対する自分のスタンスを考えることができる　
⑤その際、狭義の「能力」の形成に励むだけでなく、自分の「身の守り方」にも留意することができる

回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

1 イントロダクション－＜働くこと＞とは ②
テキストの「はじめ
に」と「おわりに」
を読み、概要を理解
する（120分）

講義を踏まえた上で
、テキストの全体像
をイメージする
（120分）

2 従来の社会と働き方－「日本的経営」と「企業
社会」

①
②

テキストの第一章を
読み、概要を理解す
る（120分）

第一章を読み直し、
ドラッカーの経営思
想を復習する
（120分）

3 労働社会の変容－学校、会社、家庭の関係 ①
③

テキストの第一章か
ら、現代社会の変容
の概要を理解する
（120分）

戦後日本の労働社会
の変容を自らたどる
（120分）

4 働く場の実態Ⅰ－過労死・過労自殺 ①
③

テキストの第四章を
読み、概要を理解す
る（120分）

テキストの第四章か
ら、過労死と過労自
殺の違いを復習する
（120分）

5 組織や役割への過剰適応 ④
テキストの第四章か
ら、組織への「過剰
適応」について頭に
入れる（120分）

逸脱と過剰適応との
違いを復習する
（120分）

6 働く場の実態Ⅱ－「うつ病」 ①
③

テキストの第三章を
読み、概要を理解す
る（120分）

第三章を読み直し、
精神疾患と労働との
関係を復習する
（120分）

7 感情労働の特質 ④
テキストの第三章か
ら、「感情労働」の
特徴をつかむ
（120分）

肉体労働、知的労働
との違いを理解する
（120分）

8 働く場の実態Ⅲ－「ハラスメント」 ①
③

テキストの第二章を
読み、概要を理解す
る（120分）

日産の事例を追いな
がら、いじめとハラ
スメントとの違いを
理解する（120分）

9 経営合理化と過度のプレッシャー ④
テキストの第二章か
ら、相互扶助と相互
監視のメカニズムを
理解する（120分）

職場における過度の
プレッシャーが生じ
る理由を考える
（120分）。
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回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

10 働く場の実態Ⅳ－職場秩序の悪化 ①
③

職場秩序の悪化のメ
カニズムについて、
概要を理解する
（120分）

現在の職場における
「秩序」の崩壊理由
を整理する（120分
）

11 非正規雇用の増大 ①
③

雇用規制の緩和と非
正規雇用の増大の実
態について理解する
（120分）

非正規雇用が増大し
た契機・時期・理由
を整理する（120分
）

12 新しい働き方とは ①
④

テキストの第六章を
読み、概要を理解す
る（120分）

「日本的経営」から
新自由主義に基づく
経営への推移を整理
する（120分）

13 社会貢献という働き方 ①
④

テキストの第七章を
読み、概要を理解す
る（120分）

「社会貢献」の問題
点について整理する
（120分）

14 働くということを考え直す ④
⑤

テキストの第七章を
読み、＜働く＞とい
うことを考え直す
（120分）

賃労働とは何かを考
え直す（120分）

15 労働を規制する、勤勉さを相対化する ④
⑤

テキストの第八章を
読み、概要を理解す
る（120分）

講義を踏まえた上で
、自らの働き方を構
想する（120分）

定期試験（筆記）

評価基準・評価方法
授業への参加態度（20％）、レポート（20％）、テスト（60％）などから総合的に評価。

使用教科書
私たちはどのように働かされるのか / 伊原亮司.--こぶし書房，978-4-87559-299-0

参考図書
講義中に適宜紹介する。

講義前に、予習時にわからなかったことを聞く。また、講義の最後に、理解が不十分な点を意見
してもらう。

課題(試験やﾚﾎﾟｰﾄ)に対
するﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸの方法

備考
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授業科目名

人間関係論

担当教員

神戸　博一

必修・選択
選択

配当年次
1年 前学期

単位数(時間数)
2単位(30時間)

開講形態
講義

学位授与の方針と授業科目の関連
全学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ(1)看護ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ
(1)理学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ(1)(3)作業ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟ
ﾘｼｰ(1)(3)視機能ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ(1)(3)の達成
に寄与している。

実務家教員

授 業 概 要
この講義では、日常生活や職場、家族、医療の現場などで起こる様々な人間関係について理解し、より良い人間関係を
築くために学びます。まず人間関係の基本的な意義・視点から、職場での人間関係論、生涯にわたる人間発達と人間関
係、更に人間関係を構成する自己と他者、人間関係の成立と維持、対立について学びます。次いで人間関係を円滑に進
めるために、コミュニケーションの基礎・基本、マスコミ、インターネットとその諸問題なども学びます。なお、人間
関係は、Human Relationなので、授業計画の中で、ＨＲと略して使います。

学 修 の 到 達 目 標
テキストの内容について、学生自身が考え、充分に理解し、そこから実践できるレベルを目標とします。
①人間関係の意義・視点について考えることができる。　 　　⑥人間関係が成立し、維持するルール、葛藤・対立への対処法を学び、実践できる。 　
　　　　　　　　　　　　　
②職場の人間関係と対処法について理解できる。 　　　　　　⑦コミュニケーションの基礎、基本が理解できる。
③生涯の人間発達と人間関係について知り、応用できる。 　　⑧コミュニケーションの種類、その長短が理解できる。
④人間関係の一方である自己が理解できる。 　　　　　　　　⑨マスコミの基本、影響について理解できる。
⑤人間関係の他方である他者が理解できる　　　　　　　 　　⑩インターネットと人間関係の問題について知る。

回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

1
シラバス（成績評価の試験、学習対策、成績評
価の基準など）第１章人間関係の中の自己と他
者　Ａ人間関係論とは　　

①
シラバス、①関係的
存在としての人間、
生理的早産について
（120分）

身近なＨＲでは何が
あるか、生理的早産
の意味とは何か
（120分）

2 野生児について ①
フランスやインドの
野生児と社会、
ＨＲ（120分）

野生児の定義、特殊
な「実験」の意味と
その結果は　
（120分）

3 メーヨーのホーソン実験 ②
②人間関係論のはじま
りで、ホーソン実験の
概要とインフォーマル
グループ論について
（120分）

ホーソン実験のポイ
ント、その結論とイ
ンフォームドコンセ
ントとの関係
（120分）

4 人間関係の発達　－　エリクソンの理論 ③
③人間関係の発達で
、その段階と課題、
ＨＲを理解する
（1２０分）

特に、乳児期、青年
期、老年期について
、子どもの虐待をデ
ータからみる
（120分）

5 B自己認知　－　自己概念 ④
①自己概念で、文化
による相違 ②関係
的自己とは（120分
）

鏡に映った自己とは
西欧的自己と日本的
自己との対比・比較
（120分）

6 自己認知　＝　自己評価 ④

③自己評価で、他者
との比較の仕方　
④自己呈示の意味や
目的、内面化
（120分）

下方比較、上方比較
の相違について
（120分）

7 C 対人認知　－　印象形成、バイアス ⑤

①印象形成で、断片
の情報と全体像との
関係 ②バイアス、
偏見について
（120分）

ステレオタイプの具
体例を挙げる　予言
の自己成就とは
（120分）

8 第２章　対人関係と役割　－　A　対人関係の
成立 ⑥

他者との関係が成立
する魅力や好意の条
件は６つあり、その
内容を理解する
（120分）

カメレオン効果、単
純接触効果、錯誤帰
属とは（120分）

9 B 対人関係の維持 ⑥

①社会的交換で、対
人関係を維持する条
件の４つ　②私的利
益と公的利益のジレ
ンマ（120分）

社会的交換の４つの
モデルにうち、どれ
が良いと考えるか　
　囚人のジレンマ
（120分）
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回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

10 C 対人関係の葛藤と対処 ⑥

①葛藤の分類で、そ
の３つの水準　②認
知のバイアス　③不
合理な思考　④対処
の方法（120分）

原因帰属のバイアス
とＨＲ，葛藤への対
処法と有効性、燃え
尽き症候群（120分
）

11 第５章　A コミュニケーション　－　基本 ⑦
①コミュニケーショ
ンの定義　②コミュ
ニケーションの目標
（120分）

コミュニケーション
のモデルとは
（120分）

12 B 対人コミュニケーション ⑦
①コミュニケーショ
ンの機能　②コミュ
ニケーションのチャ
ネル（120分）

言語的コミュニケー
ションと非言語的コ
ミュニケーションの
特徴と種類（120分
）

13 コミュニケーションの種類　－　メリット・デ
メリット ⑧

③口頭と書面の相違
④コンテクストと文
化（120分）

高コンテクストと低
コンテクストの比較
、医療のコンテクス
ト（120分）

14 C マスコミュニケーション　－　影響・効果 ⑨
①映像メディアと活
字メディア　②マス
メディアの効果
（120分）

マスメディアの効果
についての研究の変
化（120分）

15 D ＩＣＴの発達とコミュニケーション　
　 ⑩

①インターネットや
②ＳＮＳの利用状況
、注意点　③人間関
係への影響（120分
）

ＳＮＳを利用するさ
いの注意点、最近の
社会問題について
（120分）

定期試験　筆記

評価基準・評価方法
持ち込み物なしの筆記試験（100％）学んだことの理解、記憶、表現力などが評価されます。ただし、新学期の社会環
境（コロナ）によっては、オンライン授業（資料配付）に切り替え、提出課題の点数化による評価に変えます。　　
　

使用教科書
系統看護学講座基礎分野　人間関係論 / 石川ひろの　他.--第3版--医学書院，2018年，978-4-260-03170-7

参考図書
特に指摘しない。教科書の章ごとに、その最後に「参考文献」一覧が提示されているので、必要に応じ、利用する。

講義がある程度進展した段階で小テスト（１０分ぐらい）を予告し、実施します。この小テスト
は、持ち込みなしで実施し、次回以降の授業で小テストの答案を返却します。解答の状況、正解
や解答のポイントなどについてコメント、解説します。オンライン授業になった場合は、メール
でやり取りします。jiemon13@outlook.jp

課題(試験やﾚﾎﾟｰﾄ)に対
するﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸの方法

教科書『系統看護学講座　基礎分野　人間関係論』（石川ひろの編）を利用し、特にその第１章
と第２章、第５章を学びます。授業の前後の時間帯に非常勤講師室を訪問することをお勧めしま
す。１年後期「コミュニケーション学」がありますが、本講義と内容的なかかわりが強く、「事
前学習」と位置付けられるでしょう。備考
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授業科目名

ボランティア論

担当教員

益川　優子

必修・選択
選択

配当年次
1年 前学期

単位数(時間数)
2単位(30時間)

開講形態
講義

学位授与の方針と授業科目の関連
全学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ(1)理学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ
(1)(3)作業ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ(1)(3)視機能ﾃﾞｨﾌﾟ
ﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ(1)(3)の達成に寄与している。

実務家教員

授 業 概 要
本講義においては、1990年代中頃より日本社会に普及・定着したボランティア活動について、普及・定着の社会的背景
、ボランティア活動がボランティア本人にもつ意味・意義、ボランティア活動が社会にもつ意味・意義、そしてボラン
ティア活動によって切り拓かれる新たな社会のあり方等について概括的認識を得るとともに、そうした認識に基づいて
現代社会の諸問題・課題の解決に主体的・能動的に参画しようとする、ボランティアとしての態度・心構えを形成する
ことを目標とする。

学 修 の 到 達 目 標
①ボランティア活動の定義について歴史的背景を踏まえながら説明できる。
②ボランティア活動の意義と社会的役割について説明できる。
③ボランティア活動を支援する意味とボランティ活動支援専門機関の役割について理解し、説明することができる。
④ボランティア活動を通じて社会に参画しようとする主体的・能動的な態度・心構えが形成されている。

回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

1 ボランティアとは何か ①

自身の持つ「ボラン
ティア」という言葉
に関するイメージを
ノートに列挙してく
る。（120分）

授業内容を整理し、
ノートにまとめる。
（120分）

2 ボランティアにかかわる思想と歴史の変遷 ①
ボランタリズム、利他
主義、ボランタリー・
アクションという言葉
について調べておく。
（120分）

授業内容を整理し、
ノートにまとめる。
（120分）

3 ボランティア活動の現状と課題 ①
②

NPO法人の活動分野
、認定NPO法人制度
について調べておく
。（120分）

授業内容を整理し、
ノートにまとめる。
（120分）

4 ボランティアと現代社会
①
②
④

自己実現、ボランタ
リーセクターについ
て調べておく。
（120分）

授業内容を整理し、
ノートにまとめる。
（120分）

5 日本におけるボランティアの普及・推進の歩み
①
②
③

COS、セツルメント
運動について調べて
おく。（120分）

授業内容を整理し、
ノートにまとめる。
（120分）

6 ボランティアに期待される社会的役割 ②
③

ノーマライゼーショ
ン理念、ソーシャル
・アクションについ
て調べておく。
（120分）

授業内容を整理し、
ノートにまとめる。
（120分）

7 地域社会のボランティア
②
③
④

ボランティアセンタ
ー、ソーシャル・イ
ンクルージョンにつ
いて調べておく。
（120分）

授業内容を整理し、
ノートにまとめる。
（120分）

8 環境とボランティア
②
③
④

ボランティアセンタ
ー、ソーシャル・イ
ンクルージョンにつ
いて調べておく。
（120分）

授業内容を整理し、
ノートにまとめる。
（120分）

9 災害ボランティア
②
③
④

東日本大震災等の大
規模災害において、
被災者の生活復興に
関する課題を調べる
。（120分）

授業内容を整理し、
ノートにまとめる。
（120分）
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回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

10 国際ボランティア
②
③
④

NGO、シンパシーと
エンパシーについて
調べておく。
（120分）

授業内容を整理し、
ノートにまとめる。
（120分）

11 ボランティア学習
②
③
④

生涯学習、ESDにつ
いて調べておく。
（120分）

授業内容を整理し、
ノートにまとめる。
（120分）

12 ボランティア活動支援とボランティアコーディ
ネーター ③ JVCAについて調べて

おく。（120分）
授業内容を整理し、
ノートにまとめる。
（120分）

13 ボランティア組織の運営 ③
OJT、Off-JT、SDの
違いについて調べて
おく。（120分）

授業内容を整理し、
ノートにまとめる。
（120分）

14 ボランティアの可能性と展望 ④
ボランタリズムとボ
ランタリズムの逆説
について考察してく
る。（120分）

授業内容を整理し、
ノートにまとめる。
（120分）

15 ボランティア活動と自分 ④
これまでの学習を踏ま
え、自身にとってのボ
ランティアの意義と社
会的役割について考察
してくる。（120分）

授業内容を整理し、
ノートにまとめる。
（120分）

定期試験（レポート）　

評価基準・評価方法
受講態度30％、レポート70％

使用教科書
なし

参考図書

※学期末レポートについては、全体の総評コメントを掲示にて公開いたします。

課題(試験やﾚﾎﾟｰﾄ)に対
するﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸの方法

質問等ございましたら授業終了後、気軽に声をかけてください。

備考
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授業科目名

哲学

担当教員

竹内　章郎

必修・選択
選択

配当年次
1年 後学期

単位数(時間数)
2単位(30時間)

開講形態
講義

学位授与の方針と授業科目の関連
全学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ(1)理学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ
(1)(3)作業ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ(1)(3)視機能ﾃﾞｨﾌﾟ
ﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ(1)(3)の達成に寄与している。

実務家教員

授 業 概 要
自由・平等・友愛（共同性）は、近代社会全般の基礎とされるが、この講義では、自由と共同性との関連も重視しなが
ら、平等とはいかなることかの解明を中心に、格差や不平等が広まる現実を根本から（ラディカルに）理解することを
目指したい。近代思想史や哲学史の理解も、そのための手段であるという位置づけで、講義をしたいと考えている。

学 修 の 到 達 目 標
①大きな問題を根本から考える姿勢を身に付けるために、抽象度の高い言葉を理解しこれをある程度使えるようにする
。
②近代思想・近代哲学の基本を一定程度理解できる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
③現代社会の課題の基本を捉える姿勢を身に付ける。

回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

1 ガイダンス（全体の進行について、資料の使い
方など） ① 資料の前書きの熟読

（120分）
講義内容の復習
（120分）

2 現代において平等を問うことの意味＜教科書
ⅲ～ⅶ頁＞ ③ 左記該当箇所の熟読

（120分）
左記該当箇所の再読
を含む講義内容の復
習（120分）

3 平等はなぜ避難されることが多いのか？　平等
の根本的定義(1)＜教科書1～14頁＞ ① 左記該当箇所の熟読

（120分）
左記該当箇所の再読
を含む講義内容の復
習（120分）

4 平等はなぜ避難されることが多いのか？　平等
の根本的定義(2)＜教科書14～31頁＞

①
③

左記該当箇所の熟読
（120分）

左記該当箇所の再読
を含む講義内容の復
習（120分）

5 平等論の深化・拡大、不平等と一体の平等に関
する歴史(1)＜教科書33～44頁＞ ② 左記該当箇所の熟読

（120分）
左記該当箇所の再読
を含む講義内容の復
習（120分）

6 平等論の深化・拡大、不平等と一体の平等に関
する歴史(2)＜教科書44～54頁＞ ② 左記該当箇所の熟読

（120分）
左記該当箇所の再読
を含む講義内容の復
習（120分）

7 平等論の深化・拡大、不平等と一体の平等に関
する歴史(3)＜教科書54～68頁＞ ② 左記該当箇所の熟読

（120分）
左記該当箇所の再読
を含む講義内容の復
習（120分）

8 平等論の深化・拡大、不平等と一体の平等に関
する歴史(4)＜教科書～68頁＞ ② 　 左記該当箇所の熟読

（120分）
左記該当箇所の再読
を含む講義内容の復
習（120分）

9 悪平等はなぜうまれたのか？　伝統的平等論の
意義と問題(1)＜教科書69～93頁＞ ① 左記該当箇所の熟読

（120分）
左記該当箇所の再読
を含む講義内容の復
習（120分）
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回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

10 悪平等はなぜうまれたのか？　伝統的平等論の
意義と問題(2)＜教科書93～117頁＞ ① 左記該当箇所の熟読

（120分）
左記該当箇所の再読
を含む講義内容の復
習（120分）

11 新たな能力論的平等論と新たな機会平等論
(1)＜教科書119～143頁＞

①
③

左記該当箇所の熟読
（120分）

左記該当箇所の再読
を含む講義内容の復
習（120分）

12 新たな能力論的平等論と新たな機会平等論
(2)＜教科書143～166頁＞

①
③

左記該当箇所の熟読
（120分）

左記該当箇所の再読
を含む講義内容の復
習（120分）

13 新たな平等論の体系の構築に向けて(1)＜教科
書　167～185頁＞　

①
③

左記該当箇所の熟読
（120分）

左記該当箇所の再読
を含む講義内容の復
習（120分）

14 新たな平等論の体系の構築に向けて(2)＜教科
書185～200頁＞

①
③

左記該当箇所の熟読
（120分）

左記該当箇所の再読
を含む講義内容の復
習（120分）

15 新たな平等論の体系の構築に向けて(3)＜教科
書200～215頁＞

①
②

左記該当箇所の熟読
（120分）

左記該当箇所の再読
を含む講義内容の復
習（120分）

定期試験（筆記）

評価基準・評価方法
授業への取り組みと定期試験の結果による。

使用教科書
使用しない（講義に先立って、講義全体に関する資料を配布する。）

参考図書
必要に応じて講義中に紹介する。

講義について、適宜配布する質問用紙に記入してもらう内容に、その都度応答する。

課題(試験やﾚﾎﾟｰﾄ)に対
するﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸの方法

備考
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授業科目名

教育学

担当教員

益川　優子

必修・選択
選択

配当年次
1年 後学期

単位数(時間数)
2単位(30時間)

開講形態
講義

学位授与の方針と授業科目の関連
全学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ(1)看護ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ
(1)理学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ(1)(3)作業ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟ
ﾘｼｰ(1)(3)視機能ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ(1)(3)の達成
に寄与している。

実務家教員

授 業 概 要
本講義は、人間が生き、成長・発達していく上で教育がどのような意義を持ち、社会においてどのような役割を果たす
のかについて考察していきます。また、教育をとりまく現代の諸問題を多面的に捉えつつ、教育という営みの現代的意
義についても考察していきます。

学 修 の 到 達 目 標
①教育の概念と機能、その役割について説明できる。
②人間の生涯発達理論について説明できる。
③他者とのかかわりを導く技法を使うことができる。
④現代の教育と教育を取り巻く諸問題について自分の考えを持つことができる。

回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

1 教育の概念 ①

自身の持つ「教育」
という言葉に関する
イメージをノートに
列挙してくる。
（120分）

授業内容を整理し、
ノートにまとめる。
（120分）

2 学ぶということ・教えるということ ① 第１回の授業内で指
示する。（120分）

授業内容を整理し、
ノートにまとめる。
（120分）

3 生涯発達理論①乳児期～幼児期 ② 第２回の授業内で指
示する。（120分）

授業内容を整理し、
ノートにまとめる。
（120分）

4 生涯発達理論②児童期～青年期 ② 第３回の授業内で指
示する。（120分）

授業内容を整理し、
ノートにまとめる。
（120分）

5 生涯発達理論③成人期～老年期 ② 第４回の授業内で指
示する。（120分）

授業内容を整理し、
ノートにまとめる。
（120分）

6 教育の営みと教育を取り巻く諸問題 ①
④

第５回の授業内で指
示する。（120分）

授業内容を整理し、
ノートにまとめる。
（120分）

7 他者とのかかわり ③ 第６回の授業内で指
示する。（120分）

授業内容を整理し、
ノートにまとめる。
（120分）

8 他者とのかかわりを導く技法 ③ 第７回の授業内で指
示する。（120分）

授業内容を整理し、
ノートにまとめる。
（120分）

9 教育の目標と評価 ① 第８回の授業内で指
示する。（120分）

授業内容を整理し、
ノートにまとめる。
（120分）
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回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

10 教育のデザイン ① 第９回の授業内で指
示する。（120分）

授業内容を整理し、
ノートにまとめる。
（120分）

11 キャリア教育 ④
第１０回の授業内で
指示する。（120分
）

授業内容を整理し、
ノートにまとめる。
（120分）

12 ジェンダーとセクシュアリティ ④
第１１回の授業内で
指示する。（120分
）

授業内容を整理し、
ノートにまとめる。
（120分）

13 特別ニーズ教育・インクルーシヴ教育 ④
第１２回の授業内で
指示する。（120分
）

授業内容を整理し、
ノートにまとめる。
（120分）

14 生涯教育 ④
第１３回の授業内で
指示する。（120分
）

授業内容を整理し、
ノートにまとめる。
（120分）

15 シティズンシップ教育 ④
第１４回の授業内で
指示する。（120分
）

授業内容を整理し、
ノートにまとめる。
（120分）

定期試験（レポート）

評価基準・評価方法
受講態度30％、レポート70％

使用教科書
なし

参考図書
適宜紹介いたします。

※定期試験については、全体の総評コメントを掲示にて公開いたします。

課題(試験やﾚﾎﾟｰﾄ)に対
するﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸの方法

質問等ございましたら授業終了後、気軽に声をかけてください。

備考
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授業科目名

心理学

担当教員

大井　修三

必修・選択
選択

配当年次
1年 後学期

単位数(時間数)
2単位(30時間)

開講形態
講義

学位授与の方針と授業科目の関連
全学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ(1)看護ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ
(1)理学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ(1)(3)作業ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟ
ﾘｼｰ(1)(3)視機能ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ(1)(3)の達成
に寄与している。

実務家教員

授 業 概 要
心理学を正しく理解していると、人と人が関わるところでは、相手の理解に強力な武器となる。なぜなら、①心理学は他者理解の学問
だからである。医療従事者と患者さん、医療従事者同士、日常の人間関係など。しかし、「心理学」という言葉は知っていても、心理
学を正しく理解している人はなかなかいない。それは、心理学をきちんと勉強した人がなかなかいないということである（授業
１）。そこで本授業では、　相手の心を理解するということはどういうことか（授業 2，3，4，5，6，7）、③一人一人違うというこ
とはどういうことか（授業 8，9，10，11）、④相手に目的に向かって動いてもらうということはどういうことか（授業
12，13，14，15）、の３点を中心に、医療現場で他者との関係をうまく成立させることに役に立つ心理学の話をする。なるべく日常の
状況に合わせた事例を紹介しながら、他者理解に必要な視点を育む。

学 修 の 到 達 目 標
これらの授業を通して、①相手の「心」を直接把握することができないこと、②相手の「心」は推測でしか扱えないこ
と、③同じ状況でも人によって違う心が推測されうること、④自分の心を相手にわかってもらうためには推測し易い情
報を提供しなければならないこと、その上で相手との人間関係を考えなければいけないことを理解して、人間関係に活
用することができる。

回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

1 イントロダクション：「行動」を説明する「心
」：授業の概要、評価の方法 ①

テキストのイントロ
ダクションを読み、
PPW資料の該当部分
を考える。（120分
）

受講内容を理解し、日
常生活、自分の将来の
仕事環境を想定して、
使える可能性を考える
。（120分）

2 「心」を知る方法：直接覗くことはできない「
心」 ①

前回の学生コメントと
それに対する回答を勉
強し、テキストとPPWの
該当部分を予習する。
（120分）

受講内容を理解し、日
常生活、自分の将来の
仕事環境を想定して、
使える可能性を考える
。（120分）

3 「心」を知る方法：「行動」から「心」を推測
する ②

前回の学生コメントと
それに対する回答を勉
強し、テキストとPPWの
該当部分を予習する。
（120分）

受講内容を理解し、日
常生活、自分の将来の
仕事環境を想定して、
使える可能性を考える
。（120分）

4 「心」を知る方法：「心」の推測には行動と刺
激の情報が必要 ②

前回の学生コメントと
それに対する回答を勉
強し、テキストとPPWの
該当部分を予習する。
（120分）

受講内容を理解し、日
常生活、自分の将来の
仕事環境を想定して、
使える可能性を考える
。（120分）

5 「相手の心」は私の中に出来上がる：相手の「
心」は主観的解釈 ②

前回の学生コメントと
それに対する回答を勉
強し、テキストとPPWの
該当部分を予習する。
（120分）

受講内容を理解し、日
常生活、自分の将来の
仕事環境を想定して、
使える可能性を考える
。（120分）

6 我々の理解とは？：現象の主観的な理解 ②
前回の学生コメントと
それに対する回答を勉
強し、テキストとPPWの
該当部分を予習する。
（120分）

受講内容を理解し、日
常生活、自分の将来の
仕事環境を想定して、
使える可能性を考える
。（120分）

7 科学的学問としての心理学:主観性と客観性 ②
前回の学生コメントと
それに対する回答を勉
強し、テキストとPPWの
該当部分を予習する。
（120分）

受講内容を理解し、日
常生活、自分の将来の
仕事環境を想定して、
使える可能性を考える
。（120分）

8 心理学の中心テーマ：個人差 ③
前回の学生コメントと
それに対する回答を勉
強し、テキストとPPWの
該当部分を予習する。
（120分）

受講内容を理解し、日
常生活、自分の将来の
仕事環境を想定して、
使える可能性を考える
。（120分）

9 個人差を規定する要因１：遺伝 ③
前回の学生コメントと
それに対する回答を勉
強し、テキストとPPWの
該当部分を予習する。
（120分）

受講内容を理解し、日
常生活、自分の将来の
仕事環境を想定して、
使える可能性を考える
。（120分）
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回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

10 個人差を規定する要因２：環境 ③
前回の学生コメントと
それに対する回答を勉
強し、テキストとPPWの
該当部分を予習する。
（120分）

受講内容を理解し、日
常生活、自分の将来の
仕事環境を想定して、
使える可能性を考える
。（120分）

11 個人差を規定する要因３：遺伝と環境の相互作
用 ③

前回の学生コメントと
それに対する回答を勉
強し、テキストとPPWの
該当部分を予習する。
（120分）

受講内容を理解し、日
常生活、自分の将来の
仕事環境を想定して、
使える可能性を考える
。（120分）

12 要求・動因・行動とフロイト理論 ④
前回の学生コメントと
それに対する回答を勉
強し、テキストとPPWの
該当部分を予習する。
（120分）

受講内容を理解し、日
常生活、自分の将来の
仕事環境を想定して、
使える可能性を考える
。（120分）

13 行動を出現させるもの：動因と誘因 ④
前回の学生コメントと
それに対する回答を勉
強し、テキストとPPWの
該当部分を予習する。
（120分）

受講内容を理解し、日
常生活、自分の将来の
仕事環境を想定して、
使える可能性を考える
。（120分）

14 動機づけの機能 ④
前回の学生コメントと
それに対する回答を勉
強し、テキストとPPWの
該当部分を予習する。
（120分）

受講内容を理解し、日
常生活、自分の将来の
仕事環境を想定して、
使える可能性を考える
。（120分）

15 要求の生得性と習得性 ④
前回の学生コメントと
それに対する回答を勉
強し、テキストとPPWの
該当部分を予習する。
（120分）

受講内容を理解し、日
常生活、自分の将来の
仕事環境を想定して、
使える可能性を考える
。（120分）

定期試験（筆記）

評価基準・評価方法
評価は、毎回授業で紹介される内容を理解し、自らの身近な事象に利用できるようになっているかで見る。
そのための参考資料は、試験結果（90%）、毎回の授業で提出するコミュニケーションカード（10%）である。

使用教科書
教科書は特に用いない。
（授業に必要な資料は、授業開始時及び時間中に配付する。）

参考図書
適宜、紹介する。

毎回の授業の終わりにコミュニケーションカードを提出してもらう。ここには授業内容のまとめ
と同時に授業中に解決できなかった質問も書いてよい。その質問には、翌授業回で解説する。

課題(試験やﾚﾎﾟｰﾄ)に対
するﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸの方法

備考
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授業科目名

生命倫理学

担当教員

谷口　泰弘

必修・選択
必修

配当年次
3年 前学期

単位数(時間数)
2単位(30時間)

開講形態
講義

学位授与の方針と授業科目の関連
全学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ(1)理学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ
(1)(3)作業ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ(1)(3)の達成に寄
与している。

実務家教員

授 業 概 要
バイオエシックス（生命倫理学）の基礎的な事項を学ぶ。現代の医療においては医師だけではなく、多くの医療に関係
する職種が協力し、チーム医療を担っている。それぞれの職種に高い倫理観が求められている。
本講義では、バイオエシックスに係る歴史的背景から最新の医療に関する倫理的問題群にいたるまで、デジタル教材を
活用しながら講義形式で分かり易く解説する。

学 修 の 到 達 目 標
医療専門職に不可欠な倫理観を身につけるため、バイオエシックスに係る問題群について、倫理的・法的・社会的問題
として捉え、思考し行動に移せる能力を修得する。
①バイオエシックスの歴史的背景等から、人間の尊厳を理解する。
②講義の各論から、医療に係る倫理的問題の本質を見極め、立場の違いを理解したうえで、解決に向けた多角的な思考
ができる。

回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

1 バイオエシックス総論①（ガイダンス、基礎概
念） ① 谷口 講義

予習（120分）
教科書第1章前半部
分

復習（120分）
教科書第1章前半部
分と配布資料

2 バイオエシックス総論②（歴史的背景WWⅡ以前
） ① 谷口 講義

予習（120分）
教科書第1章後半部
分

復習（120分）
教科書第1章後半部
分と配布資料

3 バイオエシックス総論③（歴史的背景WWⅡ以後
） ① 谷口 講義

予習（120分）
教科書第2章前半部
分

復習（120分）
教科書第2章前半部
分と配布資料

4 自己決定と人間の尊厳（インフォームド・コン
セント） ① 谷口 講義 予習（120分）

教科書第3章部分
復習（120分）
教科書第3章部分と
配布資料

5 倫理理論の考え方（応用倫理学からのアプロー
チ） ① 谷口 講義

予習（120分）
教科書第2章後半部
分

復習（120分）
教科書第2章後半部
分と配布資料

6 生殖補助医療の問題①（人工授精、体外受精、
代理母） ② 谷口 講義

予習（120分）
教科書第4章前半部
分

復習（120分）
教科書第4章前半部
分と配布資料

7 生殖補助医療の問題②（出生前診断、着床前診
断、人工妊娠中絶） ② 谷口 講義

予習（120分）
教科書第4章後半部
分

復習（120分）
教科書第4章後半部
分と配布資料

8 遺伝子をめぐる問題（ヒトゲノムの利用、遺伝
子特許、個人情報、エンハンスメント） ② 谷口 講義 予習（120分）

教科書第5章部分
復習（120分）
教科書第5章部分と
配布資料

9 ライフサイエンス研究をめぐる問題（再生医療
、ヒトES細胞研究、ヒトiPS細胞研究） ② 谷口 講義

予習（120分）
再生医療に関する倫
理的問題を調べる

復習（120分）
配布資料を復習する
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回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

10 脳死・臓器移植をめぐる問題（脳死の定義、臓
器移植法、移植システム） ② 谷口 講義 予習（120分）

教科書第6章部分
復習（120分）
教科書第6章部分と
配布資料

11 終末期をめぐる問題①（尊厳死、安楽死） ② 谷口 講義
予習（120分）
教科書第7章前半部
分

復習（120分）
教科書第7章前半部
分と配布資料

12 終末期をめぐる問題②（治療中止、鎮静、緩和
医療） ② 谷口 講義

予習（120分）
教科書第7章後半部
分

復習（120分）
教科書第7章後半部
分と配布資料

13 医療と法律（医療事故関係、医療契約） ② 谷口 講義 予習（120分）
教科書第14章部分

復習（120分）
教科書第14章部分と
配布資料

14 広義のバイオエシックス（動物倫理、環境倫理
） ② 谷口 講義 予習（120分）

教科書第10章部分
復習（120分）
教科書第10章部分と
配布資料

15 研究をめぐる倫理（研究不正、倫理委員会、オ
ーサーシップ、利益相反等） ② 谷口 講義

予習（120分）
人を対象とする生命
科学・医学系研究に
関する倫理指針を予
め調べる

復習（120分）
人を対象とする生命
科学・医学系研究に
関する倫理指針を復
習する

定期試験（筆記） ①
② 谷口 試験

評価基準・評価方法
評価基準は、知識・理解および思考とする。その評価方法は、定期試験を実施して評価する（80％）
ミニレポート等の提出物の内容も評価に入れる（20％）

使用教科書
第3版　生命倫理・医事法 / 塚田敬義ほか.--改訂版--医療科学社，2022年，978-4-86003-133-6

参考図書

実施する定期試験およびミニレポートについては、総評を掲示する。

課題(試験やﾚﾎﾟｰﾄ)に対
するﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸの方法

適宜、補足資料を配布し、理解が深まるよう講義する。
特段、オフィスアワーは設けないが、講義終了後に教室に残り質問等について対応する（この時
間を活用してください）。備考
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授業科目名

基礎演習

担当教員

辻　圭一・石田　裕保・藤橋　雄一郎・植木　努  (代表教員  辻　圭一
)

必修・選択
必修

配当年次
1年 前学期

単位数(時間数)
1単位(30時間)

開講形態
演習

学位授与の方針と授業科目の関連
全学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ(1)理学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ
(1)(3)の達成に寄与している。

実務家教員
辻圭一（理学療法士）・石田裕保（理学療法士）・藤橋雄一郎（理学療
法士）・植木努（理学療法士）

授 業 概 要
本講義では、学生生活のあり方やレポートの書き方など身近なテーマから、社会的マナーやルール、あるいは社会人と
して知るべきテーマについて論じ、社会のルールをしっかりと理解することを目的とする。加えて、医療系学生として
必要な学習方法を習得する。さらに、知識を他者に伝達する方法を体験しコミュニケーション能力の向上を図る。

学 修 の 到 達 目 標
①学生生活のあり方、社会的マナーやルールが理解できる
②話し合いを通じて他者の考え方が理解できる
③医療系学生としての学習方法を身につける

回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

1 オリエンテーション、レポートの書き方と提出
方法、ポートフォリオの作成の仕方 ① 辻 講義 特になし

実際にレポート書式
を自分で作成しまし
ょう（90分）

2 学習方法総論（大学での学習方法、自己学習の
取り組み方、インターネットの活用） ① 辻 講義

普段の予習の方法に
ついてまとめておい
て下さい。（30分）

講義で習った方法を
実践してみて下さい
。（30分）

3 社会的マナー＜礼儀＞やルール ② 藤橋 演習
マナー、ルールにつ
いて意味を調べてお
いて下さい。（30分
）

講義資料を元に自分
でまとめておいて下
さい（30分）

4 グループワーク1＜テーマ：教養・社会性・医
療と経済＞発表および討論 ② 藤橋 演習

この1週間分のニュ
ースを見直して下さ
い。（30分）

講義資料を元に自分
でまとめておいて下
さい（30分）

5 グループワーク2＜テーマ：福祉・労働の意義
・人間関係＞発表および討論 ③ 植木 演習

この1週間分のニュ
ースを見直して下さ
い。（30分）

講義資料を元に自分
でまとめておいて下
さい（30分）

6 学習方法各論１（基礎医学の学習方法およびグ
ループワークの進め方） ③ 植木 演習

前回の講義内容を見
直して下さい。
（30分）

講義資料を元に自分
でまとめておいて下
さい（30分）

7 学習方法各論２（他者への知識の提供方法） ③ 石田 演習
前回の講義内容を見
直して下さい。
（30分）

講義資料を元に自分
でまとめておいて下
さい（30分）

8 学習方法各論３（個人間での知識の共有方法） ③ 石田 演習
前回の講義内容を見
直して下さい。
（30分）

講義資料を元に自分
でまとめておいて下
さい（30分）

9 学習方法各論４（学習における記録の残し方） ③ 辻 演習
前回の講義内容を見
直して下さい。
（30分）

講義資料を元に自分
でまとめておいて下
さい（30分）
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回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

10 演習１（グループワーク：課題の提示方法） ③ 石田 演習
前回の講義内容を見
直して下さい。
（30分）

講義資料を元に自分
でまとめておいて下
さい（30分）

11 演習２（グループワーク：学習内容の提示方法
）

②
③ 藤橋 演習

前回の講義内容を見
直して下さい。
（30分）

講義資料を元に自分
でまとめておいて下
さい（30分）

12 演習３（グループワーク：シェア学習の実践
①）

②
③ 植木 演習

前回の講義内容を見
直して下さい。
（30分）

講義資料を元に自分
でまとめておいて下
さい（30分）

13 演習４（グループワーク：シェア学習の実践
②）

②
③ 辻 演習

前回の講義内容を見
直して下さい。
（30分）

講義資料を元に自分
でまとめておいて下
さい（30分）

14 演習５（グループワーク：ペア学習の実践①） ②
③ 石田 演習

前回の講義内容を見
直して下さい。
（30分）

講義資料を元に自分
でまとめておいて下
さい（30分）

15 演習６（グループワーク：ペア学習の実践②） ②
③ 藤橋 演習

前回の講義内容を見
直して下さい。
（30分）

講義資料を元に自分
でまとめておいて下
さい（30分）

レポート課題

評価基準・評価方法
受講態度（50％）、レポート（50％）

使用教科書

参考図書

レポートは成績発表後に返却します。

課題(試験やﾚﾎﾟｰﾄ)に対
するﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸの方法

講義内容に質問があれば、研究室に問い合わせる事。
＜辻研究室　k.tsuji@heisei-iryou.ac.jp＞

備考
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授業科目名

文章表現法

担当教員

長屋　由喜子

必修・選択
必修

配当年次
1年 前学期

単位数(時間数)
1単位(30時間)

開講形態
講義

学位授与の方針と授業科目の関連
全学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ(1)理学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ
(1)(3)作業ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ(1)(3)視機能ﾃﾞｨﾌﾟ
ﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ(1)(3)の達成に寄与している。

実務家教員

授 業 概 要
将来医療や介護等の現場で働く者にとっては、患者や患者の家族・同僚スタッフ・福祉関係者等とのコミュニケーショ
ン力や文章作成力が必要である。授業を通して自身の国語力を知り基礎力を高めると共に、授業以外の日常生活の様々
な場面でも意識して適切な言葉を遣うことをめざす。テキストとトレーニングシートを活用し、説明する力・聴く力を
養うと共に、手紙文や公用メールのマナー・レポート等の書き方の実践を通して文章表現力を身に付ける。回によって
、ペアワークやグループワークの授業をしたり、トレーニングシートの提出を求めることがある。

学 修 の 到 達 目 標
①正しく適切な日本語について学び、正確に情報や意見交換を行う力を身に付け、現場で生かせるようになる。
②自分の感情がコントロールでき、相手に配慮した言葉で良好な人間関係を築くことによって問題解決ができる。
③日々の生活において、メモをとったり書いたりすることを習慣にする。
④専門科目で求められるレポートや、社会人・職業人に必要な様々なを文章を作成することができる。

回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

1 授業の進め方やテキストとトレーニングシート
の活用についての説明。 ①

シラバスとテキスト
、トレーニングシー
トに目を通し、学習
の目標を理解する。
(60分)

授業で学んだ内容を
現場で生かせること
を意識し、言葉に対
する関心知識を高め
る。（60分）

2
テキスト（スタディスキル編）第１章「正しい
日本語を使うー正確で豊かに表現する」トレー
ニングシート１の解説と自己採点。

①
テキストP4～7を読
み、トレーニングシ
ート1を解く。
（60分）

授業を振り返り、ト
レーニングシート
1の内容を確かなも
のにする。（60分）

3
テキスト（スタディスキル編）第2章「敬語を
使うー相手を尊重する気持ちを伝える」トレー
ニングシート2の解説と自己採点。

①
②

テキストP8～12を読
み、トレーニングシ
ート2を解く。
（60分）

授業を振り返り、ト
レーニングシート
2の内容を確かなも
のにする。（60分）

4
テキスト（スタディスキル編）第3章「メモを
とるー要点をおさえて記録する、伝える」トレ
ーニングシート3の解説と自己採点。

①
③

テキストP14～17を
読み、トレーニング
シート3を解く。
（60分）

授業を振り返り、ト
レーニングシート
3の内容を確かなも
のにする。（60分）

5
テキスト（スタディスキル編）第4章「説明す
る・発表するー相手がわかる説明をする」トレ
ーニングシート4の解説と自己採点。

①
②

テキストP18～21を
読み、トレーニング
シート4を解く。
（60分）

授業を振り返り、ト
レーニングシート
4の内容を確かなも
のにする。（60分）

6
テキスト（スタディスキル編）第5章「電話を
するーその場でのやり取りに対応する」トレー
ニングシート5の解説と自己採点。

①
②

テキストP22～25を
読み、トレーニング
シート5を解く。
（60分）

授業を振り返り、ト
レーニングシート
5の内容を確かなも
のにする。（60分）

7
テキスト（スタディスキル編）第6章「メール
を書くー学生生活でメールを使う」トレーニン
グシート6の解説と自己採点。

①
②
③

テキストP26～29を
読み、トレーニング
シート6を解く。
（60分）

授業を振り返り、ト
レーニングシート
6の内容を確かなも
のにする。（60分）

8
テキスト（スタディスキル編）第7章「手紙を
書くー病院・施設に宛てて書く手紙のマナー」
トレーニングシート7の解説と自己採点。時候
の挨拶を知る。

①
②
③

テキストP30～33を
読み、トレーニング
シート7を解く。
（60分）

授業を振り返り、ト
レーニングシート
7の内容を確かなも
のにする。（60分）

9
テキスト（スタディスキル編）第8章「レポー
トを書く（1）：内容編ーレポートに何を書く
のか」トレーニングシート8（裏表2枚）の解説
と自己採点。

①
③

テキストP34～37を
読み、トレーニング
シート8を解く。
（60分）

授業を振り返り、ト
レーニングシート
8の内容を確かなも
のにする。（60分）
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回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

10
テキスト（スタディスキル編）第9章「レポー
トを書く（2）：表現編ーレポートをどう書く
のか」トレーニングシート9（裏表2枚）の解説
と自己採点。文章の基本を知る。

①
③

テキストP38～42を
読み、トレーニング
シート9を解く。
（60分）

授業を振り返り、ト
レーニングシート
9の内容を確かなも
のにする。（60分）

11
テキスト（ソーシャルスキル編）「ソーシャル
スキルの学び方」第1章「挨拶をする、自己紹
介をするーさわやかな印象を」トレーニングシ
ート1（P23,24）を実践する。

①
②

テキストP44～49を
読み、自分の特徴・
長所・短所、会話の
ネタ等の準備。
(60分)

授業を振り返り、場
面に応じた自己紹介
のスキルを身に付け
、良好な人間関係に
繋げる。(60分)

12
テキスト（ソーシャルスキル編）第2章「話す
スキルと聞くスキルー互いにつながるために」
トレーニングシート2（P25,26）を実践・発表
する。

①
②

テキストP51話すス
キルとP53聴くスキ
ルのモデリングで練
習しておく。（60分
）

実際の生活の場で試
してみる。誤解や思
い込みのないコミュ
ニケーション力を身
に付ける。（60分）

13
テキスト（ソーシャルスキル編）第3章「上手
に断るー相手を傷つけないように」トレーニン
グシート3（P27,28）を実践・発表する。

①
②
③

テキストP56～59を
読み、トレーニング
シートP27の課題
1,2に意見を書く。
（60分）

相手の期待に応えら
れず上手に断るポイ
ントを学び、応用し
てみる。（60分）

14
テキスト（ソーシャルスキル編）第4章「感情
をコントロールするスキル」トレーニングシー
ト4（P29,30）を実践・発表する。

①
②
③

テキストP60～63を
読み、トレーニング
シートP29,30に意見
や考えを書く。
（60分）

自分の苦手な場面で
冷静に感情をコント
ロールする方法を学
び、応用してみる。
（60分）

15
テキスト（ソーシャルスキル編）第5章「うま
く問題を解決するスキル」のモデル（例題）に
ついて、国語力・文章表現力を生かし論文を作
成し、提出する。

①
②
③

テキストP65のモデ
ルについて、解決索
を400字程度にまと
めておく。（60分）

事前学習の下書きを
参考に、自身の問題
解決のスキルと文章
表現力を自己評価す
る。（60分）

定期試験（筆記）

評価基準・評価方法
①テキストとトレーニングシートに基づき必ず事前学習を行い、授業に臨むこと【授業に対する意欲】４０％　
②定期試験【日本語表現力、ソーシャルスキルの習得と定着】６０％　　　　　　

使用教科書
看護系学生のための日本語表現トレーニング / 野呂幾久子/渡辺弥生/味木由佳〔編著〕.--三省堂　，2013年，978-4-
385-36328-8

参考図書
必要に応じて授業中に紹介する。

①トレーニングシートの提出→完成度（授業に対する意欲・知識の定着）の確認
②課題文の提出→問題解決のスキルと文章力の確認

課題(試験やﾚﾎﾟｰﾄ)に対
するﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸの方法

質問は随時受け付けます。学習相談等があれば、授業時間の前後に対応したいと思いますが、時
間を要する内容については口頭ではなく文章にして渡してください。次の授業で極力回答したい
と思います。備考
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授業科目名

コミュニケーション学

担当教員

近藤　ひろえ

必修・選択
必修

配当年次
1年 後学期

単位数(時間数)
1単位(30時間)

開講形態
講義

学位授与の方針と授業科目の関連
全学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ(1)看護ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ
(1)理学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ(1)(3)作業ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟ
ﾘｼｰ(1)(3)視機能ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ(1)(3)の達成
に寄与している。

実務家教員
近藤ひろえ（人材育成研修講師）自治体・企業・大学など含めコンスタ
ントに年間、100件以上の研修を行う。日本認知療法学会正会員、産業
カウンセラー、キャリア・コンサルタント、メンタルヘルスマネジメン
ト検定、心理相談専門員、NLPプラクティショナー資格、など資格多数

授 業 概 要
・コミュニケーションの重要性を理解する。
・自分自身のコミュニケーションのスキルについて深く振り返り、医療現場において、患者さん・医療スタッフとの間
でよりよい人間関係を構築するための具体的なコミュニケーション能力を身につける。
・グループディスカッション、ペアワークなど体験、実践を中心とした講義を行う。

学 修 の 到 達 目 標
①非言語コミュニケーションの重要性を理解し、実践できる
②年代が違う人への挨拶、返事など、日常的なコミュニケーションができる
③自分の気持ち・考えなどを明確に相手に伝えることができる
④相手の言葉の背景にある気持ちや考えを想像しコミュニケーションすることができる
⑤医療現場におけるコミュニケーションの重要性と求められているスキルを学ぶ

回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

1
・この授業の目的・到達目標について知る
・コミュニケーションの重要性とトレーニング
方法について学ぶ

①
②
③
④
⑤

授業で習得したスキ
ルを日常生活で実践
する(30分)

2 ・信頼関係の重要性を学び、信頼関係を築くス
キルを学ぶ

①
②
③
④
⑤

自分の反応するスキ
ルについて振り返る
（30分）

授業で習得したスキ
ルを日常生活で実践
する(30分)

3 ・相手の本当に伝えたいことを受けとめるため
の聴き方について学ぶ

②
④
⑤

自分は普段どのよう
な聴き方をしている
か考える(30分)

授業で習得したスキ
ルを日常生活で実践
する(30分)

4
コミュニケーションに欠かせない他者への興味
・関心力の重要性を知り、興味・関心を示すこ
とができるような質問力について学ぶ

①
②
③
④
⑤

初対面の人と会話す
るときに困っている
ことを考える(30分)

授業で習得したスキ
ルを日常生活で実践
する(30分)

5
・コミュニケーションスキルを知っていてもな
ぜ使えないのか、その仕組みについて学ぶ
・相手の気持ちを受けとめるための柔軟な考え
方にする方法を学ぶ

②
④
⑤

日常生活でどんなつ
ぶやきをしているか
をまとめてくる
(30分)

授業で習得したスキ
ルを日常生活で実践
する(30分)

6 ・自分自身への思い込みの影響力を学ぶ
・否定的な自己イメージを変える方法を学ぶ

③
④
⑤

どうしてそのつぶや
きをするのか、その
背景あるものを考え
てみる（30分）

授業で習得したスキ
ルを日常生活で実践
する(30分)

7
なぜミスコミュニケーションが起こるのか、仕
組みを学ぶ。どのように説明することが必要か
を学ぶ

③
自分の伝えるスキル
で改善したいところ
を考える(30分)

授業で習得したスキ
ルを日常生活で実践
する(30分)

8 前回の授業の続きとして、具体的な伝え方のス
キルを体験しながら学ぶ ③

学科の説明を1分間
にまとめて発表でき
るようにする(30分)

授業で習得したスキ
ルを日常生活で実践
する(30分)

9
前回の授業の続きとして、実際に説明する場面
を想定してロールプレイングをする。自分の良
い点や今後の課題を見つける
・緊張しないためのトレーニング方法を学ぶ

③ プレゼンの練習をし
てくる（60分）

授業で習得したスキ
ルを日常生活で実践
する(30分)
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回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

10 ・自分の気持ちを伝える、相手に言いにくいこ
とを伝える時の表現方法を学ぶ

③
⑤

言いにくいことを相
手に伝える場合、自
分はどのような伝え
方をしているか考え
る(30分)

授業で習得したスキ
ルを日常生活で実践
する(30分)

11
・医療スタッフとして知っておかなければなら
ない、敬語・クッション言葉などの接遇用語を
学ぶ

②
③
④
⑤

敬語・接遇表現で知
りたいことを考える
(30分)

授業で習得したスキ
ルを日常生活で実践
する(30分)

12
・医療現場でのコミュニケーションの重要性を
学ぶ
・医療スタッフと患者さんとのギャップについ
て学ぶ

①
②
③
④
⑤

医療現場でのコミュ
ニケーションの重要
瀬について考える
(30分)

授業で習得したスキ
ルを日常生活で実践
する(30分)

13
・チームワークとは何かを学び、良いチームワ
ークを発揮するためのマインド、スキルを学ぶ

①
②
③
④
⑤

チームでコミュニケ
ーションを取る時に
自分が何をしている
か振り返る（30分）

授業で習得したスキ
ルを日常生活で実践
する(30分)

14 医療場面のケーススタディを考えることで今ま
で学んできたことの復習をする

①
②
③
④
⑤

今までの授業を振り
返って、質問したい
ことを考える(30分)

授業で習得したスキ
ルを日常生活で実践
する(30分)

15 医療場面のケーススタディを考えることで今ま
で学んできたことの復習をする

①
②
③
④
⑤

今までの授業を振り
返って、質問したい
ことを考える(30分)

授業で習得したスキ
ルを日常生活で実践
する(30分)

定期試験　無し

評価基準・評価方法
・授業態度（授業への関わり方）　60%　　　　　
・レポートの内容（複数回レポート提出）　40%

使用教科書
コミュニケーション学　ワークブック　2023年版 / 近藤ひろえ.--非売品，

参考図書
・授業の進行に伴って、その都度紹介する。
・適宜、教材として使用するプリントなども配付する。

・コメント、口頭でフィードバック

課題(試験やﾚﾎﾟｰﾄ)に対
するﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸの方法

・自分のコミュニケーションの問題・悩みなどなんでもいいので課題をもって授業に臨んでくだ
さい。
・Eメールアドレスは、初回講義時間内にお知らせします。備考
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授業科目名

英語Ⅰ（教養英語）

担当教員

ﾐﾙﾎﾞﾄﾞ ｾｲｴﾄﾞ ﾓﾊﾏﾄﾞ

必修・選択
必修

配当年次
1年 前学期

単位数(時間数)
1単位(30時間)

開講形態
講義

学位授与の方針と授業科目の関連
全学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ(1)理学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ
(1)(3)の達成に寄与している。

実務家教員

授 業 概 要
この科目は話すおよび書くことの発信力強化を目的とした科目です。今の大学生に求められる、さまざまな情報を収集
し、それらを伝える力、そして白分の考えを述べる力を高めるよう構成されています。扱っている話題は、スマートフ
ォンやアルバイト、理想のパートナーやSNS投稿、ボランティア活動、食や睡眠といった、大学生の皆さんにとって身
近なものになっています。楽しみながら、積極的にクラスメイトと意見交換をして、英語での発信力を高めていってく
ださい。

学 修 の 到 達 目 標
①日常の色々な場面でよく使われる決まった言い方に慣れ、一般的な質問の仕方とその答え方を身に付ける。
②英文雑誌記事や新聞の記事、またメールの英文に触れ、日常の話題とその英語に触れて会話力を高める。
③英文メールに慣れ、自分でもメール文を書ける自信をつける。

回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

1
・Where are you from？
 [Subject-Verb Agreement]
（主語と動飼の一致）

①
②

その日に学んだこと
を復習し、単語やイ
ディオムの意味を頭
にいれておく（45分
）

2
・How are you doing?
 [Be Verbs & Do Verbs]
（Be動詞と一般動詞）

②
③

前もって次に学ぶチ
ャプターのわからな
い単語の意味を辞書
で引いておく（45分
）

その日に学んだこと
を復習し、単語やイ
ディオムの意味を頭
にいれておく（45分
）

3
・How many classes do you have?
 [Countable Nouns]
（数えられる名詞）

②
③

前もって次に学ぶチ
ャプターのわからな
い単語の意味を辞書
で引いておく（45分
）

その日に学んだこと
を復習し、単語やイ
ディオムの意味を頭
にいれておく（45分
）

4 ・Review ①
 (Units 1-3)（ユニット１－３の復習）

②
③

前もって次に学ぶチ
ャプターのわからな
い単語の意味を辞書
で引いておく（45分
）

その日に学んだこと
を復習し、単語やイ
ディオムの意味を頭
にいれておく（45分
）

5
・How much food do you need for your
party?
 [Uncountable Nouns]
（数えられない名詞）

①
②
③

前もって次に学ぶチ
ャプターのわからな
い単語の意味を辞書
で引いておく（45分
）

その日に学んだこと
を復習し、単語やイ
ディオムの意味を頭
にいれておく（45分
）

6

・How many people are there in your
family?
 [There is/ There are /It is/ They are]
（「ある」 「いる」 の表現と It is /They
areとの遣い）

①
②
③

前もって次に学ぶチ
ャプターのわからな
い単語の意味を辞書
で引いておく（45分
）

その日に学んだこと
を復習し、単語やイ
ディオムの意味を頭
にいれておく（45分
）

7
・When is your report due?
 [Cardinal & Ordinal Numbers]　
（基数，序数）

①
②
③

前もって次に学ぶチ
ャプターのわからな
い単語の意味を辞書
で引いておく（45分
）

その日に学んだこと
を復習し、単語やイ
ディオムの意味を頭
にいれておく（45分
）

8 ・Review ②
(Units 4-6)（ユニット４－６の復習）

②
③

前もって次に学ぶチ
ャプターのわからな
い単語の意味を辞書
で引いておく（45分
）

その日に学んだこと
を復習し、単語やイ
ディオムの意味を頭
にいれておく（45分
）

9 ・How was your weekend?
 [Past Tense] （過去形）

①
②
③

前もって次に学ぶチ
ャプターのわからな
い単語の意味を辞書
で引いておく（45分
）

その日に学んだこと
を復習し、単語やイ
ディオムの意味を頭
にいれておく（45分
）
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回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

10 ・What time is your first class?
 [Time] （時間の表現）

①
②
③

前もって次に学ぶチ
ャプターのわからな
い単語の意味を辞書
で引いておく（45分
）

その日に学んだこと
を復習し、単語やイ
ディオムの意味を頭
にいれておく（45分
）

11 ・Have you ever been to Kyoto?
 [Present Perfect]（現在完了形）

①
②
③

前もって次に学ぶチ
ャプターのわからな
い単語の意味を辞書
で引いておく（45分
）

その日に学んだこと
を復習し、単語やイ
ディオムの意味を頭
にいれておく（45分
）

12 ・Review ③
 (Units ７-９)（ユニット７－９の復習）

①
②
③

前もって次に学ぶチ
ャプターのわからな
い単語の意味を辞書
で引いておく（45分
）

その日に学んだこと
を復習し、単語やイ
ディオムの意味を頭
にいれておく（45分
）

13 ・Can I ask you a favor?
 [Auxiliary Verbs] （助動詞）

①
②
③

前もって次に学ぶチ
ャプターのわからな
い単語の意味を辞書
で引いておく（45分
）

その日に学んだこと
を復習し、単語やイ
ディオムの意味を頭
にいれておく（45分
）

14 ・I'm going to visit my grandparents.
 [Future Tense]  (未来形)

①
②
③

前もって次に学ぶチ
ャプターのわからな
い単語の意味を辞書
で引いておく（45分
）

その日に学んだこと
を復習し、単語やイ
ディオムの意味を頭
にいれておく（45分
）

15 ・I'm on the train.
[Prepositions] （前置詞）

①
②
③

前もって次に学ぶチ
ャプターのわからな
い単語の意味を辞書
で引いておく（45分
）

その日に学んだこと
を復習し、単語やイ
ディオムの意味を頭
にいれておく（45分
）

定期試験（筆記）

評価基準・評価方法
予習復習、宿題をきちんと行い、私語なく受講し、暗唱英文等の小テストを受ける授業参加度（４０％）と、定期試験
の結果 （６０％）で評価する。

使用教科書
Project English （アクティブに学ぶ英語コミュニケーション） / Vivian Morooka,足立綾.--南雲堂，9784523179368

参考図書

　

課題(試験やﾚﾎﾟｰﾄ)に対
するﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸの方法

使える英語力の育成
具体的な英語の使用場面を意識しながら、inputからoutputへと進むバランスの良い活動を通し
て、自然な流れで英語運用能力を身につけることができる内容・構成になっています。備考
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授業科目名

英語Ⅱ（日常英会話）A

担当教員

ｼﾞｬﾏﾘ ﾏﾙｼﾞｬﾝ

必修・選択
選択

配当年次
1年 後学期

単位数(時間数)
1単位(30時間)

開講形態
講義

学位授与の方針と授業科目の関連
全学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ(1)看護ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ
(1)理学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ(1)(3)の達成に寄与し
ている。

実務家教員

授 業 概 要
この科目は話すおよび書くことの発信力強化を目的とした科目です。今の大学生に求められる、さまざまな情報を収集
し、それらを伝える力、そして白分の考えを述べる力を高めるよう構成されています。扱っている話題は、スマートフ
ォンやアルバイト、理想のパートナーやSNS投稿、ボランテイア活動、食や睡眠といった、大学生の皆さんにとって身
近なものになっています。楽しみながら、積極的にクラスメイトと意見交換をして、英語での発信力を高めていってく
ださい。

学 修 の 到 達 目 標
①初級の基本的な日常の英語を聞いて、一定程度聞き取りができる。
②日常の色々な場面でよく使われる決まった言い方に慣れ、一般的な質問の仕方とその答え方について学ぶ。また、
Dialogue（対話）を読んだり、聞いたりして、理解できる。
③テキストの対話文をペアーで練習し、自分で積極的に発話する態度を身に付ける。

回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

1 Introduction Unit, Self-check, Useful
Expressions

①
②

教科書を読んで　内
容を理解し声に出し
てよんでくること
（30分）

学習したことを復習
し、会話練習をする
（30分）

2 On the plane,……please, ～をお願いします
、～をください。

①
②
③

教科書を読んで　内
容を理解し声に出し
てよんでくること
（30分）

学習したことを復習
し、会話練習をする
（30分）

3 At the currency Exchange
 I'd like to …… . ～したいのですが

①
②
③

教科書を読んで　内
容を理解し声に出し
てよんでくること
（30分）

学習したことを復習
し、会話練習をする
（30分）

4 At the Hotel 1
Could you …… ? ～していただけますか?

①
②
③

教科書を読んで　内
容を理解し声に出し
てよんでくること
（30分）

学習したことを復習
し、会話練習をする
（30分）

5 At the Hotel 2
Is / Are there ? ～ はありますか ？

①
②
③

教科書を読んで　内
容を理解し声に出し
てよんでくること
（30分）

学習したことを復習
し、会話練習をする
（30分）

6 On the Train / Bus
Does this …… ? これは～しますか？

①
②
③

教科書を読んで　内
容を理解し声に出し
てよんでくること
（30分）

学習したことを復習
し、会話練習をする
（30分）

7
Sightseeing 1
Where is / are ……  ?
～はどこですか

①
②
③

教科書を読んで　内
容を理解し声に出し
てよんでくること
（30分）

学習したことを復習
し、会話練習をする
（30分）

8 Review 1, Units 1-6 の復習
①
②
③

教科書を読んで　内
容を理解し声に出し
てよんでくること
（30分）

学習したことを復習
し、会話練習をする
（30分）

9
Shopping 1
May I ……? ～してもいいですか、～できます
か

①
②
③

教科書を読んで　内
容を理解し声に出し
てよんでくること
（30分）

学習したことを復習
し、会話練習をする
（30分）
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回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

10
Shopping 2
I'm looking for ……. ～を探しているのです
が

①
②
③

教科書を読んで　内
容を理解し声に出し
てよんでくること
（30分）

学習したことを復習
し、会話練習をする
（30分）

11 At the post office
How much is / are ……  ? ～はいくらですか

①
②
③

教科書を読んで　内
容を理解し声に出し
てよんでくること
（30分）

学習したことを復習
し、会話練習をする
（30分）

12 Sightseeing 2
Do you have …… ? ～ はありますか

①
②
③

教科書を読んで　内
容を理解し声に出し
てよんでくること
（30分）

学習したことを復習
し、会話練習をする
（30分）

13 At the Restaurant
Could I have …… ? ～をもらえますか

①
②
③

教科書を読んで　内
容を理解し声に出し
てよんでくること
（30分）

学習したことを復習
し、会話練習をする
（30分）

14 At the Hospital / Pharmacy
I have ……. ～（症状）です、～があります

①
②
③

教科書を読んで　内
容を理解し声に出し
てよんでくること
（30分）

学習したことを復習
し、会話練習をする
（30分）

15 Review 2, Units 7-12 の復習
①
②
③

教科書を読んで　内
容を理解し声に出し
てよんでくること
（30分）

学習したことを復習
し、会話練習をする
（30分）

定期試験（筆記）

評価基準・評価方法
予習復習、宿題をきちんと行い、私語なく受講し、暗唱英文等の小テストを受ける授業参加度（50％）と、定期試験の
結果（50％）で評価する。

使用教科書
My First Trip, Key Phrases for Traveling Abroad / センゲージラーニング株式会社，978-4-86312-242-0

参考図書

　　

課題(試験やﾚﾎﾟｰﾄ)に対
するﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸの方法

本科目で沢山のフレーズを使いこなし、さまざまな場面において、自信を持って適切に話せるよ
うになることを目的としています。各Unitにおいて8つのアクティビティで構成されています。
前半では、ひとつの基本フレーズを学習し、そのフレーズを使ってペアワークを中心に会話の練
習を行います。後半では、さまざまな話題に関して文章を読めると便利な内容や聞き取りなどの
実践的なリーディングとリスニングのアクティビティに取り組みます。

備考
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授業科目名

英語Ⅱ（日常英会話）B

担当教員

ﾐﾙﾎﾞﾄﾞ ｾｲｴﾄﾞ ﾓﾊﾏﾄﾞ

必修・選択
選択

配当年次
1年 後学期

単位数(時間数)
1単位(30時間)

開講形態
講義

学位授与の方針と授業科目の関連
全学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ(1)看護ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ
(1)理学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ(1)(3)の達成に寄与し
ている。

実務家教員

授 業 概 要
本講義では，英語によるコミュニケーション能力を総合的に向上させることをねらいとする。その際、英語の伝達的な
機能のみにとどまらず、文化・社会とのかかわりについても考慮する。毎回さまざまな言語活動を行い、英語の持つ多
様な機能や働きを考えることも目的の一つとする。

学 修 の 到 達 目 標
①英語の受信能力（リーディング・ライティング）だけではなく、発信能力（リスニング・スピーキング）を高める。
②英語の伝達的な機能のみではなく、英語と文化・社会とのかかわりなどへの理解を高め、多様な情報を様々な方向か
ら理解・解釈する力の育成を目指す。授業終了時には英語の受信能力及び発信能力が向上し、実践することができる。

回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

1 Week 1: Giving Directions and Helping
Target: 道案内で使える英語表現

①
②

学習したことを復習
し、会話練習をする
（30分）

2 Week 2: Talking about Yourself
Target: 自己紹介で使える英語表現

①
②

教科書を読んで　内
容を理解し声に出し
てよんでくること
（30分）

学習したことを復習
し、会話練習をする
（30分）

3
Week 3: Host Family
Target: 留学生などを迎える時に使える英語表
現

①
②

教科書を読んで　内
容を理解し声に出し
てよんでくること
（30分）

学習したことを復習
し、会話練習をする
（30分）

4 Week 4: Commuting by Train
Target: 電車の乗換説明に使える英語表現

①
②

教科書を読んで　内
容を理解し声に出し
てよんでくること
（30分）

学習したことを復習
し、会話練習をする
（30分）

5 Week 5: Taking Classes
Target: 物事の描写に使える英語表現（1)

①
②

教科書を読んで　内
容を理解し声に出し
てよんでくること
（30分）

学習したことを復習
し、会話練習をする
（30分）

6 Week 6: Talking with a Teacher
Target: 褒める時に使える英語表現

①
②

教科書を読んで　内
容を理解し声に出し
てよんでくること
（30分）

学習したことを復習
し、会話練習をする
（30分）

7 Week 7: Finding Friends
Target: 自分の趣昧や好みを伝える英語表現

①
②

教科書を読んで　内
容を理解し声に出し
てよんでくること
（30分）

学習したことを復習
し、会話練習をする
（30分）

8
Week 8: Potluck
Target:  パーティーなどの集まりで使える英
語表現

①
②

教科書を読んで　内
容を理解し声に出し
てよんでくること
（30分）

学習したことを復習
し、会話練習をする
（30分）

9 Week 9: Sumo
Target: 物事の描写に使える英語表現（2)

①
②

教科書を読んで　内
容を理解し声に出し
てよんでくること
（30分）

学習したことを復習
し、会話練習をする
（30分）
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回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

10 Week 10: Four Seasons
Target: 好きな季節の説明に使える英語表現

①
②

教科書を読んで　内
容を理解し声に出し
てよんでくること
（30分）

学習したことを復習
し、会話練習をする
（30分）

11 Week 11:Green Tea
Target: 物事の描写に使える英語表現（3)

①
②

教科書を読んで　内
容を理解し声に出し
てよんでくること
（30分）

学習したことを復習
し、会話練習をする
（30分）

12 Week 12: Japanese Food
Target: 料理の説明に使える英語表現

①
②

教科書を読んで　内
容を理解し声に出し
てよんでくること
（30分）

学習したことを復習
し、会話練習をする
（30分）

13 Week 13: Part-time Jobs
Target: アルバイト先で使える英語表現

①
②

教科書を読んで　内
容を理解し声に出し
てよんでくること
（30分）

学習したことを復習
し、会話練習をする
（30分）

14 Week 14: Shopping at a Clothing Shop
Target: 買い物で使える英語表現

①
②

教科書を読んで　内
容を理解し声に出し
てよんでくること
（30分）

学習したことを復習
し、会話練習をする
（30分）

15 Week 15: Asakusa
Target: オススメの場所を紹介する英語表現

①
②

教科書を読んで　内
容を理解し声に出し
てよんでくること
（30分）

学習したことを復習
し、会話練習をする
（60分）

試験（筆記）

評価基準・評価方法
授業参加態度・小テスト・・・40％，理解度判定・・・60％

使用教科書
Welcome To Nippon, Buiding International Friendship / 朝日出版社，978-4-255-15613-2

参考図書

　　

課題(試験やﾚﾎﾟｰﾄ)に対
するﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸの方法

－使える英語力の育成
具体的な英語の使用場面を意識しながら、inputからoutputへと進むバランスの良い活動を通し
て、自然な流れで英語運用能力を身につけることができる内容・構成になっています。皆さんの
英語力とテキストの難易度をすり合わせ，無理のない進み方で行います。備考
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授業科目名

英語Ⅲ（専門英語）

担当教員

ﾐﾙﾎﾞﾄﾞ ｾｲｴﾄﾞ ﾓﾊﾏﾄﾞ

必修・選択
選択

配当年次
1年 後学期

単位数(時間数)
1単位(30時間)

開講形態
講義

学位授与の方針と授業科目の関連
全学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ(1)看護ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ
(1)理学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ(1)(3)作業ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟ
ﾘｼｰ(1)(3)視機能ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ(1)(3)の達成
に寄与している。

実務家教員

授 業 概 要
本講義では、ホスピタル・イングリッシュによるコミュニケーション能力を総合的に向上させることをねらいとする。
発音や聞き取りの練習により、スピーキングやリスニングの能力を育成する。「読む」「聞く」「話す」という３つの
技能を育て、英語の運用能力を総合的に養う。

学 修 の 到 達 目 標
毎回さまざまな医療に関する言語活動を行い，英語の持つ多様な機能や働きを考えることを目指す。
①正しい発音と適切なパターンで発話することができる。
②医療英語によるコミュニケーションに必要なリスニング力を身につけ、状況の聞き取りができる。

回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

1 オリエンテーション　 ①

その日に学んだこと
を復習し、単語やイ
ディオムの意味を頭
にいれておく（45分
）

2 Lesson 1: Reception Desk (救急外来受付） ①
②

前もって次に学ぶチ
ャプターのわからな
い単語の意味を辞書
で引いておく（45分
）

その日に学んだこと
を復習し、単語やイ
ディオムの意味を頭
にいれておく（45分
）

3 Lesson 2:Examination Room（診察室） ①
②

前もって次に学ぶチ
ャプターのわからな
い単語の意味を辞書
で引いておく（45分
）

その日に学んだこと
を復習し、単語やイ
ディオムの意味を頭
にいれておく（45分
）

4 Lesson 3: Giving Injection（注射をする） ①
②

前もって次に学ぶチ
ャプターのわからな
い単語の意味を辞書
で引いておく（45分
）

その日に学んだこと
を復習し、単語やイ
ディオムの意味を頭
にいれておく（45分
）

5 Lesson 4: Explanation to a Family
Member（患者の家族への説明）

①
②

前もって次に学ぶチ
ャプターのわからな
い単語の意味を辞書
で引いておく（45分
）

その日に学んだこと
を復習し、単語やイ
ディオムの意味を頭
にいれておく（45分
）

6 Lesson 5:Self-Introduction and First
Meal（自己紹介と初めての食事）

①
②

前もって次に学ぶチ
ャプターのわからな
い単語の意味を辞書
で引いておく（45分
）

その日に学んだこと
を復習し、単語やイ
ディオムの意味を頭
にいれておく（45分
）

7 Lesson 6: Orientation to the Ward（入院病
棟を案内する）

①
②

前もって次に学ぶチ
ャプターのわからな
い単語の意味を辞書
で引いておく（45分
）

その日に学んだこと
を復習し、単語やイ
ディオムの意味を頭
にいれておく（45分
）

8 Lesson 7: Asking Height, Weight, and
Temperature（身長、体重、体温を尋ねる）

①
②

前もって次に学ぶチ
ャプターのわからな
い単語の意味を辞書
で引いておく（45分
）

その日に学んだこと
を復習し、単語やイ
ディオムの意味を頭
にいれておく（45分
）

9 Lesson 8: Obtaining the Patient's
History（患者歴をとる）小テスト

①
②

前もって次に学ぶチ
ャプターのわからな
い単語の意味を辞書
で引いておく（45分
）

その日に学んだこと
を復習し、単語やイ
ディオムの意味を頭
にいれておく（45分
）
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回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

10 Lesson 9: Checking the Patient's
Condition（患者の状態をチェックする）

①
②

前もって次に学ぶチ
ャプターのわからな
い単語の意味を辞書
で引いておく（45分
）

その日に学んだこと
を復習し、単語やイ
ディオムの意味を頭
にいれておく（45分
）

11 Lesson 10: Blood Test Explanation（血液検
査の説明）

①
②

前もって次に学ぶチ
ャプターのわからな
い単語の意味を辞書
で引いておく（45分
）

その日に学んだこと
を復習し、単語やイ
ディオムの意味を頭
にいれておく（45分
）

12 Lesson 11: Drawing a Blood Sample（採血） ①
②

前もって次に学ぶチ
ャプターのわからな
い単語の意味を辞書
で引いておく（45分
）

その日に学んだこと
を復習し、単語やイ
ディオムの意味を頭
にいれておく（45分
）

13
Lesson 12:Explaining about the Operation :
Basic Procedures（手術についての説明：基本
的手順）

①
②

前もって次に学ぶチ
ャプターのわからな
い単語の意味を辞書
で引いておく（45分
）

その日に学んだこと
を復習し、単語やイ
ディオムの意味を頭
にいれておく（45分
）

14 Lesson 13: Explaining about the
Operation:Anesthesia （手術についての説明
：麻酔）

①
②

前もって次に学ぶチ
ャプターのわからな
い単語の意味を辞書
で引いておく（45分
）

その日に学んだこと
を復習し、単語やイ
ディオムの意味を頭
にいれておく（45分
）

15 Lesson 14:Taking the Patient into Surgery
（手術室への搬送）

①
②

前もって次に学ぶチ
ャプターのわからな
い単語の意味を辞書
で引いておく（45分
）

その日に学んだこと
を復習し、単語やイ
ディオムの意味を頭
にいれておく（45分
）

定期試験（筆記）

評価基準・評価方法
授業参加態度・小テスト・・・40％，理解度判定・・・60％

使用教科書
Essential English For Nurses　5th Edition(学生版) / Paul Zito & Masako Hayano.--日総研，978-4-7760-1861-2

参考図書

　　

課題(試験やﾚﾎﾟｰﾄ)に対
するﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸの方法

皆さんの英語力とテキストの難易度をすり合わせ，無理のない進み方で行う。
学生がテキストの内容をよく理解するために各ユニットをスライドプレゼンテーションで説明す
る。備考
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授業科目名

ドイツ語

担当教員

安藤　彰浩

必修・選択
選択

配当年次
1年 後学期

単位数(時間数)
1単位(30時間)

開講形態
講義

学位授与の方針と授業科目の関連
全学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ(1)看護ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ
(1)理学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ(1)(3)作業ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟ
ﾘｼｰ(1)(3)視機能ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ(1)(3)の達成
に寄与している。

実務家教員
安藤彰浩（ドイツ語通訳）

授 業 概 要
ドイツ語における初級の基礎知識の習得を目指す。インターネット（動画サイトYou Tube 等でニュース放送を見る
）を活用して、ドイツ人の話す生のドイツ語に触れる機会を設ける。ドイツ社会における時事的、文化的話題を提供し
て、ドイツの歴史や文化に対する興味を喚起する。

学 修 の 到 達 目 標
①ドイツ語の基本的な表現に親しむ。
②ドイツ語学習を通じて言葉の感覚を磨き、自分をより正確に表現する力を身に付ける。

回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

1 発音。数字0～12。挨拶 ①
次に扱うテキストの
内容に目を通す。
（30分）

授業内容の復習
（30分）

2 自己紹介。　－　動詞の現在人称変化　
ich/Sie ①

次に扱うテキストの
内容に目を通す。
（30分）

授業内容の復習
（30分）

3 自己紹介。　－　動詞の現在人称変化　du ①
次に扱うテキストの
内容に目を通す。
（30分）

授業内容の復習
（30分）

4 第三者の紹介。　－　動詞の現在人称変化　三
人称単数　er/sie

①
②

次に扱うテキストの
内容に目を通す。
（30分）

授業内容の復習
（30分）

5 身の回りのもの。　－　格変化：主格（1格
）。複数形

①
②

次に扱うテキストの
内容に目を通す。
（30分）

授業内容の復習
（30分）

6 買い物・家族。直接目的格（4格）。　－　所
有冠詞

①
②

次に扱うテキストの
内容に目を通す。
（30分）

授業内容の復習
（30分）

7 お土産。間接目的語（3格）。　－　人称代名
詞

①
②

次に扱うテキストの
内容に目を通す。
（30分）

授業内容の復習
（30分）

8  趣味。時間表現。曜日　－　不規則動詞の現
在人称変化

①
②

次に扱うテキストの
内容に目を通す。
（30分）

授業内容の復習
（30分）

9 道をたずねる。　－　前置詞の格支配１、命令
形

①
②

次に扱うテキストの
内容に目を通す。
（30分）

授業内容の復習
（30分）
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回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

10 Eメール。月と季節　－　前置詞の格支配２ ①
②

次に扱うテキストの
内容に目を通す。
（30分）

授業内容の復習
（30分）

11 手紙。時間表現２　－　イントネーションと文
アクセント

①
②

次に扱うテキストの
内容に目を通す。
（30分）

授業内容の復習
（30分）

12 料理・レストラン　－　会話表現 ①
②

次に扱うテキストの
内容に目を通す。
（30分）

授業内容の復習
（30分）

13 ドイツ鉄道　－　分離動詞・非分離動詞、zu
不定詞

①
②

次に扱うテキストの
内容に目を通す。
（30分）

授業内容の復習
（30分）

14 ベルリンへの旅　－　話法の助動詞 ①
②

次に扱うテキストの
内容に目を通す。
（30分）

授業内容の復習
（30分）

15 ドイツの歴史、文化について。　－　文法のお
さらい

①
②

次に扱うテキストの
内容に目を通す。
（30分）

授業内容の復習
（30分）

定期試験（筆記）

評価基準・評価方法
理解度、積極参加を重視
定期試験（60％）、小試験（20％）、授業への取り組み（20％）

使用教科書
シュピッツェ１　コミュニケーションで学ぶドイツ語 / 朝日出版社，978-4-255-25422-7

参考図書
必要に応じて紹介

課題の習得を総合的に評価してコメントする。

課題(試験やﾚﾎﾟｰﾄ)に対
するﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸの方法

毎回、動画サイトを使って、ドイツ人の生活や文化を紹介する。

備考
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授業科目名

中国語

担当教員

橋本　永貢子

必修・選択
選択

配当年次
1年 後学期

単位数(時間数)
1単位(30時間)

開講形態
講義

学位授与の方針と授業科目の関連
全学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ(1)看護ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ
(1)理学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ(1)(3)作業ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟ
ﾘｼｰ(1)(3)視機能ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ(1)(3)の達成
に寄与している。

実務家教員

授 業 概 要
現代中国語の初歩を学ぶ。基礎的な中国語の習得を通じて、中国語が一言語としてどのような特徴を持っているのかを
学び、また、中国人とコミュニケーションをとる場合に必要な知識や中国語の背景にある中国の文化や社会についても
理解を深める。これにより、将来医療従事者になった場合にも役に立つ教養を身に付ける。

学 修 の 到 達 目 標
①発音記号が読め、中国語の発音を習得する　
②簡単な挨拶言葉を習得する
③基礎的な文法を習得し、日常会話ができるようにする

回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

1 中国語の概要、声調 ①
テレビやラジオ、イ
ンターネット等で、
中国語の音を聞いて
みる。（30分）

声調練習を行い、マ
スターする（30分）

2 母音（1） ① 声調の復習をする。
（30分）

単母音の発音練習を
行い、マスターする
。（30分）

3 子音 ① 単母音の復習をする
。（30分）

子音の発音練習を行
い、マスターする。
（30分）

4 母音（2） ① 子音の復習をする。
（30分）

複母音・鼻母音の発
音練習を行い、マス
ターする。（30分）

5 発音のまとめ ① 複母音・鼻母音の復
習をする。（30分）

ピンインの書き方と
発音の仕方を覚える
。（30分）

6 挨拶のしかた ①
②

ピンインの書き方と
発音の仕方の復習を
する。（30分）

中国語での挨拶の仕
方を練習しマスター
する。（30分）

7 動詞述語文（1） ①
②

中国語での挨拶の仕
方を復習する（30分
）

教科書第2課本文の
発音練習を行う。
（30分）

8 動詞述語文（2）、連体修飾語と疑問文（1）
）

①
②

教科書第2課の本文
の発音練習を行い、
練習問題を解く。
（30分）

教科書第3課の本文
の発音練習を行う。
（30分）

9 連体修飾語と疑問文（2） ①
②

教科書第3課の本文
の発音練習を行い、
練習問題を解く。
（30分）

教科書第1課から第
3課の復習をする。
（30分）

― 70 ―



回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

10 存在を表す文（1） ①
②

教科書第1課から第
3課の復習をする。
（30分）

教科書第4課の本文
の発音練習を行う。
（30分）

11 存在を表す文（2）、所在を表す文（1） ①
②

教科書第4課の本文
の発音練習を行い、
練習問題を解く。
（30分）

教科書第5課の本文
の発音練習を行う。
（30分）

12 所在を表す文（2） ①
②

教科書第5課の本文
の発音練習を行い、
練習問題を解く。
（30分）

教科書第4課と第5課
の復習をする。
（30分）

13 助動詞を用いた文（1） ①
②

教科書第6課の本文
の発音練習を行う。
（30分）

教科書第6課の本文
の発音練習を行う。
（30分）

14 助動詞を用いた文（2） ①
②

教科書第6課の本文
の発音練習を行い、
練習問題を解く。
（30分）

会話練習に必要な表
現を復習する。
（30分）

15 実践的な中国語会話練習 ①
②

会話練習に必要な表
現を発音練習する。
（30分）

教科書第1課から第
3課の復習をする。
（30分）

定期試験（筆記）

評価基準・評価方法
発音とリスニングを重視する。毎回の授業における理解度や発音の状況（20％）と学期中数回行う小テスト（30％）、
および期末テストの結果（50％）から総合的に評価する。

使用教科書
医療系学生のための初級中国語 / 山田眞一.--白帝社，978-4-89174-979-8

参考図書

課題に対しては、次の授業の際に点検あるいは採点したものを返却しまた解説する。

課題(試験やﾚﾎﾟｰﾄ)に対
するﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸの方法

連絡先メールアドレス：ran@gifu-u.ac.jp

備考
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授業科目名

解剖学Ⅰ（骨・筋肉系）

担当教員

千田　隆夫

必修・選択
必修

配当年次
1年 前学期

単位数(時間数)
1単位(30時間)

開講形態
講義

学位授与の方針と授業科目の関連
全学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ(2)(3)理学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ
(2)(3)(4)の達成に寄与している。

実務家教員

授 業 概 要
成人の骨は約200個あり、関節でつながって筋の収縮によって動く。骨と関節と筋をあわせて運動器と呼ぶ。快適な日
常生活を営むには、骨と関節と筋の働きが非常に重要である。骨・関節・筋に障害が起こると、動作や運動が制約され
る。理学療法・作業療法の多くは、運動器の働きを正常に戻すために行われている。したがって、理学療法士・作業療
法士をめざす諸君にとっては、運動器の知識は非常に重要である。この授業では、人体の骨・関節・筋の概略について
学び、様々な人体の運動への骨・関節・筋の関わりについて理解を深める。

学 修 の 到 達 目 標
①全身の骨格を構成する個々の骨の名称、数、形状、構造上の特徴を列挙し、筋・血管・神経・内臓との関係を説明で
きる。
②骨と骨の連結様式を列挙し、それに基づく関節の運動を説明できる。
③全身の骨格筋の名称、起始・停止、形状、作用、支配神経を列挙し、様々な運動にどの筋がどのように関与するかを
説明できる。

回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

1 骨の一般構造・骨化・機能 ① 千田 講義
指定教科書の該当ペ
ージに出てくる太字
の用語を書き出す
（30分）

指定教科書の該当ペ
ージの図のカラ-リ
ングを完成させる
（30分）

2 関節の一般構造・種類・運動 ② 千田 講義
指定教科書の該当ペ
ージに出てくる太字
の用語を書き出す
（30分）

指定教科書の該当ペ
ージの図のカラ-リ
ングを完成させる
（30分）

3 脊柱を構成する骨と関節 ①
② 千田 講義

指定教科書の該当ペ
ージに出てくる太字
の用語を書き出す
（30分）

指定教科書の該当ペ
ージの図のカラ-リ
ングを完成させる
（30分）

4 胸郭を構成する骨と関節 ①
② 千田 講義

指定教科書の該当ペ
ージに出てくる太字
の用語を書き出す
（30分）

指定教科書の該当ペ
ージの図のカラ-リ
ングを完成させる
（30分）

5 上肢を構成する骨と関節 ①
② 千田 講義

指定教科書の該当ペ
ージに出てくる太字
の用語を書き出す
（30分）

指定教科書の該当ペ
ージの図のカラ-リ
ングを完成させる
（30分）

6 下肢を構成する骨と関節 ①
② 千田 講義

指定教科書の該当ペ
ージに出てくる太字
の用語を書き出す
（30分）

指定教科書の該当ペ
ージの図のカラ-リ
ングを完成させる
（30分）

7 頭蓋を構成する骨と関節① ①
② 千田 講義

指定教科書の該当ペ
ージに出てくる太字
の用語を書き出す
（30分）

指定教科書の該当ペ
ージの図のカラ-リ
ングを完成させる
（30分）

8 頭蓋を構成する骨と関節② ①
② 千田 講義

指定教科書の該当ペ
ージに出てくる太字
の用語を書き出す
（30分）

指定教科書の該当ペ
ージの図のカラ-リ
ングを完成させる
（30分）

9 筋の構造・機能 ③ 千田 講義
指定教科書の該当ペ
ージに出てくる太字
の用語を書き出す
（30分）

指定教科書の該当ペ
ージの図のカラ-リ
ングを完成させる
（30分）
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回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

10 頭部の筋 ③ 千田 講義
指定教科書の該当ペ
ージに出てくる太字
の用語を書き出す
（30分）

指定教科書の該当ペ
ージの図のカラ-リ
ングを完成させる
（30分）

11 頸部の筋 ③ 千田 講義
指定教科書の該当ペ
ージに出てくる太字
の用語を書き出す
（30分）

指定教科書の該当ペ
ージの図のカラ-リ
ングを完成させる
（30分）

12 胸腹部の筋 ③ 千田 講義
指定教科書の該当ペ
ージに出てくる太字
の用語を書き出す
（30分）

指定教科書の該当ペ
ージの図のカラ-リ
ングを完成させる
（30分）

13 背部の筋 ③ 千田 講義
指定教科書の該当ペ
ージに出てくる太字
の用語を書き出す
（30分）

指定教科書の該当ペ
ージの図のカラ-リ
ングを完成させる
（30分）

14 上肢の筋 ③ 千田 講義
指定教科書の該当ペ
ージに出てくる太字
の用語を書き出す
（30分）

指定教科書の該当ペ
ージの図のカラ-リ
ングを完成させる
（30分）

15 下肢の筋 ③ 千田 講義
指定教科書の該当ペ
ージに出てくる太字
の用語を書き出す
（30分）

指定教科書の該当ペ
ージの図のカラ-リ
ングを完成させる
（30分）

定期試験（筆記）

評価基準・評価方法
定期試験（100％）で評価する。

使用教科書
人体解剖カラーリングブック【補訂版】 / Twietmeyer・McCracken 天野修、千田隆夫ほか監訳.--丸善出版，2020年
，978-4-621-30563-8
医療系学生のための解剖見学実習ノート / 千田隆夫、小村一也.--アドスリー，2020年，978-4-904419-96-0 C3047

参考図書
カラーイラストで学ぶ　集中講義　解剖学,坂井建雄編集、メディカルビュー社

試験の正解例の掲示

課題(試験やﾚﾎﾟｰﾄ)に対
するﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸの方法

講義以外に、Eメール（tsenda@gifu-u.ac.jp）でも質問等を受け付ける。

備考

― 73 ―



授業科目名

解剖学Ⅱ（内臓系）

担当教員

江村　正一

必修・選択
必修

配当年次
1年 前学期

単位数(時間数)
1単位(30時間)

開講形態
講義

学位授与の方針と授業科目の関連
全学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ(2)(3)理学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ
(2)(3)(4)の達成に寄与している。

実務家教員

授 業 概 要
心臓をはじめとした循環器系、気管支、肺などの呼吸器系、食道・胃・腸などの消化器系および内分泌腺と尿生殖器に
ついて学ぶ。いくつかの臓器が一体となって機能し、生命が維持されていることを理解する。

学 修 の 到 達 目 標
① 循環器・呼吸器・消化器・内分泌腺・泌尿器・生殖器の各器官について説明できる。

回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

1 解剖学総論 ①
授業計画に沿って教
科書の範囲を予習す
る。（30分）

事前学習で疑問に思
った事を納得できる
ようにする。（30分
）

2 循環器系Ⅰ ／ 心臓について ①
授業計画に沿って教
科書の範囲を予習す
る。（30分）

事前学習で疑問に思
った事を納得できる
ようにする。（30分
）

3 循環器系Ⅱ ／ 動脈について ①
授業計画に沿って教
科書の範囲を予習す
る。（30分）

事前学習で疑問に思
った事を納得できる
ようにする。（30分
）

4 循環器系Ⅲ ／ 門脈について ①
授業計画に沿って教
科書の範囲を予習す
る。（30分）

事前学習で疑問に思
った事を納得できる
ようにする。（30分
）

5 循環器系Ⅳ ／ 静脈・リンパ管について ①
授業計画に沿って教
科書の範囲を予習す
る。（30分）

事前学習で疑問に思
った事を納得できる
ようにする。（30分
）

6 呼吸器系Ⅰ ／ 鼻・喉頭・気管と気管支につい
て ①

授業計画に沿って教
科書の範囲を予習す
る。（30分）

事前学習で疑問に思
った事を納得できる
ようにする。（30分
）

7 呼吸器系Ⅱ ／ 肺について ①
授業計画に沿って教
科書の範囲を予習す
る。（30分）

事前学習で疑問に思
った事を納得できる
ようにする。（30分
）

8 消化器系Ⅰ ／ 口腔・食道について ①
授業計画に沿って教
科書の範囲を予習す
る。（30分）

事前学習で疑問に思
った事を納得できる
ようにする。（30分
）

9 消化器系Ⅱ ／ 胃・小腸・大腸について ①
授業計画に沿って教
科書の範囲を予習す
る。（30分）

事前学習で疑問に思
った事を納得できる
ようにする。（30分
）
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回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

10 消化器系Ⅲ ／ 肝臓・胆嚢・膵臓について ①
授業計画に沿って教
科書の範囲を予習す
る。（30分）

事前学習で疑問に思
った事を納得できる
ようにする。（30分
）

11 内分泌腺 ／ 視床下部・下垂体・甲状腺・上皮
小体・副腎について ①

授業計画に沿って教
科書の範囲を予習す
る。（30分）

事前学習で疑問に思
った事を納得できる
ようにする。（30分
）

12 泌尿器 ／ 腎臓・尿管・膀胱について ①
授業計画に沿って教
科書の範囲を予習す
る。（30分）

事前学習で疑問に思
った事を納得できる
ようにする。（30分
）

13 発生 ①
授業計画に沿って教
科書の範囲を予習す
る。（30分）

事前学習で疑問に思
った事を納得できる
ようにする。（30分
）

14 生殖器 ／ 男女生殖器について ①
授業計画に沿って教
科書の範囲を予習す
る。（30分）

事前学習で疑問に思
った事を納得できる
ようにする。（30分
）

15 各内臓が密接な関係にあることを理解する ①
授業計画に沿って教
科書の範囲を予習す
る。（30分）

事前学習で疑問に思
った事を納得できる
ようにする。（30分
）

筆記試験

評価基準・評価方法
筆記試験結果（100％）

使用教科書
系統看護学講座専門基礎分野　人体の構造と機能（１）解剖生理学 / 坂井建雄ほか.--第11版--医学書院，2022年
，978-4-260-04687-9

参考図書
適宜、参考資料を配布する。

試験問題に対する質問をメールでも受け付ける。
E-mail s.emura@heisei-iryou.ac.jp

課題(試験やﾚﾎﾟｰﾄ)に対
するﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸの方法

備考
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授業科目名

解剖学Ⅲ（神経系）

担当教員

堀　信宏・近藤　直実・竹中　孝博・大場　かおり・藤橋　雄一郎  (代
表教員  堀　信宏)

必修・選択
必修

配当年次
1年 後学期

単位数(時間数)
1単位(30時間)

開講形態
講義 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

学位授与の方針と授業科目の関連
全学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ(2)(3)理学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ
(2)(3)(4)の達成に寄与している。

実務家教員
堀信宏（理学療法士）、近藤直実（医師）、竹中孝博（作業療法士）、
大場かおり（理学療法士）、藤橋雄一郎（理学療法士）

授 業 概 要
解剖学Ⅲ（神経系）では主に中枢，末梢，自律神経系と感覚器について学びます。理学療法士，作業療法士にとって神
経解剖の知識は，将来対象となる脳血管障害やパーキンソン病，多発性硬化症，脊髄損傷といった身体機能障害を理解
する基礎となるだけでなく，認知症や高次脳機能障害といった認知面の基礎にもなります。また，臨床（国家試験でも
）中枢神経系の画像に触れる機会が増え，解剖を基に治療プランを作成している。以上より，構造と機能の理解は必要
不可欠です。

学 修 の 到 達 目 標
①ニューロンの基本構造や脳，脊髄，脊髄神経，脳神経，自律神経の構造について理解する。
②上肢に分布する腕神経叢の枝や，下肢に分布する腰仙骨神経叢の枝の走行を説明できる。

回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

1 臨床に繋がる神経解剖学 ①
② 近藤

教科書の内容を確認
し、新しい用語につ
いて調べる。（30分
）

授業で習ったことを
しっかり復習する。
その際、教科書やノ
ートを整理する。
（30分）

2 神経系総論：神経の区分，神経の構成，髄膜と
脳室系 ① 藤橋

教科書P.229-237を
読み、内容を確認し
ましょう（30分）。

講義終了後に実施す
る確認テストにて、
間違えた内容を教科
書を使用し再確認し
ましょう（30分）。

3 中枢神経系：脊髄，脳幹 ① 堀
教科書P.241-251を
読み、内容を確認し
ましょう（30分）

講義終了後に実施す
る確認テストにて、
間違えた内容を教科
書を使用し再確認し
ましょう（30分）

4 中枢神経系：小脳 ① 堀
教科書P.251-255を
読み、内容を確認し
ましょう（30分）

講義終了後に実施す
る確認テストにて、
間違えた内容を教科
書を使用し再確認し
ましょう（30分）

5 中枢神経系：大脳（間脳，大脳皮質の構造） ① 堀
教科書P.256-263を
読み、内容を確認し
ましょう（30分）

講義終了後に実施す
る確認テストにて、
間違えた内容を教科
書を使用し再確認し
ましょう（30分）

6 中枢神経系：大脳皮質（大脳皮質の機能局在） ① 堀
教科書P.263-267を
読み、内容を確認し
ましょう（30分）

「まとめの絵」につ
いて，教科書を使用
し再確認しましょう
（30分）

7 中枢神経系：上行性神経路 ① 藤橋
教科書P268-271を読
み、内容を確認しま
しょう（30分）。

講義終了後に実施す
る確認テストにて、
間違えた内容を教科
書を使用し再確認し
ましょう（30分）。

8 中枢神経系：下行性神経路 ① 藤橋
教科書P274-277を読
み、内容を確認しま
しょう（30分）。

講義終了後に実施す
る確認テストにて、
間違えた内容を教科
書を使用し再確認し
ましょう（30分）。

9 末梢神経系：自律神経系 ① 藤橋
教科書P311-314を読
み、内容を確認しま
しょう（30分）。

講義終了後に実施す
る確認テストにて、
間違えた内容を教科
書を使用し再確認し
ましょう（30分）。
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回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

10 末梢神経系：概論及び腕神経叢と関連する末梢
神経 ② 竹中

教科書(1)p.278-
291及び教科書
(2)p.294-299を通読
する（30分）

講義終了後に実施す
る確認テストにて、
間違えた内容を教科
書を使用し再確認し
ましょう（30分）。

11 末梢神経系：腰神経叢と関連する末梢神経 ② 竹中
教科書(1)p.291-
293の通読及び配布
資料（腕神経叢）の
確認（30分）

講義終了後に実施す
る確認テストにて、
間違えた内容を教科
書を使用し再確認し
ましょう（30分）。

12 末梢神経系：仙骨神経叢と関連する末梢神経 ② 竹中
教科書(1)p.293-
300の通読及び配布
資料（腰神経叢）の
確認（30分）

講義終了後に実施す
る確認テストにて、
間違えた内容を教科
書を使用し再確認し
ましょう（30分）。

13 脳神経：概要、Ⅰ-Ⅴ脳神経の機能 ① 大場 講義
「病気がみえる７」
p242-p264を確認し
ておきましょう。
(30分)

講義終了後に確認テ
ストを実施します。
定期試験の情報でも
あります（30分）。

14 脳神経：Ⅵ-Ⅻ脳神経の機能 ① 大場 講義
「病気がみえる７」
のp264-279を確認し
ておきましょう。
(30分)

講義終了後に確認テ
ストを実施します。
定期試験の情報でも
あります（30分）。

15 感覚器：体性感覚受容器、視聴覚、平衡感覚、
　　　　味覚 ① 大場 講義

解剖学（医学書院
）の「感覚器系」の
箇所を確認しておき
ましょう。(30分)

講義終了後に確認テ
ストを実施します。
定期試験の情報でも
あります（30分）。

定期試験（筆記）

評価基準・評価方法
期末試験95％（各担当者が行う小テストを基に出題する．参加度・態度を加味する）．小テスト5％．

使用教科書
標準理学療法学・作業療法学　解剖学　第5版 / 野村嶬--医学書院，2020年，ISBN978-4-260-03922-2
病気がみえる７　脳・神経 / 医療情報科学研究所.--第2版--メディックメディア，2017年，ISBN978-4-89632-686-4

参考図書
プロメテウス解剖学アトラス頭頸部/神経解剖　第３版，坂井建雄ら監訳，医学書院，2019

小テスト後，授業内で実施（採点し返却する場合もある）．

課題(試験やﾚﾎﾟｰﾄ)に対
するﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸの方法

範囲が広いので，各担当が行う小テストをしっかり取り組み，覚えること。
解らない内容は後回しにせず，その都度整理につとめることが大切です。この神経系解剖は
，2年生の神経系疾患の基礎になるので，ここをしっかり勉強しておくと，後の学修に有益にな
る。備考
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授業科目名

解剖学演習（体表解剖　上肢）

担当教員

田島　嘉人・亀山　咲子  (代表教員  田島　嘉人)

必修・選択
必修

配当年次
1年 前学期

単位数(時間数)
2単位(60時間)

開講形態
講義･演習

学位授与の方針と授業科目の関連
全学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ(2)(3)理学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ
(2)(3)(4)の達成に寄与している。

実務家教員
田島嘉人（理学療法士）、亀山咲子（理学療法士）

授 業 概 要
解剖学演習(体表解剖）では、理学療法士として必要な皮膚からの視察・触察の技術を学ぶ。具体的には筋の形状、起始停止を確認し、その走行と役割を
確認する。関節を構成する靱帯・関節包などから生じる問題について考察を加える。理学療法士はこの視診や触診を基に障害部位の評価や治療を行う職
種である。二次元的に学んだ知識を三次元的に捉え、治療対象部位を適切に視察・触察する能力を身につける事、患者様に可能な限り負担のない形で治
療を行える事が本演習の目的である。三次元的に組織をイメージできるように超音波診断装置を用いる。小テストを頻回に実施し、知識の習得度合いに
ついて確認を行っていく。又、同時に医療に携わる者として基本的態度を身につけることが出来るようにする。授業形式は主にICTを活用した反転授業形
式を取り、予習、講義、復習をすることで、触診技術を高める。また、一部演習では、臨床の理学療法士の方にティーチングアシスタントとして参加し
て頂き、臨床における心構えや知識、技術などについて学ぶ。予習復習の方法については講義および配布資料にて詳細に伝える。

学 修 の 到 達 目 標
①治療対象部位を適切に視察・触察する知識、技術を身につけることができる
②患者様に可能な限り負担のない形で治療を行える臨床対応力を身につけることができる
③超音波診断装置を用いて組織を三次元的にイメージすることができる

回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

1 解剖学用語　運動学基礎　触診技術の基本１　
学習方法 ① 田島

亀山 講義
ビジュアル版 筋肉と関
節のしくみがわかる事
典ｐ.46,4750,51につい
て理解と記憶をしてお
くこと(30分）

授業内容の長期記憶
化(30分）

2 解剖学用語　運動学基礎　触診技術の基本２ ① 田島
亀山 講義

運動療法のための機
能解剖学的触診技術
（上肢）のｐ.2-9を
事前に読み理解して
おくこと（30分）

授業内容の長期記憶
化(30分）

3 肩関節　骨　肩甲棘　肩峰　内側縁　外側縁　
上角　下角

①
②
③

田島
亀山 演習

運動療法のための機
能解剖学的触診技術
（上肢）の今回分を
事前に読み理解して
おくこと（30分）

授業内容の長期記憶
化(30分）

4 肩関節　骨　肩甲棘　肩峰　内側縁　外側縁　
上角　下角

①
②
③

田島
亀山 講義

運動療法のための機
能解剖学的触診技術
（上肢）の今回分を
事前に読み理解して
おくこと（30分）

授業内容の長期記憶
化(30分）

5 肩関節　骨　烏口突起　肩鎖関節　胸鎖関節　
大結節　小結節　鎖骨　①　臨床対応力とは

①
②
③

田島
亀山 演習

運動療法のための機
能解剖学的触診技術
（上肢）の今回分を
事前に読み理解して
おくこと（30分）

授業内容の長期記憶
化(30分）

6 肩関節　骨　烏口突起　肩鎖関節　胸鎖関節　
大結節　小結節　鎖骨

①
②
③

田島
亀山 講義

運動療法のための機
能解剖学的触診技術
（上肢）の今回分を
事前に読み理解して
おくこと（30分）

授業内容の長期記憶
化(30分）

7 肩関節　筋　小円筋　大円筋
①
②
③

田島
亀山 演習

運動療法のための機
能解剖学的触診技術
（上肢）の今回分を
事前に読み理解して
おくこと（30分）

授業内容の長期記憶
化(30分）

8 肩関節　筋　小円筋　大円筋
①
②
③

田島
亀山 講義

運動療法のための機
能解剖学的触診技術
（上肢）の今回分を
事前に読み理解して
おくこと（30分）

授業内容の長期記憶
化(30分）

9 肩関節　筋　棘上筋　棘下筋　肩甲下筋　烏口
腕筋

①
②
③

田島
亀山 演習

運動療法のための機
能解剖学的触診技術
（上肢）の今回分を
事前に読み理解して
おくこと（30分）

授業内容の長期記憶
化(30分）
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回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

10 肩関節　筋　棘上筋　棘下筋　肩甲下筋　烏口
腕筋

①
②
③

田島
亀山 講義

運動療法のための機
能解剖学的触診技術
（上肢）の今回分を
事前に読み理解して
おくこと（30分）

授業内容の長期記憶
化(30分）

11 肩関節　筋　三角筋　僧帽筋
①
②
③

田島
亀山 演習

運動療法のための機
能解剖学的触診技術
（上肢）の今回分を
事前に読み理解して
おくこと（30分）

授業内容の長期記憶
化(30分）

12 肩関節　筋　三角筋　僧帽筋
①
②
③

田島
亀山 講義

運動療法のための機
能解剖学的触診技術
（上肢）の今回分を
事前に読み理解して
おくこと（30分）

授業内容の長期記憶
化(30分）

13 肩関節　筋　大・小菱形筋　大胸筋　小胸筋
①
②
③

田島
亀山 演習

運動療法のための機
能解剖学的触診技術
（上肢）の今回分を
事前に読み理解して
おくこと（30分）

授業内容の長期記憶
化(30分）

14 肩関節　筋　大・小菱形筋　大胸筋　小胸筋
①
②
③

田島
亀山 講義

運動療法のための機
能解剖学的触診技術
（上肢）の今回分を
事前に読み理解して
おくこと（30分）

授業内容の長期記憶
化(30分）

15 肩関節　筋　前鋸筋　広背筋　肩甲挙筋
①
②
③

田島
亀山 演習

運動療法のための機
能解剖学的触診技術
（上肢）の今回分を
事前に読み理解して
おくこと（30分）

授業内容の長期記憶
化(30分）

16 肩関節　筋　前鋸筋　広背筋　肩甲挙筋
①
②
③

田島
亀山 講義

運動療法のための機
能解剖学的触診技術
（上肢）の今回分を
事前に読み理解して
おくこと（30分）

授業内容の長期記憶
化(30分）

17 肘関節　骨　外側上顆　内側上顆　橈骨頭　上
腕筋　上腕二頭筋

①
②
③

田島
亀山 演習

運動療法のための機能解剖
学的触診技術（上肢）の今
回分を事前に読み理解して
おくこと、および今回分の
動画を視聴し、実技練習を
しておくこと（30分）

授業内容の長期記憶
化(30分）

18 肘関節　骨　外側上顆　内側上顆　橈骨頭　上
腕筋　上腕二頭筋

①
②
③

田島
亀山 講義

運動療法のための機能解剖
学的触診技術（上肢）の今
回分を事前に読み理解して
おくこと、および今回分の
動画を視聴し、実技練習を
しておくこと（30分）

授業内容の長期記憶
化(30分）

19 肘関節　筋　上腕三頭筋
①
②
③

田島
亀山 演習

運動療法のための機
能解剖学的触診技術
（上肢）の今回分を
事前に読み理解して
おくこと（30分）

授業内容の長期記憶
化(30分）

20 肘関節　筋　上腕三頭筋
①
②
③

田島
亀山 講義

運動療法のための機
能解剖学的触診技術
（上肢）の今回分を
事前に読み理解して
おくこと（30分）

授業内容の長期記憶
化(30分）

21 手関節　骨　橈骨尺骨茎状突起　手根骨
①
②
③

田島
亀山 演習

運動療法のための機能解剖
学的触診技術（上肢）の今
回分を事前に読み理解して
おくこと、および今回分の
動画を視聴し、実技練習を
しておくこと（30分）

授業内容の長期記憶
化(30分）

22 手関節　骨　橈骨尺骨茎状突起　手根骨
①
②
③

田島
亀山 講義

運動療法のための機能解剖
学的触診技術（上肢）の今
回分を事前に読み理解して
おくこと、および今回分の
動画を視聴し、実技練習を
しておくこと（30分）

授業内容の長期記憶
化(30分）

23 前腕　筋　円回内筋　前腕屈筋群
①
②
③

田島
亀山 演習

運動療法のための機能解剖
学的触診技術（上肢）の今
回分を事前に読み理解して
おくこと、および今回分の
動画を視聴し、実技練習を
しておくこと（30分）

授業内容の長期記憶
化(30分）
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回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

24 前腕　筋　円回内筋　前腕屈筋群
①
②
③

田島
亀山 講義

運動療法のための機能解剖
学的触診技術（上肢）の今
回分を事前に読み理解して
おくこと、および今回分の
動画を視聴し、実技練習を
しておくこと（30分）

授業内容の長期記憶
化(30分）

25 前腕　筋　前腕伸筋群　腕橈骨筋
①
②
③

田島
亀山 演習

運動療法のための機能解剖
学的触診技術（上肢）の今
回分を事前に読み理解して
おくこと、および今回分の
動画を視聴し、実技練習を
しておくこと（30分）

授業内容の長期記憶
化(30分）

26 前腕　筋　前腕伸筋群　腕橈骨筋
①
②
③

田島
亀山 講義

運動療法のための機能解剖
学的触診技術（上肢）の今
回分を事前に読み理解して
おくこと、および今回分の
動画を視聴し、実技練習を
しておくこと（30分）

授業内容の長期記憶
化(30分）

27 前腕　筋　総指伸筋　浅指屈筋　深指屈筋　虫
様筋

①
②
③

田島
亀山 演習

運動療法のための機能解剖
学的触診技術（上肢）の今
回分を事前に読み理解して
おくこと、および今回分の
動画を視聴し、実技練習を
しておくこと（30分）

授業内容の長期記憶
化(30分）

28 前腕　筋　総指伸筋　浅指屈筋　深指屈筋　虫
様筋

①
②
③

田島
亀山 講義

運動療法のための機能解剖
学的触診技術（上肢）の今
回分を事前に読み理解して
おくこと、および今回分の
動画を視聴し、実技練習を
しておくこと（30分）

授業内容の長期記憶
化(30分）

29 前腕　筋　長母指外転筋　短母指伸筋　長母指
伸筋　長母指屈筋

①
②
③

田島
亀山 演習

運動療法のための機能解剖
学的触診技術（上肢）の今
回分を事前に読み理解して
おくこと、および今回分の
動画を視聴し、実技練習を
しておくこと（30分）

授業内容の長期記憶
化(30分）

30 前腕　筋　長母指外転筋　短母指伸筋　長母指
伸筋　長母指屈筋

①
②
③

田島
亀山 講義

運動療法のための機能解剖
学的触診技術（上肢）の今
回分を事前に読み理解して
おくこと、および今回分の
動画を視聴し、実技練習を
しておくこと（30分）

授業内容の長期記憶
化(30分）

定期試験（筆記及び実技）

評価基準・評価方法
小テスト、実技チェック、臨床対応力（被検者などに対する態度・言葉使い）、期末試験（筆記・実技）100%
評価については第1回講義で詳細に明示します。評価方法で分からないところがあればいつでも確認してください。

使用教科書
運動療法のための機能解剖学的触診技術（上肢）改訂第２版 / 林典雄.--メジカルビュー社，2022年，978-4-7583-
2093-1
プロメテウス解剖学アトラス　解剖学総論・運動器系　第3版 / 坂井建雄ほか監訳.--医学書院，978-4-260-02534-8

参考図書
・配布資料（体表サブブックなど）
・ビジュアル版 筋肉と関節のしくみがわかる事典　竹井 仁　著(西東社)

小テストの返却　実技チェック　臨床対応力チェック

課題(試験やﾚﾎﾟｰﾄ)に対
するﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸの方法

臨床における全ての治療の基本である体表解剖の知識は、いわば臨床において知っていて当たり前の知識で
あることを認識し、ひたすら努力して習得するようにして下さい。覚える内容は明瞭です。ただ、量が多い
ため毎日の積み重ねが大変重要になります。授業では”治療者”としての知識を持ちながら”患者”に接す
るよう心がけてください。毎回小テストを実施し、できる限り早く返却します。覚えきれていないところ、
理解していないところを確認して次につなげるようにして下さい。授業時間内に理解できないところがあれ
ば、できる限り早く質問にきてください。y.tajima@heisei-iryou.ac.jp

備考
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授業科目名

解剖学演習（体表解剖　下肢）

担当教員

田島　嘉人・亀山　咲子  (代表教員  田島　嘉人)

必修・選択
必修

配当年次
1年 後学期

単位数(時間数)
2単位(60時間)

開講形態
講義･演習

学位授与の方針と授業科目の関連
全学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ(2)(3)理学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ
(2)(3)(4)の達成に寄与している。

実務家教員
田島嘉人（理学療法士）、亀山咲子（理学療法士）

授 業 概 要
解剖学演習(体表解剖）では、理学療法士として必要な皮膚からの視察・触察の技術を学ぶ。具体的には筋の形状、起始停止を確認し
、その走行と役割を確認する。関節を構成する靱帯・関節包などから生じる問題について考察を加える。理学療法士はこの視診や触診
を基に障害部位の評価や治療を行う職種である。二次元的に学んだ知識を三次元的に捉え、治療対象部位を適切に視察・触察する能力
を身につける事、患者様に可能な限り負担のない形で治療を行える事が本演習の目的である。三次元的に組織を捉えるために超音波診
断装置を用いる。小テストを頻回に実施し、知識の習得度合いについて確認を行っていく。又、同時に医療に携わる者として基本的態
度を身につけることが出来るようにする。授業形式は主にICTを活用した反転授業形式を取り、予習、講義、復習をすることで、触診
技術を高める。予習復習の方法については講義および配布資料にて詳細に伝える。

学 修 の 到 達 目 標
①治療対象部位を適切に視察・触察する知識、技術を身につけることができる
②患者様に可能な限り負担のない形で治療を行える臨床対応力を身につけることができる
③超音波診断装置を用いて組織を三次元的にイメージすることができる

回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

1 触診の基本　学習方法 ① 田島
亀山 講義 配布資料を熟読して

おくこと（30分）
授業内容の長期記憶
化(30分）

2 股関節　骨　骨盤（上前腸骨棘、下前腸骨棘、
JL、上後腸骨棘、坐骨結節、大転子、RNL）

①
②
③

田島
亀山 演習

運動療法のための機能解剖学的
触診技術（下肢・体幹）の今回
分を事前に読み理解しておくこ
と、および今回分の動画を視聴
し、実技練習をしておくこと
（30分）

授業内容の長期記憶
化(30分）

3 股関節　骨　骨盤（上前腸骨棘、下前腸骨棘、
JL、上後腸骨棘、坐骨結節、大転子、RNL）

①
②

田島
亀山 講義

運動療法のための機能解剖学的
触診技術（下肢・体幹）の今回
分を事前に読み理解しておくこ
と、および今回分の動画を視聴
し、実技練習をしておくこと
（30分）

授業内容の長期記憶
化(30分）

4 股関節　筋　大殿筋　中殿筋　梨状筋
①
②
③

田島
亀山 演習

運動療法のための機能解剖学的
触診技術（下肢・体幹）の今回
分を事前に読み理解しておくこ
と、および今回分の動画を視聴
し、実技練習をしておくこと
（30分）

授業内容の長期記憶
化(30分）

5 股関節　筋　大殿筋　中殿筋　梨状筋
①
②
③

田島
亀山 講義

運動療法のための機能解剖学的
触診技術（下肢・体幹）の今回
分を事前に読み理解しておくこ
と、および今回分の動画を視聴
し、実技練習をしておくこと
（30分）

授業内容の長期記憶
化(30分）

6 股関節　筋　長内転筋　大内転筋　薄筋
①
②
③

田島
亀山 演習

運動療法のための機能解剖学的
触診技術（下肢・体幹）の今回
分を事前に読み理解しておくこ
と、および今回分の動画を視聴
し、実技練習をしておくこと
（30分）

授業内容の長期記憶
化(30分）

7 股関節　筋　長内転筋　大内転筋　薄筋
①
②
③

田島
亀山 講義

運動療法のための機能解剖学的
触診技術（下肢・体幹）の今回
分を事前に読み理解しておくこ
と、および今回分の動画を視聴
し、実技練習をしておくこと
（30分）

授業内容の長期記憶
化(30分）

8 股関節　筋　縫工筋　大腿筋膜張筋　腸腰筋　
スカルパ三角

①
②
③

田島
亀山 演習

運動療法のための機能解剖学的
触診技術（下肢・体幹）の今回
分を事前に読み理解しておくこ
と、および今回分の動画を視聴
し、実技練習をしておくこと
（30分）

授業内容の長期記憶
化(30分）

9 股関節　筋　縫工筋　大腿筋膜張筋　腸腰筋　
スカルパ三角

①
②
③

田島
亀山 講義

運動療法のための機能解剖学的
触診技術（下肢・体幹）の今回
分を事前に読み理解しておくこ
と、および今回分の動画を視聴
し、実技練習をしておくこと
（30分）

授業内容の長期記憶
化(30分）
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回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

10 膝関節　骨　膝（膝蓋骨、膝蓋靱帯、脛骨粗面
、内転筋結節）腓骨頭、近位脛腓

①
②
③

田島
亀山 演習

運動療法のための機能解剖学的
触診技術（下肢・体幹）の今回
分を事前に読み理解しておくこ
と、および今回分の動画を視聴
し、実技練習をしておくこと
（30分）

授業内容の長期記憶
化(30分）

11 膝関節　骨　膝（膝蓋骨、膝蓋靱帯、脛骨粗面
、内転筋結節）腓骨頭、近位脛腓

①
②
③

田島
亀山 講義

運動療法のための機能解剖学的
触診技術（下肢・体幹）の今回
分を事前に読み理解しておくこ
と、および今回分の動画を視聴
し、実技練習をしておくこと
（30分）

授業内容の長期記憶
化(30分）

12 膝関節　筋　大腿四頭筋
①
②
③

田島
亀山 演習

運動療法のための機能解剖学的
触診技術（下肢・体幹）の今回
分を事前に読み理解しておくこ
と、および今回分の動画を視聴
し、実技練習をしておくこと
（30分）

授業内容の長期記憶
化(30分）

13 膝関節　筋　大腿四頭筋
①
②
③

田島
亀山 講義

運動療法のための機能解剖学的
触診技術（下肢・体幹）の今回
分を事前に読み理解しておくこ
と、および今回分の動画を視聴
し、実技練習をしておくこと
（30分）

授業内容の長期記憶
化(30分）

14 膝関節　筋　グループワーク
①
②
③

田島
亀山 演習

今までに学習した筋
について復習してお
くこと(30分）

授業内容の長期記憶
化(30分）

15 膝関節　筋
①
②
③

田島
亀山 講義

運動療法のための機能解剖学的
触診技術（下肢・体幹）の今回
分を事前に読み理解しておくこ
と、および今回分の動画を視聴
し、実技練習をしておくこと
（30分）

授業内容の長期記憶
化(30分）

16 膝関節　筋　大腿二頭筋　半腱様筋　半膜様筋
　膝窩筋

①
②
③

田島
亀山 演習

運動療法のための機能解剖学的
触診技術（下肢・体幹）の今回
分を事前に読み理解しておくこ
と、および今回分の動画を視聴
し、実技練習をしておくこと
（30分）

授業内容の長期記憶
化(30分）

17 膝関節　筋　大腿二頭筋　半腱様筋　半膜様筋
　膝窩筋

①
②
③

田島
亀山 講義

運動療法のための機能解剖学的
触診技術（下肢・体幹）の今回
分を事前に読み理解しておくこ
と、および今回分の動画を視聴
し、実技練習をしておくこと
（30分）

授業内容の長期記憶
化(30分）

18
足関節　骨　足（内外果、遠位脛腓、距骨、距
骨頭、載距突起、踵骨、舟状骨粗面）足部（第
1中足骨、第5中足骨粗面）

①
②
③

田島
亀山 演習

運動療法のための機能解剖学的
触診技術（下肢・体幹）の今回
分を事前に読み理解しておくこ
と、および今回分の動画を視聴
し、実技練習をしておくこと
（30分）

授業内容の長期記憶
化(30分）

19
足関節　骨　足（内外果、遠位脛腓、距骨、距
骨頭、載距突起、踵骨、舟状骨粗面）足部（第
1中足骨、第5中足骨粗面）

①
②
③

田島
亀山 講義

運動療法のための機能解剖学的
触診技術（下肢・体幹）の今回
分を事前に読み理解しておくこ
と、および今回分の動画を視聴
し、実技練習をしておくこと
（30分）

授業内容の長期記憶
化(30分）

20 足関節　筋　前脛骨筋　長母指伸筋　長指伸筋
①
②
③

田島
亀山 演習

運動療法のための機能解剖学的
触診技術（下肢・体幹）の今回
分を事前に読み理解しておくこ
と、および今回分の動画を視聴
し、実技練習をしておくこと
（30分）

授業内容の長期記憶
化(30分）

21 足関節　筋　前脛骨筋　長母指伸筋　長指伸筋
①
②
③

田島
亀山 講義

運動療法のための機能解剖学的
触診技術（下肢・体幹）の今回
分を事前に読み理解しておくこ
と、および今回分の動画を視聴
し、実技練習をしておくこと
（30分）

授業内容の長期記憶
化(30分）

22 足関節　筋　後脛骨筋　長母指屈筋　長指屈筋
①
②
③

田島
亀山 演習

運動療法のための機能解剖学的
触診技術（下肢・体幹）の今回
分を事前に読み理解しておくこ
と、および今回分の動画を視聴
し、実技練習をしておくこと
（30分）

授業内容の長期記憶
化(30分）

23 足関節　筋　後脛骨筋　長母指屈筋　長指屈筋
①
②
③

田島
亀山 講義

運動療法のための機能解剖学的
触診技術（下肢・体幹）の今回
分を事前に読み理解しておくこ
と、および今回分の動画を視聴
し、実技練習をしておくこと
（30分）

授業内容の長期記憶
化(30分）
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回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

24 足関節　筋　ヒラメ筋　腓腹筋　長腓骨筋　短
腓骨筋

①
②
③

田島
亀山 演習

運動療法のための機能解剖学的
触診技術（下肢・体幹）の今回
分を事前に読み理解しておくこ
と、および今回分の動画を視聴
し、実技練習をしておくこと
（30分）

授業内容の長期記憶
化(30分）

25 足関節　筋　ヒラメ筋　腓腹筋　長腓骨筋　短
腓骨筋

①
②
③

田島
亀山 講義

運動療法のための機能解剖学的
触診技術（下肢・体幹）の今回
分を事前に読み理解しておくこ
と、および今回分の動画を視聴
し、実技練習をしておくこと
（30分）

授業内容の長期記憶
化(30分）

26 体幹　骨　乳様突起　外後頭隆起　胸骨柄　頸
切痕　多裂筋

①
②
③

田島
亀山 演習

運動療法のための機能解剖学的
触診技術（下肢・体幹）の今回
分を事前に読み理解しておくこ
と、および今回分の動画を視聴
し、実技練習をしておくこと
（3
0分）

授業内容の長期記憶
化(30分）

27 体幹　骨　乳様突起　外後頭隆起　胸骨柄　頸
切痕　多裂筋

①
②
③

田島
亀山 講義

運動療法のための機能解剖学的
触診技術（下肢・体幹）の今回
分を事前に読み理解しておくこ
と、および今回分の動画を視聴
し、実技練習をしておくこと
（30分）

授業内容の長期記憶
化(30分）

28 体幹　筋　各脊椎棘突起　多裂筋
①
②
③

田島
亀山 演習

運動療法のための機能解剖学的
触診技術（下肢・体幹）の今回
分を事前に読み理解しておくこ
と、および今回分の動画を視聴
し、実技練習をしておくこと
（30分）

授業内容の長期記憶
化(30分）

29 体幹　筋　各脊椎棘突起　多裂筋
①
②
③

田島
亀山 講義

運動療法のための機能解剖学的
触診技術（下肢・体幹）の今回
分を事前に読み理解しておくこ
と、および今回分の動画を視聴
し、実技練習をしておくこと
（30分）

授業内容の長期記憶
化(30分）

30 触診について　臨床における触診
①
②
③

田島
亀山 演習

今までに学習したす
べての筋を復習して
おくこと（30分）

授業内容の長期記憶
化(30分）

定期試験（筆記及び実技）

評価基準・評価方法
小テスト、実技チェック、臨床対応力（被検者などに対する態度・言葉使い）、期末試験（筆記・実技）100%
評価については第1回講義で詳細に明示します。評価方法で分からないところがあればいつでも確認してください。

使用教科書
運動療法のための機能解剖学的触診技術（下肢・体幹）改訂第２版 / 林典雄.--メジカルビュー社--2022年，978-4-
7583-2094-8
プロメテウス解剖学アトラス　解剖学総論・運動器系　第３版 / 坂井建雄ほか監訳.--医学書院，978-4-260-02534-8

参考図書
・配布資料（体表サブブックなど）
・ビジュアル版 筋肉と関節のしくみがわかる事典　竹井 仁　著(西東社)

小テストの返却

課題(試験やﾚﾎﾟｰﾄ)に対
するﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸの方法

臨床における全ての治療の基本である体表解剖の知識は、いわば臨床において知っていて当たり前の知識で
あることを認識し、ひたすら努力して習得するようにして下さい。覚える内容は明瞭です。ただ、量が多い
ため毎日の積み重ねが大変重要になります。授業では”治療者”としての知識を持ちながら”患者”に接す
るよう心がけてください。毎回小テストを実施し、できる限り早く返却します。覚えきれていないところ、
理解していないところを確認して次につなげるようにして下さい。授業時間内に理解できないところがあれ
ば、できる限り早く質問にきてください。y.tajima@heisei-iryou.ac.jp

備考
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授業科目名

生理学Ⅰ（動物的機能）

担当教員

石田　裕保

必修・選択
必修

配当年次
1年 前学期

単位数(時間数)
1単位(30時間)

開講形態
講義

学位授与の方針と授業科目の関連
全学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ(2)(3)理学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ
(2)(3)(4)の達成に寄与している。

実務家教員
石田裕保（理学療法士）

授 業 概 要
生理学の外界に対して反応する機能（動物的機能）全般について講義する

学 修 の 到 達 目 標
①末梢神経系と中枢神経系の働きを学び、人の感覚情報をもとにいかに運動が起こされているかを理解する
②正常な生理機能の理解のもとに、神経障害などに伴う各種病態症状についての原因を理解する

回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

1 生理学について／細胞機能の基礎
体液組成、細胞構造、細胞の物質移動

①
② 石田 講義

授業計画に該当する
教科書のページに目
を通す（120分）

授業の要点をまとめ
る（120分）

2 細胞の興奮発生／神経細胞
興奮移動、膜電位、興奮の伝導

①
② 石田 講義

授業計画に該当する
教科書のページに目
を通す（120分）

授業の要点をまとめ
る（120分）

3 筋の収縮／骨格筋の構造
筋の収縮、筋収縮力学、筋のエネルギー発生

①
② 石田 講義

授業計画に該当する
教科書のページに目
を通す（120分）

授業の要点をまとめ
る（120分）

4
シナプス伝達／神経筋伝達
平滑筋、中枢神経系の情報伝達、神経伝達物質
、シナプスの可塑性

①
② 石田 講義

授業計画に該当する
教科書のページに目
を通す（120分）

授業の要点をまとめ
る（120分）

5 自律神経系／交感神経・副交感神経の内臓諸器
官への作用

①
② 石田 講義

授業計画に該当する
教科書のページに目
を通す（120分）

授業の要点をまとめ
る（120分）

6 脊髄／脊髄反射
誘発筋電図

①
② 石田 講義

授業計画に該当する
教科書のページに目
を通す（120分）

授業の要点をまとめ
る（120分）

7
脳幹　
小脳①／脳幹の姿勢反射
小脳の神経回路

①
② 石田 講義

授業計画に該当する
教科書のページに目
を通す（120分）

授業の要点をまとめ
る（120分）

8
小脳②基底核／小脳と大脳協調
小脳障害
基底核の神経経路　基底核障害

①
② 石田 講義

授業計画に該当する
教科書のページに目
を通す（120分）

授業の要点をまとめ
る（120分）

9 大脳／運動の起動と出力 ①
② 石田 講義

授業計画に該当する
教科書のページに目
を通す（120分）

授業の要点をまとめ
る（120分）
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回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

10 体性感覚／皮膚受容器
神経伝導路　大脳感覚野

①
② 石田 講義

授業計画に該当する
教科書のページに目
を通す（120分）

授業の要点をまとめ
る（120分）

11
味覚、嗅覚、聴覚
前庭感覚／感覚受容器
神経伝導路、大脳中枢

①
② 石田 講義

授業計画に該当する
教科書のページに目
を通す（120分）

授業の要点をまとめ
る（120分）

12 視覚①／網膜　視物質　視覚の中枢 ①
② 石田 講義

授業計画に該当する
教科書のページに目
を通す（120分）

授業の要点をまとめ
る（120分）

13 視覚②／感覚としての視覚　眼球運動 ①
② 石田 講義

授業計画に該当する
教科書のページに目
を通す（120分）

授業の要点をまとめ
る（120分）

14 脳の高次機能①／大脳の神経回路と機能
連合野機能、言語機能

①
② 石田 講義

授業計画に該当する
教科書のページに目
を通す（120分）

授業の要点をまとめ
る（120分）

15 脳の高次機能②／大脳辺縁系　視床下部
記憶、睡眠、脳波

①
② 石田 講義

授業計画に該当する
教科書のページに目
を通す（120分）

授業の要点をまとめ
る（120分）

期末試験

評価基準・評価方法
学期末定期試験の成績による（80%）。小テスト（20％）。

使用教科書
生理学第5版 / 岡田隆夫ほか.--医学書院，978-4-260-03644-3
生理学テキスト第9版 / 大地陸男.--文光堂，978-4-8306-0231-3

参考図書
①リハビリテーションテキスト　生理学　編集；角田亘ほか　medical wiew
②カラーイラストで学ぶ　第3版　集中講義生理学　編集；岡田隆夫　medical wiew　

期末試験発表をもって伝える

課題(試験やﾚﾎﾟｰﾄ)に対
するﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸの方法

備考
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授業科目名

生理学Ⅱ（植物的機能）

担当教員

川島　卓

必修・選択
必修

配当年次
1年 後学期

単位数(時間数)
1単位(30時間)

開講形態
講義

学位授与の方針と授業科目の関連
全学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ(2)(3)理学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ
(2)(3)(4)の達成に寄与している。

実務家教員

授 業 概 要
生理学の生命維持に関する機能（植物的機能）全般について講義する。

学 修 の 到 達 目 標
①生命機能維持にはどうしても必要な人体の植物的機能の知識と理解を深める。　
②病態症状の原因を正確に理解すること。　専門科目習得のための基礎知識となる。

回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

1 血液①／血漿と血漿タンパク質　赤血球 ①
②

教科書とプリントに
目を通す（30分）

授業の要点をまとめ
る（30分）

2 血液②／白血球　免疫　血液型　血小板　血液
凝固　線維素溶解

①
②

教科書とプリントに
目を通す（30分）

授業の要点をまとめ
る（30分）

3 心臓①／心臓の構造　心臓内伝導系　自律神経
による調節　

①
②

教科書とプリントに
目を通す（30分）

授業の要点をまとめ
る（30分）

4 心臓②／心筋の収縮　心電図　心臓の収縮 ①
②

教科書とプリントに
目を通す（30分）

授業の要点をまとめ
る（30分）

5 循環①／血管系の区分　血圧調節 ①
②

教科書とプリントに
目を通す（30分）

授業の要点をまとめ
る（30分）

6 循環②／静脈系の循環　動脈血圧　循環調節　
特殊部位の循環

①
②

教科書とプリントに
目を通す（30分）

授業の要点をまとめ
る（30分）

7 呼吸①／呼吸のメカニズム ①
②

教科書とプリントに
目を通す（30分）

授業の要点をまとめ
る（30分）

8 呼吸②／肺のガス交換　呼吸運動の調節 ①
②

教科書とプリントに
目を通す（30分）

授業の要点をまとめ
る（30分）

9 消化と吸収①／消化管の構造と神経支配　消化
管運動　

①
②

教科書とプリントに
目を通す（30分）

授業の要点をまとめ
る（30分）
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回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

10 消化と吸収②／消化液の分泌　栄養素の分解吸
収

①
②

教科書とプリントに
目を通す（30分）

授業の要点をまとめ
る（30分）

11 内分泌①／ホルモン　視床下部　下垂体 ①
②

教科書とプリントに
目を通す（30分）

授業の要点をまとめ
る（30分）

12 内分泌②／甲状腺　副腎　膵臓　性ホルモン ①
②

教科書とプリントに
目を通す（30分）

授業の要点をまとめ
る（30分）

13 生殖／男性・女性生殖生理　妊娠 ①
②

教科書とプリントに
目を通す（30分）

授業の要点をまとめ
る（30分）

14 腎機能／ネフロンの構造　糸球体ろ過　体液調
節

①
②

教科書とプリントに
目を通す（30分）

授業の要点をまとめ
る（30分）

15 代謝と栄養／日常の生理学 ①
②

教科書とプリントに
目を通す（30分）

授業の要点をまとめ
る（30分）

定期試験（筆記）

評価基準・評価方法
期末定期試験成績による　（100 ％）。

使用教科書
生理学テキスト / 大地睦男　著.--第9版--文光堂，2022年，978-4-8306-0231-3

参考図書
・標準理学療法学・作業療法学　専門基礎分野　生理学    岡田隆夫、長岡正範　医学書院
・新版生理学（メディカルスタッフ専門基礎科目シリーズ）　桑名俊一　荒田晶子　編著／理工図書

　　

課題(試験やﾚﾎﾟｰﾄ)に対
するﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸの方法

教科書以外に、関連項目のプリントを適宜配布する。

備考
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授業科目名

生理学演習

担当教員

河合　克尚・藤橋　雄一郎・植木　努  (代表教員  河合　克尚)

必修・選択
必修

配当年次
1年 後学期

単位数(時間数)
1単位(30時間)

開講形態
演習 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

学位授与の方針と授業科目の関連
全学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ(2)(3)理学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ
(2)(3)(4)の達成に寄与している。

実務家教員
河合克尚（理学療法士）・藤橋雄一郎（理学療法士）・植木努（理学療
法士）

授 業 概 要
生理学Ⅰ・Ⅱで学んだ知識を演習を通して確認し、理解を深める。動物的生理学では、神経や筋の組織観察をもとに筋
の活動や生化学反応の観察を行ったり、筋電計の測定を実施する。植物的生理学では、体温、心電計、呼吸機能の測定
を実施する。また、グループワークを通して、測定結果から実際の生体反応についてを考察する。

学 修 の 到 達 目 標
①誘発筋電図より、神経線維の種類や伝道速度について理解する。
②体温の身体部位による違いと体温調節の仕組みを理解する。血圧、脈拍が神経性に調節される仕組みを理解する。
③心電図および呼吸機能検査（スパイロメトリー）の測定方法を説明できる。
④神経・筋組織の標本を観察して、その構造と機能を説明できる。

回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

1 誘発筋電図　＜参考書1：第6章（運動系）＞ ① 藤橋
生理学にて学んだ「
神経伝導の法則」に
ついて復習しておく
こと（20分）

レポート課題に取り
組むこと（40分）

2 誘発筋電図　＜参考書1：第6章（運動系）＞ ① 藤橋

生理学にて学んだ「
神経線維（運動・感
覚神経）」の分類に
ついて確認しておく
こと（20分）

レポート課題に取り
組むこと（40分）

3 誘発筋電図　＜参考書1：第6章（運動系）＞ ① 藤橋
誘発筋電図について
確認しておくこと
（20分）

レポート課題に取り
組むこと（40分）

4 誘発筋電図　＜参考書1：第6章（運動系）＞ ① 藤橋
誘発筋電図について
確認しておくこと
（20分）

レポート課題に取り
組むこと（40分）

5 脈、血圧、体温　＜参考書1：第14章（循環）
　第21章．Ⅲ（体温）＞ ② 植木

脈、血圧、体温つい
て確認しておくこと
（20分）

レポート課題に取り
組むこと（40分）

6 脈、血圧、体温　＜参考書1：第14章（循環）
　第21章．Ⅲ（体温）＞ ② 植木

脈、血圧、体温につ
いて確認しておくこ
と（20分）

レポート課題に取り
組むこと（40分）

7 脈、血圧、体温　＜参考書1：第14章（循環）
　第21章．Ⅲ（体温）＞ ② 植木

脈、血圧、体温につ
いて確認しておくこ
と（20分）

レポート課題に取り
組むこと（40分）

8 脈、血圧、体温　＜参考書1：第14章（循環）
　第21章．Ⅲ（体温）＞ ② 植木

参考書1：第14章
（循環）　第21章
．Ⅲ（体温）につい
て確認しておくこと
（20分）

レポート課題に取り
組むこと（40分）

9 心電図と呼吸機能の測定 ③ 河合
参考書1（第13章
：心臓、第15章：呼
吸）に目を通してお
くこと（20分）

レポート課題に取り
組むこと（40分）
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回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

10 心電図と呼吸機能の測定 ③ 河合
参考書1（第13章
：心臓、第15章：呼
吸）に目を通してお
くこと（20分）

レポート課題に取り
組むこと（40分）

11 心電図と呼吸機能の測定 ③ 河合
参考書1（第13章
：心臓、第15章：呼
吸）に目を通してお
くこと（20分）

レポート課題に取り
組むこと（40分）

12 顕微鏡による組織観察（神経、筋を中心に） ④ 河合
主に神経細胞、筋細
胞の構造を学習して
おこくこと（30分）

授業で観察した組織
について、構造と役
割を復習しておこく
こと（30分）

13 顕微鏡による組織観察（神経、筋を中心に） ④ 河合
主に神経細胞、筋細
胞の構造を学習して
おこくこと（30分）

授業で観察した組織
について、構造と役
割を復習しておこく
こと（30分）

14 顕微鏡による組織観察（神経、筋を中心に） ④ 河合
主に神経細胞、筋細
胞の構造を学習して
おこくこと（30分）

授業で観察した組織
について、構造と役
割を復習しておこく
こと（30分）

15 顕微鏡による組織観察（神経、筋を中心に） ④ 河合
主に神経細胞、筋細
胞の構造を学習して
おこくこと（30分）

授業で観察した組織
について、構造と役
割を復習しておこく
こと（30分）

レポート提出

評価基準・評価方法
評価方法は、各演習の課題レポートで判断する（100%）。

使用教科書
配布資料

参考図書
1. 生理学テキスト（文光堂）
2. 標準理学療法学作業療法学　専門基礎分野　生理学（医学書院）

課題については授業内でフィードバックします。

課題(試験やﾚﾎﾟｰﾄ)に対
するﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸの方法

質問等がある場合は、授業中やオフィスアワーを積極的に活用して下さい。

備考
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授業科目名

運動学総論

担当教員

堀　信宏

必修・選択
必修

配当年次
1年 前学期

単位数(時間数)
1単位(30時間)

開講形態
講義

学位授与の方針と授業科目の関連
全学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ(2)(3)理学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ
(2)(3)(4)の達成に寄与している。

実務家教員
堀信宏（理学療法士）

授 業 概 要
運動学は人の身体運動の仕組みに関する学問です．動作や活動の改善を求める理学療法士・作業療法士にとって基礎と
なります．講義では「骨・関節・筋・神経」の解剖と，運動を解釈するための「力学」，日常生活の基本となる「姿勢
・歩行」を学習します．これらの複数の視点から人の動作や活動を捉え理解を進めることで，障害者が「何故動けなく
なるのか」が見えてきます．

学 修 の 到 達 目 標
①人の運動・姿勢を捉えるための筋・骨・関節・神経の基礎を学ぶ．
②力学の基礎を理解する．例題を通じて解き方を理解し，国家試験問題を解けるようにする．
③バランス・姿勢・歩行の基礎知識を学び，異常姿勢・異常歩行を説明できるようにする．運動学習を学ぶ．

回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

1 身体運動の軸と面，および運動の名称（方向） ① 堀 講義
テキストp.14を読ん
でおきましょう
（120分）

ワークシートと小テ
ストの内容を理解し
ておきましょう
(120分)

2 運動器の構造と機能　（骨） ① 堀 講義
基礎運動学のp.60-
66を読んでおきまし
ょう（120分）

ワークシートと小テ
ストの内容を理解し
ておきましょう
(120分)

3 運動器の構造と機能　（関節） ① 堀 講義
テキストp.12-14を
読んでおきましょう
（120分）

ワークシートと小テ
ストの内容を理解し
ておきましょう
(120分)

4 運動器の構造と機能　（筋の構造） ① 堀 講義
テキストp.15-17を
読んでおきましょう
（120分）

ワークシートと小テ
ストの内容を理解し
ておきましょう
(120分)

5 運動器の構造と機能　（筋の収縮） ① 堀 講義
テキストp.18-20を
読んでおきましょう
（120分）

ワークシートと小テ
ストの内容を理解し
ておきましょう
(120分)

6 運動器の構造と機能　（神経） ① 堀 講義
基礎運動学のp.88-
93を読んでおきまし
ょう（120分）

ワークシートと小テ
ストの内容を理解し
ておきましょう
(120分)

7 生体力学の基礎1　（運動の法則，仕事，速度
など） ② 堀 講義

テキストp.2-6を読
んでおきましょう
（120分）

ワークシートと小テ
ストの内容を理解し
ておきましょう
(120分)

8 生体力学の基礎2　（てこ，剛体など） ② 堀 講義
テキストp.7-10を読
んでおきましょう
（120分）

ワークシートと小テ
ストの内容を理解し
ておきましょう
(120分)

9 生体力学を用いた計算 ② 堀 講義
力学の配布資料を理
解しておきましょう
(120分)

計算問題の解き方を
修得しておきましょ
う(120分)
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回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

10 姿勢（重心，支持基底面） ③ 堀 講義
テキストp.112-
114を読んでおきま
しょう（120分）

ワークシートと小テ
ストの内容を理解し
ておきましょう
(120分)

11 姿勢（姿勢制御・バランス） ③ 堀 講義
テキストp.114-
119を読んでおきま
しょう（120分）

ワークシートと小テ
ストの内容を理解し
ておきましょう
(120分)

12 正常歩行１　（歩行周期，歩幅，ケイデンスな
ど） ③ 堀 講義

テキストp.122-
126を読んでおきま
しょう（120分）

ワークシートと小テ
ストの内容を理解し
ておきましょう
(120分)

13 正常歩行２　（歩行時の関節の動き，筋活動
，重心移動など） ③ 堀 講義

テキストp.127-
129を読んでおきま
しょう（120分）

ワークシートと小テ
ストの内容を理解し
ておきましょう
（120分)

14 異常歩行 ③ 堀 講義
テキストp.130-
131を読んでおきま
しょう（120分）

ワークシートと小テ
ストの内容を理解し
ておきましょう
(120分)

15 運動学習 ③ 堀 講義
テキストp.134-
142を読んでおきま
しょう（120分）

ワークシートと小テ
ストの内容を理解し
ておきましょう
(120分)

中間試験を2回，期末試験1回，合計3回実施

評価基準・評価方法
試験は中間試験2回と期末試験1回の，計3回実施する．試験範囲はシラバスの１～６（中間1），７～9（中間
2），10～14（期末）．シラバス15はテスト範囲から除外する．中間試験と期末試験の総得点を100％として評定する
．再試験は期末試験後に1回，全範囲を試験範囲として実施する．

使用教科書
基礎運動学 / 中村隆一ほか.--第6版補訂--医歯薬出版，2012年（補訂）発行，ISBN978-4-263-21153-3
１５レクチャーシリーズ　理学療法作業療法テキスト運動学 / 小島悟責任編集--中山書店，2012年， ISBN978-4-521-
73664-8

参考図書
・PT/OT国家試験対策ワークブック計算問題，川島圭司著，医歯薬出版，2017
・PTOT基礎から学ぶ運動学ノート第2版，中島雅美，医歯薬出版，2016

小テストを講義の前または後に実施し，その場で回答します．中間，期末試験のまとめとして活
用してください．

課題(試験やﾚﾎﾟｰﾄ)に対
するﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸの方法

本講義は理学療法/作業療法の基礎となる科目です．3部構成でそれぞれの範囲で試験を行います
（3回の試験の合計で評定）．再試験は全範囲が対象となりますので注意すること（シラバス
１～14）．毎回，ワークシート配布と小テストを実施します．講義のまとめや復習に活用してく
ださい．備考
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授業科目名

臨床運動学

担当教員

曽田　直樹

必修・選択
必修

配当年次
1年 後学期

単位数(時間数)
1単位(30時間)

開講形態
講義

学位授与の方針と授業科目の関連
全学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ(2)(3)理学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ
(2)(3)(4)の達成に寄与している。

実務家教員
曽田直樹（理学療法士）

授 業 概 要
ヒトの関節の特徴をバイオメカニクス的な観点からその動きを理解することを目的とする。またその理論に基づき骨関
節機能障害学や骨関節治療技術、病態運動学、動作分析への応用を学習できることを期待する。講義ではグループでの
ディスカッションやディベートを行い理解を深めていく。

学 修 の 到 達 目 標
①上肢の解剖学について理解できる。
②下肢の解剖学について理解できる。
③上肢の運動学について理解できる。
④下肢の運動学について理解できる。

回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

1 概論：筋の走行と軸と面の関係、筋肉の役割に
ついて

①
②
③
④

曽田 講義 授業内容の復習をす
ること（60分）

2 肩関節：肩甲上腕関節の機能 ①
③ 曽田 講義

授業内容の関節の解
剖を勉強しておいて
ください（30分）

授業内容の復習をす
ること（30分）

3 肩関節：第2肩関節の役割について ①
③ 曽田 講義

授業内容の関節の解
剖を勉強しておいて
ください（30分）

授業内容の復習をす
ること（30分）

4 肩関節：肩甲胸郭関節の役割について ①
③ 曽田 講義

授業内容の関節の解
剖を勉強しておいて
ください（30分）

授業内容の復習をす
ること（30分）

5 肘関節：肘関節に付着する靭帯について ①
③ 曽田 講義

授業内容の関節の解
剖を勉強しておいて
ください（30分）

授業内容の復習をす
ること（30分）

6 肘関節：回内・回外運動のメカニズム ①
③ 曽田 講義

授業内容の関節の解
剖を勉強しておいて
ください（30分）

授業内容の復習をす
ること（30分）

7 手関節：掌屈・背屈のメカニズム ①
③ 曽田 講義

授業内容の関節の解
剖を勉強しておいて
ください（30分）

授業内容の復習をす
ること（30分）

8 手関節：手関節の靭帯・筋肉 ①
③ 曽田 講義

授業内容の関節の解
剖を勉強しておいて
ください（30分）

授業内容の復習をす
ること（30分）

9 股関節：下肢のアライメント、股関節に付着す
る靭帯

②
④ 曽田 講義

授業内容の関節の解
剖を勉強しておいて
ください（30分）

授業内容の復習をす
ること（30分）
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回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

10 股関節：股関節周囲筋の役割 ②
④ 曽田 講義

授業内容の関節の解
剖を勉強しておいて
ください（30分）

授業内容の復習をす
ること（30分）

11 膝関節：特徴的な動き・アライメント ②
④ 曽田 講義

授業内容の関節の解
剖を勉強しておいて
ください（30分）

授業内容の復習をす
ること（30分）

12 膝関節：筋肉、半月板の役割 ②
④ 曽田 講義

授業内容の関節の解
剖を勉強しておいて
ください（30分）

授業内容の復習をす
ること（30分）

13 足関節：骨の構造、底屈・背屈のメカニズム ②
④ 曽田 講義

授業内容の関節の解
剖を勉強しておいて
ください（30分）

授業内容の復習をす
ること（30分）

14 足関節：靭帯・筋肉について ②
④ 曽田 講義

授業内容の関節の解
剖を勉強しておいて
ください（30分）

授業内容の復習をす
ること（30分）

15 上肢および下肢の解剖学と運動学について
①
②
③
④

曽田 講義
授業内容の関節の解
剖を勉強しておいて
ください（30分）

授業内容の復習をす
ること（30分）

定期試験（筆記）

評価基準・評価方法
評価基準：知識・理解、学修態度・意欲を重視
評価方法：中間試験(４５％）、期末試験（４５％）、態度・意欲（小テスト、授業参加度など）にて総合的に判断す
る。

使用教科書

参考図書
・筋骨格系のキネシオロジー　原著：Donald A 監訳：島田智明ら　医歯薬出版株式会社

講義内で答えなどを解説

課題(試験やﾚﾎﾟｰﾄ)に対
するﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸの方法

備考

― 93 ―



授業科目名

運動学演習

担当教員

曽田　直樹・大場　かおり・田島　嘉人・石田　裕保  (代表教員  曽田
　直樹)

必修・選択
必修

配当年次
2年 前学期

単位数(時間数)
1単位(30時間)

開講形態
演習 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

学位授与の方針と授業科目の関連
全学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ(2)(3)理学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ
(2)(3)(4)の達成に寄与している。

実務家教員
曽田直樹（理学療法士）、大場かおり（理学療法士）、田島嘉人（理学
療法士）、石田裕保（理学療法士）

授 業 概 要
運動学総論、臨床運動学で学んだ知識を演習によって確認する。生体が運動や動作を実施したときの反応を測定し、デ
ータを用いて研究報告レポートを作成する。測定機器は理学療法士に関連の深いものを使用しますので、その取り扱い
に習熟できるよう努力して下さい。レポート作成においては、基礎知識と実際の測定データを比較し自分なりの考察を
することで、運動についての理解が深まる。グループワークを通じて運動学の理解を深める。

学 修 の 到 達 目 標
①グループ活動を通じて協力、報告、連絡、相談の重要性を学ぶ。
②平衡機能・筋力・歩行分析を測定する意義を説明できる。
③平衡機能・筋力・歩行分析を機器を用いて評価することができる。
④平衡機能・筋力・歩行分析の結果の意味を考察することができる。

回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

1 運動学演習オリエンテーション
①
②
③
④

曽田 レポートの作成
（60分）

2 演習内容の説明
①
②
③
④

曽田 レポートの作成
（30分）

レポートの作成
（30分）

3 レポート作成について
①
②
③
④

曽田 レポートの作成
（30分）

レポートの作成
（30分）

4 重心動揺（意義）
①
②
③
④

大場 レポートの作成
（30分）

レポートの作成
（30分）

5 重心動揺（測定方法）
①
②
③
④

大場 レポートの作成
（30分）

レポートの作成
（30分）

6 重心動揺（実施）
①
②
③
④

大場 レポートの作成
（30分）

レポートの作成
（30分）

7 重心動揺（論文作成）
①
②
③
④

大場 レポートの作成
（30分）

レポートの作成
（30分）

8 筋機能測定（意義）
①
②
③
④

曽田
田島

レポートの作成
（30分）

レポートの作成
（30分）

9 筋機能測定（測定方法）
①
②
③
④

曽田
田島

レポートの作成
（30分）

レポートの作成
（30分）

― 94 ―



回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

10 筋機能測定（論文作成）
①
②
③
④

曽田
田島

レポートの作成
（30分）

レポートの作成
（30分）

11 筋機能測定（論文作成）
①
②
③
④

曽田
田島

レポートの作成
（30分）

レポートの作成
（30分）

12 歩行分析（意義）
①
②
③
④

石田 レポートの作成
（30分）

レポートの作成
（30分）

13 歩行分析（測定方法）
①
②
③
④

石田 レポートの作成
（30分）

レポートの作成
（30分）

14 歩行分析（実施）
①
②
③
④

石田 レポートの作成
（30分）

レポートの作成
（30分）

15 歩行分析（論文作成）
①
②
③
④

石田 レポートの作成
（30分）

レポートの作成
（30分）

レポート提出

評価基準・評価方法
評価基準および評価方法：グループ活動への取り組み状況（１０％）、研究レポートの内容（９０％）

使用教科書

参考図書

講義内で解説

課題(試験やﾚﾎﾟｰﾄ)に対
するﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸの方法

オフィスアワー 曽田  月曜日１２：１５～１３：１５
　　　　　　　 大場　火曜日１６：３０～１７：３０
　　　　　　　 田島　水曜日１６：３０～１７：３０
　　　　　　　 石田　火曜日１６：３０～１７：３０備考
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授業科目名

人間発達学

担当教員

大森　周太郎

必修・選択
必修

配当年次
1年 前学期

単位数(時間数)
1単位(30時間)

開講形態
講義

学位授与の方針と授業科目の関連
全学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ(2)(3)理学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ
(2)(3)(4)の達成に寄与している。

実務家教員

授 業 概 要
人間の胎生期から老年期までの身体的発達と心理的発達の主要な現象を取り上げ講義する。新生児期、乳児期、幼児期
、児童期、青年期、中年期、老年期の基本的な特徴について、生物学的な面のみならず社会とのかかわりの中で複雑に
発達していく過程に関する理解を深め、医療関係者として必要な知識、応用技術を学ぶ。

学 修 の 到 達 目 標
①人間の発達段階の特徴を理解する
②小児期の重要性を広く理解する
③発達と環境、文化との関連を正しく認識する
④青年期の特徴と重要性について理解を深める
⑤中年期～老年期の変化の実態を把握する
⑥学んだ知識を実生活ならびに医療関連の仕事に生かす　

回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

1 人間の発達の特徴 ①
⑥

素早い書写能力を鍛
え、充実したノート
を作成する。（30分
）

授業内容を復習し、
配布プリント類は最
新のデータの意味を
理解するようにする
。（30分）

2 人間の本能と行動 ①
③

素早い書写能力を鍛
え、充実したノート
を作成する。（30分
）

授業内容を復習し、
配布プリント類は最
新のデータの意味を
理解するようにする
。（30分）

3 胎生期から誕生へ ①
②

素早い書写能力を鍛
え、充実したノート
を作成する。（30分
）

授業内容を復習し、
配布プリント類は最
新のデータの意味を
理解するようにする
。（30分）

4 乳幼児の発育と発達
①
②
③

素早い書写能力を鍛
え、充実したノート
を作成する。（30分
）

授業内容を復習し、
配布プリント類は最
新のデータの意味を
理解するようにする
。（30分）

5 子どもの身体発育発達に影響する因子 ②
③

素早い書写能力を鍛
え、充実したノート
を作成する。（30分
）

授業内容を復習し、
配布プリント類は最
新のデータの意味を
理解するようにする
。（30分）

6 身体発育の指標
①
②
③

素早い書写能力を鍛
え、充実したノート
を作成する。（30分
）

授業内容を復習し、
配布プリント類は最
新のデータの意味を
理解するようにする
。（30分）

7 子どもの心の発達
①
②
③

素早い書写能力を鍛
え、充実したノート
を作成する。（30分
）

授業内容を復習し、
配布プリント類は最
新のデータの意味を
理解するようにする
。（30分）

8 幼児～学童の運動機能 ①
②

素早い書写能力を鍛
え、充実したノート
を作成する。（30分
）

授業内容を復習し、
配布プリント類は最
新のデータの意味を
理解するようにする
。（30分）

9 小児栄養
①
②
⑥

素早い書写能力を鍛
え、充実したノート
を作成する。（30分
）

授業内容を復習し、
配布プリント類は最
新のデータの意味を
理解するようにする
。（30分）
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回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

10 小児期の発達障害、疾病 ①
⑥

素早い書写能力を鍛
え、充実したノート
を作成する。（30分
）

授業内容を復習し、
配布プリント類は最
新のデータの意味を
理解するようにする
。（30分）

11 青年期の身体的、心理的発達 ①
④

素早い書写能力を鍛
え、充実したノート
を作成する。（30分
）

授業内容を復習し、
配布プリント類は最
新のデータの意味を
理解するようにする
。（30分）

12 中年期における心身の変化と人間としての成長
、発達

①
⑤

素早い書写能力を鍛
え、充実したノート
を作成する。（30分
）

授業内容を復習し、
配布プリント類は最
新のデータの意味を
理解するようにする
。（30分）

13 老年期における心身の変化と日常生活 ⑤
⑥

素早い書写能力を鍛
え、充実したノート
を作成する。（30分
）

授業内容を復習し、
配布プリント類は最
新のデータの意味を
理解するようにする
。（30分）

14 老化の進展と健康
①
⑤
⑥

素早い書写能力を鍛
え、充実したノート
を作成する。（30分
）

授業内容を復習し、
配布プリント類は最
新のデータの意味を
理解するようにする
。（30分）

15 超高齢社会の人間発達学
①
⑤
⑥

素早い書写能力を鍛
え、充実したノート
を作成する。（30分
）

授業内容を復習し、
配布プリント類は最
新のデータの意味を
理解するようにする
。（30分）

定期試験（筆記）

評価基準・評価方法
評価基準：専門的な知識の修得と講義内容の理解を重視。専門用語を用いて現象を理解し、説明する能力を評価する。
従って、試験問題には、記述問題を半数出題する。
評価方法：筆記試験ならびに適時提出を求める課題（レポート）によって行う。評価割合はそれぞれ９０％、１０％

使用教科書
人間発達学　ヒトはどう育つのか / 竹下研三.--中央法規出版，2009年，978-4-8058-3096-3

参考図書
その都度、講義時間に紹介する。

　　

課題(試験やﾚﾎﾟｰﾄ)に対
するﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸの方法

修得すべき知識が多いので、個々の知識を体系化し、相互に関連づけて記憶するように努めるこ
と。課題や試験問題に対する解説はその都度行う。在学時の質問は随時、受け付ける。メール等
による質問も歓迎するが、学務課経由でお願いしたい。備考
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授業科目名

病理学概論

担当教員

武内　康雄・山本　容正  (代表教員  武内　康雄)

必修・選択
必修

配当年次
1年 後学期

単位数(時間数)
2単位(30時間)

開講形態
講義 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

学位授与の方針と授業科目の関連
全学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ(2)(3)理学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ
(2)(3)(4)の達成に寄与している。

実務家教員
武内康雄（医師）

授 業 概 要
病気を引き起こす原因を、病気の捉え方の歴史的移り変わりとともに概論で解説する。次いで、病気の状態を大きく、
代謝異常、循環障害、炎症と免疫、進行性病変、腫瘍、老化、先天異常と奇形に分類し、それぞれの病的状態に見られ
る変化を分かりやすく解説する。

学 修 の 到 達 目 標
①変性と化生、炎症と免疫、循環障害の病態病理の概要を説明できる。
②代謝障害、遺伝子異常、先天異常、老化の概要を説明できる。
③腫瘍の病理学的分類を説明でき、腫瘍発生のメカニズムや治療法を説明できる。

回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

1 病気と病理学 ① 武内
講義当日のテーマを
知り，教科書の該当
部分を読んでおくこ
と。（120分）

授業終了当日または
次回までに、講義内
容を振り返り、知識
の習得を確認してお
くこと。（120分）

2 細胞の異常－変性、化生、再生、修復 ① 武内
講義当日のテーマを
知り，教科書の該当
部分を読んでおくこ
と。（120分）

授業終了当日または
次回までに、講義内
容を振り返り、知識
の習得を確認してお
くこと。（120分）

3 先天異常 ② 武内
講義当日のテーマを
知り，教科書の該当
部分を読んでおくこ
と。（120分）

授業終了当日または
次回までに、講義内
容を振り返り、知識
の習得を確認してお
くこと。（120分）

4 循環障害（１）循環系の働き、出血と凝固 ① 武内
講義当日のテーマを
知り，教科書の該当
部分を読んでおくこ
と。（120分）

授業終了当日または
次回までに、講義内
容を振り返り、知識
の習得を確認してお
くこと。（120分）

5 循環障害（２）虚血と梗塞、血圧異常、疾患と
病態 ① 武内

講義当日のテーマを
知り，教科書の該当
部分を読んでおくこ
と。（120分）

授業終了当日または
次回までに、講義内
容を振り返り、知識
の習得を確認してお
くこと。（120分）

6 代謝異常 ② 武内
講義当日のテーマを
知り，教科書の該当
部分を読んでおくこ
と。（120分）

授業終了当日または
次回までに、講義内
容を振り返り、知識
の習得を確認してお
くこと。（120分）

7 老化 ② 武内
講義当日のテーマを
知り，教科書の該当
部分を読んでおくこ
と。（120分）

授業終了当日または
次回までに、講義内
容を振り返り、知識
の習得を確認してお
くこと。（120分）

8 感染と感染症（１）感染症と病原体 ① 山本
講義当日のテーマを
知り，教科書の該当
部分を読んでおくこ
と。（120分）

授業終了当日または
次回までに、講義内
容を振り返り、知識
の習得を確認してお
くこと。（120分）

9 感染と感染症（２）感染症の発症と防御機構 ① 山本
講義当日のテーマを
知り，教科書の該当
部分を読んでおくこ
と。（120分）

授業終了当日または
次回までに、講義内
容を振り返り、知識
の習得を確認してお
くこと。（120分）
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回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

10 免疫機構と免疫異常（１）免疫機構と疾患 ① 山本
講義当日のテーマを
知り，教科書の該当
部分を読んでおくこ
と。（120分）

授業終了当日または
次回までに、講義内
容を振り返り、知識
の習得を確認してお
くこと。（120分）

11 免疫機構と免疫異常（２）再生医療 ① 山本
講義当日のテーマを
知り，教科書の該当
部分を読んでおくこ
と。（120分）

授業終了当日または
次回までに、講義内
容を振り返り、知識
の習得を確認してお
くこと。（120分）

12 炎症 ① 山本
講義当日のテーマを
知り，教科書の該当
部分を読んでおくこ
と。（120分）

授業終了当日または
次回までに、講義内
容を振り返り、知識
の習得を確認してお
くこと。（120分）

13 腫瘍（１）腫瘍の分類 ③ 武内
講義当日のテーマを
知り，教科書の該当
部分を読んでおくこ
と。（120分）

授業終了当日または
次回までに、講義内
容を振り返り、知識
の習得を確認してお
くこと。（120分）

14 腫瘍（２）癌の特性 ③ 武内
講義当日のテーマを
知り，教科書の該当
部分を読んでおくこ
と。（120分）

授業終了当日または
次回までに、講義内
容を振り返り、知識
の習得を確認してお
くこと。（120分）

15 腫瘍（３）腫瘍マーカー診断、治療 ③ 武内
講義当日のテーマを
知り，教科書の該当
部分を読んでおくこ
と。（120分）

授業終了当日または
次回までに、講義内
容を振り返り、知識
の習得を確認してお
くこと。（120分）

定期試験（筆記）

評価基準・評価方法
期末筆記試験100％

使用教科書
なるほど　なっとく！　病理学　病態形成の基本的なしくみ / 小林正伸.--改訂第2版--南山堂，2019年，978-4-525-
15162-1

参考図書
大橋健一、谷澤　徹、藤原正親、柴原純二箸　「系統看護学講座　専門基礎分野　病理学　疾病のなりたちと回復の促
進①」　（医学書院）

試験解答の一部を公開する。

課題(試験やﾚﾎﾟｰﾄ)に対
するﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸの方法

備考
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授業科目名

内科学

担当教員

近藤　直実・平野　智久・山本　眞由美・高田　信幸・多田　晃司・古
田　弥生  (代表教員  近藤　直実)

必修・選択
必修

配当年次
2年 前学期

単位数(時間数)
1単位(30時間)

開講形態
講義 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

学位授与の方針と授業科目の関連
全学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ(2)(3)理学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ
(2)(3)(4)の達成に寄与している。

実務家教員
近藤直実（医師）、平野智久（医師）、山本眞由美（医師）、高田信幸
（医師）、多田晃司（医師）、古田弥生（看護師）

授 業 概 要
内科系疾患などの病態・診察・診断・治療について、およびそのアプローチを学ぶ。

学 修 の 到 達 目 標
①各論としては循環器系、代謝、内分泌系、消化器系、腎臓疾患、呼吸器系、血液疾患など、実際の理学療法に関連性
の高い疾患を中心に学修し、概要を説明することができる。 近年重要性が増している予防医学についての基礎知識の
概要説明することができる。

回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

1 循環器分野①心臓の解剖、生理や虚血性心疾患
,不整脈などについて学習する。 ① 平野

教科書などを読んで
予習を行う。わから
ない点をピックアッ
プしておく。（30分
）

授業で習ったことを
しっかり復習する。
その際、教科書やノ
ートを整理する。
（30分）

2 循環器分野② ① 平野

教科書などを読んで
予習を行う。わから
ない点をピックアッ
プしておく。（30分
）

授業で習ったことを
しっかり復習する。
その際、教科書やノ
ートを整理する。
（30分）

3 循環器分野③ ① 平野

教科書などを読んで
予習を行う。わから
ない点をピックアッ
プしておく。（30分
）

授業で習ったことを
しっかり復習する。
その際、教科書やノ
ートを整理する。
（30分）

4 代謝・内分泌分野①糖尿病の病態・機序・合併
症・治療について学ぶ ① 山本

教科書などを読んで
予習を行う。わから
ない点をピックアッ
プしておく。（30分
）

授業で習ったことを
しっかり復習する。
その際、教科書やノ
ートを整理する。
（30分）

5 代謝・内分泌分野②肥満・メタボリック症候群
を中心に代謝疾患について学ぶ ① 山本

教科書などを読んで
予習を行う。わから
ない点をピックアッ
プしておく。（30分
）

授業で習ったことを
しっかり復習する。
その際、教科書やノ
ートを整理する。
（30分）

6
代謝・内分泌分野③内分泌疾患の種類と機序に
ついて学ぶ（間脳・下垂体、甲状腺、副腎を中
心に）

① 山本

教科書などを読んで
予習を行う。わから
ない点をピックアッ
プしておく。（30分
）

授業で習ったことを
しっかり復習する。
その際、教科書やノ
ートを整理する。
（30分）

7 消化器分野①生体維持の基本となる消化器疾患
について学ぶ。 ① 古田

教科書などを読んで
予習を行う。わから
ない点をピックアッ
プしておく。（30分
）

授業で習ったことを
しっかり復習する。
その際、教科書やノ
ートを整理する。
（30分）

8 消化器分野② ① 古田

教科書などを読んで
予習を行う。わから
ない点をピックアッ
プしておく。（30分
）

授業で習ったことを
しっかり復習する。
その際、教科書やノ
ートを整理する。
（30分）

9 腎臓器疾患①腎臓機能障害について学習する。 ① 多田

教科書などを読んで
予習を行う。わから
ない点をピックアッ
プしておく。（30分
）

授業で習ったことを
しっかり復習する。
その際、教科書やノ
ートを整理する。
（30分）
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回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

10 腎臓器疾患② ① 多田

教科書などを読んで
予習を行う。わから
ない点をピックアッ
プしておく。（30分
）

授業で習ったことを
しっかり復習する。
その際、教科書やノ
ートを整理する。
（30分）

11 呼吸器分野①呼吸器機能の基礎と呼吸器疾患全
般について学ぶ。 ① 高田

教科書などを読んで
予習を行う。わから
ない点をピックアッ
プしておく。（30分
）

授業で習ったことを
しっかり復習する。
その際、教科書やノ
ートを整理する。
（30分）

12 呼吸器分野② ① 高田

教科書などを読んで
予習を行う。わから
ない点をピックアッ
プしておく。（30分
）

授業で習ったことを
しっかり復習する。
その際、教科書やノ
ートを整理する。
（30分）

13 呼吸器分野③ ① 高田

教科書などを読んで
予習を行う。わから
ない点をピックアッ
プしておく。（30分
）

授業で習ったことを
しっかり復習する。
その際、教科書やノ
ートを整理する。
（30分）

14 呼吸器分野④ ① 高田

教科書などを読んで
予習を行う。わから
ない点をピックアッ
プしておく。（30分
）

授業で習ったことを
しっかり復習する。
その際、教科書やノ
ートを整理する。
（30分）

15 血液疾患　血液疾患について学ぶ。 ① 近藤

教科書などを読んで
予習を行う。わから
ない点をピックアッ
プしておく。（30分
）

授業で習ったことを
しっかり復習する。
その際、教科書やノ
ートを整理する。
（30分）

定期試験（筆記）

評価基準・評価方法
定期試験　（９０％）、　小テスト（１０％）

使用教科書
標準理学療法学・作業療法学専門基礎分野　内科学 / 鎌倉矩子ほか監修.--第4版--医学書院，2020年，978-4-260-
04290-1

参考図書

小テストなどにコメントして返却など

課題(試験やﾚﾎﾟｰﾄ)に対
するﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸの方法

備考
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授業科目名

整形外科学

担当教員

西本　裕

必修・選択
必修

配当年次
2年 前学期

単位数(時間数)
1単位(30時間)

開講形態
講義

学位授与の方針と授業科目の関連
全学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ(2)(3)理学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ
(2)(3)(4)の達成に寄与している。

実務家教員
西本裕（医師）

授 業 概 要
運動器の外傷、疾患について、病因、経過、診断法、治療法を概説する。

学 修 の 到 達 目 標
①骨、関節、靭帯、筋肉、末梢血管、脊髄、末梢神経の損傷、障害について述べることができる。
②筋、骨格系の感染症、腫瘍、先天異常、発育障害、関節リウマチ、骨粗鬆症を含む代謝疾患、退行性疾患など整形外
科的疾患について述べることができる。
③特に、脊椎固定術、人工関節置換術を中心に生体内人工材料にとって必要な条件、体内での経過について理解できる
。

回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

1 運動器の外傷、障害　　総論 ① 西本 講義
解剖学、生理学、病
理学概論の知識の確
認（30分）

講義内容の整理と確
認（30分）

2 上肢の外傷、障害 ① 西本 講義
解剖学、生理学、病
理学概論の知識の確
認（30分）

講義内容の整理と確
認（30分）

3 下肢の外傷、障害 ① 西本 講義
解剖学、生理学、病
理学概論の知識の確
認（30分）

講義内容の整理と確
認（30分）

4 区画症候群、複合性局所疼痛症候群 ① 西本 講義
解剖学、生理学、病
理学概論の知識の確
認（30分）

講義内容の整理と確
認（30分）

5 体幹の外傷、障害 ① 西本 講義
解剖学、生理学、病
理学概論の知識の確
認（30分）

講義内容の整理と確
認（30分）

6 脊髄損傷 ① 西本 講義
解剖学、生理学、病
理学概論の知識の確
認（30分）

講義内容の整理と確
認（30分）

7 脊椎退行性疾患、絞扼性神経障害 ② 西本 講義
解剖学、生理学、病
理学概論の知識の確
認（30分）

講義内容の整理と確
認（30分）

8 関節退行性疾患 ② 西本 講義
解剖学、生理学、病
理学概論の知識の確
認（30分）

講義内容の整理と確
認（30分）

9 関節リウマチ ② 西本 講義
解剖学、生理学、病
理学概論の知識の確
認（30分）

講義内容の整理と確
認（30分）
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回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

10 骨関節感染症 ② 西本 講義
解剖学、生理学、病
理学概論の知識の確
認（30分）

講義内容の整理と確
認（30分）

11 骨・軟部腫瘍 ② 西本 講義
解剖学、生理学、病
理学概論の知識の確
認（30分）

講義内容の整理と確
認（30分）

12 先天異常、発育障害、神経筋疾患、側弯症 ② 西本 講義
解剖学、生理学、病
理学概論の知識の確
認（30分）

講義内容の整理と確
認（30分）

13 循環障害、骨端症 ② 西本 講義
解剖学、生理学、病
理学概論の知識の確
認（30分）

講義内容の整理と確
認（30分）

14 骨粗鬆症を含む代謝疾患 ② 西本 講義
解剖学、生理学、病
理学概論の知識の確
認（30分）

講義内容の整理と確
認（30分）

15 生体内人工材料 ③ 西本 講義 第1,7,8,9,11回の知
識の確認（30分）

講義内容の整理と確
認（30分）

定期試験　（筆記）

評価基準・評価方法
毎回のミニテスト(25%)、定期試験(75%)

使用教科書
標準整形外科学 / 井樋栄二ほか監修.--第15版--医学書院，2023年，978-4-260-04936-8

参考図書

毎回、前回のミニテストへの全体的講評。
定期試験については、解答例を掲示する。

課題(試験やﾚﾎﾟｰﾄ)に対
するﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸの方法

備考
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授業科目名

神経内科学

担当教員

木村　暁夫・下畑　享良・山田　恵・吉倉　延亮・竹腰　顕・國枝　顕
二郎・大野　陽哉・山原　直紀  (代表教員  木村　暁夫)

必修・選択
必修

配当年次
2年 前学期

単位数(時間数)
1単位(30時間)

開講形態
講義 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

学位授与の方針と授業科目の関連
全学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ(2)(3)理学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ
(2)(3)(4)の達成に寄与している。

実務家教員
下畑享良（医師）、木村暁夫（医師）、山田恵（医師）、吉倉延亮（医
師）、竹腰顕（医師）、國枝顕二郎（医師）、大野陽哉（医師）、山原
直紀（医師）

授 業 概 要
①神経内科で扱う神経疾患の病態・診断・治療法について学び、理解を深める。
②個々の神経疾患における障害部位・認められる神経学的異常所見・異常検査所見に関し理解を深める。
③個々の神経疾患の治療の現状およびリハビリテーションの意義・注意点を理解する。

学 修 の 到 達 目 標
①個々の神経疾患の疾患名と病態に関し理解し、診断・治療法に関して具体的に説明できる。
②個々の神経疾患におけるリハビリテーションの必要性と施行時の注意点を理解できる。

回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

1 神経変性疾患Ⅰ（パーキンソン病） ①
② 下畑

使用教科書の該当箇
所で事前学習する
（30分）

講義配布資料と教科
書で事後学習する。
不明な点は参考図書
で学習する（30分）

2 神経変性疾患Ⅳ（運動ニューロン疾患） ①
② 下畑

使用教科書の該当箇
所で事前学習する
（30分）

講義配布資料と教科
書で事後学習する。
不明な点は参考図書
で学習する（30分）

3 神経変性疾患Ⅱ（パーキンソン関連疾患） ①
② 山田

使用教科書の該当箇
所で事前学習する
（30分）

講義配布資料と教科
書で事後学習する。
不明な点は参考図書
で学習する（30分）

4 神経変性疾患Ⅲ（脊髄小脳変性症） ①
② 山田

使用教科書の該当箇
所で事前学習する
（30分）

講義配布資料と教科
書で事後学習する。
不明な点は参考図書
で学習する（30分）

5 認知症（アルツハイマー型認知症） ①
② 吉倉

使用教科書の該当箇
所で事前学習する
（30分）

講義配布資料と教科
書で事後学習する。
不明な点は参考図書
で学習する（30分）

6 認知症（非アルツハイマー型認知症） ①
② 吉倉

使用教科書の該当箇
所で事前学習する
（30分）

講義配布資料と教科
書で事後学習する。
不明な点は参考図書
で学習する（30分）

7 免疫性神経疾患（重症筋無力症など） ①
② 木村

使用教科書の該当箇
所で事前学習する
（30分）

講義配布資料と教科
書で事後学習する。
不明な点は参考図書
で学習する（30分）

8 免疫性神経疾患（多発性硬化症など） ①
② 木村

使用教科書の該当箇
所で事前学習する
（30分）

講義配布資料と教科
書で事後学習する。
不明な点は参考図書
で学習する（30分）

9 末梢神経障害Ⅰ ①
② 竹腰

使用教科書の該当箇
所で事前学習する
（30分）

講義配布資料と教科
書で事後学習する。
不明な点は参考図書
で学習する（30分）
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回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

10 末梢神経障害Ⅱ ①
② 竹腰

使用教科書の該当箇
所で事前学習する
（30分）

講義配布資料と教科
書で事後学習する。
不明な点は参考図書
で学習する（30分）

11 筋疾患Ⅰ ①
② 國枝

使用教科書の該当箇
所で事前学習する
（30分）

講義配布資料と教科
書で事後学習する。
不明な点は参考図書
で学習する（30分）

12 筋疾患Ⅱ ①
② 國枝

使用教科書の該当箇
所で事前学習する
（30分）

講義配布資料と教科
書で事後学習する。
不明な点は参考図書
で学習する（30分）

13 頭部外傷・脊髄損傷 ①
② 大野

使用教科書の該当箇
所で事前学習する
（30分）

講義配布資料と教科
書で事後学習する。
不明な点は参考図書
で学習する（30分）

14 脳腫瘍 ①
② 山原

使用教科書の該当箇
所で事前学習する
（30分）

講義配布資料と教科
書で事後学習する。
不明な点は参考図書
で学習する（30分）

15 脳炎・脳症 ①
② 木村

使用教科書の該当箇
所で事前学習する
（30分）

講義配布資料と教科
書で事後学習する。
不明な点は参考図書
で学習する（30分）

定期試験　筆記 木村

評価基準・評価方法
定期試験（80％）、授業への取り組み姿勢（20％）など総合的に判断

使用教科書
標準理学療法学・作業療法学　神経内科学 / 鎌倉矩子ほか編集.--第5版--医学書院，2019年，978-4-260-03817-1

参考図書
・臨床のための脳局所解剖学（中外医学社）
・神経内科ハンドブック　鑑別診断と治療第5版（医学書院）
・全ての内科医が知っておきたい神経疾患の診かた、考え方とその対応（羊土社）

　

課題(試験やﾚﾎﾟｰﾄ)に対
するﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸの方法

理学療法士　作業療法士国家試験問題解答と解説（医師薬出版編）

備考
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授業科目名

精神医学

担当教員

宮地　幸雄

必修・選択
必修

配当年次
2年 前学期

単位数(時間数)
2単位(30時間)

開講形態
講義

学位授与の方針と授業科目の関連
全学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ(2)(3)理学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ
(2)(3)(4)の達成に寄与している。

実務家教員
宮地幸雄（臨床心理士）

授 業 概 要
精神疾患についての基本的知識並びに精神疾患を罹患した人との基本的な援助方法を学ぶ。

学 修 の 到 達 目 標
①精神医学の基礎的な部分について理解を深める。
②精神疾患の症例をを理解することができる。
③臨床場面で援助方法の基本が活用できるようになる。

回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

1 人が生きるということについてを考える。 ① 教科書の該当部分を
確認する。(120分)

授業の最後に毎回講
師がまとめをするの
で、それを復習する
。（120分）

2 自殺について ① 教科書の該当部分を
確認する。(120分)

授業の最後に毎回講
師がまとめをするの
で、それを復習する
。（120分）

3 精神医学の歴史について ① 教科書の該当部分を
確認する。(120分)

授業の最後に毎回講
師がまとめをするの
で、それを復習する
。（120分）

4 こころの発達と防衛機制について ①
③

教科書の該当部分を
確認する。(120分)

授業の最後に毎回講
師がまとめをするの
で、それを復習する
。（120分）

5 臨床心理検査について ①
③

教科書の該当部分を
確認する。(120分)

授業の最後に毎回講
師がまとめをするの
で、それを復習する
。（120分）

6 よくみられる精神症状についてーその１ ②
③

教科書の該当部分を
確認する。(120分)

授業の最後に毎回講
師がまとめをするの
で、それを復習する
。（120分）

7 よくみられる精神症状についてーその２ ②
③

教科書の該当部分を
確認する。(120分)

授業の最後に毎回講
師がまとめをするの
で、それを復習する
。（120分）

8 統合失調症についてーその１ ②
③

教科書の該当部分を
確認する。(120分)

授業の最後に毎回講
師がまとめをするの
で、それを復習する
。（120分）

9 統合失調症についてーその２ ②
③

教科書の該当部分を
確認する。(120分)

授業の最後に毎回講
師がまとめをするの
で、それを復習する
。（120分）
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回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

10 感情障害について ②
③

教科書の該当部分を
確認する。(120分)

授業の最後に毎回講
師がまとめをするの
で、それを復習する
。（120分）

11 心因性精神障害について ②
③

教科書の該当部分を
確認する。(120分)

授業の最後に毎回講
師がまとめをするの
で、それを復習する
。（120分）

12 知的障害・発達障害について ②
③

教科書の該当部分を
確認する。(120分)

授業の最後に毎回講
師がまとめをするの
で、それを復習する
。（120分）

13 心理療法について ①
③

教科書の該当部分を
確認する。(120分)

授業の最後に毎回講
師がまとめをするの
で、それを復習する
。（120分）

14 チームアプローチについて ①
③

教科書の該当部分を
確認する。(120分)

授業の最後に毎回講
師がまとめをするの
で、それを復習する
。（120分）

15 医療従事者の姿勢について ①
③

教科書の該当部分を
確認する。(120分)

授業の最後に毎回講
師がまとめをするの
で、それを復習する
。（120分）

定期試験（筆記）

評価基準・評価方法
定期試験(100%)で評価する

使用教科書
精神医学テキスト－精神障害の理解と治療のために / 上島国利ほか.--改訂第４版--南江堂，2017，978-4-524-25942-
7

参考図書

随時質問を受け付け回答及びコメントをする。

課題(試験やﾚﾎﾟｰﾄ)に対
するﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸの方法

講師は臨床心理士。非医師であるが、精神科病院での事例を提示し臨床現場の話をしてみたい。

備考
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授業科目名

小児科学

担当教員

近藤　直実・近藤　富雄・堀田　亮  (代表教員  近藤　直実)

必修・選択
必修

配当年次
2年 前学期

単位数(時間数)
2単位(30時間)

開講形態
講義 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

学位授与の方針と授業科目の関連
全学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ(2)(3)理学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ
(2)(3)(4)の達成に寄与している。

実務家教員
近藤直実（医師）、近藤富雄（医師）、堀田亮（臨床心理士）

授 業 概 要
小児はただ単に体の小さな成人ではなく、つねに成長発達をする存在である。罹患しやすい疾患についても年齢によっ
て異なる。このような小児の特徴を理解することが重要である。

学 修 の 到 達 目 標
①胎児・新生児期および小児特有の生理・病態生理を理解し、説明することができる。
②胎児から子供の誕生、そして成長し次世代の子供を持つまでをひとつのLife cycle と捉え、この成長過程における
生理と病態生理を理解し、説明することができる。
③子供のCommon Disease ,特有な疾患を理解し説明することができる。すなわち、子供がよく罹患する疾患、頻度は低
いが子供特有な疾患について病態・診断・治療、予防法を学ぶ。

回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

1 小児科概論　成長と発達 ①
②

近藤
(直)

教科書などを読んで
予習を行う。わから
ない点をピックアッ
プしておく。
（120分）

授業で習ったことを
しっかり復習する。
その際、教科書やノ
ートを整理する。
（120分）

2 成長と発達 ①
②

近藤
(直)

教科書などを読んで
予習を行う。わから
ない点をピックアッ
プしておく。
（120分）

授業で習ったことを
しっかり復習する。
その際、教科書やノ
ートを整理する。
（120分）

3 新生児と疾患 ①
②

近藤
(直)

教科書などを読んで
予習を行う。わから
ない点をピックアッ
プしておく。
（120分）

授業で習ったことを
しっかり復習する。
その際、教科書やノ
ートを整理する。
（120分）

4 先天異常　遺伝病 ①
②

近藤
(直)

教科書などを読んで
予習を行う。わから
ない点をピックアッ
プしておく。
（120分）

授業で習ったことを
しっかり復習する。
その際、教科書やノ
ートを整理する。
（120分）

5 神経、筋疾患 ③ 近藤
(直)

教科書などを読んで
予習を行う。わから
ない点をピックアッ
プしておく。
（120分）

授業で習ったことを
しっかり復習する。
その際、教科書やノ
ートを整理する。
（120分）

6 神経、筋疾患 ③ 近藤
(直)

教科書などを読んで
予習を行う。わから
ない点をピックアッ
プしておく。
（120分）

授業で習ったことを
しっかり復習する。
その際、教科書やノ
ートを整理する。
（120分）

7 循環器疾患 ③ 近藤
(直)

教科書などを読んで
予習を行う。わから
ない点をピックアッ
プしておく。
（120分）

授業で習ったことを
しっかり復習する。
その際、教科書やノ
ートを整理する。
（120分）

8 消化器疾患、内分泌疾患 ③ 近藤
(直)

教科書などを読んで
予習を行う。わから
ない点をピックアッ
プしておく。
（120分）

授業で習ったことを
しっかり復習する。
その際、教科書やノ
ートを整理する。
（120分）

9 血液疾患、腫瘍性疾患 ③ 近藤
(直)

教科書などを読んで
予習を行う。わから
ない点をピックアッ
プしておく。
（120分）

授業で習ったことを
しっかり復習する。
その際、教科書やノ
ートを整理する。
（120分）
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回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

10 腎、泌尿器疾患、目、耳の疾患　等 ③ 近藤
(直)

教科書などを読んで
予習を行う。わから
ない点をピックアッ
プしておく。
（120分）

授業で習ったことを
しっかり復習する。
その際、教科書やノ
ートを整理する。
（120分）

11 呼吸器疾患 ③ 近藤
(富)

教科書などを読んで
予習を行う。わから
ない点をピックアッ
プしておく。
（120分）

授業で習ったことを
しっかり復習する。
その際、教科書やノ
ートを整理する。
（120分）

12 感染症 ③ 近藤
(富)

教科書などを読んで
予習を行う。わから
ない点をピックアッ
プしておく。
（120分）

授業で習ったことを
しっかり復習する。
その際、教科書やノ
ートを整理する。
（120分）

13 アレルギー免疫疾患 ③ 近藤
(富)

教科書などを読んで
予習を行う。わから
ない点をピックアッ
プしておく。
（120分）

授業で習ったことを
しっかり復習する。
その際、教科書やノ
ートを整理する。
（120分）

14 こころの病気、障害 ③ 堀田

教科書などを読んで
予習を行う。わから
ない点をピックアッ
プしておく。
（120分）

授業で習ったことを
しっかり復習する。
その際、教科書やノ
ートを整理する。
（120分）

15 発達、心理検査 ③ 堀田

教科書などを読んで
予習を行う。わから
ない点をピックアッ
プしておく。
（120分）

授業で習ったことを
しっかり復習する。
その際、教科書やノ
ートを整理する。
（120分）

定期試験（筆記）

評価基準・評価方法
定期試験（８０％）、　小テスト（２０％）

使用教科書
標準理学療法学・作業療法学専門基礎分野　小児科学 / 奈良　勲ほか監修.--第6版--医学書院，2023年，978-4-260-
05013-5

参考図書

小テストなどにコメントして返却など

課題(試験やﾚﾎﾟｰﾄ)に対
するﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸの方法

資料などにて補足説明を行う。

備考
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授業科目名

リハビリテーション医学

担当教員

西本　裕

必修・選択
必修

配当年次
1年 後学期

単位数(時間数)
2単位(30時間)

開講形態
講義

学位授与の方針と授業科目の関連
全学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ(2)(3)理学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ
(2)(3)(4)の達成に寄与している。

実務家教員
西本裕（医師）

授 業 概 要
①　疾病と障害の違い、障害のとらえ方を理解する(1, 2, 4)。
②　脳血管障害のリハビリテーションについて理解する(3,  5-8)。
③　内部障害のリハビリテーションについて理解する(9, 10)
④　運動器リハビリテーションについて理解する(11, 12)
⑤　感覚器障害のリハビリテーションについて理解する(13)
⑥　リハビリテーションの根拠について考察し、創造的な思考を養う(14, 15)。

学 修 の 到 達 目 標
医療、福祉の領域でリハビリテーション医学の立場を説明することができ、実践時にどのように応用されているかについて述べることができる。
①疾病と障害の違い、障害のとらえ方を理解する
②脳血管障害のリハビリテーションについて理解する
③内部障害のリハビリテーションについて理解する
④運動器リハビリテーションについて理解する
⑤感覚器障害のリハビリテーションについて理解する
⑥リハビリテーションの根拠について考察し創造的な思考を養う

回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

1 リハビリテーションの実際 ① 西本 講義 教科書の該当部分を
確認（120分）

講義内容の整理と確
認（120分）

2 運動学・生理学 ① 西本 講義 教科書の該当部分を
確認（120分）

講義内容の整理と確
認（120分）

3 脳卒中のリハビリテーション（ADL障害、QOLに
ついて） ② 西本 講義 教科書の該当部分を

確認（120分）
講義内容の整理と確
認（120分）

4 障害分類、ＦＩＭ（Functional Independence
Measure）　 ① 西本 講義 教科書の該当部分を

確認（120分）
講義内容の整理と確
認（120分）

5 高次脳機能障害 ② 西本 講義 教科書の該当部分を
確認（120分）

講義内容の整理と確
認（120分）

6 運動療法 ② 西本 講義 教科書の該当部分を
確認（120分）

講義内容の整理と確
認（120分）

7 嚥下障害のリハビリテーション ② 西本 講義 教科書の該当部分を
確認（120分）

講義内容の整理と確
認（120分）

8 排尿障害のリハビリテーション ② 西本 講義 教科書の該当部分を
確認（120分）

講義内容の整理と確
認（120分）

9 心疾患のリハビリテーション ③ 西本 講義 教科書の該当部分を
確認（120分）

講義内容の整理と確
認（120分）
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回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

10 呼吸器のリハビリテーション ③ 西本 講義 教科書の該当部分を
確認（120分）

講義内容の整理と確
認（120分）

11 切断と義足･義手 ④ 西本 講義 教科書の該当部分を
確認（120分）

講義内容の整理と確
認（120分）

12 装具・杖と車椅子　 ④ 西本 講義 教科書の該当部分を
確認（120分）

講義内容の整理と確
認（120分）

13 平衡機能障害・聴力障害・視力障害 ⑤ 西本 講義 教科書の該当部分を
確認（120分）

講義内容の整理と確
認（120分）

14 障害者スポーツ ⑥ 西本 講義 教科書の該当部分を
確認（120分）

講義内容の整理と確
認（120分）

15 廃用症候群 ⑥ 西本 講義
第1-14回の講義内容
、および教科書の該
当部分を確認
（120分）

講義内容の整理と確
認（120分）

定期試験　（筆記）

評価基準・評価方法
毎回のミニテスト(25%)、定期試験(75%)

使用教科書
PT・OT・ST・ナースを目指すひとのためのリハビリテーション総論　要点整理と用語解説 / 椿原彰夫編著.--改訂第
3版--診断と治療社，2017年，978-4-7878-2345-8

参考図書
義肢装具のチェックポイント　第9版　医学書院, 2021年, 日本整形外科学会、日本リハビリテーション医学会,
ISBN978-4-260-04589-6

　　

課題(試験やﾚﾎﾟｰﾄ)に対
するﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸの方法

備考
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授業科目名

老年医学

担当教員

武内　康雄

必修・選択
必修

配当年次
1年 後学期

単位数(時間数)
1単位(30時間)

開講形態
講義

学位授与の方針と授業科目の関連
全学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ(2)(3)理学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ
(2)(3)(4)の達成に寄与している。

実務家教員
武内康雄（医師）

授 業 概 要
老化と疾病は密接な関係にあり、その両面から障害を捉えなければならない。この講義では老化についての生理学的変
化や能力的変化を整理し、老年期症候群、認知症、廃用症候群など高齢者特有の疾患について解説する。さらに種々の
疾患について高齢者の特徴を概説するとともに、容易に寝たきりに移行しうる危険性が高いことについて触れる。

学 修 の 到 達 目 標
①高齢者の生理的・病的変化を理解し、老年症候群の症状を10以上挙げて説明できる。
②高齢者に多い循環器･呼吸器･消化器･骨運動器･精神･神経・内分泌・血液免疫･腎泌尿器・皮膚口腔・耳鼻咽喉･眼疾
患について、疾患を挙げて説明できる。
③高齢者の医療･看護･介護･福祉について理解し、リハビリテーション･終末期医療について説明できる。

回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

1 老化と老年病の考え方、加齢に伴う生理機能の
変化 ① 武内

講義当日のテーマを
知り，教科書の該当
部分を読むことを期
待する。（30分）

授業終了当日または次
回までに、講義内容を
振り返り、知識の習得
を確認することを期待
する。（30分）

2 加齢に伴う運動機能・精神心理面の変化、性差
医療からのアプローチ ① 武内

講義当日のテーマを
知り，教科書の該当
部分を読むことを期
待する。（30分）

授業終了当日または次
回までに、講義内容を
振り返り、知識の習得
を確認することを期待
する。（30分）

3 高齢者の定義および人口動態、高齢者との接し
方、高齢者の機能評価 ① 武内

講義当日のテーマを
知り，教科書の該当
部分を読むことを期
待する。（30分）

授業終了当日または次
回までに、講義内容を
振り返り、知識の習得
を確認することを期待
する。（30分）

4 高齢者の薬物療法の考え方、高齢者に多い症候
と老年症候群 ① 武内

講義当日のテーマを
知り，教科書の該当
部分を読むことを期
待する。（30分）

授業終了当日または次
回までに、講義内容を
振り返り、知識の習得
を確認することを期待
する。（30分）

5 老年症候群、循環器疾患 ② 武内
講義当日のテーマを
知り，教科書の該当
部分を読むことを期
待する。（30分）

授業終了当日または次
回までに、講義内容を
振り返り、知識の習得
を確認することを期待
する。（30分）

6 循環器疾患、呼吸器疾患、消化器疾患、骨・運
動器疾患 ② 武内

講義当日のテーマを
知り，教科書の該当
部分を読むことを期
待する。（30分）

授業終了当日または次
回までに、講義内容を
振り返り、知識の習得
を確認することを期待
する。（30分）

7 呼吸器疾患、消化器疾患、骨・運動器疾患 ② 武内
講義当日のテーマを
知り，教科書の該当
部分を読むことを期
待する。（30分）

授業終了当日または次
回までに、講義内容を
振り返り、知識の習得
を確認することを期待
する。（30分）

8 骨・運動器疾患、神経疾患 ② 武内
講義当日のテーマを
知り，教科書の該当
部分を読むことを期
待する。（30分）

授業終了当日または次
回までに、講義内容を
振り返り、知識の習得
を確認することを期待
する。（30分）

9 精神疾患、内分泌代謝疾患 ② 武内
講義当日のテーマを
知り，教科書の該当
部分を読むことを期
待する。（30分）

授業終了当日または次
回までに、講義内容を
振り返り、知識の習得
を確認することを期待
する。（30分）
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回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

10 内分泌代謝疾患、血液免疫疾患 ② 武内
講義当日のテーマを
知り，教科書の該当
部分を読むことを期
待する。（30分）

授業終了当日または次
回までに、講義内容を
振り返り、知識の習得
を確認することを期待
する。（30分）

11 腎疾患、泌尿器疾患、皮膚・口腔疾患 ② 武内
講義当日のテーマを
知り，教科書の該当
部分を読むことを期
待する。（30分）

授業終了当日または次
回までに、講義内容を
振り返り、知識の習得
を確認することを期待
する。（30分）

12 感染症、耳鼻咽喉疾患、眼疾患 ② 武内
講義当日のテーマを
知り，教科書の該当
部分を読むことを期
待する。（30分）

授業終了当日または次
回までに、講義内容を
振り返り、知識の習得
を確認することを期待
する。（30分）

13 東洋医学・老年学からのアプローチ、社会学・
経済学から見た高齢社会 ③ 武内

講義当日のテーマを
知り，教科書の該当
部分を読むことを期
待する。（30分）

授業終了当日または次
回までに、講義内容を
振り返り、知識の習得
を確認することを期待
する。（30分）

14 高齢者の医療、看護、介護・福祉、保健、高齢
者のリハビリテーション ③ 武内

講義当日のテーマを
知り，教科書の該当
部分を読むことを期
待する。（30分）

授業終了当日または次
回までに、講義内容を
振り返り、知識の習得
を確認することを期待
する。（30分）

15 高齢者の退院支援、高齢者の終末期医療 ③ 武内
講義当日のテーマを
知り，教科書の該当
部分を読むことを期
待する。（30分）

授業終了当日または次
回までに、講義内容を
振り返り、知識の習得
を確認することを期待
する。（30分）

定期試験（筆記）
①
②
③

武内

評価基準・評価方法
期末筆記試験100％

使用教科書
標準理学療法学・作業療法学　専門基礎分野　老年学　第5版 / 大内慰義ら.--大内慰義--医学書院，2020年，978-4-
260-03947-5

参考図書
適時紹介する。

試験解答の一部を公開する。

課題(試験やﾚﾎﾟｰﾄ)に対
するﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸの方法

備考
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授業科目名

スポーツ医学

担当教員

松岡　敏男

必修・選択
必修

配当年次
1年 後学期

単位数(時間数)
1単位(30時間)

開講形態
講義

学位授与の方針と授業科目の関連
全学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ(2)(3)理学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ
(2)(3)(4)の達成に寄与している。

実務家教員

授 業 概 要
スポーツ医学はスポーツに関して医学面とスポーツ科学の両面から考える大事な学問であることを理解し、スポーツ医
学に関する知識を深める。スポーツ医学はスポーツ選手の競技力向上や健康増進に役立て、良いコンディション作りを
行う事に理解を深める。医療現場ではアスレティックリハビリテーションとしてリハビリテーションの重要性に理解を
深める。外科的及び内科的なスポーツ疾患に理解を深める。運動時の身体的変化・効果を理解する(運動生理学の理解
)など多岐に渡っている。

学 修 の 到 達 目 標
①スポーツの現場では競技力向上に役立てるコンディショニング作りの方法を学ぶ。
②スポーツ医療現場ではリハビリテーションのノウハウを学び、実践できる。
③スポーツ全般(スキル、メカニズム、フィットネス)の動作と障害の関係性に関して理解できる。
④スポーツ全般的な生理学の基礎知識(神経、筋、代謝、循環、内分泌、栄養)を理解する。

回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

1 スポーツ医学概論（スポーツドクター、アスレ
チックトレーナーについて） ①

スポーツ医学の取り
扱う分野の理解
(30分)

コメディカルと連携
の重要性の復習
(30分)

2 スポーツと運動生理学（運動による神経・筋に
ついて） ④ 運動と生理機能の関

連性を予習(30分)
運動の働きを理解
(30分)

3 スポーツと運動生理学（運動による呼吸・循環
・内分泌・代謝について） ④ 運動と生理機能の関

連性を予習(30分)
運動の働きを理解
(30分)

4 スポーツ心理(メンタルトレーニングの必要性
)について ④

スポーツ医学の取り
扱う分野の理解
(30分)

スポーツ分野ではあ
るがスポーツ医学で
の位置づけ理解を深
める(30分)

5 スポーツ栄養学について ③
スポーツ医学の取り
扱う分野の理解
(30分)

スポーツ分野ではあ
るがスポーツ医学で
の位置づけ理解を深
める(30分)

6 ドーピング(アンチ・ドーピング)について ②
スポーツ医学の取り
扱う分野の理解
(30分)

スポーツ分野ではあ
るがスポーツ医学で
の位置づけ理解を深
める(30分)

7 トレーニング理論・トレーニング実践について ③
スポーツ医学の取り
扱う分野の理解
(30分)

スポーツ分野ではあ
るがスポーツ医学で
の位置づけ理解を深
める(30分)

8
コンディショニング(オーバートレーニング・
テーピング・アイシング・マッサージ)につい
て

①
スポーツ医学の取り
扱う分野の理解
(30分)

スポーツ分野ではあ
るがスポーツ医学で
の位置づけ理解を深
める(30分)

9 運動処方(メディカルチェック・アスレティツ
クリハビリテーション)について ②

スポーツ医学の取り
扱う分野の理解
(30分)

スポーツ分野ではあ
るがスポーツ医学で
の位置づけ理解を深
める(30分)
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回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

10 子供・女性・高齢者のスポーツ医学について ②
スポーツ医学の取り
扱う分野の理解
(30分)

スポーツ分野ではあ
るがスポーツ医学で
の位置づけ理解を深
める(30分)

11 スポーツと内科的疾患(突然死・熱中症など)に
ついて ② スポーツとの関連性

を調べておく(30分)

疾患に関する理解と
リハに関する知識を
を整理しておく
(30分)

12 内科的疾患と運動・スポーツについて ② スポーツとの関連性
を調べておく(30分)

疾患に関する理解と
リハに関する知識を
を整理しておく
(30分)

13 スポーツと外科的疾患(部位別疾患) ② スポーツとの関連性
を調べておく(30分)

疾患に関する理解と
リハに関する知識を
を整理しておく
(30分)

14 スポーツと外科的疾患(部位別疾患) ② スポーツとの関連性
を調べておく(30分)

疾患に関する理解と
リハに関する知識を
を整理しておく
(30分)

15 特殊環境の傷害・スポーツ救急について ② スポーツとの関連性
を調べておく(30分)

疾患に関する理解と
リハに関する知識を
を整理しておく
(30分)

定期試験（筆記）

評価基準・評価方法
定期試験（100％）による評価

使用教科書
スポーツ指導者のためのスポーツ医学 / 改訂第２版--南江堂，2009年，978-4-524-24034-0

参考図書
授業中に補足のプリントを配付します。

重要課題に対してはノートでの確認、復習事項として授業内で再確認を行う。

課題(試験やﾚﾎﾟｰﾄ)に対
するﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸの方法

資料、パワーポイントを使用し、説明を行います。
オフィスアワー：授業終了後に質問の時間を取ります。また質問紙による質問には、次回の授業
時に回答します。備考
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授業科目名

公衆衛生学

担当教員

大森　正英

必修・選択
必修

配当年次
1年 後学期

単位数(時間数)
1単位(15時間)

開講形態
講義

学位授与の方針と授業科目の関連
全学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ(2)(3)理学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ
(2)(3)(4)の達成に寄与している。

実務家教員

授 業 概 要
公衆衛生学は社会や集団を対象とした医学であり、個人の心身の疾病予防、健康の保持増進に止まらず、高齢社会対策
、社会福祉、環境保全ならびに環境汚染防止など、社会全体、時に全地球をも対象とした多岐にわたる内容から構成さ
れている。個人の健康を対象とした臨床医学とは異なる面からも人間及び社会と健康との関わりについて考えるととも
に、その実践に必要な知識と技術を学ぶ。

学 修 の 到 達 目 標
①公衆衛生学とは何か、その内容と適応範囲について理解する。
②近代社会になぜ公衆衛生学が必須なのか理解する。
③日本の健康の現状を知り、公衆衛生学が時代とともに変化、発展していくことを学ぶ。
④疾病の予防について公衆衛生学の面から考える。
⑤環境問題について環境衛生学の立場から理解を深める。
⑥健康増進活動の実態と効果について公衆衛生学的な視野からの考え方を身に付ける。
⑦公衆衛生学で学んだことを実生活や実務に役立てる。

回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

1 公衆衛生学概論　　　公衆衛生学とは何か ①
素早い書写能力を鍛
え、充実したノート
を作成する。
（120分）

授業内容を復習し、
配布プリント類は最
新のデータの意味を
理解するようにする
。（120分）

2 健康の現状　　　疾病構造の変化と健康の現状 ①
②

素早い書写能力を鍛
え、充実したノート
を作成する。
（120分）

授業内容を復習し、
配布プリント類は最
新のデータの意味を
理解するようにする
。（120分）

3 人口と寿命　　　平均寿命、平均余命、高齢化 ②
③

素早い書写能力を鍛
え、充実したノート
を作成する。
（120分）

授業内容を復習し、
配布プリント類は最
新のデータの意味を
理解するようにする
。（120分）

4 社会保障、社会福祉、医療制度　　社会を支え
る各制度について学ぶ

③
④

素早い書写能力を鍛
え、充実したノート
を作成する。
（120分）

授業内容を復習し、
配布プリント類は最
新のデータの意味を
理解するようにする
。（120分）

5 疫学　　　疫学の手法、疾病予防と疫学 ②
⑤

素早い書写能力を鍛
え、充実したノート
を作成する。
（120分）

授業内容を復習し、
配布プリント類は最
新のデータの意味を
理解するようにする
。（120分）

6 環境衛生学　　大気、水、環境汚染、食環境な
ど、環境と健康の関り

⑤
⑥

素早い書写能力を鍛
え、充実したノート
を作成する。
（120分）

授業内容を復習し、
配布プリント類は最
新のデータの意味を
理解するようにする
。（120分）

7 労働衛生、学校保健　　　職場、学校の健康を
守る

④
⑦

素早い書写能力を鍛
え、充実したノート
を作成する。
（120分）

授業内容を復習し、
配布プリント類は最
新のデータの意味を
理解するようにする
。（120分）

8 健康増進医学、公衆衛生活動の展開 ④
⑥

素早い書写能力を鍛
え、充実したノート
を作成する。
（120分）

授業内容を復習し、
配布プリント類は最
新のデータの意味を
理解するようにする
。（120分）

　 定期試験（筆記）
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評価基準・評価方法
評価基準：公衆衛生学に関する基礎知識、理解度及び公衆衛生学的思考法の確立の度合いを評価する　
評価方法：筆記試験ならびに課題(レポート)による。　割合はそれぞれ90%,10%

使用教科書
イラスト公衆衛生学 / 石川哲也.--第5版5刷--東京教学社，978-4-8082-6055-2

参考図書
適時、紹介する

　

課題(試験やﾚﾎﾟｰﾄ)に対
するﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸの方法

課題や試験問題に関する解説はその都度行う。授業中の質問は随時、受け付ける。メール等によ
る質問も歓迎するが、事務局経由でお願いしたい。

備考
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授業科目名

画像診断学

担当教員

辻　圭一・河合　克尚・大場　かおり・石田　裕保・藤橋　雄一郎  (代
表教員  辻　圭一)

必修・選択
必修

配当年次
3年 後学期

単位数(時間数)
1単位(30時間)

開講形態
講義

学位授与の方針と授業科目の関連
全学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ(2)(3)理学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ
(2)(3)(4)の達成に寄与している。

実務家教員
辻圭一（理学療法士）・河合克尚（理学療法士）・大場かおり（理学療
法士）・石田裕保（理学療法士）・藤橋雄一郎（理学療法士）

授 業 概 要
理学療法の評価において、画像から症状を推論することは重要である。評価に用いられる画像はレントゲン写真、CT、
MRI、MRAなどである。これらの患者情報を元に、治療に必要な検査や症状の予後予測が可能となる。本講義では、画像
を読み取り、患者の状態を把握できる力を養う。

学 修 の 到 達 目 標
①画像の種類を知り、特性を理解できる
②疾病ごとの画像の特徴を覚えられる
③画像を元に症状を把握できる

回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

1 中枢神経画像の種類と特徴（CT、SPECT） ① 藤橋 講義
教科書の第1章を確
認しておくこと。
（30分）

画像の種類やその特
徴について復習する
こと。（30分）

2 中枢神経画像の種類と特徴（MRI） ① 藤橋 講義
教科書の第1章を確
認しておくこと。
（30分）

画像の種類やその特
徴について復習する
こと。（30分）

3 健常者の脳画像（CT、MRI） ①
② 藤橋 講義 脳解剖を確認してお

くこと。（30分）
脳解剖と健常者脳画
像について復習する
こと。（30分）

4
中枢神経疾患の脳画像
脳卒中（脳出血　脳梗塞　クモ膜下出血）＊正
常との違い、疾患ごとの画像の特徴

①
② 大場 講義

教科書の該当の章を
確認しておくこと。
（30分）

講義で扱った名称や
数値を覚えること。
（30分）

5
中枢神経疾患の脳画像
頭部外傷・変性疾患＊正常との違い、疾患ごと
の画像の特徴

①
② 大場 講義

教科書の該当の章を
確認しておくこと。
（30分）

講義で扱った名称や
数値を覚えること。
（30分）

6 脳画像と症状の関係について：画像から病巣を
推定し症状について考える。 ③ 大場 講義

教科書の該当の章を
確認しておくこと。
（30分）

講義で扱った名称や
数値を覚えること。
（30分）

7 X線の基礎知識と正常の脊椎 ① 辻 講義
教科書の該当の章を
確認しておくこと。
（30分）

講義で扱った名称や
数値を覚えること。
（30分）

8 脊椎疾患 ②
③ 辻 講義

教科書の該当の章を
確認しておくこと。
（30分）

講義で扱った名称や
数値を覚えること。
（30分）

９ 上肢疾患 ②
③ 辻 講義

教科書の該当の章を
確認しておくこと。
（30分）

講義で扱った名称や
数値を覚えること。
（30分）
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回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

10 下肢疾患（股関節、大腿） ②
③ 石田 講義

教科書の該当の章を
確認しておくこと。
（30分）

講義で扱った名称や
数値を覚えること。
（30分）

11 下肢疾患（下腿、足関節） ②
③ 石田 講義

教科書の該当の章を
確認しておくこと。
（30分）

講義で扱った名称や
数値を覚えること。
（30分）

12 関節リウマチと骨腫瘍 ②
③ 石田 講義

教科書の該当の章を
確認しておくこと。
（30分）

講義で扱った名称や
数値を覚えること。
（30分）

13 胸部X線・胸部CTの診かた ① 河合 講義
教科書の第1章に目
を通しておくこと
（30分）

授業内容の復習をす
ること（30分）

14 呼吸器疾患（COPD、肺炎） ②
③ 河合 講義

教科書の第5章に目
を通しておくこと
（30分）

授業内容の復習をす
ること（30分）

15 循環器疾患（虚血性心疾患、心不全） ②
③ 河合 講義

教科書の第5章に目
を通しておくこと
（30分）

授業内容の復習をす
ること（30分）

期末試験

評価基準・評価方法
期末試験、小テスト

使用教科書
PT・OTのための画像のみかた（第２版） / 山下敏彦・下濱俊.--金原出版株式会社，978-4-307-75057-8

参考図書
適宜紹介する

期末試験の方式、準備の方法、試験範囲については第1回に連絡します。

課題(試験やﾚﾎﾟｰﾄ)に対
するﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸの方法

幅広い知識を求める講義ですので、個人的に必要と思われる他科目の教科書も持参するように。

備考
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授業科目名

リハビリテーション栄養学

担当教員

久保　和弘

必修・選択
必修

配当年次
1年 前学期

単位数(時間数)
1単位(15時間)

開講形態
講義

学位授与の方針と授業科目の関連
全学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ(2)(3)理学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ
(2)(3)(4)の達成に寄与している。

実務家教員

授 業 概 要
栄養素は身体のエネルギー源であると同時に，身体の構成要素である。栄養状態は過剰でも不足でも心身機能に大きな
影響を及ぼすため，リハビリテーションに求められる全人的な評価の一つの要素として患者の状態を正しく評価するこ
とが求められている。本科目では，各栄養素の基本的な性質や働き，基本的な栄養評価方法を理解するとともに，身体
における栄養の役割を学習し，医療者に求められる栄養学の基礎を構築することを目標とする。

学 修 の 到 達 目 標
各栄養素の基本的な性質や働きについて学び，リハビリテーションにおける栄養学の必要性について説明できる。
①各栄養素の性質や働きを説明することができる
②基本的な栄養・代謝障害について説明できる
③基本的な栄養評価方法を説明できる
④栄養不良や過栄養の身体への影響を説明できる

回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

1 リハビリテーションにおける栄養の重要性・概
念

①
②
③
④

資料及び教科書該当
ページに目を通す。
（120分）

各回授業後にその内
容を説明できるよう
にまとめる。
（120分）

2 糖質・食物線維の栄養的意味を理解する
①
②
③
④

資料及び教科書該当
ページに目を通す。
（120分）

各回授業後にその内
容を説明できるよう
にまとめる。
（120分）

3 たんぱく質・アミノ酸の栄養的意味を理解する
①
②
③
④

資料及び教科書該当
ページに目を通す。
（120分）

各回授業後にその内
容を説明できるよう
にまとめる。
（120分）

4 脂質・脂肪酸の栄養的意味を理解する
①
②
③
④

資料及び教科書該当
ページに目を通す。
（120分）

各回授業後にその内
容を説明できるよう
にまとめる。
（120分）

5 ビタミンの栄養的意味を理解する
①
②
③
④

資料及び教科書該当
ページに目を通す。
（120分）

各回授業後にその内
容を説明できるよう
にまとめる。
（120分）

6 ミネラル・水分の栄養的意味を理解する
①
②
③
④

資料及び教科書該当
ページに目を通す。
（120分）

各回授業後にその内
容を説明できるよう
にまとめる。
（120分）

7 基本的な栄養評価方法を理解する
①
②
③
④

資料及び教科書該当
ページに目を通す。
（120分）

各回授業後にその内
容を説明できるよう
にまとめる。
（120分）

8 身体活動・エネルギーの栄養的意味を理解する
①
②
③
④

資料及び教科書該当
ページに目を通す。
（120分）

各回授業後にその内
容を説明できるよう
にまとめる。
（120分）

定期試験（筆記）

― 120 ―



評価基準・評価方法
定期試験（100％）により評価する。

使用教科書
リハベーシック　生化学・栄養学 / 内山靖、藤井浩美、立石雅子　編.--第1版--医歯薬出版，2020年，978-4-263-
26752-3

参考図書
いずれも閲覧・ダウンロード可
●日本人の食事摂取基準
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/kenkou/eiyou/syokuji_kijyun.html
●国民健康・栄養調査 http://www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/kenkou_eiyou_chousa.html
●日本食品標準成分表 https://www.mext.go.jp/a_menu/syokuhinseibun/index.htm

提出された課題について，適宜，授業中に補足的な解説を行う

課題(試験やﾚﾎﾟｰﾄ)に対
するﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸの方法

教科書，プリントを中心に授業をすすめる。

備考
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授業科目名

薬理学

担当教員

大津　航

必修・選択
必修

配当年次
2年 前学期

単位数(時間数)
1単位(15時間)

開講形態
講義

学位授与の方針と授業科目の関連
全学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ(2)(3)理学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ
(2)(3)(4)の達成に寄与している。

実務家教員
大津　航 (獣医師)

授 業 概 要
薬物による人間の反応や作用機序の理解，投与方法，体内動態に関する基本的事項を理解した上で，対象疾患に関連し
た薬物療法の考え方について学ぶ。あわせて，薬物の副作用やその多剤服用（ポリファーマシー）症状についても学ぶ
。これらを理解することにより，臨床講義や実習で必要とされる薬物治療の基礎を習得できることを目指す。各授業の
最初には、前回の授業内容を復習する時間（質問形式）を設ける。各授業の最後には、その日の授業のまとめを行い、
重要なポイントを確認する。

学 修 の 到 達 目 標
①薬物の使用目的や薬物の作用機序、体内動態について理解できる。
②薬物の取扱い、投与方法、副作用について理解できる。
③各種疾患に対する薬物療法について理解できる。

回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

1 薬理学総論 ① 大津 講義
指定教科書の該当ペ
ージに目を通す。
(60分）

授業の内容について
説明できるようにま
とめる。教科書にあ
る設問を解いてみる
。（60分）

2 薬理学各論　抗感染症薬 ①
② 大津 講義

指定教科書の該当ペ
ージに目を通す。
（90分）

授業の内容について
説明できるようにま
とめる。教科書にあ
る設問を解いてみる
。（150分）

3 薬理学各論　抗がん薬
①
②
③

大津 講義
指定教科書の該当ペ
ージに目を通す。
（90分）

授業の内容について
説明できるようにま
とめる。教科書にあ
る設問を解いてみる
。（150分）

4 薬理学各論　免疫治療薬・抗アレルギー薬・抗
炎症薬

①
②
③

大津 講義
指定教科書の該当ペ
ージに目を通す。
（90分）

授業の内容について
説明できるようにま
とめる。教科書にあ
る設問を解いてみる
。（150分）

5 薬理学各論　末梢神経に作用する薬物
①
②
③

大津 講義
指定教科書の該当ペ
ージに目を通す。
（90分）

授業の内容について
説明できるようにま
とめる。教科書にあ
る設問を解いてみる
。（150分）

6 薬理学各論　中枢神経に作用する薬物
①
②
③

大津 講義
指定教科書の該当ペ
ージに目を通す。
（90分）

授業の内容について
説明できるようにま
とめる。教科書にあ
る設問を解いてみる
。（150分）

7 薬理学各論　心臓・血管系に作用する薬物1
①
②
③

大津 講義
指定教科書の該当ペ
ージに目を通す。
（90分）

授業の内容について
説明できるようにま
とめる。教科書にあ
る設問を解いてみる
。（150分）

8 薬理学各論　呼吸器・消化器・生殖器系に作用
する薬物

①
②
③

大津 講義
指定教科書の該当ペ
ージに目を通す。
（90分）

授業の内容について
説明できるようにま
とめる。教科書にあ
る設問を解いてみる
。（150分）

定期試験（筆記）
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評価基準・評価方法
期末試験の成績（100％）及び授業態度等を総合的に判断して評価する。

使用教科書
系統看護学講座専門基礎分野　疾病のなりたちと回復の促進〔3〕薬理学 / 吉岡充弘ほか.--第15版--医学書院
，2022年，978-4-260-04716-6

参考図書
はじめの一歩の薬理学 第２版／石井邦雄、坂本謙司編. 羊土社, 2021年, ISBN978-4-7581-2094-4
リハに役立つ治療薬の知識とリスク管理／宮越浩一編. 羊土社, 2019年, ISBN978-4-7581-0243-8

質問は授業中及び授業の終わりに常時受け付けている。また授業の最初に前回の復習を行ってい
るので、その際に質問も受け付けている。

課題(試験やﾚﾎﾟｰﾄ)に対
するﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸの方法

備考
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授業科目名

医療安全管理論

担当教員

眞田　正世

必修・選択
必修

配当年次
1年 後学期

単位数(時間数)
1単位(30時間)

開講形態
講義･演習

学位授与の方針と授業科目の関連
全学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ(2)(3)理学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ
(2)(3)(4)の達成に寄与している。

実務家教員
眞田正世（看護師）

授 業 概 要
医療の質と安全の確保は、患者、医療従事者をはじめとする多くの国民が願っている。近年、医療の安全確保に対する人々の関心が高
くなり、医療安全は医療界の最優先課題となっている。理学療法における主要な業務である機能訓練は、疾病を持つ対象の機能を向上
させるためには重要な治療であるが、一方、訓練には医療事故のリスクも伴う業務である。理学療法士にとって医療安全や医療事故防
止について修得することは必須である。まず医療安全管理を学ぶ意義を理解し、その上で人間がおこすエラーについての理解、理学療
法業務と医療事故との関連を学び、国、組織、個人における医療事故防止対策について学ぶ。医療事故やインシデントの分析手法を理
解し、KYTを行うことで医療事故防止の感性を養う。また、多くの理学療法に関連した医療事故やインシデントを知ることで、臨場感
のある医療事故防止について学ぶ。感染防止対策も医療事故防止の重要な一つとして学ぶ。

学 修 の 到 達 目 標
知識：①医療安全の基本的考え方と医療事故防止について述べることができる。　　　　　　　　　　　　　　　　　
技術：②医療事故の分析手法やKYTを活用し、考察することができる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
態度：③医療安全管理に興味を持ち、取り組む姿勢を持つことができる。

回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

1
医療安全管理を学ぶ意義　
　・医療安全管理の歴史
　・医療安全の推進対策

①
③ 眞田 講義

医療安全を学ぶ意義
についてまとめる　
60分

2
医療事故とヒューマンエラー　
・医療事故とヒューマンエラー
・意識状態と医療事故

①
③ 眞田 講義

日常で自らがおこす
間違いについてまと
めておく　30分

ヒューマンエラーと
は何かをまとめる　
30分

3 ヒューマンエラーの原因　
行動モデルと医療安全

①
③ 眞田 講義

ヒューマンエラーに
ついて再確認する　
30分

医療事故とヒューマ
ンエラーの関連をレ
ポートし、提出する
　30分

4 医療事故とリハビリテーション業務との関係 ①
③ 眞田 講義

理学療法士の業務と
役割についてまとめ
る　30分

理学療法と医療事故
との関連をレポート
し、提出する　30分

5
医療事故防止の考え方
・医療事故防止の基本的考え方
・組織としての医療事故防止対策

①
③ 眞田 講義

組織と個人の医療事
故防止についてまと
める　60分

6 医療事故防止の考え方
・個人における医療事故防止

①
③ 眞田 演習

講義
個人における医療事
故防止策のレポート
　60分

7 医療事故防止対策の実際
事例を用いた医療事故の要因分析手法

①
②
③

眞田 講義
演習

4M5E及び　pm-
SHELモデルの手法を
再確認する　30分

事例の要因分析手法
をまとめる提出　
30分

8
事故後の対応　
・心構え
・医療事故の種類
・事故発生時の対応

①
③ 眞田 講義

演習
事故後の対応につい
てレポート　60分

9
インシデントレポート
・インシデントレポートの必要性
・インシデントのレベル
・インシデントレポートの書き方

①
②
③

眞田 講義
演習

事例を理解して講義
に臨む　30分

インシデントレポー
トをまとめ、提出　
30分
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回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

10
学生における医療安全
・５Sの必要性
・個人情報保護
・危険認知と報告

①
②
③

眞田 講義
演習

学生における医療安
全についてまとめる
　　60分

11 医療事故防止の実際KYT：体位・姿勢・移動
①
②
③

眞田 講義
演習

体位・姿勢・移動に
について医療事故の
リスクを考え講義に
臨む　30分

体位・姿勢・移動に
について医療事故の
についてまとめる。
レポート提出　　
30分

12 医療事故防止の実際：環境・病院内外 ② 眞田 演習
環境や病院内外の医
療事故のリスクを考
える　　30分

環境や病院内外の医
療事故についてまと
める。レポート提出
　30分

13 医療事故防止の実際：医療廃棄物の取り扱い、
感染防止 ② 眞田 演習

医療廃棄物の取り扱
い、感染防止事例に
ついてまとめる。レ
ポート提出。　60分

14 臨床における医療事故報告の実際
・医療事故調査委員会の報告

①
③ 眞田 講義

医療事故調査委員会
のヒヤリハット報告
と医療事故報告をま
とめる。　60分

15 臨床における医療安全対策の実際：ヒヤリハッ
ト報告、医療事故報告に対する対策

①
③ 眞田 講義

ヒヤリハット報告や
医療事故報告の現状
を再確認する　30分

医療安全対策の実際
をまとめる　30分

定期試験（筆記）

評価基準・評価方法
レポート（20％）、履修態度（10％）、筆記試験（70％）での総合評価

使用教科書
リハビリテーション医療における安全管理・推進のためのガイドライン　第2版 / 公益社団法人日本リハビリテーショ
ン医学会.--リハビリテーション医療における安全管理・推進のためのガイドライン策定委員会 編--診断と治療社
，2018年，9784787822857

参考図書
系統看護学講座　総合分野　医療安全（医学書院）　

レポート等に関してはコメントを記入する。または次回講義で説明をする。

課題(試験やﾚﾎﾟｰﾄ)に対
するﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸの方法

関連する教科と結び付けて学習し、単に知識に止まらず実践的能力として身につけてほしい。よ
って、積極的に学び取る姿勢で臨んでほしい。グループワークなどの演習も取り入れ出来るだけ
参加型授業形態をとり、共に楽しく学べる授業としたい。備考
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授業科目名

保健医療論

担当教員

松岡　敏男

必修・選択
必修

配当年次
1年 前学期

単位数(時間数)
1単位(15時間)

開講形態
講義

学位授与の方針と授業科目の関連
全学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ(2)(3)理学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ
(2)(3)(4)の達成に寄与している。

実務家教員

授 業 概 要
現在、健康や医療に関する情報が氾濫している。多くの情報の何が正しく、自分に本当に役にたつのか、また何を取り
入れ、実践すれば健康を維持、増進させることができるのか戸惑うばかりである。健康に良いとされていることであっ
ても方法を間違えて実践すれば健康を害することになる。また生活習慣により引き起こされる疾病も多く、日常生活の
健康に対する取り組みの重要さを考えさせられる。学生時代に正しい健康観を学ぶこと、並びによりよいライフスタイ
ルを身につけ、健康生活を実践できるようにすることと、医療に関するいろいろな問題に正しく理解が出来ることが医
療従事者には必要と思われる。

学 修 の 到 達 目 標
①学生として将来に継続できる正しい健康感を身につけ、よりよい生活習慣の実践を行い、健康的な生活ができるよう
に健康を学習する。
②そして健康的な生活を送るように心がける態度を身に着ける。
③活力ある学生生活とはどのようなものかを理解する。
④医療制度に関心を持ち、自分たちで解決できることを考え、より良いものにするための方向を模索する。

回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

1 健康について（健康感・医療・福祉など） ① 健康観に関して考え
ておく（120分）

将来にわたる健康に
取り組む姿勢を作る
（120分）

2 健康について（睡眠、日光浴、タバコ、温泉） ①
健康関連事項の正し
い理解について
(120分)

健康生活を送れるよ
うに正しい健康理解
(120分)

3 健康について　運動の効果　ウォーキング・ジ
ョギング ③ 運動の功罪に関して

予習する(120分)
運動の正しい理解を
する(120分)

4 運動処方・療法　　ダイエットの功罪 ②
運動の理解を深め健
康手段として取り入
れる方法に関して予
習する。(120分)

運動の正しい行い方
の理解をする(120分
)

5 生活習慣病－肥満、糖尿病 ②
生活習慣病とはどの
様な病気なのかを調
べておく(120分)

生活習慣の見直しを
考える(120分)

6 生活習慣病－高血圧、脂質異常、高尿酸血症 ②
生活習慣病とはどの
様な病気なのかを調
べておく(120分)

生活習慣の見直しを
考える(120分)

7 高齢者・中年の健康・生活について ③
高齢者の特徴・体力
に関して調べる
(120分)

高齢者の実情の把握
、問題点の整理
(120分)

8 医療・保健に関して ④
医療に関する諸問題
に関して調べる
(120分)

医療に関する問題点
の整理(120分)

定期試験（筆記）
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評価基準・評価方法
定期試験（100％）により評価する。

使用教科書
教科書は使用しない。

参考図書
毎回授業に関するプリントを配布する。シラバスに掲げている関係事項についていろいろな書物や参考に記事などを調
べること。

重要課題に対して翌週授業時に復習の意味で問題点に関して話し合う時間を設ける。

課題(試験やﾚﾎﾟｰﾄ)に対
するﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸの方法

備考
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授業科目名

社会福祉学

担当教員

竹内　章郎

必修・選択
必修

配当年次
1年 後学期

単位数(時間数)
1単位(15時間)

開講形態
講義

学位授与の方針と授業科目の関連
全学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ(2)(3)理学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ
(2)(3)(4)の達成に寄与している。

実務家教員

授 業 概 要
現在、社会福祉を含む社会保障全体が、大きな転換点にある。それは、社会保障を支える福祉国家体制それ自体の「危
機」という大きな問題からくるものであるが、同時に、社会保障の基盤である社会権（法）の基本的理解の問題や資本
主義市場と社会保障との関係などにも及ぶ問題から生じていることもある。この講義ではそうした大きな問題を、社会
福祉の現場実践と関係づけて捉えることを通じて、社会福祉・社会保障の本質を解明したい。事前学習については、毎
回、次回講義のための事前学習の範囲を指定する。

学 修 の 到 達 目 標
①社会福祉を含む社会保障の現実を、その基礎に立ち返って理解する。
②大きな制度的問題と社会福祉実践の現実とを結び付けて理解する。

回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

1
ガイダンス（全体の進行について）、社会福祉
と社会保障との関連について（善き生存として
の福祉を中心に）、翻訳の問題など

①
既配布の資料全体に
目を通しておく
（120分）

左記の講義内容とこ
れに関わる資料の再
読（120分）

2
日本の社会保障・社会福祉の基礎：憲法25条
（13条との関連）：プログラム規定・義務規定
/行政裁量の理解、措置と契約、福祉の民営化
・市場化など

②
予め指定する左記の
内容に関わる範囲の
資料の熟読（120分
）

講義内容とこれに関
わる左記の範囲資料
の再読（120分）

3
権利としての社会保障（１）：権利理解の初発
、市民権と社会権との相違、私的所有と市民権
、社会保障の権利としての社会権など

②
予め指定する左記の
内容に関わる範囲の
資料の熟読（120分
）

講義内容とこれに関
わる左記の範囲資料
の再読（120分）

4
権利としての社会保障（２）：社会権の基礎、
憲法14条との関連、社会権実現のための市民権
の一定の制限など

①
予め指定する左記の
内容に関わる範囲の
資料の熟読（120分
）

講義内容とこれに関
わる左記の範囲資料
の再読（120分）

5
優生思想・優生学と社会保障・社会福祉との関
連：社会保障制度の中に優生思想、社会福祉創
始達の優生思想など

①
予め指定する左記の
内容に関わる範囲の
資料の熟読（120分
）

講義内容とこれに関
わる左記の範囲資料
の再読（120分）

6 貧困問題の大きさと生活保護制度、社会保障・
社会福祉の財源問題 ②

予め指定する左記の
内容に関わる範囲の
資料の熟読（120分
）

講義内容とこれに関
わる左記の範囲資料
の再読（120分）

7
障がい者福祉（障害者総合支援法を中心に、障
害者差別解消法等との関連させて）、社会福祉
事業法の「改正」としての社会福祉法

②
予め指定する左記の
内容に関わる範囲の
資料の熟読（120分
）

講義内容とこれに関
わる左記の範囲資料
の再読（120分）

8
高齢者「福祉」（公的介護保険法を中心に、老
人福祉法及び高齢者雇用促進法などとも関連さ
せて）

②
予め指定する左記の
内容に関わる範囲の
資料の熟読（120分
）

講義内容とこれに関
わる左記の範囲資料
の再読（120分）
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評価基準・評価方法
最終のレポートによって評価する。講義内容の正確な理解に加えて、内容を表現する文章力も評価の対象とする。

使用教科書
教科書は使用せず、竹内が作成したレジュメ及び資料にそって講義を行う。

参考図書
必要に応じて、講義中に紹介する。

講義中に、適宜、質疑応答を行う。　　　　　

課題(試験やﾚﾎﾟｰﾄ)に対
するﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸの方法

資料及びレジュメは、すべて、最初の講義時に配布する。

備考

― 129 ―



授業科目名

多職種連携演習（IPE）

担当教員

田島　嘉人・亀山　咲子・他  (代表教員  田島　嘉人)

必修・選択
必修

配当年次
2年 後学期

単位数(時間数)
2単位(30時間)

開講形態
講義 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

学位授与の方針と授業科目の関連
全学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ(2)(3)理学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ
(2)(3)(4)の達成に寄与している。

実務家教員
田島嘉人（理学療法士）、亀山咲子（理学療法士）

授 業 概 要
地域包括ケアを実践する上で、医学的な視点のみならず、対象者の心理的・社会的な視点にも配慮した医療が求められ
る中でチーム医療は必須の手段であり、より良いサービスを実践するためには多職種との有機的な連携と協業は欠かせ
ない。この授業では、専門職間の有機的な連携と協業についての基礎知識や理論、連携のためのマネジメントの実際に
ついてそれぞれの専門的な立場から考察し、多職種連携が果たす役割や機能について学ぶ。また、学科専攻を越えたグ
ループワーク演習を通じて、コミュニケーションやディスカッションの実践力を身につける。

学 修 の 到 達 目 標
①多職種連携の意義について説明できる。
②他の職種の役割を説明できる。
③保健・医療・福祉における多職種連携の在り方を具体的に説明できる。
④様々な職種の人々との共同を通して、保健・医療・福祉の諸課題に対処できる。

回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

1 オリエンテーション　多職種連携とは ① 田島
亀山 講義 配布資料にて事前学

習（120分）
配布資料にてレポー
ト（120分）

2 多職種連携の意義　医療・福祉の中での理学療
法士の役割  チームビルディング

①
②

田島
亀山 講義 配布資料にて事前学

習（120分）
配布資料にてレポー
ト（120分）

3 多職種の役割を知る（１） ②
医療
職教
員

講義 配布資料にて事前学
習（120分）

今回学んだ職種につ
いて自己学習
（120分）

4 多職種の役割を知る（２） ②
医療
職教
員

講義 配布資料にて事前学
習（120分）

今回学んだ職種につ
いて自己学習
（120分）

5 多職種の役割を知る（３） ②
医療
職教
員

講義 配布資料にて事前学
習（120分）

今回学んだ職種につ
いて自己学習
（120分）

6 多職種の役割を知る（４） ②
医療
職教
員

講義 配布資料にて事前学
習（120分）

今回学んだ職種につ
いて自己学習
（120分）

7 多職種の役割を知る（５） ②
医療
職教
員

講義 配布資料にて事前学
習（120分）

今回学んだ職種につ
いて自己学習
（120分）

8 多職種の役割を知る（６） ②
医療
職教
員

講義 配布資料にて事前学
習（120分）

今回学んだ職種につ
いて自己学習
（120分）

9 多職種の役割を知る（７） ②
医療
職教
員

講義 配布資料にて事前学
習（120分）

今回学んだ職種につ
いて自己学習
（120分）
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回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

10 多職種連携演習（１） ③
④

田島
亀山 演習 配布資料にて事前学

習（120分）
配布資料にてレポー
ト（120分）

11 多職種連携演習（2） ③
④

田島
亀山 演習 配布資料にて事前学

習（120分）
配布資料にてレポー
ト（120分）

12 多職種連携演習（3） ③
④

田島
亀山 演習 配布資料にて事前学

習（120分）
配布資料にてレポー
ト（120分）

13 多職種連携演習（4） ③
④

田島
亀山 演習 配布資料にて事前学

習（120分）
配布資料にてレポー
ト（120分）

14 多職種連携演習（5） ③
④

田島
亀山 演習 配布資料にて事前学

習（120分）
配布資料にてレポー
ト（120分）

15 多職種連携で必要とされる知識・技術の整理 ③
④

田島
亀山 演習 配布資料にて事前学

習（120分）
配布資料にてレポー
ト（120分）

課題

評価基準・評価方法
グループディスカッション参加度（50％）、レポート（期限提出）（50％）

使用教科書

参考図書
配布資料

各講義の講義終了時に全体に向けてフィードバックを行う。

課題(試験やﾚﾎﾟｰﾄ)に対
するﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸの方法

備考
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授業科目名

理学療法総論

担当教員

藤橋　雄一郎

必修・選択
必修

配当年次
1年 前学期

単位数(時間数)
1単位(30時間)

開講形態
講義

学位授与の方針と授業科目の関連
全学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ(2)(3)理学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ
(2)(3)(4)の達成に寄与している。

実務家教員
藤橋雄一郎（理学療法士）

授 業 概 要
この講義では、理学療法関連の歴史や法律を学び、理学療法士の業務や役割り、理学療法の考え方や対象者の生活の捉
え方について学びます。講義を通じて、理学療法に関する理解が深まるとともに、理学療法士を目指す動機やが更に高
まることを期待します。講義内では、意見を求めることがあります。自身の考えをまとめ、発表できるように準備しま
しょう。

学 修 の 到 達 目 標
①理学療法士の業務や役割りを説明できる
②理学療法士の職域を説明できる
③リハビリテーション関連職種について説明できる
④自身の目指す理学療法士像を述べることができる
⑤疾病と障害分類について説明できる

回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

1 これから学ぶ理学療法とは ④ 講義
今までの経験（学生生活・
部活動など）を振り返り、
苦労や成功体験を述べるこ
とができるよう準備しまし
ょう（30分）。

目指す理学療法士像
について再考しまし
ょう（30分）。

2 理学療法士に求められる要素 ①
③ 講義

理学療法士を目指す
理由が述べれるよう
準備しましょう
（30分）

3年間の大学生活で身につ行け
たい社会性・態度・知識を獲得
するために、「何をする必要が
あるのか」を考えましょう。ま
た、獲得するために必要な行動
について再考しましょう（30分
）。

3 リハビリテーション、理学療法の歴史 ② 講義
教科書第1章1，2を
読みましょう（20分
）。

理学療法の歴史、
Nomalization、
Independent Livingの
説明ができるよう復習
しましょう（40分）。

4 理学療法士法および作業療法士法、理学療法士
の職域

①
② 講義

教科書第1章3、4及
びP.194-200を読み
ましょう（30分）。

理学療法士法の内容
が説明できるよう復
習しましょう（30分
）。

5 理学療法士の職能団体
①
②
③

講義 教科書第1章5を読み
ましょう（20分）。

日本理学療法士協会
、理学療法士の協同
職種について再確認
しましょう（40分
）。

6 理学療法士の卒前・卒後教育 ①
② 講義 教科書第1章6を読み

ましょう（20分）。

理学療法士養成に係
る科目、免許取得後
の生涯学習について
再確認しましょう
（40分）。

7 世界の理学療法 ①
② 講義

教科書第2章を読み、我が国と
その他の国における理学療法士
養成の違いや、混合診療や理学
療法士の起業について、自身の
意見を述べられるようにしまし
ょう（40分）。

本邦と世界各国の理
学療法養成課程の違
いについて説明でき
るよう確認しましょ
う（30分）。

8 疾病と障害の分類（ICD、ICIDH、ICF） ⑤ 講義 教科書第3章を読み
ましょう（30分）。

ICIDHとICFの違いに
ついて説明できるよ
う復習しましょう
（40分）。

9 理学療法対象疾患について ①
② 講義

脳血管障害、大腿骨
頸部骨折について疾
患の特徴を調べまし
ょう（30分）。

脳血管障害、大腿骨
頸部骨折の症状をま
とめ、理解を深めま
しょう（30分）。
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回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

10 理学療法の分野について ①
② 講義

内部障害理学療法、
地域理学療法、スポ
ーツ理学療法につい
て調べましょう
（30分）。

理学療法の分野が説
明できるよう復習し
ましょう（30分）。

11 理学療法に必要な対象者評価について ①
② 講義 教科書第4章1を読み

ましょう（30分）。
対象者評価の手順が
説明できるよう復習
しましょう（30）。

12 理学療法における治療 ①
② 講義 教科書第4章2を読み

ましょう（30分）。

運動療法と物理療法
が説明できるよう復
習しましょう（30分
）。

13 義肢装具・福祉用具の活用 ①
② 講義

どんな種類の義肢装
具・福祉用具がある
のか調べてみましょ
う（30分）。

義肢装具・福祉用具
の特徴をまとめ理解
を深めましょう
（30分）。

14 医療保険制度と介護保険制度 ①
② 講義

教科書P.37-38を読みま
しょう。またインター
ネットを用い、2つの制
度について調べましょ
う（20分）。

医療保険制度と介護
保険制度の概要が説
明できるように復習
しましょう（40分
）。

15 当事者（頸髄損傷者）から学ぶ
①
②
⑤

講義
頸髄損傷について、その特
徴などを調べましょう。ま
た、疑問点は当事者に質問
できるよう準備しましょう
（20分）。

当事者の話を聞き、
課題レポートを完成
させましょう（40分
）。

期末試験

評価基準・評価方法
定期試験70％、小テスト（10％）、課題レポート（20％）にて判定する。

使用教科書
PT・OTビジュアルテキスト　理学療法概論 第1版 / 庄本康治--羊土社，978-4-7581-0224-7
必要に応じて、追加資料を配布します。
自身の意見を発表する機会があります。相手に自身の考えが伝えられるよう発表準備をして講義に臨んでください。

参考図書

課題レポートは内容を確認し、講義内で紹介します。

課題(試験やﾚﾎﾟｰﾄ)に対
するﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸの方法

質問等は来室、メール等で随時受け付けます。
担当教員メールアドレス：y.fujihashi@heisei-iryou.ac.jp

備考
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授業科目名

運動療法総論

担当教員

長谷部　武久

必修・選択
必修

配当年次
1年 後学期

単位数(時間数)
1単位(30時間)

開講形態
講義

学位授与の方針と授業科目の関連
全学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ(2)(3)理学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ
(2)(3)(4)の達成に寄与している。

実務家教員
長谷部武久（理学療法士）

授 業 概 要
「理学療法総論」で修得した知識や考え方をもとに、症例検討を通して運動療法の専門知識を学ぶ。また、PBL方式に
よるグループ学習を取り入れることで、柔軟な課題発見、問題解決のための専門知識を養う。

学 修 の 到 達 目 標
①運動生理学の見地から、運動療法の理論的背景について説明できる
②解剖学・生理学の知識と運動療法を関連付けて考えられる
③自己学習能力およびコミュニケーション能力を身につける

回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

1 運動療法の理論的背景① ①
②

長谷
部 講義 シラバスを確認する

こと（30分）
授業内容の復習をす
ること（30分）

2 運動療法の理論的背景② ①
②

長谷
部 講義 配布資料に目を通す

こと（30分）
授業内容の復習をす
ること（30分）

3 股関節疾患の理学療法（症例検討）①
①
②
③

長谷
部 演習

解剖学（股関節の構
造）を復習しておく
こと（30分）

課題に対する調べ学
習（30分）

4 股関節疾患の理学療法（症例検討）②
①
②
③

長谷
部 演習 課題に対する調べ学

習（30分）
グループ学習で得た
知識の整理（30分）

5 股関節疾患の理学療法（症例検討）③
①
②
③

長谷
部 演習

股関節疾患の理学療
法について調べる
（30分）

課題に対する調べ学
習（30分）

6 股関節疾患の理学療法（症例検討）④
①
②
③

長谷
部 演習 課題に対する調べ学

習（30分）
グループ学習で得た
知識の整理（30分）

7 股関節疾患の理学療法（グループ発表）
①
②
③

長谷
部 講義 発表資料の作成

（30分）
他のグループ発表か
ら得た知識の整理
（30分）

8 膝関節疾患の理学療法（症例検討）①
①
②
③

長谷
部 演習

解剖学（膝関節の構
造）を復習しておく
こと（30分）

課題に対する調べ学
習（30分）

9 膝関節疾患の理学療法（症例検討）②
①
②
③

長谷
部 演習 課題に対する調べ学

習（30分）
グループ学習で得た
知識の整理（30分）
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回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

10 膝関節疾患の理学療法（症例検討）③
①
②
③

長谷
部 演習

膝関節疾患の理学療
法について調べる
（30分）

課題に対する調べ学
習（30分）

11 膝関節疾患の理学療法（症例検討）④
①
②
③

長谷
部 演習 課題に対する調べ学

習（30分）
グループ学習で得た
知識の整理（30分）

12 膝関節疾患の理学療法（グループ発表）
①
②
③

長谷
部 講義 発表資料の作成

（30分）
他のグループ発表か
ら得た知識の整理
（30分）

13 下肢の運動器疾患に対する理学療法 ③ 長谷
部 講義

これまでのグループ
学習で得た知識を整
理する（30分）

時間内レポートの振
返りを行う（30分）

14 理学療法評価について ①
②

長谷
部 演習

運動器疾患に対する
理学療法評価につい
て調べる（30分）

評価項目が言えるよ
うにする（30分）

15 運動療法の実際 ①
②

長谷
部 演習

運動器疾患に対する
運動療法について調
べる（30分）

運動療法の種類が言
えるようにする
（30分）

　

評価基準・評価方法
定期試験（50%）　課題レポート（50％）

使用教科書

資料を配布する

参考図書
基礎運動学　第6版　医歯薬出版
パワーズ運動生理学　メディカル・サイエンス・インターナショナル

フィードバックとして、課題レポートはコメントを入れて返却する。

課題(試験やﾚﾎﾟｰﾄ)に対
するﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸの方法

授業終了後やメールにて質問を受け付ける｡
t.hasebe@heisei-iryou.ac.jp

備考
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授業科目名

理学療法特論

担当教員

河合　克尚・辻　圭一・大場　かおり・石田　裕保・藤橋　雄一郎  (代
表教員  河合　克尚)

必修・選択
必修

配当年次
3年 後学期

単位数(時間数)
1単位(30時間)

開講形態
演習 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

学位授与の方針と授業科目の関連
全学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ(2)(3)理学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ
(2)(3)(4)の達成に寄与している。

実務家教員
河合克尚（理学療法士）・辻圭一（理学療法士）・大場かおり（理学療
法士）・石田裕保（理学療法士）・藤橋雄一郎（理学療法士）

授 業 概 要
理学療法特論では、専門基礎および専門知識に関する各科目で習得した知識の定着を図り、これらの知識を応用して理
学療法と関連付けて考える。そのために、提示された学習課題について、グループワークを通して専門基礎および専門
知識の理解を深める。

学 修 の 到 達 目 標
①基本的理学療法検査および疾患に即した評価について説明できる。②内部障害に対する理学療法を説明できる。
③基本的運動療法と物理療法を説明できる。④病気を引き起こす原因と各種病態を説明できる。
⑤義肢装具の基礎と疾患に即した義肢装具療法を説明できる。⑥ADL評価と指導、生活環境支援について説明できる。
⑦精神障害に対する検査と治療を説明できる。⑧脳・神経障害に対する理学療法を説明できる。
⑨介護保険制度や理学療法研究の基礎を説明できる。⑩骨関節障害に対する理学療法を説明できる。
⑪小児・発達機能障害に対する理学療法を説明できる。

回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

1 理学療法評価学 ① 河合 講義
理学療法評価につい
て復習しておくこと
（30分）

時間内に取り組めな
かった課題を学習す
ること（60分）

2 内部機能障害学 ② 河合 講義
循環器疾患の理学療
法について復習して
おくこと（30分）

時間内に取り組めな
かった課題を学習す
ること（60分）

3 内部機能障害学 ② 河合 講義
呼吸器疾患、代謝系
疾患の理学療法につ
いて復習しておくこ
と（30分）

時間内に取り組めな
かった課題を学習す
ること（60分）

4 運動療法（基本介入手段） ③ 大場 講義
基本的な介入方法に
ついて確認しておく
こと(30分)

時間内に取り組めな
かった課題を学習す
ること（60分）

5 物理療法学 ③ 大場 講義
適応と禁忌、生理学
的作用について確認
しておくこと(30分)

時間内に取り組めな
かった課題を学習す
ること（60分）

6 一般臨床医学 ④ 大場 講義
病理学、老年医学、
リハビリテーション
医学について確認し
ておくこと(30分)

時間内に取り組めな
かった課題を学習す
ること（60分）

7 義肢装具学 ⑤ 石田 講義
各種義肢装具につい
て学習しておくこと
（30分）

時間内に取り組めな
かった課題を学習す
ること（60分）

8 日常生活動作学、生活環境論 ⑥ 石田 講義
BIやFIMなど日常生活を
評価する検査、車椅子
の採寸やスロープなど
について学習しておく
こと（30分）

時間内に取り組めな
かった課題を学習す
ること（60分）

9 精神医学、臨床心理学 ⑦ 石田 講義
精神疾患や心理療法
について学習してお
くこと（30分）

時間内に取り組めな
かった課題を学習す
ること（60分）
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回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

10 脳・神経機能障害学 ⑧ 藤橋 講義
脳血管障害および脊
髄損傷の理学療法に
ついて確認しておく
こと（30分）

時間内に取り組めな
かった課題を学習す
ること（60分）

11 神経筋系障害学 ⑧ 藤橋 講義

パーキンソン病、多
発性硬化症などの理
学療法について確認
しておくこと（30分
）

時間内に取り組めな
かった課題を学習す
ること（60分）

12 基礎理学療法学 ⑨ 藤橋 講義
介護保険制度や研究
の基礎知識について
復習しておくこと
（30分）

時間内に取り組めな
かった課題を学習す
ること（60分）

13 運動機能学 ⑩ 辻 講義
臨床運動学、運動生
理学について復習し
ておくこと（30分）

時間内に取り組めな
かった課題を学習す
ること（60分）

14 骨・関節機能障害学 ⑩ 辻 講義
整形外科疾患につい
て復習しておくこと
（30分）

時間内に取り組めな
かった課題を学習す
ること（60分）

15 発達機能障害学 ⑪ 辻 講義
正常発達や脳性麻痺
について復習してお
くこと（30分）

時間内に取り組めな
かった課題を学習す
ること（60分）

定期試験（筆記）

評価基準・評価方法
評価方法は、定期試験（90%）と小テスト（10%）から総合的に判断する。

使用教科書
課題プリントを配布する

参考図書
適宜紹介する

学習課題に対するフィードバック（解説）は授業内に行う。

課題(試験やﾚﾎﾟｰﾄ)に対
するﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸの方法

授業ではグループワークを行います。グループ内で協同して取り組んで下さい。
質問等がある場合は、授業中やオフィスアワー等を活用して下さい。

備考
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授業科目名

理学療法研究方法論

担当教員

長谷部　武久

必修・選択
必修

配当年次
2年 前学期

単位数(時間数)
1単位(30時間)

開講形態
講義

学位授与の方針と授業科目の関連
全学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ(2)(3)理学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ
(2)(3)(4)の達成に寄与している。

実務家教員
長谷部武久（理学療法士）

授 業 概 要
選択科目「卒業研究」を見据えて、研究計画の立案及び研究を進める上で必要となる基礎的知識について学ぶ。研究計
画及び方法、研究における客観性・信頼性・妥当性の意味、計測値の意味と統計学の重要性など、研究基本概念につい
て理解する。PBL方式によるグループ学習、プレゼンテーション等を通して自己学習能力およびコミュニケーション能
力を養う。また、研究を行う上で重要である文献検索については、タブレット端末やPCの使用を推奨する。

学 修 の 到 達 目 標
①研究を行う意義、そして研究デザインについて述べることができる
②論文・文献を検索することができる
③研究計画を立案できる
④自己学習能力およびコミュニケーション能力を身につける

回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

1 オリエンテーション、研究を行う意味や科学的
根拠に基づいた医療について ① 講義 シラバスを熟読する

こと（30分）
科学的根拠に基づい
た医療について説明
できること（30分）

2 論文の種類と原著論文 ① 講義
配布資料の当該箇所
に目を通すこと
（30分）

原著論文の種類が識
別できること（30分
）

3 論文・文献検索の方法① ②
④ 講義

配布資料の当該箇所
に目を通すこと
（30分）

インターネットを用
いて論文を検索して
みること（30分）

4 論文・文献検索の方法② ②
④ 演習

配布資料の当該箇所
に目を通すこと
（30分）

興味のある論文を抽
出してみること
（30分）

5 原著論文の構成 ①
④ 講義

配布資料の当該箇所
に目を通すこと
（30分）

選択した論文を読ん
でその構成が理解で
きること（30分）

6 質の高い論文と科学的根拠に基づく理学療法の
実践① ① 講義

配布資料の当該箇所
に目を通すこと
（30分）

RCTや系統的総説、
ガイドラインの違い
が理解できる（30分
）

7 質の高い論文と科学的根拠に基づく理学療法の
実践②

①
②
④

演習
配布資料の当該箇所
に目を通すこと
（30分）

論文を読んで問題点
の定式化ができる
（30分）

8 研究デザイン① ① 講義
配布資料の当該箇所
に目を通すこと
（30分）

研究デザインに基づ
いた分類を復習する
（30分）

9 研究デザイン②
①
②
③
④

演習
配布資料の当該箇所
に目を通すこと
（30分）

論文を抽出し分類が
できる（30分）
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回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

10 論文の妥当性や信頼性① ①
③ 講義

配布資料の当該箇所
に目を通すこと
（30分）

バイアスが説明でき
る（30分）

11 論文の妥当性や信頼性②
①
②
③
④

演習
配布資料の当該箇所
に目を通すこと
（30分）

バイアスの有無が判
断できる（30分）

12 ・研究で用いられる数値や統計手法
・研究倫理について

①
③ 講義

配布資料の当該箇所
に目を通すこと
（30分）

数値の意味を理解し
よく使われる統計手
法の意義について説
明できる（30分）

13 卒業研究に向けて①
①
②
③
④

講義
研究デザインについ
て復習すること
（30分）

内部系の研究に関す
る知識を整理するこ
と（30分）

14 卒業研究に向けて②
①
②
③
④

講義
研究デザインについ
て復習すること
（30分）

運動器系の研究に関
する知識を整理する
こと（30分）

15 卒業研究に向けて③
①
②
③
④

講義
研究デザインについ
て復習すること
（30分）

神経系やその他の分
野の研究に関する知
識を整理すること
（30分）

　

評価基準・評価方法
小テスト90％　レポート10％

使用教科書
資料を配布する
原著論文を紹介する

参考図書
内山靖 編集　標準理学療法学 専門分野　理学療法研究法 第3版　医学書院
日本理学療法士協会　理学療法ガイドライン（第1版）

フィードバックとして、理解度確認の小テストを実施直後に解答の解説を行う。
課題レポートはメールにて提出。提出後、速やかにメールにて返却する。

課題(試験やﾚﾎﾟｰﾄ)に対
するﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸの方法

インターネットに接続できる携帯電話、タブレット端末、PC等のいずれかを持参すること。
E-mail; t.hasebe@heisei-iryou.ac.jp

備考
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授業科目名

卒業研究Ⅰ

担当教員

曽田　直樹・長谷部　武久・他  (代表教員  曽田　直樹)

必修・選択
必修

配当年次
2年 後学期

単位数(時間数)
1単位(30時間)

開講形態
演習

学位授与の方針と授業科目の関連
全学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ(2)(3)理学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ
(2)(3)(4)の達成に寄与している。

実務家教員
曽田直樹　長谷部武久　堀信宏　河合克尚　辻圭一　田島嘉人　大場か
おり　石田裕保　藤橋雄一郎　植木努　亀山咲子　澤村彰吾
（全て理学療法士）

授 業 概 要
「理学療法研究方法論」を基礎とする。ゼミ形式にて各領域における最新の知見について文献検索と批判的吟味を行う
。自己の興味ある領域を明らかにするとともに「卒業研究Ⅱ」へ繋げる。

学 修 の 到 達 目 標
①研究計画を立案することができる

回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

1 オリエンテーション（卒業研究の概要、研究活
動の意義、論文の書き方について） ①

各指
導担
当教
員

演習
「研究方法論」の授
業内容を復習する
（30分）

オリエンテーション
の内容を復習する
（30分）

2 研究に必要な機器について ①
各指
導担
当教
員

演習
「研究方法論」の授
業内容を復習する
（30分）

授業の内容を復習す
る（30分）

3 研究分野を考える① ①
各指
導担
当教
員

演習
「研究方法論」の授
業内容を復習する
（30分）

授業の内容を復習す
る（30分）

4 研究分野を考える② ①
各指
導担
当教
員

演習
「研究方法論」の授
業内容を復習する
（30分）

授業の内容を復習す
る（30分）

5 研究分野を考える③ ①
各指
導担
当教
員

演習
「研究方法論」の授
業内容を復習する
（30分）

授業の内容を復習す
る（30分）

6 文献検索について① ①
各指
導担
当教
員

演習
「研究方法論」の授
業内容を復習する
（30分）

授業の内容を復習す
る（30分）

7 文献検索について② ①
各指
導担
当教
員

演習
「研究方法論」の授
業内容を復習する
（30分）

授業の内容を復習す
る（30分）

8 統計手法について① ①
各指
導担
当教
員

演習
「研究方法論」の授
業内容を復習する
（30分）

授業の内容を復習す
る（30分）

9 統計手法について② ①
各指
導担
当教
員

演習
「研究方法論」の授
業内容を復習する
（30分）

授業の内容を復習す
る（30分）
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回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

10 予備実験・文献収集① ①
各指
導担
当教
員

演習
「研究方法論」の授
業内容を復習する
（30分）

予備実験、文献収集
の結果をまとめる
（30分）

11 予備実験・文献収集② ①
各指
導担
当教
員

演習
予備実験・文献収集
について復習する
（30分）

予備実験、文献収集
の結果をまとめる
（30分）

12 予備実験・文献収集③ ①
各指
導担
当教
員

演習
予備実験・文献収集
について復習する
（30分）

予備実験、文献収集
の結果をまとめる
（30分）

13 研究計画書の作成① ①
各指
導担
当教
員

演習 研究計画を立案する
（30分）

研究計画を立案する
（30分）

14 研究計画書の作成② ①
各指
導担
当教
員

演習 研究計画を立案する
（30分）

研究計画を立案する
（30分）

15 研究計画書の作成③ ①
各指
導担
当教
員

演習 研究計画を立案する
（30分）

研究計画を立案する
（30分）

研究計画書を提出する

評価基準・評価方法
課題レポート（研究計画書）100％

使用教科書
なし

参考図書
適宜紹介する。

研究計画書作成の進捗に応じて、その都度フィードバックを行います。

課題(試験やﾚﾎﾟｰﾄ)に対
するﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸの方法

担当教員の指導のもと、計画的・主体的に取り組んで下さい。

備考

― 141 ―



授業科目名

卒業研究Ⅱ

担当教員

曽田　直樹・長谷部　武久・他  (代表教員  曽田　直樹)

必修・選択
必修

配当年次
3年 前学期

単位数(時間数)
1単位(30時間)

開講形態
演習

学位授与の方針と授業科目の関連
全学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ(2)(3)理学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ
(2)(3)(4)の達成に寄与している。

実務家教員
曽田直樹　長谷部武久　堀信宏　河合克尚　辻圭一　田島嘉人　大場か
おり　石田裕保　藤橋雄一郎　植木努　亀山咲子　澤村彰吾
（全て理学療法士）

授 業 概 要
「理学療法研究方法論」「卒業研究Ⅰ」を基礎とする。研究に関わる一連の過程（研究テーマ、研究仮説の設定、先行
研究資料・文献からの情報収集、批判的吟味、実験および調査の実施、データ解析、その結果の整理と解釈・考察）を
実践し、根拠に基づいた課題解決能力と理論的思考を身につける。ゼミ形式にて実施し、選択した領域のスペシャリス
トを養成する。また、研究に関わる一連の過程を通じて、生涯に渡って自己研鑽を続ける意義について学ぶ。

学 修 の 到 達 目 標
①研究計画に基づいて実験および調査を実施し、その結果を整理できる
②論文作成を行い、研究成果をまとめることができる

回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

1 オリエンテーション ①
各指
導担
当教
員

演習 研究計画書を確認す
る（30分）

オリエンテーション
の内容を復習する
（30分）

2 実験・調査の実施① ①
各指
導担
当教
員

演習 研究計画書を確認す
る（30分）

結果を確認する
（30分）

3 実験・調査の実施② ①
各指
導担
当教
員

演習 方法・手順を確認す
る（30分）

結果を確認する
（30分）

4 実験・調査の実施③ ①
各指
導担
当教
員

演習 方法・手順を確認す
る（30分）

結果を確認する
（30分）

5 実験・調査の実施④ ①
各指
導担
当教
員

演習 方法・手順を確認す
る（30分）

結果を確認する
（30分）

6 実験・調査の実施⑤ ①
各指
導担
当教
員

演習 方法・手順を確認す
る（30分）

結果を確認する
（30分）

7 結果の処理① ①
各指
導担
当教
員

演習 結果を確認する
（30分）

統計処理をする
（30分）

8 結果の処理② ①
各指
導担
当教
員

演習 統計処理をする
（30分）

統計処理をする
（30分）

9 結果の処理③ ①
各指
導担
当教
員

演習 統計処理をする
（30分）

結果を確認する
（30分）
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回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

10 論文執筆① ②
各指
導担
当教
員

演習 統計処理後の結果を
確認する（30分） 論文執筆（30分）

11 論文執筆② ②
各指
導担
当教
員

演習 論文執筆（30分） 論文執筆（30分）

12 論文執筆③ ②
各指
導担
当教
員

演習 論文執筆（30分） 論文執筆（30分）

13 論文執筆④ ②
各指
導担
当教
員

演習 論文執筆（30分） 論文執筆（30分）

14 論文執筆⑤ ②
各指
導担
当教
員

演習 論文執筆（30分） 論文執筆（30分）

15 論文執筆⑥ ②
各指
導担
当教
員

演習 論文執筆（30分） 論文執筆（30分）

研究論文を提出する

評価基準・評価方法
研究論文100％

使用教科書
なし

参考図書
適宜紹介する。

論文作成の進捗に応じて、その都度フィードバックを行います。

課題(試験やﾚﾎﾟｰﾄ)に対
するﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸの方法

担当教員の指導のもと、計画的・主体的に取り組んで下さい。

備考
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授業科目名

卒業研究

担当教員

曽田　直樹・大場　かおり・田島　嘉人  (代表教員  曽田　直樹)

必修・選択
選択

配当年次
3年 前学期

単位数(時間数)
2単位(45時間)

開講形態
演習

学位授与の方針と授業科目の関連
全学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ(2)(3)理学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ
(2)(3)(4)の達成に寄与している。

実務家教員
曽田直樹（理学療法士）、大場かおり（理学療法士）、田島嘉人（理学
療法士）

授 業 概 要
卒業研究では、これまでに履修した知識と技術を基に研究課題を決め、各種研究手法に沿った測定や調査を実施、分析
、検証を加え、教員の指導の下研究論文を完成させる。論文作成に至るまでの調査の方法、手続き、実施法、結果の統
計処理、文献検索の方法等を指導する。グループワークやディスカッションを通じて、研究者および高度な臨床実践者
としての基本的能力を修得することを目指す。

学 修 の 到 達 目 標
①研究計画の立案、実施し、論文作成まで行うことができる。

回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

1 オリエンテーション（卒業研究の概要、研究活
動の意義、論文の書き方について） ①

曽田
大場
田島

研究計画の立案、実
施、論文作成
（120分）

2 統計について、文献検索について、研究に必要
な機器について ①

曽田
大場
田島

研究計画の立案、実
施、論文作成
（120分）

研究計画の立案、実
施、論文作成
（120分）

3 研究テーマについて ①
曽田
大場
田島

研究計画の立案、実
施、論文作成
（120分）

研究計画の立案、実
施、論文作成
（120分）

4 研究テーマについて ①
曽田
大場
田島

研究計画の立案、実
施、論文作成
（120分）

研究計画の立案、実
施、論文作成
（120分）

5 予備実験または文献収集 ①
曽田
大場
田島

研究計画の立案、実
施、論文作成
（120分）

研究計画の立案、実
施、論文作成
（120分）

6 予備実験または文献収集 ①
曽田
大場
田島

研究計画の立案、実
施、論文作成
（120分）

研究計画の立案、実
施、論文作成
（120分）

7 実験または文献収集 ①
曽田
大場
田島

研究計画の立案、実
施、論文作成
（120分）

研究計画の立案、実
施、論文作成
（120分）

8 実験または文献収集 ①
曽田
大場
田島

研究計画の立案、実
施、論文作成
（120分）

研究計画の立案、実
施、論文作成
（120分）

9 実験または文献収集 ①
曽田
大場
田島

研究計画の立案、実
施、論文作成
（120分）

研究計画の立案、実
施、論文作成
（120分）
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回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

10 実験または文献収集 ①
曽田
大場
田島

研究計画の立案、実
施、論文作成
（120分）

研究計画の立案、実
施、論文作成
（120分）

11 論文作成 ①
曽田
大場
田島

研究計画の立案、実
施、論文作成
（120分）

研究計画の立案、実
施、論文作成
（120分）

12 論文作成 ①
曽田
大場
田島

研究計画の立案、実
施、論文作成
（120分）

研究計画の立案、実
施、論文作成
（120分）

13 論文作成 ①
曽田
大場
田島

研究計画の立案、実
施、論文作成
（120分）

研究計画の立案、実
施、論文作成
（120分）

14 論文作成 ①
曽田
大場
田島

研究計画の立案、実
施、論文作成
（120分）

研究計画の立案、実
施、論文作成
（120分）

15 論文作成 ①
曽田
大場
田島

研究計画の立案、実
施、論文作成
（180分）

研究計画の立案、実
施、論文作成
（180分）

16 論文作成 ①
曽田
大場
田島

研究計画の立案、実
施、論文作成
（180分）

研究計画の立案、実
施、論文作成
（180分）

17 論文作成 ①
曽田
大場
田島

研究計画の立案、実
施、論文作成
（180分）

研究計画の立案、実
施、論文作成
（180分）

18 論文作成 ①
曽田
大場
田島

研究計画の立案、実
施、論文作成
（180分）

研究計画の立案、実
施、論文作成
（180分）

19 論文作成 ①
曽田
大場
田島

研究計画の立案、実
施、論文作成
（180分）

研究計画の立案、実
施、論文作成
（180分）

20 論文作成 ①
曽田
大場
田島

研究計画の立案、実
施、論文作成
（180分）

研究計画の立案、実
施、論文作成
（180分）

21 論文作成 ①
曽田
大場
田島

研究計画の立案、実
施、論文作成
（180分）

研究計画の立案、実
施、論文作成
（180分）

22 論文作成 ①
曽田
大場
田島

研究計画の立案、実
施、論文作成
（180分）

研究計画の立案、実
施、論文作成
（180分）

23 論文作成 ①
曽田
大場
田島

研究計画の立案、実
施、論文作成
（180分）

研究計画の立案、実
施、論文作成
（180分）
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回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

24 論文作成・提出

評価基準・評価方法
論文の完成度（100％）

使用教科書
なし /

参考図書

論文作成時に随時指導

課題(試験やﾚﾎﾟｰﾄ)に対
するﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸの方法

オフィスアワー　曽田　月曜日１２：１５～１３：１５
　　　　　　　　大場　火曜日１６：３０～１７：３０
　　　　　　　　田島　水曜日１２：１５～１３：１５備考
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授業科目名

クリニカルリーズニング

担当教員

堀　信宏・曽田　直樹・亀山　咲子  (代表教員  堀　信宏)

必修・選択
選択

配当年次
3年 前学期

単位数(時間数)
2単位(45時間)

開講形態
演習 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

学位授与の方針と授業科目の関連
全学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ(2)(3)理学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ
(2)(3)(4)の達成に寄与している。

実務家教員
堀信宏（理学療法士）、曽田直樹（理学療法士）、亀山咲子（理学療法
士）

授 業 概 要
理学療法を実施するに当たり患者の持つ障害を把握し，問題点を明らかにする事は重要である．その為の情報収集手段
として評価がある．評価は障害を持つ前の状況や活動歴，スポーツ歴などが影響し，退院後の生活に影響を及ぼす．そ
のような視点に基づきゴールの設定を行い，治療プラン，住宅改造，家族指導などの必要性が見えてくる．本講義では
正確な測定法の実施から実際のプランを導く為の考え方・視点を学習する．内部疾患，中枢疾患，整形疾患の3系統に
分けて学ぶ．

学 修 の 到 達 目 標
①症例検討を通じて様々な問題解決へ導くための理学療法診断が行えるようにする．
②設問を解釈しながら臨床で必要な知識を整理する．

回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

1 下肢疾患の症例に対して ①
② 曽田 講義

下肢の解剖をはじめ
骨関節機能障害学の
資料を復習しておく
こと（120分）

授業内容の復習をす
ること（120分）

2 下肢疾患の症例に対して ①
② 曽田 演習

下肢の解剖をはじめ
骨関節機能障害学の
資料を復習しておく
こと（120分）

授業内容の復習をす
ること（120分）

3 上肢疾患の症例に対して ①
② 曽田 講義

上肢の解剖をはじめ
骨関節機能障害学の
資料を復習しておく
こと（120分）

授業内容の復習をす
ること（120分）

4 上肢疾患の症例に対して ①
② 曽田 演習

上肢の解剖をはじめ
骨関節機能障害学の
資料を復習しておく
こと（120分）

授業内容の復習をす
ること（120分）

5 その他の整形外科疾患の症例に対して ①
② 曽田 講義

骨関節機能障害学の
資料を復習しておく
こと（120分）

授業内容の復習をす
ること（120分）

6 運動学習を理解する ② 堀 講義
運動学総論の資料と
教科書を再確認して
おきましょう(120分
)

講義内で解いた問題
を理解しておきまし
ょう(120分)

7 頭部外傷の症例検討 ①
② 堀 講義

脳神経機能障害学の
資料と教科書を再確
認しておきましょう
(120分)

講義内で解いた問題
を理解しておきまし
ょう(120分)

8 Pusher症候群と半側空間無視の症例検討 ①
② 堀 講義

脳神経機能障害学の
資料と教科書を再確
認しておきましょう
(120分)

講義内で解いた問題
を理解しておきまし
ょう(120分)

9 パーキンソン病の症例検討 ①
② 堀 演習

脳神経機能障害学の
資料と教科書を再確
認しておきましょう
(120分)

講義内で解いた問題
を理解しておきまし
ょう(120分)
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回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

10 脳血管障害の症例検討 ①
② 堀 演習

脳神経機能障害学の
資料と教科書を再確
認しておきましょう
(120分)

講義内で解いた問題
を理解しておきまし
ょう(120分)

11 関節可動域について ①
② 曽田 演習

下肢の解剖をはじめ
骨関節機能障害学の
資料を復習しておく
こと（120分）

授業内容の復習をす
ること（120分）

12 筋力増強訓練について ①
② 曽田 演習

下肢の解剖をはじめ
骨関節機能障害学の
資料を復習しておく
こと（120分）

授業内容の復習をす
ること（120分）

13 整形外科疾患の評価・治療について ①
② 曽田 演習

下肢の解剖をはじめ
骨関節機能障害学の
資料を復習しておく
こと（120分）

授業内容の復習をす
ること（120分）

14 起き上がり困難な脳血管症例の検討1 ①
② 堀 演習

起き上がり動作の復
習をしておく
（120分）

授業内容の復習をす
ること（120分）

15 起き上がり困難な脳血管症例の検討2 ①
② 堀 演習

起き上がり動作の復
習をしておく
（120分）

授業内容の復習をす
ること（120分）

16 脳血管障害の入浴，トイレ動作検討 ①
② 堀 演習

入浴・トイレ動作の
復習をしておく
（120分）

授業内容の復習をす
ること（120分）

17 リスク管理①　感染対策 ①
② 亀山 講義

リスク管理①の資料
に目を通しておこく
こと（120分)

授業の内容を復習す
ること(120分)

18 リスク管理②　感染対策 ①
② 亀山 演習

リスク管理②の資料
に目を通しておこく
こと（120分）

授業内容の復習と実
技練習すること
(120分)

19 リスク管理③　理学療法におけるリスク管理 ①
② 亀山 講義

リスク管理③の資料
に目を通しておこく
こと（120分)

授業の内容を復習す
ること(120分)

20 リスク管理④　理学療法におけるリスク管理 ①
② 亀山 演習

リスク管理④の資料
に目を通しておこく
こと（120分)

授業内容の復習と実
技練習すること
(120分)

21 生活習慣病の考え方 ①
② 亀山 演習

生活習慣病の考え方
の資料に目を通して
おこくこと（120分)

授業内容の復習と実
技練習すること
（120分）

22 心疾患 ①
② 亀山 演習

心疾患の資料に目を
通しておこくこと
（120分）

授業内容の復習と実
技練習すること
（120分）

23 呼吸器疾患 ①
② 亀山 演習

呼吸器疾患の資料に
目を通しておこくこ
と（120分）

授業内容の復習と実
技練習すること
（120分）
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回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

24 定期試験（筆記）

評価基準・評価方法
定期試験100％（整形，神経疾患，内部疾患分野で合算）．授業態度を加味する．

使用教科書
各分野ごとに，資料を配布する

参考図書
基本編/実践編 ケースで学ぶ理学療法臨床思考 第2版（文光堂）

授業内で実施する．

課題(試験やﾚﾎﾟｰﾄ)に対
するﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸの方法

講義内容によってはディスカッションを行う．積極的な参加を期待する．

備考
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授業科目名

理学療法管理学Ⅰ

担当教員

岸本　泰樹

必修・選択
必修

配当年次
2年 後学期

単位数(時間数)
1単位(15時間)

開講形態
講義

学位授与の方針と授業科目の関連
全学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ(2)(3)理学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ
(2)(3)(4)の達成に寄与している。

実務家教員
岸本　泰樹（理学療法士）

授 業 概 要
理学療法管理学Ⅰでは、理学療法の職場管理において求められる管理業務の基本について学ぶ。さらに、その管理業務
に必要な多職種連携の重要性や法制度などを理解し、業務の中でどのように実践するかを考察・検討する。

学 修 の 到 達 目 標
①理学療法管理学の概要について理解する
②医療機関の分類と組織の能力について理解する
③リハビリテーションに関わる専門職と事務職の役割、チーム医療の実例を学びチームケアを理解する
④社会保障の構成要素と役割を学ぶ
⑤理学療法業務に必要な医療保険制度の概要を理解する
⑥理学療法業務に必要な介護保険制度の概要を理解する
⑦診療報酬・介護報酬とそのコスト、背景を学びリハビリテーション分野における収益構造を理解する

回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

1 理学療法管理学総論 ① 岸本 講義
教科書ｐ1～ｐ10に
目を通しておく
（120分）

授業内容を復習する
こと（120分）

2 病院の分類と組織 ② 岸本 講義
教科書ｐ11～ｐ22に
目を通しておく
（120分）

授業内容を復習する
こと（120分）

3 専門職とチームケア ③ 岸本 講義
教科書ｐ23～ｐ34に
目を通しておく
（120分）

授業内容を復習する
こと（120分）

4 社会保障のしくみ ④ 岸本 講義
教科書ｐ35～ｐ44に
目を通しておく
（120分）

授業内容を復習する
こと（120分）

5 医療保険制度 ⑤ 岸本 講義
教科書ｐ45～ｐ54に
目を通しておく
（120分）

授業内容を復習する
こと（120分）

6 介護保険制度Ⅰ ⑥ 岸本 講義
教科書ｐ55～ｐ64に
目を通しておく
（120分）

授業内容を復習する
こと（120分）

7 介護保険制度Ⅱ ⑥ 岸本 講義
教科書ｐ55～ｐ64に
目を通しておく
（120分）

授業内容を復習する
こと（120分）

8 診療・介護報酬と収益構造 ⑦ 岸本 講義
教科書ｐ65～ｐ76に
目を通しておく
（120分）

授業内容を復習する
こと（120分）
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評価基準・評価方法
レポートによって評価する（100％）

使用教科書
「15レクチャーシリーズ 理学療法テキスト 理学療法管理学」 / 石川朗・長野聖--中山書店，978-4-521-74813-9

参考図書
適宜紹介する

最終授業時に全体にむけてフィードバックを行う

課題(試験やﾚﾎﾟｰﾄ)に対
するﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸの方法

本講義では理学療法のスキルとは別に、医療職を生業とする上で身につけるべき様々な知識を学
ぶ。医療人としての興味の視点が広がることを期待する。

備考
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授業科目名

理学療法管理学Ⅱ

担当教員

岸本　泰樹

必修・選択
必修

配当年次
3年 前学期

単位数(時間数)
1単位(15時間)

開講形態
講義

学位授与の方針と授業科目の関連
全学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ(2)(3)理学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ
(2)(3)(4)の達成に寄与している。

実務家教員
岸本　泰樹（理学療法士）

授 業 概 要
理学療法士は、病院をはじめ老人施設等の各種サービス機関で働いている。組織のなかで働くためには、所属部門の管
理運営に携わり、責任をもった対応が求められる。理学療法管理学Ⅱでは、組織人としての役割を全うするために必要
な業務管理・リスクマネジメント・理学療法教育など、実践をイメージしながら学習する。

学 修 の 到 達 目 標
①理学療法士が携わる保健・医療の連携と、介護・福祉の関わりについて理解する
②業務管理の視点から理学療法業務の概要を理解する
③臨床業務に不可欠な情報収集、記録の意義と管理、コミュニケーション技術について理解する
④医療安全とリスク管理の概要について理解する
⑤医療・介護施設における感染管理について理解する
⑥理学療法士として必要な患者の権利擁護と職業倫理について理解する
⑦臨床実習から国家試験、生涯学習に至る教育体制について理解する
⑧医療・介護と政治・政策との関係を学び、これらが理学療法士の報酬や給与に寄与することを理解する

回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

1 保健・医療・介護・福祉の連携 ① 岸本 講義
教科書ｐ77～ｐ88に
目を通しておく
（120分）

授業内容を復習する
こと（120分）

2 業務管理 ② 岸本 講義
教科書ｐ89～ｐ98に
目を通しておく
（120分）

授業内容を復習する
こと（120分）

3 情報管理 ③ 岸本 講義
教科書
ｐ99～ｐ108に目を
通しておく
（120分）

授業内容を復習する
こと（120分）

4 リスク管理 ④ 岸本 講義
教科書
ｐ109～ｐ118に目を
通しておく
（120分）

授業内容を復習する
こと（120分）

5 感染症管理 ⑤ 岸本 講義
教科書
ｐ119～ｐ128に目を
通しておく
（120分）

授業内容を復習する
こと（120分）

6 権利擁護と職業倫理 ⑥ 岸本 講義
教科書
ｐ129～ｐ138に目を
通しておく
（120分）

授業内容を復習する
こと（120分）

7 教育管理 ⑦ 岸本 講義
教科書
ｐ139～ｐ148に目を
通しておく
（120分）

授業内容を復習する
こと（120分）

8 理学療法士の政治・政策への関与 ⑧ 岸本 講義
教科書
ｐ149～ｐ158に目を
通しておく
（120分）

授業内容を復習する
こと（120分）
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評価基準・評価方法
レポートによって評価する（100％）

使用教科書
「15レクチャーシリーズ 理学療法テキスト 理学療法管理学」 / 石川朗・長野聖--中山書店，978-4-521-74813-9

参考図書
適宜紹介する

最終授業時に全体にむけてフィードバックを行う

課題(試験やﾚﾎﾟｰﾄ)に対
するﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸの方法

本講義では理学療法のスキルとは別に、医療職を生業とする上で身につけるべき様々な知識を学
ぶ。医療人としての興味の視点が広がることを期待する。

備考
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授業科目名

理学療法評価学概論

担当教員

曽田　直樹・河合　克尚・辻　圭一・石田　裕保・藤橋　雄一郎・植木
　努・亀山　咲子・澤村　彰吾  (代表教員  曽田　直樹)

必修・選択
必修

配当年次
1年 後学期

単位数(時間数)
1単位(30時間)

開講形態
講義

学位授与の方針と授業科目の関連
全学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ(2)(3)理学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ
(2)(3)の達成に寄与している。

実務家教員
曽田直樹（理学療法士）、河合克尚（理学療法士）、辻圭一（理学療法
士）、石田裕保（理学療法士）、藤橋雄一郎（理学療法士）、植木努
（理学療法士）、亀山咲子（理学療法士）、澤村彰吾（理学療法士）

授 業 概 要
人間の生活は基本的な運動機能をベースに、必要な動作を用いて営まれている。その機能自体が障害されることは動作
・活動の制限を生じ、社会生活が危ぶまれることにつながる。理学療法評価の基本的考え方を学ぶとともに、各領域に
おける評価・検査法、結果の解釈について学び、技術を身につける。

学 修 の 到 達 目 標
①上肢の関節可動域や徒手筋力検査の目的を理解し測定することができる。
②検査に必要な情報収集およびコミュニケーションをとることができる。
③各種検査法の意義・原理を理解し、検査技術を身に付ける。

回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

1 関節可動域検査（目的） ①
曽田
藤橋
植木

講義
演習

教科書P65-69にある
、関節可動域測定の
目的や留意事項を一
読しましょう（30分
）。

講義内容の再確認を
行い、技術の向上に
努めましょう（30分
）。

2 関節可動域検査（上肢） ①
②

曽田
藤橋
植木

演習

授業計画にある関節
可動域測定に必要な
基本・移動軸・参考
可動域等を確認しま
しょう（30分）。

講義内容の再確認を
行い、技術の向上に
努めましょう（30分
）。

3 関節可動域検査（上肢） ①
②

曽田
藤橋
植木

演習

授業計画にある関節
可動域測定に必要な
基本・移動軸・参考
可動域等を確認しま
しょう（30分）。

講義内容の再確認を
行い、技術の向上に
努めましょう（30分
）。

4 関節可動域検査（上肢） ①
②

曽田
藤橋
植木

演習

授業計画にある関節
可動域測定に必要な
基本・移動軸・参考
可動域等を確認しま
しょう（30分）。

講義内容の再確認を
行い、技術の向上に
努めましょう（30分
）。

5 形態測定 ①
②

曽田
藤橋
植木

演習
教科書の該当の章を
確認しておくこと
（30分）。

講義内容の再確認を
行い、技術の向上に
努めましょう（30分
）。

6 感覚検査講義；上行性伝導路の解剖・生理学・
検査の目的を理解する。 ③ 藤橋 講義

上行性神経路につい
ての、解剖生理を再
確認しましょう
（30分）。

上行性神経路の役割
り、経路について説
明できるようにしま
しょう（30分）。

7 感覚検査法 ②
③ 辻 演習

教科書の該当の章を
確認しておくこと
（30分）。

講義内容の再確認を
行い、技術の向上に
努めましょう（30分
）。

8 感覚検査法 ②
③ 辻 演習

教科書の該当の章を
確認しておくこと
（30分）。

講義内容の再確認を
行い、技術の向上に
努めましょう（30分
）。

9 医療面接・問診 ② 亀山 講義
演習

教科書の該当の章を
確認しておくこと
（30分）。

講義内容の再確認を
行い、技術の向上に
努めましょう（30分
）。
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回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

10 徒手筋力検査概論・上肢
①
②
③

澤村
河合

講義
演習

教科書の該当ページ
に目を通しておくこ
と（30分）。

授業で行った検査測
定の復習をすること
（30分）。

11 徒手筋力検査（上肢）
①
②
③

澤村
河合 演習

教科書の該当ページ
に目を通しておくこ
と（30分）。

授業で行った検査測
定の復習をすること
（30分）。

12 徒手筋力検査（上肢）
①
②
③

澤村
河合 演習

教科書の該当ページ
に目を通しておくこ
と（30分）。

授業で行った検査測
定の復習をすること
（30分）。

13 徒手筋力検査（上肢）
①
②
③

澤村
河合 演習

教科書の該当ページ
に目を通しておくこ
と（30分）。

授業で行った検査測
定の復習をすること
（30分）。

14 脳神経検査 ②
③ 辻 演習

脳神経の各機能を復
習しておくこと
（60分）。

講義内容の内、重要
項目を覚えておくこ
と（60分）。

15 反射検査 ②
③ 石田 演習

教科書の該当ページ
に目を通しておくこ
と（30分）。

授業で行った検査測
定の理解し、実技を
習得するよう復習を
すること（30分）。

定期試験

評価基準・評価方法
定期試験（各種実技および筆記）

使用教科書
理学療法評価学　改訂第６版 / 松澤　正、江口　勝彦.--金原出版株式会社，978-4-307-75054-7
新・徒手筋力検査法 / Dale Avers, Marybeth Brown.--津山直一、中村耕三　訳--共同医書出版社，978-4-7639-0041-
8

参考図書

授業内で提示する課題に対しては、その都度解説を行います。

課題(試験やﾚﾎﾟｰﾄ)に対
するﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸの方法

演習では動きやすい服装で受講して下さい。

備考
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授業科目名

理学療法検査法演習

担当教員

曽田　直樹・河合　克尚・辻　圭一・石田　裕保・藤橋　雄一郎・植木
　努・亀山　咲子・澤村　彰吾  (代表教員  曽田　直樹)

必修・選択
必修

配当年次
2年 前学期

単位数(時間数)
1単位(30時間)

開講形態
演習

学位授与の方針と授業科目の関連
全学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ(2)(3)理学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ
(2)(3)の達成に寄与している。

実務家教員
曽田直樹（理学療法士）、河合克尚（理学療法士）、辻圭一（理学療法
士）、石田裕保（理学療法士）、藤橋雄一郎（理学療法士）、植木努
（理学療法士）、亀山咲子（理学療法士）、澤村彰吾（理学療法士）

授 業 概 要
人間の生活は基本的な運動機能をベースに、必要な動作を用いて営まれている。その運動は神経系の働きによって調整
・制御されている。理学療法評価学概論を基礎とし、関節可動域測定、徒手筋力検査、形態測定（四肢長、周径）に加
え、筋緊張、反射、感覚、脳卒中、高次脳機能などの検査技術を修得する。

学 修 の 到 達 目 標
①下肢・体幹の関節可動域や徒手筋力検査の目的を理解し測定することができる。
②検査に必要な情報収集およびコミュニケーションをとることができる。
③各種検査法の意義・原理を理解し、検査技術を身に付ける。

回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

１ 関節可動域；下肢 ①
②

曽田
藤橋
植木

演習
基本軸・移動軸・参
考可動域などを確認
しましょう（30分
）。

講義内容の再確認を
行い、技術の向上に
努めましょう（30分
）。

２ 関節可動域；下肢 ①
②

曽田
藤橋
植木

演習
基本軸・移動軸・参
考可動域などを確認
しましょう（30分
）。

講義内容の再確認を
行い、技術の向上に
努めましょう（30分
）。

３ 関節可動域；下肢 ①
②

曽田
藤橋
植木

演習
基本軸・移動軸・参
考可動域などを確認
しましょう（30分
）。

講義内容の再確認を
行い、技術の向上に
努めましょう（30分
）。

４ 関節可動域；体幹、別法 ①
②

曽田
藤橋
植木

演習
基本軸・移動軸・参
考可動域などを確認
しましょう（30分
）。

講義内容の再確認を
行い、技術の向上に
努めましょう（30分
）。

５ 整形外科検査 ②
③

曽田
藤橋
植木

演習
教科書の該当の章を
確認しておくこと
（30分）。

講義内容の再確認を
行い、技術の向上に
努めましょう（30分
）。

６ 整形外科検査 ②
③

曽田
藤橋
植木

演習
教科書の該当の章を
確認しておくこと
（30分）。

講義内容の再確認を
行い、技術の向上に
努めましょう（30分
）。

７ 徒手筋力検査法；下肢 ①
②

澤村
河合 演習

教科書の該当ページ
に目を通しておくこ
と（30分）。

授業で行った検査測
定の復習をすること
（30分）。

８ 徒手筋力検査法；下肢 ①
②

澤村
河合 演習

教科書の該当ページ
に目を通しておくこ
と（30分）。

授業で行った検査測
定の復習をすること
（30分）。

９ 徒手筋力検査法；下肢 ①
②

澤村
河合 演習

教科書の該当ページ
に目を通しておくこ
と（30分）。

授業で行った検査測
定の復習をすること
（30分）。
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回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

10 徒手筋力検査法；体幹 ①
②

澤村
河合 演習

教科書の該当ページ
に目を通しておくこ
と（30分）。

授業で行った検査測
定の復習をすること
（30分）。

11 徒手筋力検査法；肩甲帯 ①
②

澤村
河合 演習

教科書の該当ページ
に目を通しておくこ
と（30分）。

授業で行った検査測
定の復習をすること
（30分）。

12 脳卒中検査 ②
③ 辻 演習

脳卒中の回復過程、
片麻痺の復習をして
おくこと（30分）。

検査法を確実に覚え
ること（30分）。

13 高次脳機能検査 ②
③

辻
亀山 演習

高次脳機能障害の種
類を復習しておくこ
と（30分）。

講義で扱った名称を
覚えること（30分
）。

14 筋緊張検査 ②
③ 石田 演習

教科書の該当ページ
に目を通しておくこ
と（30分）。

授業で行った検査測
定の復習をすること
（30分）。

15 バランス検査、病的反射検査 ②
③ 石田 演習

教科書の該当ページ
に目を通しておくこ
と（30分）。

授業で行った検査測
定の復習をすること
（30分）。

定期試験

評価基準・評価方法
定期試験は実技を行う。

使用教科書
理学療法評価学　改訂第６版 / 松澤　正、江口　勝彦.--金原出版株式会社，978-4-307-75054-7
新・徒手筋力検査法　第10版 / Dale Avers, Marybeth Brown.--津山直一、中村耕三　訳--共同医書出版社，978-4-
7639-0041-8

参考図書

講義内で提示する課題は、その都度解説を行う。

課題(試験やﾚﾎﾟｰﾄ)に対
するﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸの方法

備考
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授業科目名

動作・画像解析学

担当教員

堀　信宏・石田　裕保  (代表教員  堀　信宏)

必修・選択
必修

配当年次
2年 前学期

単位数(時間数)
1単位(30時間)

開講形態
講義

学位授与の方針と授業科目の関連
全学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ(2)(3)理学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ
(2)(3)(4)の達成に寄与している。

実務家教員
堀信宏（理学療法士）、石田裕保（理学療法士）

授 業 概 要
本講義では姿勢分析，バランス検査，動作分析，歩行分析などグループワークを実施する．姿勢，動作，歩行の分析は
理学療法評価の一手段として位置づけられている．その為，運動学的視点で人における動きを観察し分析できるように
なることが目的である．また，運動器疾患や中枢疾患の代表的なレントゲン，CT,MRI画像の見方や解読を教授する．

学 修 の 到 達 目 標
①筋収縮と身体活動の力学的結びつきを理解する．バランス能力評価方法を理解・実施できるようになること．（堀担
当分）
②基本動作の成り立ちを理解することが出来るようになること．X-pやMRI画像を診ることが出来るようになること
．（石田担当分）

回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

1 運動学的動作解析：固定筋と動筋，長座位にお
ける筋活動 ① 堀 講義

運動学総論で学んだ
筋活動について再確
認をしておいてくだ
さい(120分)

講義内で解いた問題
を理解できるように
まとめておきましょ
う(120分)

2 運動学的動作解析：筋活動とモーメント，スク
ワット動作における筋活動 ① 堀 講義

運動学総論で学んだ
モーメントと支持基
底面，重心について
再確認をしておいて
ください(120分)

講義内で解いた問題
を理解できるように
まとめておきましょ
う(120分)

3 運動学的動作解析：立ち上がり，介助時の筋活
動 ① 堀 講義

運動学総論で学んだ
モーメントと支持基
底面，重心について
再確認をしておいて
ください(120分)

講義内で解いた問題
を理解できるように
まとめておきましょ
う(120分)

4 バランス機能の見方：TUG/FRT/姿勢反射/BBS ① 堀 演習

運動学総論で学んだ
支持基底面，重心
，バランスについて
再確認をしておいて
ください(120分)

各種バランス評価法
を整理しておいてく
ださい(120分)

5 観察による動作分析の仕方：基礎 ② 石田 演習
本日行う予定の教科
書の範囲を一読して
下さい（120分）

本日行ったことを復
習し、まとめてくだ
さい（120分）

6 観察による動作解析の仕方：レポートの書き方
とデモンストレーション ② 石田 演習

本日行う予定の教科
書の範囲を一読して
下さい（120分）

本日行ったことを復
習し、まとめてくだ
さい（120分）

7 「寝返り」動作分析・レポート作成 ② 石田 演習
本日行う予定の教科
書の範囲を一読して
下さい（120分）

本日行ったことを復
習し、まとめてくだ
さい（120分）

8 「寝返り」触診・レポート作成 ② 石田 演習
本日行う予定の教科
書の範囲を一読して
下さい（120分）

本日行ったことを復
習し、まとめてくだ
さい（120分）

9 「起き上がり」動作分析・レポート作成 ② 石田 演習
本日行う予定の教科
書の範囲を一読して
下さい（120分）

本日行ったことを復
習し、まとめてくだ
さい（120分）
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回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

10 「起き上がり」触診・レポート作成 ② 石田 演習
本日行う予定の教科
書の範囲を一読して
下さい（120分）

11 「起き上がり」動作分析・レポート作成 ② 石田 演習
本日行う予定の教科
書の範囲を一読して
下さい（120分）

本日行ったことを復
習し、まとめてくだ
さい（120分）

12 「椅子からの立ち上がり」動作分析・レポート
作成 ② 石田 演習

本日行う予定の教科
書の範囲を一読して
下さい（120分）

本日行ったことを復
習し、まとめてくだ
さい（120分）

13 「椅子からの立ち上がり」触診・レポート作成 ② 石田 演習
本日行う予定の教科
書の範囲を一読して
下さい（120分）

本日行ったことを復
習し、まとめてくだ
さい（120分）

14 「椅子からの立ち上がり」動作分析・レポート
作成 ② 石田 演習

本日行う予定の教科
書の範囲を一読して
下さい（120分）

本日行ったことを復
習し、まとめてくだ
さい（120分）

15 CT/MRIの見方：整形疾患のレントゲンの見方 ② 石田 講義
本日行う予定の教科
書の範囲を一読して
下さい（120分）

本日行ったことを復
習し、まとめてくだ
さい（120分）

期末試験

評価基準・評価方法
本試験は課題レポート（50％），筆記試験（50％）を総合的に判断する．再試験は筆記試験（100％）

使用教科書
運動・からだ図解　動作分析の基本  / 石井慎一郎.--マイナビ出版，978-4-8399-7118-2

参考図書
動作分析 臨床活用講座―バイオメカニクスに基づく臨床推論の実践 （Medical view），臨床評価指標入門　適応と解
釈のポイント（協同医書），観察による歩行分析（医学書院），筋骨格系のキネシオロジー（医歯薬出版株式会社）

講義　-③はワークシートを用いて，筋収縮と身体活動の力学的結びつきを設題を解きながら進
みます．見直した際に，理解できる様にワークシート作成に努めましょう．
共通する訂正・修正箇所等をまとめて講義で伝達する（石田）．課題(試験やﾚﾎﾟｰﾄ)に対

するﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸの方法

動作分析は臨床実習（卒後は臨床）で日常的に必要とされる評価能力です．そのことを意識して
取り組んでください．専門職としての「眼」を養いましょう．

備考
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授業科目名

理学療法評価学演習

担当教員
河合　克尚・大場　かおり・長谷部　武久・曽田　直樹・堀　信宏・田
島　嘉人・藤橋　雄一郎・植木　努・辻　圭一・石田　裕保・亀山　咲

子・澤村　彰吾  (代表教員  河合　克尚)
必修・選択
必修

配当年次
2年 後学期

単位数(時間数)
2単位(60時間)

開講形態
演習

学位授与の方針と授業科目の関連
全学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ(2)(3)理学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ
(2)(3)(4)の達成に寄与している。

実務家教員
河合克尚（理学療法士）・大場かおり（理学療法士）・長谷部武久（理学療法士）・曽田直
樹（理学療法士）・堀信宏（理学療法士）・田島嘉人（理学療法士）・藤橋雄一郎（理学療
法士）・植木努（理学療法士）・辻圭一（理学療法士）・石田裕保（理学療法士）・亀山咲
子（理学療法士）・澤村彰吾（理学療法士）

授 業 概 要
理学療法評価学演習では、前学期までに習得した各評価（検査）項目を中心に、症例に即した評価（検査）の実技練習
を行い、理学療法評価（検査）に関する知識・技術の定着と向上に努める。また、トップダウンおよびボトムアップ方
式による評価の流れについて、症例検討を通して理解を深める。加えて、グループワークやディスカッションを通して
、コミュニケーション技術や課題解決能力を高める。

学 修 の 到 達 目 標
①健常者に対して基本的な理学療法評価（検査）が実施できる。
②疾患に即した評価（検査）を列挙し、その目的や意義を説明できる。
③コミュニケーション能力の向上を図る。

回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

1 理学療法評価について（総論） ①
②

河合
大場 講義

教科書1の「総論」
、「各論第1章」に
目を通しておこくこ
と（30分）

授業内容の復習をす
ること（30分）

2 実技演習（触診、形態測定、ROM-T、MMT）
症例検討（運動器疾患：ボトムアップ方式）

①
②
③

担当
教員 演習

実技チェックシートをもと
に検査方法の確認をする。
提示された症例情報をもと
に必要な検査項目を考える
（30分）

各種検査測定の復習
、症例検討の振り返
り（30分）

3 実技演習（触診、形態測定、ROM-T、MMT）
症例検討（運動器疾患：ボトムアップ方式）

①
②
③

担当
教員 演習

実技チェックシートをもと
に検査方法の確認をする。
提示された症例情報をもと
に必要な検査項目を考える
（30分）

各種検査測定の復習
、症例検討の振り返
り（30分）

4 実技演習（触診、形態測定、ROM-T、MMT）
症例検討（運動器疾患：ボトムアップ方式）

①
②
③

担当
教員 演習

実技チェックシートをもと
に検査方法の確認をする。
提示された症例情報をもと
に必要な検査項目を考える
（30分）

各種検査測定の復習
、症例検討の振り返
り（30分）

5 実技演習（触診、形態測定、ROM-T、MMT）
症例検討（運動器疾患：ボトムアップ方式）

①
②
③

担当
教員 演習

実技チェックシートをもと
に検査方法の確認をする。
提示された症例情報をもと
に必要な検査項目を考える
（30分）

各種検査測定の復習
、症例検討の振り返
り（30分）

6 実技演習（触診、形態測定、ROM-T、MMT）
症例検討（運動器疾患：ボトムアップ方式）

①
②
③

担当
教員 演習

実技チェックシートをもと
に検査方法の確認をする。
提示された症例情報をもと
に必要な検査項目を考える
（30分）

各種検査測定の復習
、症例検討の振り返
り（30分）

7 実技演習（触診、形態測定、ROM-T、MMT）
症例検討（運動器疾患：ボトムアップ方式）

①
②
③

担当
教員 演習

実技チェックシートをもと
に検査方法の確認をする。
提示された症例情報をもと
に必要な検査項目を考える
（30分）

各種検査測定の復習
、症例検討の振り返
り（30分）

8 実技演習（触診、形態測定、ROM-T、MMT）
症例検討（運動器疾患：ボトムアップ方式）

①
②
③

担当
教員 演習

実技チェックシートをもと
に検査方法の確認をする。
提示された症例情報をもと
に必要な検査項目を考える
（30分）

各種検査測定の復習
、症例検討の振り返
り（30分）

9 実技演習（触診、形態測定、ROM-T、MMT）
症例検討（運動器疾患：ボトムアップ方式）

①
②
③

担当
教員 演習

実技チェックシートをもと
に検査方法の確認をする。
提示された症例情報をもと
に必要な検査項目を考える
（30分）

各種検査測定の復習
、症例検討の振り返
り（30分）
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回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

10 実技演習（触診、形態測定、ROM-T、MMT）
症例検討（運動器疾患：ボトムアップ方式）

①
②
③

担当
教員 演習

実技チェックシートをもと
に検査方法の確認をする。
提示された症例情報をもと
に必要な検査項目を考える
（30分）

各種検査測定の復習
、症例検討の振り返
り（30分）

11 実技演習（触診、形態測定、ROM-T、MMT）
症例検討（脳血管疾患：ボトムアップ方式）

①
②
③

担当
教員 演習

実技チェックシートをもと
に検査方法の確認をする。
提示された症例情報をもと
に必要な検査項目を考える
（30分）

各種検査測定の復習
、症例検討の振り返
り（30分）

12 実技演習（触診、形態測定、ROM-T、MMT）
症例検討（脳血管疾患：ボトムアップ方式）

①
②
③

担当
教員 演習

実技チェックシートをもと
に検査方法の確認をする。
提示された症例情報をもと
に必要な検査項目を考える
（30分）

各種検査測定の復習
、症例検討の振り返
り（30分）

13 実技演習（触診、形態測定、ROM-T、MMT）
症例検討（脳血管疾患：ボトムアップ方式）

①
②
③

担当
教員 演習

実技チェックシートをもと
に検査方法の確認をする。
提示された症例情報をもと
に必要な検査項目を考える
（30分）

各種検査測定の復習
、症例検討の振り返
り（30分）

14 実技演習（触診、形態測定、ROM-T、MMT）
症例検討（脳血管疾患：ボトムアップ方式）

①
②
③

担当
教員 演習

実技チェックシートをもと
に検査方法の確認をする。
提示された症例情報をもと
に必要な検査項目を考える
（30分）

各種検査測定の復習
、症例検討の振り返
り（30分）

15
実技演習（反射、バランス、筋緊張、BRS-T、
移乗介助）
症例検討（脳血管疾患：ボトムアップ方式）

①
②
③

担当
教員 演習

実技チェックシートをもと
に検査方法の確認をする。
提示された症例情報をもと
に必要な検査項目を考える
（30分）

各種検査測定の復習
、症例検討の振り返
り（30分）

16
実技演習（反射、バランス、筋緊張、BRS-T、
移乗介助）
症例検討（脳血管疾患：ボトムアップ方式）

①
②
③

担当
教員 演習

実技チェックシートをもと
に検査方法の確認をする。
提示された症例情報をもと
に必要な検査項目を考える
（30分）

各種検査測定の復習
、症例検討の振り返
り（30分）

17
実技演習（反射、バランス、筋緊張、BRS-T、
移乗介助）
症例検討（脳血管疾患：ボトムアップ方式）

①
②
③

担当
教員 演習

実技チェックシートをもと
に検査方法の確認をする。
提示された症例情報をもと
に必要な検査項目を考える
（30分）

各種検査測定の復習
、症例検討の振り返
り（30分）

18
実技演習（反射、バランス、筋緊張、BRS-T、
移乗介助）
症例検討（脳血管疾患：ボトムアップ方式）

①
②
③

担当
教員 演習

実技チェックシートをもと
に検査方法の確認をする。
提示された症例情報をもと
に必要な検査項目を考える
（30分）

各種検査測定の復習
、症例検討の振り返
り（30分）

19
実技演習（反射、バランス、筋緊張、BRS-T、
移乗介助）
FIMスコアリング演習

①
②
③

担当
教員 演習

実技チェックシート
をもとに検査方法の
確認をする。FIMの
各項目と評価基準を
確認する（30分）

各種検査測定の復習
、ADLの評価方法を
復習する（30分）

20
実技演習（反射、バランス、筋緊張、BRS-T、
移乗介助）
FIMスコアリング演習

①
②
③

担当
教員 演習

実技チェックシート
をもとに検査方法の
確認をする。FIMの
各項目と評価基準を
確認する（30分）

各種検査測定の復習
、ADLの評価方法を
復習する（30分）

21
実技演習（反射、バランス、筋緊張、BRS-T、
移乗介助）
FIMスコアリング演習

①
②
③

担当
教員 演習

実技チェックシート
をもとに検査方法の
確認をする。FIMの
各項目と評価基準を
確認する（30分）

各種検査測定の復習
、ADLの評価方法を
復習する（30分）

22
実技演習（反射、バランス、筋緊張、BRS-T、
移乗介助）
FIMスコアリング演習

①
②
③

担当
教員 演習

実技チェックシート
をもとに検査方法の
確認をする。FIMの
各項目と評価基準を
確認する（30分）

各種検査測定の復習
、ADLの評価方法を
復習する（30分）

23
実技演習（反射、バランス、筋緊張、BRS-T、
移乗介助）
症例検討（トップダウン方式）

①
②
③

担当
教員 演習

実技チェックシートをもと
に検査方法の確認をする。
提示された症例情報をもと
に必要な検査項目を考える
（30分）

各種検査測定の復習
、症例検討の振り返
り（30分）
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回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

24
実技演習（反射、バランス、筋緊張、BRS-T、
移乗介助）
症例検討（トップダウン方式）

①
②
③

担当
教員 演習

実技チェックシートをもと
に検査方法の確認をする。
提示された症例情報をもと
に必要な検査項目を考える
（30分）

各種検査測定の復習
、症例検討の振り返
り（30分）

25
実技演習（反射、バランス、筋緊張、BRS-T、
移乗介助）
症例検討（トップダウン方式）

①
②
③

担当
教員 演習

実技チェックシートをもと
に検査方法の確認をする。
提示された症例情報をもと
に必要な検査項目を考える
（30分）

各種検査測定の復習
、症例検討の振り返
り（30分）

26
実技演習（反射、バランス、筋緊張、BRS-T、
移乗介助）
症例検討（トップダウン方式）

①
②
③

担当
教員 演習

実技チェックシートをもと
に検査方法の確認をする。
提示された症例情報をもと
に必要な検査項目を考える
（30分）

各種検査測定の復習
、症例検討の振り返
り（30分）

27
実技演習（反射、バランス、筋緊張、BRS-T、
移乗介助）
症例検討（トップダウン方式）

①
②
③

担当
教員 演習

実技チェックシートをもと
に検査方法の確認をする。
提示された症例情報をもと
に必要な検査項目を考える
（30分）

各種検査測定の復習
、症例検討の振り返
り（30分）

28
実技演習（反射、バランス、筋緊張、BRS-T、
移乗介助）
症例検討（トップダウン方式）

①
②
③

担当
教員 演習

実技チェックシートをもと
に検査方法の確認をする。
提示された症例情報をもと
に必要な検査項目を考える
（30分）

各種検査測定の復習
、症例検討の振り返
り（30分）

29
実技演習（反射、バランス、筋緊張、BRS-T、
移乗介助）
症例検討（トップダウン方式）

①
②
③

担当
教員 演習

実技チェックシートをもと
に検査方法の確認をする。
提示された症例情報をもと
に必要な検査項目を考える
（30分）

各種検査測定の復習
、症例検討の振り返
り（30分）

30
実技演習（反射、バランス、筋緊張、BRS-T、
移乗介助）
症例検討（トップダウン方式）

①
②
③

担当
教員 演習

実技チェックシートをもと
に検査方法の確認をする。
提示された症例情報をもと
に必要な検査項目を考える
（30分）

各種検査測定の復習
、症例検討の振り返
り（30分）

評価基準・評価方法
評価方法は、実技テスト（50%）、レポート（50%）とする。

使用教科書
理学療法評価学 / 松澤 正／江口 勝彦.--第6版--金原出版，2018年，ISBN978-4-307-75054-7

参考図書
ベッドサイドの神経の診かた（田崎義昭　著、南山堂）
標準理学療法学専門分野　日常生活活動学・生活環境学（鶴見隆正　編、医学書院）

演習課題に対するフィードバックは、授業内で担当教員から行います。

課題(試験やﾚﾎﾟｰﾄ)に対
するﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸの方法

グループ演習が中心の科目です。
実技演習の時間は、臨床実習に臨む際と同様、服装や身だしなみを整えるようにして下さい。
質問等がある場合は、演習中や授業終了後、オフィスアワーを積極的に活用して下さい。備考
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授業科目名

総合実習前セミナー

担当教員

長谷部　武久・他  (代表教員  長谷部　武久)

必修・選択
必修

配当年次
3年 前学期

単位数(時間数)
1単位(30時間)

開講形態
演習

学位授与の方針と授業科目の関連
全学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ(2)(3)理学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ
(2)(3)(4)の達成に寄与している。

実務家教員
堀信宏　長谷部武久　曽田直樹　河合克尚　辻圭一　田島嘉人　大場か
おり　石田裕保　藤橋雄一郎　植木努　亀山咲子　澤村彰吾
（全て理学療法士）

授 業 概 要
情報収集や理学療法評価結果から導き出した問題点の分析を行うための臨床的・論理的思考を身につける。脳・神経系
疾患、骨・関節系疾患、内部系疾患によって起きる様々な症状から心身機能・身体構造レベルの低下、活動・参加レベ
ルの低下について考え、それらの情報を統合し患者像を明確にするための知識と能力の獲得を目指す。また、客観的臨
床評価能力試験（OSCE）を通じて、臨床実習Ⅱ（評価）で習得した理学療法評価・測定技術の確認を行う。

学 修 の 到 達 目 標
①脳・神経系疾患に対する理学療法における臨床推論の過程を理解できる
②骨・関節系疾患に対する理学療法における臨床推論の過程を理解できる
③内部系疾患に対する理学療法における臨床推論の過程を理解できる
④基本的な理学療法評価・測定が実施できる

回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

1 オリエンテーション
全担
当教
員

演習 シラバスを確認する
こと（30分）

授業の内容を復習す
ること（30分）

2 脳・神経系疾患に対する臨床推論① ①
全担
当教
員

演習
脳・神経機能障害学
の復習をすること
（30分）

授業の内容を復習す
ること（30分）

3 脳・神経系疾患に対する臨床推論② ①
全担
当教
員

演習
脳・神経機能障害学
の復習をすること
（30分）

授業の内容を復習す
ること（30分）

4 脳・神経系疾患に対する臨床推論③ ①
全担
当教
員

演習
脳・神経機能障害学
の復習をすること
（30分）

授業の内容を復習す
ること（30分）

5 脳・神経系疾患に対する臨床推論④ ①
全担
当教
員

演習
脳・神経機能障害学
の復習をすること
（30分）

授業の内容を復習す
ること（30分）

6 骨・関節系疾患に対する臨床推論① ②
全担
当教
員

演習
骨・関節機能障害学
の復習をすること
（30分）

授業の内容を復習す
ること（30分）

7 骨・関節系疾患に対する臨床推論② ②
全担
当教
員

演習
骨・関節機能障害学
の復習をすること
（30分）

授業の内容を復習す
ること（30分）

8 骨・関節系疾患に対する臨床推論③ ②
全担
当教
員

演習
骨・関節機能障害学
の復習をすること
（30分）

授業の内容を復習す
ること（30分）

9 骨・関節系疾患に対する臨床推論④ ②
全担
当教
員

演習
骨・関節機能障害学
の復習をすること
（30分）

授業の内容を復習す
ること（30分）
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回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

10 内部系疾患に対する臨床推論① ③
全担
当教
員

演習
内部機能障害学の復
習をすること（30分
）

授業の内容を復習す
ること（30分）

11 内部系疾患に対する臨床推論② ③
全担
当教
員

演習
内部機能障害学の復
習をすること（30分
）

授業の内容を復習す
ること（30分）

12 内部系疾患に対する臨床推論③ ③
全担
当教
員

演習
内部機能障害学の復
習をすること（30分
）

授業の内容を復習す
ること（30分）

13 内部系疾患に対する臨床推論④ ③
全担
当教
員

演習
内部機能障害学の復
習をすること（30分
）

授業の内容を復習す
ること（30分）

14 OSCE① ④
全担
当教
員

演習
検査・測定方法の復
習をすること（30分
）

検査・測定方法の復
習をすること（30分
）

15 OSCE② ④
全担
当教
員

演習
検査・測定方法の復
習をすること（30分
）

検査・測定方法の復
習をすること（30分
）

課題レポート

評価基準・評価方法
課題レポート100％

使用教科書

参考図書

課題レポートは添削後、速やかに返却する。OSCEの結果は速やかに開示する。

課題(試験やﾚﾎﾟｰﾄ)に対
するﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸの方法

備考

― 164 ―



授業科目名

脳・神経機能障害学

担当教員

堀　信宏・大場　かおり・藤橋　雄一郎・澤村　彰吾  (代表教員  堀　
信宏)

必修・選択
必修

配当年次
2年 前学期

単位数(時間数)
1単位(30時間)

開講形態
講義

学位授与の方針と授業科目の関連
全学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ(2)(3)理学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ
(2)(3)(4)の達成に寄与している。

実務家教員
堀信宏（理学療法士）、大場かおり（理学療法士）、藤橋雄一郎（理学
療法士）、澤村彰吾（理学療法士）

授 業 概 要
脳・神経機能障害学では、基本的な脳、脊髄神経系の解剖学・生理学について復習するとともに、主な神経疾患の病理
と臨床症状を学習し、主要な疾患の全体像把握に努める。特に脳血管障害は国家試験の出題頻度が高いほか、実習・臨
床においても主要な対象疾患であることから、小テストを取り入れて知識の整理・確認を行う。

学 修 の 到 達 目 標
①神経疾患の病理や症状を学ぶための基礎（中枢神経の解剖・生理学の知識）を定着させること。
②様々な中枢神経系疾患の病理、臨床症状の関係について理解すること。
③臨床でもっとも遭遇する可能性の高い、脳血管障害片麻痺の病態を修得すること。

回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

１ 神経障害理学療法総論 ① 堀 講義
解剖学Ⅲで学習した
内容を復習しておき
ましょう。（30分）

配布資料、テキスト
を確認しておきまし
ょう。（30分）

2 脳の機能と構造①運動 ① 大場 講義
解剖学Ⅲで学習した
内容を復習しておき
ましょう。（30分）

配布資料、テキスト
を確認しておきまし
ょう。（30分）

3 脳の機能と構造②感覚 ① 大場 講義
解剖学Ⅲで学習した
内容を復習しておき
ましょう。（30分）

配布資料、テキスト
を確認しておきまし
ょう。（30分）

4 脳血管障害 ②
③ 藤橋 講義

テキストの該当箇所
を一読しておきまし
ょう。（30分）

配布資料、テキスト
を確認しておきまし
ょう。（30分）

5 その他の脳損傷疾患 ②
③ 澤村 講義

テキストの該当箇所
を一読しておきまし
ょう。（30分）

配布資料、テキスト
を確認しておきまし
ょう。（30分）

6 中枢性運動麻痺の病態 ②
③ 大場 講義

テキストの該当箇所
を一読しておきまし
ょう。（30分）

配布資料、テキスト
を確認しておきまし
ょう。（30分）

7 中枢性運動障害に対する評価（機能障害） 　
② 澤村 講義

テキストの該当箇所
を一読しておきまし
ょう。（30分

配布資料、テキスト
を確認しておきまし
ょう。（30分）

8 中枢性運動障害に対する評価（活動・参加） ②
③ 澤村 講義

テキストの該当箇所
を一読しておきまし
ょう。（30分）

配布資料、テキスト
を確認しておきまし
ょう。（30分）

9 脳卒中片麻痺に対する理学療法① ②
③ 大場 講義

テキストの該当箇所
を一読しておきまし
ょう。（30分

配布資料、テキスト
を確認しておきまし
ょう。（30分）
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回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

10 脳卒中片麻痺に対する理学療法② ②
③ 大場 講義

テキストの該当箇所
を一読しておきまし
ょう。（30分

配布資料、テキスト
を確認しておきまし
ょう。（30分）

11 脳卒中片麻痺に対する理学療法③ ②
③ 大場 講義

テキストの該当箇所
を一読しておきまし
ょう。（30分

配布資料、テキスト
を確認しておきまし
ょう。（30分）

12 脳卒中後片麻痺に対する急性期の介入 ②
③ 澤村 講義

解剖学Ⅲで学習した
内容を復習しておき
ましょう。（30分）

配布資料、テキスト
を確認しておきまし
ょう。（30分）

13 脳卒中後片麻痺に対する回復期の介入 ②
③ 藤橋 講義

解剖学Ⅲで学習した
内容を復習しておき
ましょう。（30分）

配布資料、テキスト
を確認しておきまし
ょう。（30分）

14 脳卒中後片麻痺に対する理学療法の実際①急性
期

②
③ 澤村 講義

解剖学Ⅲで学習した
内容を復習しておき
ましょう。（30分）

配布資料、テキスト
を確認しておきまし
ょう。（30分）

15 脳卒中後片麻痺に対する理学療法の実際②回復
期

②
③ 藤橋 講義

テキストの該当箇所
を一読しておきまし
ょう。（30分）

配布資料、テキスト
を確認しておきまし
ょう。（30分）

16 試験

評価基準・評価方法
期末試験100％．各担当が行う小テストなどを基に出題する．

使用教科書
理学療法テキスト　神経障害理学療法学Ⅰ第2版  / 責任編集：大畑光司--中山書店，2020，978-4-521-74496-4
理学療法テキスト　神経障害理学療法学Ⅱ第2版 / 責任編集：大畑光司--中山書店，2021，978-4-521-74497-1
病気がみえる７　脳・神経　第２版 / 医療情報科学研究所--メディックメディア，2017，978-4-89632-686-4

参考図書
ベットサイドの神経のみかた（南山堂）
絵で見る脳と神経（医学書院）

小テストは随時返却

課題(試験やﾚﾎﾟｰﾄ)に対
するﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸの方法

特に脳血管障害は将来臨床に出てから高い頻度で出会う障害です．障害像を掴むように努めてく
ださい．解らない内容を後回しにせず，その都度整理につとめることが大切です．3年の臨床実
習，国家試験では，脳の機能解剖と合わせて理解していることが大切になります．質問はメール
でも受け付けます．備考
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授業科目名

脳・神経機能障害学演習

担当教員

堀　信宏・大場　かおり・藤橋　雄一郎・澤村　彰吾  (代表教員  堀　
信宏)

必修・選択
必修

配当年次
2年 後学期

単位数(時間数)
1単位(30時間)

開講形態
演習

学位授与の方針と授業科目の関連
全学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ(2)(3)理学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ
(2)(3)(4)の達成に寄与している。

実務家教員
堀信宏（理学療法士）、大場かおり（理学療法士）、藤橋雄一郎（理学
療法士）、澤村彰吾（理学療法士）

授 業 概 要
「脳・神経機能障害学」を受け理学療法に必要な評価方法について学習し、検査結果の解釈、治療の展開など、理学療
法の流れを具体的に学ぶ。これらには検査方法、誘導方法、治療方法など、一部の実技指導を含む。脳血管障害につい
ては症例を提示し小グループによるディスカッションを取り入れ、様々な視点から問題を捉えられるようにする。

学 修 の 到 達 目 標
①神経疾患の病理や症状を学ぶための基礎（中枢神経の解剖・生理学の知識）を定着させること。
②中枢神経系疾患の特徴的な動作・歩行評価，合併症を学習し、障害像を形成すること。
③中枢神経系疾患の各時期に応じた介入について疾患の特徴を踏まえて修得すること。
④中枢神経疾患についての自身の力で文献検索を行い、常に新しい知見や治療法についての理解を深めること。

回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

1 脳の構造と機能①大脳基底核 ① 大場 講義
演習

テキストの該当箇所
を一読しておき妙。
（30分）

配布資料とテキスト
を照らし合わせなが
ら復習しておきまし
ょう。（30分）

2 脳の構造と機能②小脳 　 大場 講義
演習

テキストの該当箇所
を一読しておき妙。
（30分）

配布資料とテキスト
を照らし合わせなが
ら復習しておきまし
ょう。（30分）

3 脳の構造と機能③脳幹 　 大場 講義
演習

テキストの該当箇所
を一読しておき妙。
（30分）

配布資料とテキスト
を照らし合わせなが
ら復習しておきまし
ょう。（30分）

4 パーキンソン病の病態 ② 堀 講義
テキストの該当箇所
を一読しておき妙。
（30分）

配布資料とテキスト
を照らし合わせなが
ら復習しておきまし
ょう。（30分）

5 パーキンソン病に対する理学療法 ③
④ 堀 講義

演習
テキストの該当箇所
を一読しておき妙。
（30分）

配布資料とテキスト
を照らし合わせなが
ら復習しておきまし
ょう。（30分）

6 運動失調の病態 ② 澤村 講義
演習

テキストの該当箇所
を一読しておき妙。
（30分）

配布資料とテキスト
を照らし合わせなが
ら復習しておきまし
ょう。（30分）

7 運動失調に対する理学療法 ③
④ 澤村 講義

テキストの該当箇所
を一読しておき妙。
（30分）

配布資料とテキスト
を照らし合わせなが
ら復習しておきまし
ょう。（30分）

8 脊髄損傷の病態 ② 藤橋 講義
演習

テキストの該当箇所
を一読しておき妙。
（30分）

配布資料とテキスト
を照らし合わせなが
ら復習しておきまし
ょう。（30分）

9 脊髄損傷の評価 ③
④ 藤橋 講義

演習
テキストの該当箇所
を一読しておき妙。
（30分）

配布資料とテキスト
を照らし合わせなが
ら復習しておきまし
ょう。（30分）
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回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

10 脊髄損傷に対する理学療法 ③
④ 藤橋 講義

演習
テキストの該当箇所
を一読しておき妙。
（30分）

配布資料とテキスト
を照らし合わせなが
ら復習しておきまし
ょう。（30分）

11 脊髄損傷に対する理学療法 ③
④ 藤橋 講義

演習
テキストの該当箇所
を一読しておき妙。
（30分）

配布資料とテキスト
を照らし合わせなが
ら復習しておきまし
ょう。（30分）

12 多発性硬化症の病態 ② 堀 講義
演習

テキストの該当箇所
を一読しておき妙。
（30分）

配布資料とテキスト
を照らし合わせなが
ら復習しておきまし
ょう。（30分）

13 多発性硬化症に対する理学療法
（重症筋無力症を含む）

③
④ 堀 講義

演習
テキストの該当箇所
を一読しておき妙。
（30分）

配布資料とテキスト
を照らし合わせなが
ら復習しておきまし
ょう。（30分）

14 筋萎縮性側索硬化症の病態 ② 堀 講義
演習

テキストの該当箇所
を一読しておき妙。
（30分）

配布資料とテキスト
を照らし合わせなが
ら復習しておきまし
ょう。（30分）

15 筋萎縮性側索硬化症に対する理学療法 ③
④ 堀 演習

事前に提示する「課
題」を取り組む
（30分）

文献から得られた知
識･情報をまとめる
（30分）

16 試験

評価基準・評価方法
期末試験100％．各担当が行う小テストなどを基に出題する．

使用教科書
理学療法テキスト　神経障害理学療法学Ⅰ第2版  / 責任編集：大畑光司--中山書店，2020，978-4-521-74496-4
理学療法テキスト　神経障害理学療法学Ⅱ第2版 / 責任編集：大畑光司--中山書店，2021，978-4-521-74497-1
病気がみえる７　脳・神経　第2版 / 医療情報科学研究所--メディックメディア，2017，978-4-89632-686-4

参考図書
ベットサイドの神経のみかた（南山堂）
脳卒中-基礎知識から最新リハビリテーションまで-（医歯薬出版）

小テストは随時返却する

課題(試験やﾚﾎﾟｰﾄ)に対
するﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸの方法

神経疾患は国家試験の出題が多い疾患です．障害像を掴むように努めてください．解らない内容
を後回しにせずコツコツ理解するように努めてください．質問はメールでも受け付けます．

備考
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授業科目名

骨・関節機能障害学

担当教員

曽田　直樹・田島　嘉人・植木　努  (代表教員  曽田　直樹)

必修・選択
必修

配当年次
2年 前学期

単位数(時間数)
1単位(30時間)

開講形態
講義

学位授与の方針と授業科目の関連
全学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ(2)(3)理学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ
(2)(3)(4)の達成に寄与している。

実務家教員
曽田直樹（理学療法士）、田島嘉人（理学療法士）、植木努（理学療法
士）

授 業 概 要
骨・関節機能障害学（下肢・体幹）では、理学療法を実施する機会の多い下肢・体幹の運動学、歩行における役割を学
ぶ。また各関節に生じやすい疾病（大腿骨頸部骨折、ＴＨＡなど）を中心に、運動学的見地を交えて障害を捉える方法
について学ぶ。臨床運動学や骨関節治療技術と関連する。講義ではディスカッションなどを通して知識や動作の理解を
深める。

学 修 の 到 達 目 標
①下肢・体幹の疾患についての病態を理解し、その理学療法を理論的に説明することができる。

回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

1 股関節の解剖・運動学 ①
曽田
田島
植木

解剖学・運動学の復
習（30分） 講義の復習（30分）

2 股関節疾患（大腿骨頸部骨折の病態と評価） ① 曽田
植木

解剖学・運動学の復
習（30分） 講義の復習（30分

3 股関節疾患（大腿骨頸部骨折の理学療法） ① 曽田
植木

解剖学・運動学の復
習（30分） 講義の復習（30分

4 股関節疾患（変形性股関節症の病態と評価） ① 曽田
植木

解剖学・運動学の復
習（30分） 講義の復習（30分

5 股関節疾患（変形性股関節症の理学療法） ① 曽田
植木

解剖学・運動学の復
習（30分） 講義の復習（30分

6 膝関節の解剖と運動学 ① 曽田
植木

解剖学・運動学の復
習（30分） 講義の復習（30分

7 膝関節疾患（変形性膝関節症の病態と評価） ① 曽田
植木

解剖学・運動学の復
習（30分） 講義の復習（30分

8 膝関節疾患（変形性膝関節症の理学療法） ① 曽田
植木

解剖学・運動学の復
習（30分） 講義の復習（30分

9 膝関節疾患（靱帯損傷の病態と評価） ① 曽田
植木

解剖学・運動学の復
習（30分） 講義の復習（30分
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回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

10 膝関節疾患（靱帯損傷の理学療法） ① 曽田
植木

解剖学・運動学の復
習（30分） 講義の復習（30分

11 膝関節疾患（半月板損傷） ① 曽田
植木

解剖学・運動学の復
習（30分） 講義の復習（30分

12 足関節の解剖と運動学 ① 曽田
植木

解剖学・運動学の復
習（30分） 講義の復習（30分

13 足関節疾患（捻挫の病態と評価） ① 曽田
植木

解剖学・運動学の復
習（30分） 講義の復習（30分

14 足関節疾患（捻挫の理学療法） ① 曽田
植木

解剖学・運動学の復
習（30分） 講義の復習（30分

15 足関節疾患（アキレス腱断裂） ① 曽田
植木

解剖学・運動学の復
習（30分） 講義の復習（30分

定期試験　筆記

評価基準・評価方法
評価基準：知識・理解、学修態度・意欲を重視
評価方法：定期試験（９０％）、態度意欲（１０％）にて総合的に判断する。

使用教科書
関節機能解剖学に基づく整形外科運動療法ナビゲーション　下肢　--改訂第2版-- /  整形外科リハビリ学会--メジカ
ルビュー，2014年，978-4-7583-1479-4

参考図書

講義の中で解説

課題(試験やﾚﾎﾟｰﾄ)に対
するﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸの方法

備考
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授業科目名

骨・関節機能障害学演習

担当教員

曽田　直樹・田島　嘉人・植木　努  (代表教員  曽田　直樹)

必修・選択
必修

配当年次
2年 後学期

単位数(時間数)
1単位(30時間)

開講形態
演習

学位授与の方針と授業科目の関連
全学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ(2)(3)理学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ
(2)(3)(4)の達成に寄与している。

実務家教員
曽田直樹（理学療法士）、田島嘉人（理学療法士）、植木努（理学療法
士）

授 業 概 要
骨・関節機能障害学演習では、主に上肢の機能解剖学（運動学・解剖学）等基礎知識の確認を行うと共に、主要な整形
外科、外科疾患である上肢の関節の骨折及び軟部組織損傷、変形性関節症などの病態理解を深める。また、各整形外科
的検査法をはじめとする評価結果を踏まえ、結果をどのように解釈するのか、理学療法をどのような流れで展開させる
のかなどを学ぶ。授業形式は主にディスカッション、ディベート、グループワークにて行い、Outputすることで、知識
の定着と応用する力を養う。レポートの提出などはICTを活用する。

学 修 の 到 達 目 標
①臨床推論→評価項目抽出→検査→考察→問題点の抽出の流れを把握することができる
②主要な上肢の整形外科疾患の病態を理解することがきる
③実習における報告連絡相談の方法を理解し、実践できる

回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

1 総論　整形外科疾患における知識の必要性 ①
曽田
田島
植木

演習

関節機能解剖学に基づく整形外
科運動療法ナビゲーション上肢
・体幹の序文、目次
（p.ⅲ‾xvii）を読み、整形外
科疾患を評価するための知識技
術の必要性について理解する
（30分）

レポートおよび配布
資料の復習（30分）

2 整形外科領域における評価No.1 ① 田島
植木 演習 配布資料を熟読し、

理解する（30分）
レポートおよび配布
資料の復習（30分）

3 整形外科領域における評価No.2 ① 田島
植木 演習 配布資料を熟読し、

理解する（30分）
レポートおよび配布
資料の復習（30分）

4 PBL（肩関節病態運動学）No.1
①
②
③

田島
植木 演習 配布資料を熟読し、

理解する（30分）
レポートおよび配布
資料の復習（30分）

5 PBL（肩関節病態運動学）No.２
①
②
③

田島
植木 演習 配布資料を熟読し、

理解する（30分）
レポートおよび配布
資料の復習（30分）

6 PBL（肩関節病態運動学）No.３
①
②
③

田島
植木 演習 配布資料を熟読し、

理解する（30分） 講義の復習（30分

7 PBL（肩関節病態運動学）No.４
①
②
③

田島
植木 演習 配布資料を熟読し、

理解する（30分）
レポートおよび配布
資料の復習（30分）

8 PBL（肩関節病態運動学）No.５
①
②
③

田島
植木 演習 配布資料を熟読し、

理解する（30分）
レポートおよび配布
資料の復習（30分）

9 PBL（手関節病態運動学）No.1
①
②
③

田島
植木 演習 配布資料を熟読し、

理解する（30分）
レポートおよび配布
資料の復習（30分）
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回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

10 PBL（手関節病態運動学）No.２
①
②
③

田島
植木 演習 配布資料を熟読し、

理解する（30分）
レポートおよび配布
資料の復習（30分）

11 PBL（手関節病態運動学）No.３
①
②
③

田島
植木 演習 配布資料を熟読し、

理解する（30分）
レポートおよび配布
資料の復習（30分）

12 PBL（手関節病態運動学）No.４
①
②
③

田島
植木 演習 配布資料を熟読し、

理解する（30分）
レポートおよび配布
資料の復習（30分）

13 肘関節病態について
①
②
③

田島
植木 演習 配布資料を熟読し、

理解する（30分）
レポートおよび配布
資料の復習（30分）

14 整形外科領域における評価No.1
①
②
③

田島
植木 演習 配布資料を熟読し、

理解する（30分）
レポートおよび配布
資料の復習（30分）

15 整形外科領域における評価No.２
①
②
③

田島
植木 演習 配布資料を熟読し、

理解する（30分）
レポートおよび配布
資料の復習（30分）

定期試験　筆記

評価基準・評価方法
評価基準：知識・理解、学修態度・意欲を重視
評価方法：グループディスカッション参加度（20％）、レポート（期限提出）（30％）、期末試験（50％）

使用教科書
関節機能解剖学に基づく整形外科運動療法ナビゲーション　上肢・体幹　改訂第2版 / 林 典雄　浅野昭裕.--整形外科
リハビリテーション学会--㈱メジカルビュー社，2014年，ISBN978-4-7583-1478-7

参考図書
プロメテウス解剖学アトラス　解剖学総論／運動器系　第3版　ISBN978-4-260-02534-8

レポートの返却

課題(試験やﾚﾎﾟｰﾄ)に対
するﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸの方法

骨関節機能障害の理解に必要な解剖学、運動学、疾患学などの知識の応用と実習に必要な臨床推
論から問題点の抽出までの臨床における理学療法の考え方を学びます。分からないこと、理解で
きないことがあれば、すぐに質問してください。
y.tajima@heisei-iryou.ac.jp備考
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授業科目名

内部機能障害学

担当教員

長谷部　武久・河合　克尚・亀山　咲子  (代表教員  長谷部　武久)

必修・選択
必修

配当年次
2年 前学期

単位数(時間数)
1単位(30時間)

開講形態
講義

学位授与の方針と授業科目の関連
全学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ(2)(3)理学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ
(2)(3)(4)の達成に寄与している。

実務家教員
長谷部武久（理学療法士）・河合克尚（理学療法士）・亀山咲子（理学
療法士）

授 業 概 要
循環器・呼吸器・代謝系疾患に対する理学療法について学習する。循環器に関しては、虚血性心疾患、心不全に対する
理学療法、呼吸器は慢性閉塞性肺疾患に対する理学療法、代謝系では糖尿病に対する理学療法について、その理論的背
景から評価、治療までを中心に学習する。

学 修 の 到 達 目 標
①循環器系の解剖と生理について説明できる。
②虚血性心疾患、心不全の病態について説明できる。
③循環器疾患に対する理学療法評価と理学療法プログラムを列挙できる。
④運動時の呼吸器系の適応について説明できる。
⑤酸素化能障害と換気障害の概念を理解し、その評価および理学療法との関連を説明できる。
⑥慢性閉塞性肺疾患と間質性肺炎の病態および呼吸機能を説明できる。
⑦呼吸器疾患に対する理学療法評価と理学療法プログラムを列挙できる。
⑧代謝系を理解し、メタボリックシンドロームとの関連を説明できる。
⑨糖尿病の病態と検査、治療について説明できる。
⑩糖尿病の合併症の評価結果の解釈とリスク管理について説明できる。
⑪糖尿病に対する理学(運動)療法の評価とプログラムを列挙できる。

回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

1 循環器系の解剖と生理 ① 長谷
部 講義 教科書p.11-20に目

を通すこと（30分）
授業の内容を復習す
ること（30分）

2 虚血性心疾患の病態と治療 ② 長谷
部 講義 教科書p.21-25に目

を通すこと（30分）
授業の内容を復習す
ること（30分）

3 心不全の病態と治療 ② 長谷
部 講義 教科書p.25-28に目

を通すこと（30分）
授業の内容を復習す
ること（30分）

4 虚血性心疾患に対する理学療法評価と運動療法 ③ 長谷
部 講義 教科書p.57-80に目

を通すこと（30分）
授業の内容を復習す
ること（30分）

5 心不全に対する理学療法評価と運動療法 ③ 長谷
部 講義 教科書p.81-92に目

を通すこと（30分）
授業の内容を復習す
ること（30分）

6 運動と呼吸 ④ 河合 講義
教科書p.2-4、
p.155-162に目を通
す（30分）

授業の復習をする
（30分）

7 酸素化能と換気能力 ⑤ 河合 講義 教科書p.179-188に
目を通す（30分）

授業の復習をする
（30分）

8 代表的な呼吸器疾患 ⑥ 河合 講義
教科書p.163-177か
ら「COPD」と「間質
性肺炎」に目を通す
（30分）

授業の復習をする
（30分）

9 呼吸器疾患に対する理学療法評価 ⑦ 河合 講義
教科書p.195-203、
218-219に目を通す
（30分）

授業の復習をする
（30分）
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回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

10 慢性閉塞性肺疾患の理学療法 ⑦ 河合 講義 教科書p.220-238に
目を通す（30分）

授業の復習をする
（30分）

11 代謝系疾患（メタボリックシンドローム）の病
態 　代謝系の役割（p.203p.307-316） ⑧ 亀山 講義

教科（p.203p.307-
316）に目を通して
おこくこと（30分）

授業内容の復習をす
ること（30分）

12 糖尿病の病態（p.317-320） ⑨ 亀山 講義
教科書（p.317-
320）に目を通して
おこくこと（30分）

授業内容の復習をす
ること（30分）

13 糖尿病の治療（p.321-329） ⑨ 亀山 講義
教科書（p.321-
329）に目を通して
おこくこと（30分）

授業内容の復習をす
ること（30分）

14 糖尿病の障害理解（p.321,333-344） ⑩ 亀山 講義
教科書（p.321、
333-344）に目を通
しておこくこと
（30分）

授業内容の復習をす
ること（30分）

15 糖尿病の理学(運動)療法（p.345-363） ⑪ 亀山 講義
教科書（p.345-
363）に目を通して
おこくこと（30分）

授業内容の復習をす
ること（30分）

定期試験（筆記）

評価基準・評価方法
定期試験（100％）

使用教科書
内部障害理学療法学テキスト / 山崎裕司ほか.--南江堂，改訂第4版，978-4-524-23117-1

参考図書

授業の理解度を確認するための小テストを実施します。その直後に解説を行います。

課題(試験やﾚﾎﾟｰﾄ)に対
するﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸの方法

授業終了後やメールにて質問を受け付けます。
長谷部：t.hasebe@heisei-iryou.ac.jp
河合：k.kawai@heisei-iryou.ac.jp
亀山：s.kameyama@heisei-iryou.ac.jp備考
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授業科目名

内部機能障害学演習

担当教員

長谷部　武久・河合　克尚・亀山　咲子  (代表教員  長谷部　武久)

必修・選択
必修

配当年次
2年 後学期

単位数(時間数)
1単位(30時間)

開講形態
演習

学位授与の方針と授業科目の関連
全学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ(2)(3)理学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ
(2)(3)(4)の達成に寄与している。

実務家教員
長谷部武久（理学療法士）・河合克尚（理学療法士）・亀山咲子（理学
療法士）

授 業 概 要
「内部機能障害学」で学習した循環器・呼吸器・代謝の各理学療法に関する知識をもとに、内部疾患に対する理学療法
における問題解決型学習を中心に実践する。具体的には解剖学的・症候学的視点から治療アプローチの関連性について
理解を深めること、グループワーク形式を用いてコミュニケーション能力や問題解決能力の向上を図る。

学 修 の 到 達 目 標
①臨床検査や理学療法評価から循環器疾患の問題点と理学療法プログラムを列挙できる。
②循環器疾患に対する理学療法評価の方法を説明できる。
③臨床検査や理学療法評価から慢性閉塞性肺疾患の問題点と理学療法プログラムを列挙できる。
④呼吸器疾患に対する理学療法評価の方法を説明できる。
⑤臨床検査や理学療法評価から糖尿病における理学(運動療法)療法の問題点とプログラムを列挙できる。
⑥糖尿病足病変に対する理学療法評価の方法を説明できる。

回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

1 症例検討（虚血性心疾患・心不全）
PBLグループワーク ① 長谷

部 演習 内部機能障害学の復
習をする（30分）

グループ討論の内容
を整理する（30分）

2 症例検討（虚血性心疾患・心不全）
PBLグループワーク ① 長谷

部 演習
症例情報をもとに調
べ学習をする（30分
）

グループ討論の内容
を整理する（30分）

3 症例検討（慢性閉塞性肺疾患）　
グループ発表 ① 長谷

部 演習 発表資料をまとめる
（30分）

症例検討から学んだ
ことを整理する
（30分）

4 症例検討（慢性閉塞性肺疾患）
PBLグループワーク ③ 河合 演習 内部機能障害学の復

習をする（30分）
グループ討論の内容
を整理する（30分）

5 症例検討（慢性閉塞性肺疾患）
PBLグループワーク ③ 河合 演習

症例情報をもとに調
べ学習をする（30分
）

グループ討論の内容
を整理する（30分）

6 症例検討（慢性閉塞性肺疾患）　
グループ発表 ③ 河合 演習 発表資料をまとめる

（30分）
症例検討から学んだ
ことを整理する
（30分）

7 症例検討（糖尿病）
PBLグループワーク ⑤ 亀山 演習 内部機能障害学の復

習をする（30分）
グループ討論の内容
を整理する（30分）

8 症例検討（糖尿病）
PBLグループワーク ⑤ 亀山 演習

症例情報をもとに調
べ学習をする（30分
）

症例検討から学んだ
ことを整理する
（30分）

9 症例検討（糖尿病）
PBLグループワーク ⑤ 亀山 演習 発表資料をまとめる

（30分）
症例検討から学んだ
ことを整理する
（30分）
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回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

10 循環器疾患に対する理学療法評価（運動耐容能
） ② 長谷

部 演習 教科書p.39-46に目
を通すこと（30分）

演習内容の復習をす
ること（30分）

11 循環器疾患に対する理学療法評価（運動耐容能
） ② 長谷

部 演習 教科書p.39-46に目
を通すこと（30分）

演習内容の復習をす
ること（30分）

12 呼吸器疾患に対する理学療法評価 ④ 河合 演習 内部機能障害学の復
習をする（30分）

実技練習を行う
（30分）

13 呼吸器疾患に対する理学療法評価 ④ 河合 演習 内部機能障害学の復
習をする（30分）

実技練習を行う
（30分）

14 糖尿病足病変に対する理学療法評価 ⑥ 亀山 演習
教科書（p.364-
374）に目を通して
おこくこと（30分）

授業内容の復習をす
ること（30分）

15 糖尿病足病変に対する理学療法評価 ⑥ 亀山 演習 内部機能障害学の復
習をする（30分）

実技練習を行う
（30分）

　

評価基準・評価方法
課題レポート（100％）

使用教科書
内部障害理学療法学テキスト / 山崎裕司ほか.--南江堂，978-4-524-25479-8

参考図書

課題レポートはコメントして即時返却します。

課題(試験やﾚﾎﾟｰﾄ)に対
するﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸの方法

授業終了後やメールにて質問を受け付けます。
長谷部：t.hasebe@heisei-iryou.ac.jp
河合：k.kawai@heisei-iryou.ac.jp
亀山：s.kameyama@heisei-iryou.ac.jp備考
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授業科目名

発達機能障害学

担当教員

松田　充弘

必修・選択
必修

配当年次
2年 後学期

単位数(時間数)
1単位(30時間)

開講形態
講義

学位授与の方針と授業科目の関連
全学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ(2)(3)理学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ
(2)(3)(4)の達成に寄与している。

実務家教員
松田充弘（理学療法士）

授 業 概 要
成人の障害は、一度獲得した機能の回復となるが、小児での障害に対しては、障害に応じて発達を築き上げていく必要
性がある。発達を促していくために必要な、正常発達について、主に運動に注目して学習する。小児特有の疾患である
脳性麻痺・二分脊椎・筋ジストロフィー症について、障害の特徴・評価・治療について学習する。特に脳性麻痺につい
ては、タイプによる特徴・問題点・治療方法について詳しく学習する。

学 修 の 到 達 目 標
①姿勢・運動の障害の分析が質的に行うことができる。
②正常運動発達を理解し、肢体不自由児の発達、運動の問題点を理解できる。

回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

1 発達障害学概論・正常発達概論（小児期で理学
療法の対象になる疾患について） ②

資料が事前に配布さ
れていれば、正常発
達まで目を通してお
く。（45分）

解剖学の再確認、講
義資料の復習（45分
）

2
正常発達　新生児期～6ヶ月（出生してから、
どのようにして頚が座るのか？どのようにして
座れるようになるのか？）

②
You tubeで正常発達
（新生児期～歩き始
めまで）の動画を見
ておく。（45分）

講義資料の復習、板
書のまとめ（45分）

3 正常発達　7ヶ月～12ヶ月（どのようにして歩
行を獲得するのか？） ②

You tubeで正常発達
（新生児期～歩き始
めまで）の動画を見
ておく。（45分）

講義資料の復習、板
書のまとめ（45分）

4 脳性麻痺概論（脳性麻痺の原因・特徴・問題点
について） ②

該当する講義資料部
分を目を通して予習
しておく。（45分）

講義資料の復習、板
書のまとめ（45分）

5 評価概論（脳性麻痺を中心に評価方法について
） ①

運動学を復習し姿勢
保持に必要な筋活動
を確認しておく。
（45分）

講義資料の復習、板
書のまとめ（45分）

6 評価（姿勢筋緊張の評価、姿勢・動作分析につ
いて　座位バランス等の簡単な実技も行う） ①

運動学を復習し姿勢
保持に必要な筋活動
を確認しておく。
（45分）

講義資料の復習、板
書のまとめ（45分）

7 評価（日常生活動作の評価について） ①
食事動作、更衣動作
に必要な要素を自分
の動作で確認してお
く。（45分）

自分の食事動作、更
衣動作を講義の内容
を復習しながら分析
してみてください。
（45分）

8 脳性麻痺類型別痙直型両麻痺（障害の特徴につ
いて） ②

該当する講義資料部
分を目を通して予習
しておく。（45分）

講義資料の復習、板
書のまとめ、線図で
姿勢を描けるように
しておきましょう。
（45分）

9 脳性麻痺類型別痙直型両麻痺（問題点、理学療
法について） ②

該当する講義資料部
分を目を通して予習
しておく。（45分）

講義資料の復習、板
書のまとめ（45分）
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回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

10 脳性麻痺類型別痙直型四肢麻痺（障害・問題点
・理学療法について） ②

該当する講義資料部
分を目を通して予習
しておく。（45分）

講義資料の復習、板
書のまとめ、線図で
姿勢を描けるように
しておきましょう。
（45分）

11 脳性麻痺類型別片麻痺（障害の特徴について） ②
該当する講義資料部
分を目を通して予習
しておく。（45分）

講義資料の復習、板
書のまとめ、線図で
姿勢を描けるように
しておきましょう。
（45分）

12 脳性麻痺類型別片麻痺（問題点・理学療法につ
いて） ②

治療で用いる日常生
活、遊びでの両手動
作を考えておいて下
さい。（45分）

講義資料の復習、板
書のまとめ（45分）

13 脳性麻痺類型別アテトーゼ（障害の特徴につい
て） ②

該当する講義資料部
分を目を通して予習
しておく。（45分）

講義資料の復習、板
書のまとめ、線図で
姿勢を描けるように
しておきましょう。
（45分）

14 脳性麻痺類型別アテトーゼ（問題点・理学慮法
について） ②

該当する講義資料部
分を目を通して予習
しておく。（45分）

講義資料の復習、板
書のまとめ（45分）

15 二分脊椎・筋ジストロフィー症（障害・問題点
・理学療法について） ②

該当する講義資料部
分を目を通して予習
しておく。（45分）

講義資料の復習、板
書のまとめ（45分）

定期試験（筆記）

評価基準・評価方法
筆記試験１００％

使用教科書
プリントを配布します。

参考図書
講義の際に紹介します。

講義のみで課題の提出はありません。

課題(試験やﾚﾎﾟｰﾄ)に対
するﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸの方法

板書を多くしますので、ノートなどを準備して下さい。

備考
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授業科目名

物理療法学

担当教員

辻　圭一・大場　かおり  (代表教員  辻　圭一)

必修・選択
必修

配当年次
2年 前学期

単位数(時間数)
1単位(30時間)

開講形態
講義

学位授与の方針と授業科目の関連
全学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ(2)(3)理学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ
(2)(3)の達成に寄与している。

実務家教員
辻圭一（理学療法士）　大場かおり（理学療法士）

授 業 概 要
物理療法は物理的手段で生体の自然治癒力を高めるものである。理学療法の治療体系での位置づけを学び、各種エネル
ギーが生体に与える生理学的作用・治療効果・治療目的・適応と禁忌について学習する。さらに物理療法機器を実際に
用いてグループで演習を行ない、治療効果、使用方法、使用上の注意、安全確保についてグループでディスカッション
してレポートを作成する。

学 修 の 到 達 目 標
①温熱や寒冷が人体にもたらす生理学的、物理的影響を理解すること。
②疾患の特性、患部の状況に応じた治療方法の選択ができること。
③使用機器の特性を理解し、対象者に適切に説明し安全に配慮してできること。
④効果的かつ安全な物理療法技術について理解し習得すること。

回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

1 物理療法の総説：定義、歴史、効果、リスク管
理 ① 大場 講義

テキストの該当箇所
を読んでおきましょ
う。（30分）

配布プリントを用い
て講義内容の振り返
りをしておきましょ
う。（30分）

2 温熱の物理学・生理学 ① 大場 講義
テキストの該当箇所
を読んでおきましょ
う。（30分）

配布プリントを用い
て講義内容の振り返
りをしておきましょ
う。（30分）

3 ホットパック療法
パラフィン療法

①
②
③

大場 講義
テキストの該当箇所
を読んでおきましょ
う。（30分）

配布プリントを用い
て講義内容の振り返
りをしておきましょ
う。（30分）

4 電磁波療法の概要
超短波、極超短波療法

①
②
③

大場 講義
テキストの該当箇所
を読んでおきましょ
う。（30分）

配布プリントを用い
て講義内容の振り返
りをしておきましょ
う。（30分）

５ 超音波療法の概要 ①
② 大場 講義

テキストの該当箇所
を読んでおきましょ
う。（30分）

配布プリントを用い
て講義内容の振り返
りをしておきましょ
う。（30分）

6 超音波療法の実際
①
②
③

大場 講義
テキストの該当箇所
を読んでおきましょ
う。（30分）

配布プリントを用い
て講義内容の振り返
りをしておきましょ
う。（30分）

７ 寒冷の生理学
寒冷療法の概要

①
②
③

大場 講義
テキストの該当箇所
を読んでおきましょ
う。（30分）

配布プリントを用い
て講義内容の振り返
りをしておきましょ
う。（30分）

8 電気刺激療法Ⅰ（総論）
①
②
③

辻 講義
テキストの該当箇所
を読んでおきましょ
う。（30分）

講義内に出てきた専
門用語について覚え
る。（30分）

9 電気刺激療法Ⅱ（各種療法）
①
②
③

辻 講義
テキストの該当箇所
を読んでおきましょ
う。（30分）

講義内に出てきた専
門用語について覚え
る（30分）
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回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

10 光線療法総論（概要と治療原理）
①
②
③

辻 講義
テキストの該当箇所
を読んでおきましょ
う。（30分）

講義内に出てきた専
門用語について覚え
る。（30分）

11 光線療法各論（紫外線、レーザー、赤外線）
①
②
③

辻 講義
テキストの該当箇所
を読んでおきましょ
う。（30分）

講義内に出てきた専
門用語について覚え
る。（30分）

12 牽引療法
①
②
③

辻 講義
テキストの該当箇所
を読んでおきましょ
う。（30分）

講義内に出てきた専
門用語について覚え
る。（30分）

13 水治療法
①
②
③

辻 講義
テキストの該当箇所
を読んでおきましょ
う。（30分）

講義内に出てきた専
門用語について覚え
る。（30分）

14 物理療法演習
①
②
③

辻　
大場 演習

テキストの該当箇所
、配布プリントを見
直しておきましょう
。（30分）

グループワークの内
容を振りかえりレポ
ートを完成させまし
ょう。（30分）

15 物理療法演習
①
②
③

辻　
大場 演習

テキストの該当箇所
、配布プリントを見
直しておきましょう
。（30分）

グループワークの内
容を振りかえりレポ
ートを完成させまし
ょう。（30分）

期末試験

評価基準・評価方法
期末試験および受講態度、演習時の課題レポートも評価対象とする。

使用教科書
最新理学療法学講座　物理療法学 / 烏野大　川村博文　編著.--医歯薬出版株式会社，978-4-263-26737-0

参考図書

講義内で提示した課題について、適宜解説する。

課題(試験やﾚﾎﾟｰﾄ)に対
するﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸの方法

備考
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授業科目名

スポーツ理学療法学

担当教員

澤村　彰吾・伊神　和史  (代表教員  澤村　彰吾)

必修・選択
必修

配当年次
2年 前学期

単位数(時間数)
1単位(30時間)

開講形態
講義

学位授与の方針と授業科目の関連
全学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ(2)(3)理学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ
(2)(3)(4)の達成に寄与している。

実務家教員
澤村彰吾（理学療法士）、伊神和史（理学療法士）

授 業 概 要
スポーツ理学療法とは、様々な目的をもってスポーツに取り組む対象者が、効率よく安全にスポーツ活動を実践できる
よう、理学療法士の知識や技能を活用していくものである。本講義では、スポーツ外傷・障害を中心に、その概要・発
生メカニズムなどについて講義し、それらに対する基本的な理学療法を学ぶ。講義の中ではグループディスカッション
やテーピング演習などの実技演習も行い、より実践的な知識・技術の習得を目指していく。

学 修 の 到 達 目 標
①基本的なスポーツ理学療法・外傷を説明できる
②基本的なスポーツ理学療法が実践できる
③スポーツ現場における理学療法士の役割を説明できる

回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

1 スポーツ理学療法概論 ①
③ 澤村 講義

「スポーツ医学」の
内容を復習しておく
（30分）

小テスト及び配布資
料の復習（30分）

2 スポーツ理学療法における基本的な評価①
①
②
③

澤村 講義
演習

前回の配布資料を熟
読する（30分）

小テスト及び配布資
料の復習（30分）

3 スポーツ理学療法における基本的な評価②
①
②
③

澤村 講義
演習

前回の配布資料を熟
読する（30分）

小テスト及び配布資
料の復習（30分）

4 スポーツ理学療法における基本的な治療手技① ② 澤村 講義
演習

前回の配布資料を熟
読する（30分）

小テスト及び配布資
料の復習（30分）

5 スポーツ理学療法における基本的な治療手技② ② 澤村 講義
演習

前回の配布資料を熟
読する（30分）

小テスト及び配布資
料の復習（30分）

6 上肢のスポーツ障害・外傷①（肩） ①
② 澤村 講義

演習
前回の配布資料を熟
読する（30分）

小テスト及び配布資
料の復習（30分）

7 上肢のスポーツ障害・外傷②（肘） ①
② 澤村 講義

演習
前回の配布資料を熟
読する（30分）

小テスト及び配布資
料の復習（30分）

8 上肢のスポーツ障害・外傷③（手関節・指） ①
② 澤村 講義

演習
前回の配布資料を熟
読する（60分）

小テスト及び配布資
料の復習（60分）

9 頸部・体幹のスポーツ障害・外傷 ①
② 澤村 講義

演習
前回の配布資料を熟
読する（30分）

小テスト及び配布資
料の復習（30分）
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回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

10 下肢のスポーツ障害・外傷①（股関節～大腿部
）

①
② 澤村 講義

演習
前回の配布資料を熟
読する（30分）

小テスト及び配布資
料の復習（30分）

11 下肢のスポーツ障害・外傷②（膝関節） ①
② 澤村 講義

演習
前回の配布資料を熟
読する（30分）

小テスト及び配布資
料の復習（30分）

12 下肢のスポーツ障害・外傷③（膝関節～下腿） ①
② 澤村 講義

演習
前回の配布資料を熟
読する（30分）

小テスト及び配布資
料の復習（30分）

13 下肢のスポーツ障害・外傷④（足関節、足部） ①
② 澤村 講義

演習
前回の配布資料を熟
読する（30分）

小テスト及び配布資
料の復習（30分）

14 テーピング演習①（膝関節） ①
②

澤村
伊神

講義
演習

前回の配布資料を熟
読する（30分）

小テスト及び配布資
料の復習（30分）

15 テーピング演習②（足関節） ①
②

澤村
伊神

講義
演習

前回の配布資料を熟
読する（30分）

小テスト及び配布資
料の復習（30分）

定期テスト（筆記）

評価基準・評価方法
小テスト（20%）、定期テスト（80%）

使用教科書
プリント資料を配布する

参考図書
適宜紹介する

小テスト後に問題の解説を行う。また、授業後やオフィスアワーに質問を受け付ける。

課題(試験やﾚﾎﾟｰﾄ)に対
するﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸの方法

授業では講義に加えグループ学習やディスカッションを行う。また、授業の後半でその日の内容
について小テストおよび解説を行う。質問等がある場合は、授業後やオフィスアワーを積極的に
活用すること。備考
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授業科目名

義肢学

担当教員

篠田　信之・石田　裕保  (代表教員  篠田　信之)

必修・選択
必修

配当年次
2年 後学期

単位数(時間数)
1単位(30時間)

開講形態
講義

学位授与の方針と授業科目の関連
全学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ(2)(3)理学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ
(2)(3)(4)の達成に寄与している。

実務家教員
篠田信之（義肢装具士）、石田裕保(理学療法士)

授 業 概 要
義肢装具学では、切断者の術前評価・術後管理から各義肢の目的・機能等を学ぶ。義肢装着時の歩行のチェックアウト
（異常歩行の問題点を抽出）が行えるようにする。

学 修 の 到 達 目 標
①基本的構造と機能を理解する。
②病態を理解し、適切な義肢を処方出来るようにする。
③チェックアウトを理解する

回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

1 義肢学総論；義肢全般の考え方・ヒストリー ① 篠田 講義

講義前に授業計画内
容と教科書を照らし
合わせて該当範囲を
一読して下さい。
（120分）

学んだ知識を整理しノート
にまとめるようにして下さ
い。講義で習った義肢の名
称、機能、使用目的をしっ
かり覚えてください。
（120分）

2 切断術について①；切断の原因及び切断部位、
切断部位の選択、切断術

①
② 篠田 講義

講義前に授業計画内
容と教科書を照らし
合わせて該当範囲を
一読して下さい。
（120分）

学んだ知識を整理しノート
にまとめるようにして下さ
い。講義で習った切断原因
、切断名称、切断術などを
しっかり覚えてください。
（120分）

3 切断術について②；切断の原因及び切断部位、
切断部位の選択、切断術

①
② 篠田 講義

講義前に授業計画内
容と教科書を照らし
合わせて該当範囲を
一読して下さい。
（120分）

学んだ知識を整理しノート
にまとめるようにして下さ
い。講義で習った切断原因
、切断名称、切断術などを
しっかり覚えてください。
（120分）

4 断端ケアと訓練①；各ドレッシング方法につい
て（実技、幻肢、幻肢痛、浮腫）

①
② 篠田 講義

講義前に授業計画内
容と教科書を照らし
合わせて該当範囲を
一読して下さい。
（120分）

学んだ知識を整理しノートにま
とめるようにして下さい。講義
で習った綺麗な断端を作るため
の方法、切断したときに起こる
現象をしっかり覚えてください
。（120分）

5
断端ケアと訓練②；各ドレッシング方法につい
て（実技、幻肢、幻肢痛、浮腫）、弾性包帯の
巻き方

①
②

篠田
石田 演習

講義前に授業計画内
容と教科書を照らし
合わせて該当範囲を
一読して下さい。
（120分）

学んだ知識を整理しノートにま
とめるようにして下さい。講義
で習った綺麗な断端を作るため
の方法、切断したときに起こる
現象をしっかり覚えてください
。（120分）

6 義肢各パーツ①；ソケット・継手など義肢の基
本事項、義足 ① 篠田 講義

講義前に授業計画内
容と教科書を照らし
合わせて該当範囲を
一読して下さい。
（120分）

学んだ知識を整理しノート
にまとめるようにして下さ
い。講義で習った義肢の名
称、機能、使用目的をしっ
かり覚えてください。
（120分）

7 義肢各パーツ②；ソケット・継手など義肢の基
本事項、義足 ① 篠田 講義

講義前に授業計画内
容と教科書を照らし
合わせて該当範囲を
一読して下さい。
（120分）

学んだ知識を整理しノート
にまとめるようにして下さ
い。講義で習った義肢の名
称、機能、使用目的をしっ
かり覚えてください。
（120分）

8 義肢①；膝・足及びアライメント、継手の機能
と種類 ① 篠田 講義

講義前に授業計画内
容と教科書を照らし
合わせて該当範囲を
一読して下さい。
（120分）

学んだ知識を整理しノート
にまとめるようにして下さ
い。講義で習った義肢の名
称、機能、使用目的をしっ
かり覚えてください。
（120分）

9 義肢②；膝・足及びアライメント、継手の機能
と種類 ① 篠田 講義

講義前に授業計画内
容と教科書を照らし
合わせて該当範囲を
一読して下さい。
（120分）

学んだ知識を整理しノート
にまとめるようにして下さ
い。講義で習った義肢の名
称、機能、使用目的をしっ
かり覚えてください。
（120分）
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回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

10
義肢①；大腿義足・下腿義足チェックアウト　
大腿・下腿、膝継手の立脚相、遊脚相の役目、
足部

①
③ 篠田 講義

講義前に授業計画内
容と教科書を照らし
合わせて該当範囲を
一読して下さい。
（120分）

学んだ知識を整理しノート
にまとめるようにして下さ
い。講義で習った義肢の名
称、機能、使用目的をしっ
かり覚えてください。
（120分）

11
義肢②；大腿義足・下腿義足チェックアウト　
大腿・下腿、膝継手の立脚相、遊脚相の役目、
足部

①
③ 篠田 講義

講義前に授業計画内
容と教科書を照らし
合わせて該当範囲を
一読して下さい。
（120分）

学んだ知識を整理しノート
にまとめるようにして下さ
い。講義で習った義肢の名
称、機能、使用目的をしっ
かり覚えてください。
（120分）

12 異常歩行①；大腿義足、下腿義足（膝・サイム
足）、義手

①
②
③

篠田 講義

講義前に授業計画内
容と教科書を照らし
合わせて該当範囲を
一読して下さい。
（120分）

講義で習った異常歩
行の特長と改善策を
まとめるようにしま
しょう。（120分）

13 異常歩行②；大腿義足、下腿義足（膝・サイム
足）、義手

①
②
③

篠田 講義

講義前に授業計画内
容と教科書を照らし
合わせて該当範囲を
一読して下さい。
（120分）

講義で習った異常歩
行の特長と改善策を
まとめるようにしま
しょう。（120分）

14 異常歩行③；大腿義足、下腿義足（膝・サイム
足）、義手

①
②
③

篠田 講義

講義前に授業計画内
容と教科書を照らし
合わせて該当範囲を
一読して下さい。
（120分）

講義で習った異常歩
行の特長と改善策を
まとめるようにしま
しょう。（120分）

15 総まとめ
①
②
③

篠田 講義
1回から14回までの
講義を復習してくだ
さい。（120分）

学んだ知識を整理し
ノートにまとめるよ
うにして下さい。
（120分）

期末試験

評価基準・評価方法
期末試験にて判断する。

使用教科書
１５レクチャーシリーズ理学療法テキスト　義肢学 / 石川朗、永冨史子.--中山書店，2022年，978-4-521-74490-2

参考図書

期末試験によって発表する。

課題(試験やﾚﾎﾟｰﾄ)に対
するﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸの方法

備考
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授業科目名

装具学

担当教員

石田　裕保

必修・選択
必修

配当年次
2年 前学期

単位数(時間数)
1単位(30時間)

開講形態
講義

学位授与の方針と授業科目の関連
全学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ(2)(3)理学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ
(2)(3)(4)の達成に寄与している。

実務家教員
石田裕保(理学療法士)

授 業 概 要
装具の種類・機能・使用目的などを学ぶ。動作に必要な運動機能と装具の物理的特性との関連を理解することにより、
障害に応じた装具の選択、チェックアウトを確認できるようにする。

学 修 の 到 達 目 標
①基本的構造と機能を理解する。
②病態を理解し、適切な装具を処方出来るようにする。
③チェックアウトを理解する

回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

1 装具学総論;歴史・定義・目的・種類・分類・
材料・制作過程（法制度）・ＥＢＭ ① 石田 講義

講義前に授業計画内
容と教科書を照らし
合わせて該当範囲を
一読して下さい。
（120分）

学んだ知識を整理しノート
に環蹴るにまとめるように
して下さい。講義で習った
装具の名称、機能、使用目
的をしっかり覚えてくださ
い。（120分）

2 下肢装具について①;種類と機能、継手 ① 石田 講義

講義前に授業計画内
容と教科書を照らし
合わせて該当範囲を
一読して下さい。
（120分）

学んだ知識を整理しノート
にまとめるようにして下さ
い。講義で習った装具の名
称、機能、使用目的をしっ
かり覚えてください。
（120分）

3 下肢装具について②;種類と機能、継手 ① 石田 講義

講義前に授業計画内
容と教科書を照らし
合わせて該当範囲を
一読して下さい。
（120分）

学んだ知識を整理しノート
にまとめるようにして下さ
い。講義で習った装具の名
称、機能、使用目的をしっ
かり覚えてください。
（120分）

4 短下肢装具;種類と機能 ① 石田 講義

講義前に授業計画内
容と教科書を照らし
合わせて該当範囲を
一読して下さい。
（120分）

学んだ知識を整理しノート
にまとめるようにして下さ
い。講義で習った装具の名
称、機能、使用目的をしっ
かり覚えてください。
（120分）

5 長下肢装具、杖;種類と機能 ① 石田 講義

講義前に授業計画内
容と教科書を照らし
合わせて該当範囲を
一読して下さい。
（120分）

学んだ知識を整理しノート
にまとめるようにして下さ
い。講義で習った装具の名
称、機能、使用目的をしっ
かり覚えてください。
（120分）

6 下肢装具の作成について ② 石田 講義

講義前に授業計画内
容と教科書を照らし
合わせて該当範囲を
一読して下さい。
（120分）

学んだ知識を整理しノート
にまとめるようにして下さ
い。講義で習った装具の名
称、機能、使用目的をしっ
かり覚えてください。
（120分）

7 靴型装具①;種類と各種補正 ① 石田 講義

講義前に授業計画内
容と教科書を照らし
合わせて該当範囲を
一読して下さい。
（120分）

学んだ知識を整理しノート
にまとめるようにして下さ
い。講義で習った装具の名
称、機能、使用目的をしっ
かり覚えてください。
（120分）

8 靴型装具②;種類と各種補正 ① 石田 講義

講義前に授業計画内
容と教科書を照らし
合わせて該当範囲を
一読して下さい。
（120分）

学んだ知識を整理しノート
にまとめるようにして下さ
い。講義で習った装具の名
称、機能、使用目的をしっ
かり覚えてください。
（120分）

9 下肢装具のチェックアウト①;支柱付き長下肢
装具・短下肢装具、プラスチック製短下肢装具 ② 石田 講義

講義前に授業計画内
容と教科書を照らし
合わせて該当範囲を
一読して下さい。
（120分）

学んだ知識を整理しノート
にまとめるようにして下さ
い。講義で習った装具の名
称、機能、使用目的をしっ
かり覚えてください。
（120分）
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回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

10 下肢装具のチェックアウト②;支柱付き長下肢
装具・短下肢装具、プラスチック製短下肢装具 ② 石田 講義

講義前に授業計画内
容と教科書を照らし
合わせて該当範囲を
一読して下さい。
（120分）

学んだ知識を整理しノート
にまとめるようにして下さ
い。講義で習った装具の名
称、機能、使用目的をしっ
かり覚えてください。
（120分）

11
①各体幹装具、側彎症装具;頸椎、胸椎、腰椎
、仙椎装具及び特殊装具、コブ角計測方法につ
いて

③ 石田 講義

講義前に授業計画内
容と教科書を照らし
合わせて該当範囲を
一読して下さい。
（120分）

学んだ知識を整理しノート
にまとめるようにして下さ
い。講義で習った装具の名
称、機能、使用目的をしっ
かり覚えてください。
（120分）

12
②各体幹装具、側彎症装具;頸椎、胸椎、腰椎
、仙椎装具及び特殊装具、コブ角計測方法につ
いて

③ 石田 講義

講義前に授業計画内
容と教科書を照らし
合わせて該当範囲を
一読して下さい。
（120分）

学んだ知識を整理しノート
にまとめるようにして下さ
い。講義で習った装具の名
称、機能、使用目的をしっ
かり覚えてください。
（120分）

13 ①手の装具、特殊装具（ペルテス病、先天性股
関節脱臼、先天性内反足、脳性麻痺など） ③ 石田 講義

講義前に授業計画内
容と教科書を照らし
合わせて該当範囲を
一読して下さい。
（120分）

学んだ知識を整理しノート
にまとめるようにして下さ
い。講義で習った装具の名
称、機能、使用目的をしっ
かり覚えてください。
（120分）

14 ②手の装具、特殊装具（ペルテス病、先天性股
関節脱臼、先天性内反足、脳性麻痺など） ③ 石田 講義

講義前に授業計画内
容と教科書を照らし
合わせて該当範囲を
一読して下さい。
（120分）

学んだ知識を整理しノート
にまとめるようにして下さ
い。講義で習った装具の名
称、機能、使用目的をしっ
かり覚えてください。
（120分）

15 総まとめ
①
②
③

石田 講義
1回から14回の講義
の復習を行って下さ
い。（120分）

学んだ知識を整理し
ノートにまとめるよ
うにして下さい。
（120分）

期末試験

評価基準・評価方法
期末試験にて判断する。

使用教科書
１５レクチャーシリーズ理学療法テキスト　装具学 / 石川朗、佐竹將宏.--中山書店，ISBN978-4-521-73226-8

参考図書

期末試験発表をもって伝える

課題(試験やﾚﾎﾟｰﾄ)に対
するﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸの方法

備考

― 186 ―



授業科目名

日常生活活動学

担当教員

石田　裕保・大場　かおり・亀山　咲子・澤村　彰吾  (代表教員  石田
　裕保)

必修・選択
必修

配当年次
1年 後学期

単位数(時間数)
1単位(30時間)

開講形態
講義･演習 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

学位授与の方針と授業科目の関連
全学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ(2)(3)理学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ
(2)(3)(4)の達成に寄与している。

実務家教員
石田裕保、大場かおり、亀山咲子、澤村彰吾（すべて理学療法士）

授 業 概 要
理学療法では日常生活活動の改善を主要な治療目標にしている。その基礎知識として概念、目標、範囲を整理し、障害
構造（ＩＣＦ）などを教授する。脳血管障害、脊髄損傷、慢性疼痛など日常生活に支障を生じる主要な疾患を想定し、
日常生活障害を具体化し、グループワークなどを行い、治療目標を見つけ出すことができるよう教授する。また、様々
なＡＤＬ評価方法を教授する。

学 修 の 到 達 目 標
①ADLの概念について理解する。
②障碍者が日常生活において何が困るのかを知る
③評価について理解する

回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

1
日常生活活動学概論
ADLとAPDL　
生活にかかるお金

① 石田 講義
講義前に授業計画内容と教
科書を照らし合わせて範囲
を一読して下さい。また、
生活費について調べてくだ
さい（120分）

その日に行った講義範囲の
教科書、配布資料等見直し
をし、学んだことを簡潔に
まとめるなど、自分ノート
づくりをしてください。
（120分）

2 障がい者体験（入浴、トイレ、歩行、階段昇降
、食事など） ②

石田
大場
亀山
澤村

演習
オム
ニバ
ス

講義前に授業計画内
容と教科書を照らし
合わせて範囲を一読
して下さい。
（120分）

その日に行った講義範囲の
教科書、配布資料等見直し
をし、学んだことを簡潔に
まとめるなど、自分ノート
づくりをしてください。
（120分）

3 障がい者体験（入浴、トイレ、歩行、階段昇降
、食事など） ②

石田
大場
亀山
澤村

演習
オム
ニバ
ス

講義前に授業計画内
容と教科書を照らし
合わせて範囲を一読
して下さい。
（120分）

その日に行った講義範囲の
教科書、配布資料等見直し
をし、学んだことを簡潔に
まとめるなど、自分ノート
づくりをしてください。
（120分）

4 障がい者体験（発表資料作成） ②
石田
大場
亀山
澤村

演習
オム
ニバ
ス

講義前にパワーポイ
ントなどパソコンの
使用方法について勉
強してください。
（120分）

その日に行った講義範囲の
教科書、配布資料等見直し
をし、学んだことを簡潔に
まとめるなど、自分ノート
づくりをしてください。
（120分）

5 障がい者体験（発表） ②
石田
大場
亀山
澤村

演習
オム
ニバ
ス

グループで発表準備
、予行演習を行って
下さい。（120分）

その日に行った講義範囲の
教科書、配布資料等見直し
をし、学んだことを簡潔に
まとめるなど、自分ノート
づくりをしてください。
（120分）

6 できるADL・しているADL、ICF、ICIDH　 ① 石田 講義

講義前に授業計画内
容と教科書を照らし
合わせて範囲を一読
して下さい。
（120分）

その日に行った講義範囲の
教科書、配布資料等見直し
をし、学んだことを簡潔に
まとめるなど、自分ノート
づくりをしてください。
（120分）

7 更衣動作、浴槽への移乗、環境整備、座位保持
装置 ① 石田 講義

講義前に授業計画内
容と教科書を照らし
合わせて範囲を一読
して下さい。
（120分）

その日に行った講義範囲の
教科書、配布資料等見直し
をし、学んだことを簡潔に
まとめるなど、自分ノート
づくりをしてください。
（120分）

8 更衣動作、浴槽への移乗、環境整備、座位保持
装置 ① 石田 講義

講義前に授業計画内
容と教科書を照らし
合わせて範囲を一読
して下さい。
（120分）

その日に行った講義範囲の
教科書、配布資料等見直し
をし、学んだことを簡潔に
まとめるなど、自分ノート
づくりをしてください。
（120分）

9 脊髄損傷の評価方法　ASIA、Zancoli　など　 ③ 石田 講義

講義前に授業計画内
容と教科書を照らし
合わせて範囲を一読
して下さい。
（120分）

その日に行った講義範囲の
教科書、配布資料等見直し
をし、学んだことを簡潔に
まとめるなど、自分ノート
づくりをしてください。
（120分）
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回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

10 脊髄損傷の評価方法　ASIA、Zancoli　など　 ③ 石田 講義

講義前に授業計画内
容と教科書を照らし
合わせて範囲を一読
して下さい。
（120分）

その日に行った講義範囲の
教科書、配布資料等見直し
をし、学んだことを簡潔に
まとめるなど、自分ノート
づくりをしてください。
（120分）

11 ADLの運動学的分析 ③
石田
大場
亀山
澤村

講義
オム
ニバ
ス

講義前に授業計画内
容と教科書を照らし
合わせて範囲を一読
して下さい。
（120分）

その日に行った講義範囲の
教科書、配布資料等見直し
をし、学んだことを簡潔に
まとめるなど、自分ノート
づくりをしてください。
（120分）

12 ADL評価法（ＢＩ）　 ③ 石田 講義

講義前に授業計画内
容と教科書を照らし
合わせて範囲を一読
して下さい。
（120分）

その日に行った講義範囲の
教科書、配布資料等見直し
をし、学んだことを簡潔に
まとめるなど、自分ノート
づくりをしてください。
（120分）

13 ADL評価法（ＢＩ、カッツなど）　 ③ 石田 講義

講義前に授業計画内
容と教科書を照らし
合わせて範囲を一読
して下さい。
（120分）

その日に行った講義範囲の
教科書、配布資料等見直し
をし、学んだことを簡潔に
まとめるなど、自分ノート
づくりをしてください。
（120分）

14 ADL評価法（ＦＩＭ・SIAS） ③ 大場 講義
「脳卒中の機能評価」p40-
43（SIASの特徴と概要）の
内容を確認しておきましょ
う。検査内容を示す図を見
ておきましょう。(120分)

教科書と配布資料を
用いて概要を復習し
ましょう。(120分)

15 ADL評価法（ＦＩＭ・SIAS） ③ 大場 講義

「脳卒中の機能評価
」p83-89 （FIMの特
徴と概要）を確認し
ておきましょう。
(120分)

教科書をよく復習し
、巻末の症例紹介を
読みながら採点して
みましょう。(120分
)

期末筆記試験

評価基準・評価方法
期末試験（60％）。課題（40％）をもって総合的に判断する。
期末試験は実技と筆記を行う。

使用教科書
標準理学療法学専門分野　日常生活活動学・生活環境学　第5版  / 鶴見隆正ほか.--医学書院，2017年，978-4-260-
03256-8
脳卒中の機能評価SIASとFIM〔基礎編〕 / 千野直一ほか.--金原出版，2012年，978-4-307-75033-2

参考図書
講義の際、適宜紹介します。

希望者には発表や期末試験終了後、よかったところ、修正すべきところをフィードバックします
。

課題(試験やﾚﾎﾟｰﾄ)に対
するﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸの方法

主にＡＤＬ評価方法（座学）と体験学習（演習）、プレゼンなどを行う。演習の際は講義内で指
定した場所・服装で行って下さい。
座学と演習の講義を行うため、講義によって使用教室が異なります。その場合、事前に連絡しま
す。
適宜プリント資料を配付する。質問がある場合は、オフィスアワーなどに確認をして下さい。

備考

― 188 ―



授業科目名

日常生活活動学演習

担当教員

石田　裕保・大場　かおり・亀山　咲子・澤村　彰吾  (代表教員  石田
　裕保)

必修・選択
必修

配当年次
2年 前学期

単位数(時間数)
1単位(30時間)

開講形態
演習

学位授与の方針と授業科目の関連
全学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ(2)(3)理学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ
(2)(3)(4)の達成に寄与している。

実務家教員
石田裕保、大場かおり、亀山咲子、澤村彰吾（すべて理学療法士）

授 業 概 要
理学療法では日常生活活動の改善を主要な治療目標にしている。その基礎知識として概念、目標、範囲を整理し、障害
構造（ＩＣＦ）などを教授する。脳血管障害、脊髄損傷、慢性疼痛など日常生活に支障を生じる主要な疾患を想定し、
動作分析の方法を教授する。臨床実習で直接的に患者様に関わる時に必要となる「動作介助」の実技を2人1組で行い、
指導方法、介助技術〔言葉の使い方、介助の程度、介助の方法〕を教授する。又、生活範囲を広げていく為に必要な補
装具や福祉用具の使用法についても教授する。主に車椅子、杖の使い方、段差・階段移動等を中心に指導を進める。

学 修 の 到 達 目 標
①動作介助の実技を習得する。　

回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

1 動作介助総論 ①
石田
大場
亀山
澤村

演習
講義前に授業計画内容と教
科書（イラストによる安全
な動作介助の手引き）を照
らし合わせて範囲を一読し
て下さい。（120分）

講義時間以外の時間
を確保し、教室の使
用許可を得て、実技
の練習を行って下さ
い。（120分）

2 歩行器、車椅子、車椅子の取り扱いについて　 ①
石田
大場
亀山
澤村

演習
講義前に授業計画内容と教
科書（イラストによる安全
な動作介助の手引き）を照
らし合わせて範囲を一読し
て下さい。（120分）

講義時間以外の時間
を確保し、教室の使
用許可を得て、実技
の練習を行って下さ
い。（120分）

3 トランスファー　車いす⇔ベッド　１人介助　 ①
石田
大場
亀山
澤村

演習
講義前に授業計画内容と教
科書（イラストによる安全
な動作介助の手引き）を照
らし合わせて範囲を一読し
て下さい。（120分）

講義時間以外の時間
を確保し、教室の使
用許可を得て、実技
の練習を行って下さ
い。（120分）

4 トランスファー　車いす⇔ベッド　２人介助 ①
石田
大場
亀山
澤村

演習
講義前に授業計画内容と教
科書（イラストによる安全
な動作介助の手引き）を照
らし合わせて範囲を一読し
て下さい。（120分）

講義時間以外の時間
を確保し、教室の使
用許可を得て、実技
の練習を行って下さ
い。（120分）

5 動作介助、背臥位⇔腹臥位 ①
石田
大場
亀山
澤村

演習
講義前に授業計画内容と教
科書（イラストによる安全
な動作介助の手引き）を照
らし合わせて範囲を一読し
て下さい。（120分）

講義時間以外の時間
を確保し、教室の使
用許可を得て、実技
の練習を行って下さ
い。（120分）

6 床からの立ち上がり ①
石田
大場
亀山
澤村

演習
講義前に授業計画内容と教
科書（イラストによる安全
な動作介助の手引き）を照
らし合わせて範囲を一読し
て下さい。（120分）

講義時間以外の時間
を確保し、教室の使
用許可を得て、実技
の練習を行って下さ
い。（120分）

7 トランスファー　リフターの使い方 ①
石田
大場
亀山
澤村

演習
講義前に授業計画内容と教
科書（イラストによる安全
な動作介助の手引き）を照
らし合わせて範囲を一読し
て下さい。（120分）

講義時間以外の時間
を確保し、教室の使
用許可を得て、実技
の練習を行って下さ
い。（120分）

8 リウマチ患者における動作介助 ①
石田
大場
亀山
澤村

演習
講義前に授業計画内容と教
科書（イラストによる安全
な動作介助の手引き）を照
らし合わせて範囲を一読し
て下さい。（120分）

講義時間以外の時間
を確保し、教室の使
用許可を得て、実技
の練習を行って下さ
い。（120分）

9 脳性麻痺における動作介助 ①
石田
大場
亀山
澤村

演習
講義前に授業計画内容と教
科書（イラストによる安全
な動作介助の手引き）を照
らし合わせて範囲を一読し
て下さい。（120分）

講義時間以外の時間
を確保し、教室の使
用許可を得て、実技
の練習を行って下さ
い。（120分）
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回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

10 脊髄損傷患者における動作介助 ①
石田
大場
亀山
澤村

演習
講義前に授業計画内容と教
科書（イラストによる安全
な動作介助の手引き）を照
らし合わせて範囲を一読し
て下さい。（120分）

講義時間以外の時間
を確保し、教室の使
用許可を得て、実技
の練習を行って下さ
い。（120分）

11 杖・松葉杖歩行
車椅子移動介助 ①

石田
大場
亀山
澤村

演習
講義前に授業計画内容と教
科書（イラストによる安全
な動作介助の手引き）を照
らし合わせて範囲を一読し
て下さい。（120分）

講義時間以外の時間
を確保し、教室の使
用許可を得て、実技
の練習を行って下さ
い。（120分）

12 トイレ、浴槽へのトランスファーについて ①
石田
大場
亀山
澤村

演習
トイレやお風呂の構
造について調べてお
いてください。
（120分）

本日習ったことを復
習しておいてくださ
い。（120分）

13 臨床におけるトランスファーについて
点滴、尿カテーテル ①

石田
大場
亀山
澤村

演習
点滴と尿カテーテル
について調べておい
てください。
（120分）

講義時間以外の時間
を確保し、教室の使
用許可を得て、実技
の練習を行って下さ
い。（120分）

14 疾患別トランスファー①　整形疾患 ①
石田
大場
亀山
澤村

演習
講義前に整形疾患の
病態について調べて
おいてください。
（120分）

講義時間以外の時間
を確保し、教室の使
用許可を得て、実技
の練習を行って下さ
い。（120分）

15 疾患別トランスファー②　中枢疾患 ①
石田
大場
亀山
澤村

演習
講義前に中枢疾患の
病態について調べて
おいてください。
（120分）

講義時間以外の時間
を確保し、教室の使
用許可を得て、実技
の練習を行って下さ
い。（120分）

期末試験

評価基準・評価方法
実技試験（80％）、講義参加度（20％）をもって総合的に判断する。

使用教科書
新　イラストによる安全な動作介助のてびき 第3版 /  飛松好子編著.--医歯薬出版社，2016年，978-4-263-21731-3

参考図書
講義の際、適宜紹介します。

希望者には期末試験終了後、実技に関して、よかったところ、修正すべきところをフィードバッ
クする。

課題(試験やﾚﾎﾟｰﾄ)に対
するﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸの方法

主に動作介助（演習）を行う。演習の際は講義内で指定した場所・服装で行って下さい。
座学と演習の講義を行うため、講義によって使用教室が異なります。その場合、事前に連絡しま
す。
適宜プリント資料を配付する。質問がある場合は、オフィスアワーなどに確認をして下さい。備考
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授業科目名

脳・神経系理学療法治療技術

担当教員

堀　信宏・藤橋　雄一郎  (代表教員  堀　信宏)

必修・選択
必修

配当年次
3年 前学期

単位数(時間数)
1単位(30時間)

開講形態
講義 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

学位授与の方針と授業科目の関連
全学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ(2)(3)理学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ
(2)(3)(4)の達成に寄与している。

実務家教員
堀信宏（理学療法士）、藤橋雄一郎（理学療法士）

授 業 概 要
脳・神経系理学療法治療技術では、主に脳血管障害，脊髄損傷に対する具体的な治療手技を学ぶ。動作介助をはじめ、
CI療法、関節可動域訓練などについ学ぶ。中でも脳血管障害者は理学療法の対象疾患として臨床上非常に高い頻度で遭
遇する。その為、体系化された様々な治療手技について学ぶだけでなく、脳の多様な機能を反映した様々な臨床症状、
リスクを学ぶ。

学 修 の 到 達 目 標
　脳血管障害者・脊髄損傷患者の解剖学的理解と病理的変化について学ぶ
②評価，投薬，離床基準，可動域訓練，特殊な治療法など，実践的な内容を修得する

回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

1 脳卒中治療ガイドライン2021と脳卒中理学療法
ガイドライン第2版 ① 堀 講義

2年次の脳・神経機
能障害学の内容を再
確認しておきましょ
う（30分）

ガイドラインとはど
のようなものか整理
しておきましょう
（30分）。

2 脳出血：急性期、回復期、維持期の病態と理学
療法の考え方 ① 堀 講義

脳血管障害の病期つ
いて、2年次の脳・
神経機能障害学の内
容を再確認しておき
ましょう（30分）

発症後、幹部（脳
）がどの様な変化を
するのか整理しまし
ょう(30分)

3 脳梗塞：急性期，回復期，維持期の病態と理学
療法の考え方 ① 堀 講義

脳血管障害の病期つ
いて、2年次の脳・
神経機能障害学の内
容を再確認しておき
ましょう（30分）

発症後，患部(脳)が
どの様な変化をする
のか整理しましょう
(30分)

4 リスク管理 ② 堀 講義
ﾘﾊ基準，ｱﾝﾀﾞｰｿﾝな
どのリスク管理法を
再確認しておいてく
ださい（30分）

特に急性期は細かい
リスク管理が求めら
れるため整理をしま
しょう(30分)

5 特殊な治療法
：rTMS，ｔDCS，TES（TENS），FES ② 堀 講義

2年次の脳・神経機
能障害学テキストの
内容を再確認してお
きましょう（30分）

各評価の特徴を整理
しましょう(30分)

6 特殊な治療法：CI療法，バイオフィードバック
，BWSTT，Robot ② 堀 講義

肩関節と股関節の解
剖学を復習しておき
ましょう(30分）

最も2次障害を生じ
易い子の関節をどの
様に管理すれば良い
か整理しましょう
(30分)

7 特殊な治療法：PNF，運動学習 ② 堀 講義
2年次の脳・神経機
能障害学テキストの
内容を再確認してお
きましょう（30分）

様々な治療法の特徴
について整理しまし
ょう(30分)

8 痙縮治療：ボツリヌス療法 ② 堀 講義

ボツリヌス療法とは
どの様な治療法なの
か様々なデバイスで
調べてみましょう
(30分）

ボツリヌス療法の超
短所を整理しましょ
う(30分)

9 症例検討：頭部外傷 ② 堀 実技

2年次の脳・神経機
能障害学テキスト
（症例）の内容を再
確認しておきましょ
う（30分）

理学療法の介入に夜
症例の変化を捉えま
しょう(30分)
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回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

10 症例検討：Pusher症候群と半側空間無視 ② 堀 講義

2年次の脳・神経機
能障害学テキスト
（症例）の内容を再
確認しておきましょ
う（30分）

理学療法の介入に夜
症例の変化を捉えま
しょう(30分)

11 脳血管障害者の装具療法 ② 藤橋 講義

2年次に行った装具
学（下肢装具）につ
いて、目的や特徴を
再確認しましょう
（30分）。

麻痺の程度に応じた
装具の特徴・選定に
ついて再確認しまし
ょう（30分）。

12 脳血管障害者の住環境整備 ② 藤橋 講義

住環境整備に必要な
家屋構造（生活環境
論）や介護保険利用
について調べておき
ましょう（30分）

住宅改修に必要な家
屋構造について確認
し、臨床実習に備え
ましょう（30分）。

13 脊髄損傷の理学療法 ② 藤橋 講義

脊髄損傷の病態や障
害の特徴、理学療法
に必要な評価につい
て調べましょう
（30分）。

脊髄損傷者に対する
理学療法を行う上で
の評価・訓練につい
て検討しましょう
（30分）。

14 脊髄損傷の理学療法（頸髄損傷当事者参加） ② 藤橋 講義
演習

脊髄損傷の病態や障害
の特徴、理学療法に必
要な評価について調べ
実施できるようにしま
しょう（40分）。

頸髄損傷当事者より得
た情報を踏まえ、理学
療法プログラムを立案
しレポートを作成しま
しょう（40分）。

15 脊髄損傷の理学療法（頸髄損傷当事者参加） ①
② 藤橋 講義

演習

脊髄損傷の病態や障
害の特徴、理学療法
に必要な評価につい
て調べましょう
（40分）。

頸髄損傷当事者より得
た情報を踏まえ、理学
療法プログラムを立案
しレポートを作成しま
しょう（40分）。

定期試験　筆記

評価基準・評価方法
筆記試験（80％）、頸髄損傷レポート（20％）にて判定する。

使用教科書
病気がみえる７　脳・神経 / 医療情報科学研究所.--第2版--メディックメディア，2017年，ISBN978-4-89632-686-4
資料を配布する

参考図書
脳卒中理学療法の理論と技術　第3版（メディカルビュー），理学療法テキスト神経障害理学療法学Ⅰ/Ⅱ（中山書店
），実践編　理学療法臨床思考（文光堂）

授業内で随時実施する

課題(試験やﾚﾎﾟｰﾄ)に対
するﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸの方法

資料を基に，実際に身体を動かして実践も行います．また，ディスカッションも交えながら進め
ますので，積極的な参加を期待します．

備考
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授業科目名

骨・関節系理学療法治療技術

担当教員

曽田　直樹・田島　嘉人  (代表教員  曽田　直樹)

必修・選択
必修

配当年次
3年 前学期

単位数(時間数)
1単位(30時間)

開講形態
講義 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

学位授与の方針と授業科目の関連
全学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ(2)(3)理学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ
(2)(3)(4)の達成に寄与している。

実務家教員
曽田直樹（理学療法士）、田島嘉人（理学療法士）

授 業 概 要
骨・関節系理学療法治療技術では、臨床運動学で学んだ四肢・脊椎の基礎知識を基に臨床上遭遇しやすい骨・関節障害
、スポーツ障害に対する病態、理学療法の考え方および治療手技を体系的に学ぶ。具体的には解剖学、生理学の観点か
らの”痛み”に関する講義、臨床的体表解剖、ストレッチなどの基本的テクニックについてはデモンストレーションと
実技体験を実施する。また講義では、グループワークを活用し学びを深めていく。

学 修 の 到 達 目 標
①　変形性疾患についてその病態、理学療法の考え方を説明することができる。
②　脊椎疾患について解剖、運動学を説明することができる。
③　脊椎疾患についてその病態、理学療法の考え方を説明することができる。
④　臨床での評価、治療における体表解剖、ストレッチ、徒手療法の活用方法を説明することができる
⑤　④における基本的な技術を対象者に実施することができる

回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

1 変形性関節症の病態について ① 曽田 講義
解剖学をはじめ骨関
節機能障害学の資料
を復習しておくこと
（30分）

授業内容の復習をす
ること(30分）

2 変形性関節症の運動療法について ① 曽田 講義
解剖学をはじめ骨関
節機能障害学の資料
を復習しておくこと
（30分）

授業内容の復習をす
ること(30分）

3 脊椎の解剖・運動学について ②
③ 曽田 講義

解剖学をはじめ骨関
節機能障害学の資料
を復習しておくこと
（30分）

授業内容の復習をす
ること(30分）

4 脊椎疾患（脊柱管狭窄症について） ②
③ 曽田 講義

解剖学をはじめ骨関
節機能障害学の資料
を復習しておくこと
（30分）

授業内容の復習をす
ること(30分）

5 脊椎疾患（椎間板ヘルニアについて） ②
③ 曽田 講義

解剖学をはじめ骨関
節機能障害学の資料
を復習しておくこと
（30分）

授業内容の復習をす
ること(30分）

6 脊椎疾患（側弯症、圧迫骨折、腰痛症について
）

②
③ 曽田 講義

解剖学をはじめ骨関
節機能障害学の資料
を復習しておくこと
（30分）

授業内容の復習をす
ること(30分）

7 頸椎、腰椎の疾患 ②
③ 曽田 講義

解剖学をはじめ骨関
節機能障害学の資料
を復習しておくこと
（30分）

授業内容の復習をす
ること(30分）

8 整形外科領域の理学療法 ④ 田島 講義 配布資料の事前学習
（30分）

授業内容の復習をす
ること(30分）

9 臨床的体表解剖Ⅰ ④ 田島 演習
解剖学演習にて学習
した筋の起始、停止
、支配神経の復習
（30分）

触診技術の復習
（30分）
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回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

10 臨床的体表解剖Ⅱ ④
⑤ 田島 演習

解剖学演習にて学習
した筋の起始、停止
、支配神経の復習
（30分）

触診技術の復習
（30分）

11 徒手療法の基礎Ⅰ ④ 田島 講義 配布資料の熟読
（30分）

配布資料の復習
（30分）

12 徒手療法の基礎Ⅱ ④
⑤ 田島 演習 配布資料の熟読

（30分）
配布資料の復習
（30分）

13 ストレッチⅠ ④ 田島 演習
解剖学演習にて学習
した筋の起始、停止
、支配神経の復習
（30分）

ストレッチ技術の復
習（30分）

14 ストレッチⅡ ④
⑤ 田島 演習

解剖学演習にて学習
した筋の起始、停止
、支配神経の復習
（30分）

ストレッチ技術の復
習（30分）

15 Fasciaを含む軟部組織に対する治療技術の基礎 ④
⑤ 田島 講義 前腕における解剖学

の復習（30分）
配布資料の復習
（30分）

定期試験（筆記）

評価基準・評価方法
評価基準：知識・理解、学修態度・意欲を重視
評価方法：定期試験（９０％）、態度・意欲（１０％　小テスト、授業参加度など）にて総合的に判断する。

使用教科書
運動療法のための機能解剖学的触診技術（上肢） / 林則雄.--改訂第2版--メジカルビュー社，2011年，ISBN978-4-7583-1136-6
運動療法のための機能解剖学的触診技術（下肢・体幹） / 林則雄.--改訂第2版--メジカルビュー社，2012年，ISBN978-4-7583-1137-3
プロメテウス解剖学アトラス　解剖学総論・運動器系 / 坂井建雄ほか監訳.--第3版--医学書院，2017年，ISBN978-4-260-02534-8

参考図書
・整形外科運動療法ナビゲーション　下肢・体幹(メジカルビュー)　
・標準理学療法学　骨関節理学療法学(医学書院)

講義内で解説

課題(試験やﾚﾎﾟｰﾄ)に対
するﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸの方法

オフィスアワーを活用してください。
　　　　　　　　

備考
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授業科目名

内部系理学療法治療技術

担当教員

河合　克尚

必修・選択
必修

配当年次
3年 前学期

単位数(時間数)
1単位(30時間)

開講形態
講義

学位授与の方針と授業科目の関連
全学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ(2)(3)理学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ
(2)(3)(4)の達成に寄与している。

実務家教員
河合克尚（理学療法士）

授 業 概 要
呼吸器疾患に対する理学療法、心疾患に対する運動療法、糖尿病や末梢循環障害に対する予防・改善プログラムなど、
内部障害に対する理学療法を学ぶ。また、近年では慢性腎臓病やがんに対するリハビリテーションも行われるようにな
り、その概要についても説明する。

学 修 の 到 達 目 標
①呼吸理学療法（コンディショニング、運動療法、ADLトレーニング）について説明できる。
②心肺運動負荷試験および心疾患の運動療法について説明できる。
③糖尿病、末梢循環障害、慢性腎臓病に対する運動療法について説明できる。
④がんのリハビリテーションについて説明できる。

回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

1 呼吸理学療法のための評価 ① 講義
教科書（p.179-
188、p.195-203）に
目を通しておこくこ
と（30分）

授業内容の復習をす
ること（30分）

2 呼吸理学療法のための評価 ① 講義
教科書（p.209-
214、p.217-219）に
目を通しておこくこ
と（30分）

授業内容の復習をす
ること（30分）

3 呼吸器疾患の理学療法 ① 講義
教科書（p.220-
238）に目を通して
おこくこと（30分）

授業内容の復習をす
ること（30分）

4 呼吸器疾患の理学療法 ① 講義
教科書（p.239-
249）に目を通して
おこくこと（30分）

授業内容の復習をす
ること（30分）

5 呼吸器疾患の理学療法（呼吸介助法） ① 演習
教科書（p.285-
295）に目を通して
おこくこと（30分）

授業内容の復習をす
ること（30分）

6 運動耐容能とその評価（心肺運動負荷試験） ② 講義
教科書（p.39-
46）に目を通してお
くこと（30分）

授業内容の復習をす
ること（30分）

7 運動耐容能とその評価（心肺運動負荷試験） ② 演習
教科書（p.39-
46）に目を通してお
くこと（30分）

授業内容の復習をす
ること（30分）

8 心疾患の運動療法 ② 講義
教科書（p.71-
80）に目を通してお
くこと（30分）

授業内容の復習をす
ること（30分）

9 末梢循環障害の理学療法 ③ 講義
教科書（p.115-
130）に目を通して
おくこと（30分）

授業内容の復習をす
ること（30分）
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回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

10 糖尿病の理学療法 ③ 講義
教科書（p.345-
374）に目を通して
おこくこと（30分）

授業内容の復習をす
ること（30分）

11 糖尿病の理学療法 ③ 講義
教科書（p.345-
374）に目を通して
おこくこと（30分）

授業内容の復習をす
ること（30分）

12 慢性腎臓病に対するリハビリテーション ③ 講義
教科書（p.141-
153）に目を通して
おこくこと（30分）

授業内容の復習をす
ること（30分）

13 がんのリハビリテーション ④ 講義
教科書（p.375-
398）に目を通して
おこくこと（30分）

授業内容の復習をす
ること（30分）

14 気道内分泌物吸引法 ① 講義
演習

教科書（p.298-
305）に目を通して
おこくこと（30分）

授業内容の復習をす
ること（30分）

15 救命処置の流れ（心肺蘇生法とAED） ② 講義
教科書（p.30）に目
を通しておくこと
（30分）

授業内容の復習をす
ること（30分）

定期試験（筆記）

評価基準・評価方法
評価方法は、小テスト（20%）、定期試験（80%）とする。

使用教科書
内部障害理学療法学テキスト / 細田多穂.--改訂第３版--南江堂，2017年12月，ISBN978-4-524-25479-8

参考図書
適宜紹介する

小テストを実施し理解度を確認します。小テストの問題に対する解説（フィードバック）は授業
内に行います。

課題(試験やﾚﾎﾟｰﾄ)に対
するﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸの方法

質問等がある場合は、授業終了後やオフィスアワーを積極的に活用して下さい。

備考
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授業科目名

臨床バイオメカニクス

担当教員

曽田　直樹・植木　努  (代表教員  曽田　直樹)

必修・選択
選択

配当年次
3年 前学期

単位数(時間数)
1単位(15時間)

開講形態
講義

学位授与の方針と授業科目の関連
全学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ・ﾎﾟﾘｼｰ(2)(3)、理学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ・ﾎ
ﾟﾘｼｰ(2)(4)の達成に寄与している

実務家教員
曽田直樹（理学療法士）植木努（理学療法士）

授 業 概 要
歩行など人の動きを中心に扱う理学療法士にとってバイオメカニクスはなくてはならないものです。また力学は臨床現
場で観察される現象と原因の因果関係を直接的に結びつけてくれる学問であり、解剖学や生理学、運動学と並んで必須
の学問です。本講義では動作分析を行う上での基本的事項を理解し、実際に測定機器を使用して計測したデータの解釈
が行える能力を身につける。

学 修 の 到 達 目 標
①力学の基本的事項（力の合成と分解、テコの考え方、重心、床反力、関節モーメント、パワー）を理解し生体に応用
できるようになる。
②動作解析装置の使用法を理解し、計測および測定結果を読み取ることができる。
③理学療法現場で評価することの多い立ち上がり、歩行動作のバイオメカニクス的分析ができるようになる。

回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

1 力の合成と分解、生体におけるテコ（p.
1～28） ① 曽田

植木 講義
力の合成と分解、生
体におけるテコ（p.
1～28）を読んでお
くこと。（60分）

講義内容を復習して
おくこと。（20分）

2 重心の求め方、重心の速度・加速度（p.
29～44） ① 曽田

植木 講義
重心の求め方、重心
の速度・加速度（p.
29～44）を読んでお
くこと。（60分）

講義内容を復習して
おくこと。（20分）

3 床反力と重心加速度、床反力作用点（COP）と
は何か（p. 45～66） ① 曽田

植木 講義
床反力と重心加速度、
床反力作用点（COP）と
は何か（p. 45～66）を
読んでおくこと。
（60分）

講義内容を復習して
おくこと。（20分）

4 関節モーメントと筋活動、関節モーメントのパ
ワー（p. 67～84） ① 曽田

植木 講義

関節モーメントと筋
活動、関節モーメン
トのパワー（p.
67～84）を読んでお
くこと。（60分）

講義内容を復習して
おくこと。（20分）

5 三次元動作解析装置について ② 曽田
植木 演習

配布した資料を読ん
でおくこと。（60分
）

三次元動作解析装置
の使用方法を復習し
ておくこと。（20分
）

6 ジャンプ動作のバイオメカニクス（p. 85～
96） ③ 曽田

植木 演習
ジャンプ動作のバイ
オメカニクス（p.
85～96）を読んでお
くこと。（60分）

講義内容を復習して
おくこと。（20分）

7 立ち上がりのバイオメカニクス（p. 97～108） ③ 曽田
植木 演習

立ち上がりのバイオ
メカニクス（p.
97～108）を読んで
おくこと。（60分）

講義内容を復習して
おくこと。（20分）

8 歩行のバイオメカニクス（p. 109～130） ③ 曽田
植木 演習

歩行のバイオメカニ
クス（p.
109～130）を読んで
おくこと。（60分）

講義内容を復習して
おくこと。（20分）

定期試験（筆記）
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評価基準・評価方法
評価基準：知識・理解、学修態度・意欲を重視
評価方法：定期試験（９０％）、態度・意欲（１０％）にて総合的に判断する。

使用教科書
基礎バイオメカニクス第2版 / 山本澄子、石井慎一郎、江原義弘.--医歯薬出版，2015，978-4-263-21941-6

参考図書

演習時に計測及び分析したデータに対しフィードバックを行います。

課題(試験やﾚﾎﾟｰﾄ)に対
するﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸの方法

備考
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授業科目名

徒手理学療法学

担当教員

田島　嘉人

必修・選択
選択

配当年次
3年 前学期

単位数(時間数)
1単位(15時間)

開講形態
講義

学位授与の方針と授業科目の関連
全学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ(2)(3)理学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ
(2)(3)(4)の達成に寄与している。

実務家教員
田島嘉人（理学療法士）

授 業 概 要
「骨・関節機能障害学」「骨・関節系理学療法治療技術」の内容を発展させ、徒手理学療法学の基礎理論、関節運動学
、関節機能異常のメカニズムについて超音波診断装置を使用しながら学ぶ。四肢関節のモビライゼーションおよびトレ
ーニング方法を理解する。また、Fasciaを含む軟部組織の基礎知識、治療技術について学ぶ。

学 修 の 到 達 目 標
①徒手理学療法学の基礎理論、関節運動学、関節機能異常のメカニズムについて説明できる
②関節機能異常のメカニズムなどについて超音波診断装置を用いて描出できる。
③四肢関節のモビライゼーションおよびトレーニング方法を理解し、実践できる
④Fasciaを含む軟部組織の基礎知識を説明できる。また、その治療技術について実践できる

回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

1 徒手理学療法学の基礎理論 ① 講義 筋の起始停止支配神
経の復習（120分）

徒手理学療法学の基
礎理論の復習
（120分）

2 関節運動学、関節機能異常のメカニズム ① 講義 臨床運動学の復習
（120分）

関節運動学、関節機
能異常のメカニズム
の復習（120分）

3 超音波診断装置を用いた関節機能異常のメカニ
ズム ② 講義 各関節の構造の復習

（120分）
関節機能異常のメカ
ニズムの復習
（120分）

4 徒手理学療法の評価 ① 講義 各関節の構造の復習
（120分）

徒手理学療法の評価
の復習（120分）

5 徒手理学療法の治療 ① 講義 徒手理学療法の評価
の復習（120分）

徒手理学療法の治療
の復習（120分）

6 四肢関節のモビライゼーションおよびトレーニ
ング方法 ③ 講義

関節運動学、関節機
能異常のメカニズム
の復習（120分）

四肢関節のモビライ
ゼーションおよびト
レーニング方法の復
習（120分）

7 Fasciaを含む軟部組織の基礎知識 ④ 講義 軟部組織の基礎知識
の復習（120分）

Fasciaを含む軟部組
織の復習（120分）

8 Fasciaを含む軟部組織を利用した治療技術 ④ 講義 Fasciaを含む軟部組
織の復習（120分）

Fasciaを含む軟部組
織を利用した治療技
術の復習（120分）

9 定期試験
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評価基準・評価方法
定期試験（50％）グループディスカッション参加度（50%）

使用教科書
整形徒手理学療法Kaltenborn-Evjenth Concept / 林寛他.--富 雅男, 砂川 勇--医歯薬出版，2011年，978-4263213872

参考図書
配布資料

ディスカッション時に即時フィードバック

課題(試験やﾚﾎﾟｰﾄ)に対
するﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸの方法

備考
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授業科目名

ニューロリハビリテーション

担当教員

石田　裕保・大場　かおり・澤村　彰吾  (代表教員  石田　裕保)

必修・選択
選択

配当年次
3年 後学期

単位数(時間数)
1単位(15時間)

開講形態
講義

学位授与の方針と授業科目の関連
全学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ(2)(3)理学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ
(2)(3)(4)の達成に寄与している。

実務家教員
石田裕保（理学療法士）,大場かおり（理学療法士）,澤村彰吾（理学療
法士）

授 業 概 要
「脳・神経機能障害学」「脳・神経系理学療法治療技術」の内容を発展させ、神経変性により出現した運動障害や高次
脳機能障害の神経メカニズムについて学ぶ。また、運動障害の神経科学的・運動学的・運動力学的な分析方法と効果的
なリハビリテーションについて理解する。

学 修 の 到 達 目 標
①中枢神経系の機能障害について理解する。
②運動障害,感覚障害,高次脳機能障害のメカニズムについて理解する。
③ケーススタディを通じ、障害の分析,解釈,治療意義について考える。

回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

1 ニューロリハビリテーション概論 ①
②

石田
大場
澤村

講義
脳・神経系理学療法治療技
術の学習では、脳血管障害
、脊髄損傷による障害に対
する具体的な治療手技を学
ぶ。（125分）

配布資料と講義内容
を復習しましょう
（125分）

２ 脳の可塑性と皮質の再編成 ①
②

石田
大場
澤村

講義
脳・神経系理学療法治療技
術の学習では、脳血管障害
、脊髄損傷による障害に対
する具体的な治療手技を学
ぶ。（125分）

配布資料と講義内容
を復習しましょう
（125分）

３ ケーススタディ①CI療法 ③
石田
大場
澤村

講義
脳・神経系理学療法治療技
術の学習では、脳血管障害
、脊髄損傷による障害に対
する具体的な治療手技を学
ぶ。（125分）

配布資料と講義内容
を復習しましょう
（125分）

４ ケーススタディ②ロボット療法　上肢 ③
石田
大場
澤村

講義
脳・神経系理学療法治療技
術の学習では、脳血管障害
、脊髄損傷による障害に対
する具体的な治療手技を学
ぶ。（125分）

配布資料と講義内容
を復習しましょう
（125分）

５ ケーススタディ③ロボット療法　下肢 ③
石田
大場
澤村

講義
事前に示された疾患
について学習してお
きましょう。
（125分）

配布資料と講義内容
を復習しましょう
（125分）

６
ケーススタディ④反復経頭蓋磁気刺激法，経頭
蓋直流刺激法を用いたニューロリハビリテーシ
ョン

③
石田
大場
澤村

講義
事前に示された疾患
について学習してお
きましょう。
（125分）

配布資料と講義内容
を復習しましょう
（125分）

７ ケーススタディ⑤神経変性疾患（パーキンソン
病）、脳血管障害 ③

石田
大場
澤村

講義
事前に示された疾患
について学習してお
きましょう。
（125分）

配布資料と講義内容
を復習しましょう
（125分）

８ ニューロリハビリテーションの展望
再生医療など ③

石田
大場
澤村

講義
事前に示された疾患
について学習してお
きましょう。
（125分）

配布資料と講義内容
を復習しましょう
（125分）

定期試験 試験
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評価基準・評価方法
筆記試験　100％

使用教科書
ニューロリハビリテーション / 道免 和久.--医学書院，2015年，978-4260020091

参考図書

講義内で提示する課題は、その都度解説を行う。
筆記試験に関しては期末試験成績発表にて行う。

課題(試験やﾚﾎﾟｰﾄ)に対
するﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸの方法

備考
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授業科目名

呼吸理学療法学

担当教員

河合　克尚

必修・選択
選択

配当年次
3年 後学期

単位数(時間数)
1単位(15時間)

開講形態
講義

学位授与の方針と授業科目の関連
全学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ(2)(3)理学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ
(2)(3)(4)の達成に寄与している。

実務家教員
河合克尚（理学療法士）

授 業 概 要
呼吸器疾患に対する評価ならびに理学療法の実践能力を修得する。具体的には、PBLを通して理学療法プログラムを立
案し、理学療法評価とプログラムを健常者に対して実践する。

学 修 の 到 達 目 標
①呼吸器疾患に対する臨床検査と理学療法評価について説明できる。
②呼吸理学療法（コンディショニング、運動療法、ADLトレーニング）について説明できる。
③臨床検査と理学療法評価から慢性閉塞性肺疾患の理学療法プログラムを立案できる。
④臨床検査と理学療法評価から拘束性肺疾患の理学療法プログラムを立案できる。
⑤フィジカルアセスメント（呼吸数、呼吸パターン、肺音の聴診など）を健常者に実施できる。
⑥コンディショニング（呼吸練習、呼吸介助法など）を健常者に実施できる。

回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

1 呼吸器疾患の臨床検査と理学療法評価 ① 講義
教科書p.217-219、
p.242-245に目を通
す（90分）

授業の復習をする
（150分）

2 呼吸理学療法 ② 講義
教科書p.220-227、
p.232-238に目を通
す（90分）

授業の復習をする
（150分）

3 呼吸器疾患に対する理学療法プログラムの立案 ③ 演習
教科書p.220-227、
p.232-238に目を通
す（90分）

レポートをまとめる
（150分）

4 呼吸器疾患に対する理学療法プログラムの立案 ④ 演習 教科書p.239-249に
目を通す（90分）

レポートをまとめる
（150分）

5 フィジカルアセスメント ⑤ 演習
教科書p.199-200、
p.218-219に目を通
す（90分）

授業の復習をする
（150分）

6 コンディショニング ⑥ 演習
教科書p.232-235、
p.285-297に目を通
す（90分）

実技練習を行う
（150分）

7 コンディショニング ⑥ 演習
教科書p.232-235、
p.285-297に目を通
す（90分）

実技練習を行う
（150分）

8 コンディショニング ⑥ 演習
教科書p.232-235、
p.285-297に目を通
す（90分）

実技練習を行う
（150分）

定期試験（実技、筆記）
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評価基準・評価方法
定期試験（実技と筆記60%）、レポート（40%）

使用教科書
内部障害理学療法学テキスト　改訂第4版 / 細田多穂.--南江堂，2022年，978-4-524-23117-1

参考図書

レポートおよび小テストに対するフィードバックを授業内で行う。

課題(試験やﾚﾎﾟｰﾄ)に対
するﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸの方法

質問や疑問がある場合は、積極的に聞いて知識・技術の向上に努めてください。

備考
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授業科目名

スポーツ理学療法学演習

担当教員

澤村　彰吾

必修・選択
選択

配当年次
2年 後学期

単位数(時間数)
1単位(15時間)

開講形態
演習

学位授与の方針と授業科目の関連
全学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ(2)(3)理学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ
(2)(3)(4)の達成に寄与している。

実務家教員
澤村彰吾

授 業 概 要
スポーツ理学療法で学んだ内容を発展させ、より実践的なスポーツ理学療法を学んでいく。本講義では、前期に学んだ
スポーツ外傷・障害に対する理学療法に加え、それらを予防するための方策、急性期対応、アスリートのパフォーマン
ス向上、コンディショニングといったより実践的な知識・技術の習得を目指す。講義の中では、実際に体力測定を行い
、その結果に基づきトレーニングを立案する。また、より実践的なテーピングや急性期対応演習を行う。

学 修 の 到 達 目 標
①基本的な体力要素について説明できる
②スポーツ外傷・障害に対する基本的な予防策を講じることができる
③基本的なトレーニング処方・指導ができる
④基本的なコンディショニングが実践できる
⑤基本的な急性期対応（応急処置、固定、搬送など）が実践できる

回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

1 授業オリエンテーション・トレーニング理論概
論 ① 澤村 講義

演習
スポーツ理学療法学
の講義内容を復習し
ておく。（120分）

配布資料の復習
（120分）

2 体力測定演習 ①
③ 澤村 講義

演習
前回の配布資料を熟
読する（120分）

配布資料の復習
（120分）

3 各種トレーニングについて①（筋力・スピード
・パワーなど） ③ 澤村 講義

演習
前回の配布資料を熟
読する（120分）

配布資料の復習
（120分）

4 各種トレーニングについて②（代謝系、アジリ
ティ、コーディネーションなど） ③ 澤村 講義

演習
前回の配布資料を熟
読する（120分）

配布資料の復習
（120分）

5 トレーニング立案演習 ③ 澤村 講義
演習

前回の配布資料を熟
読する（120分）

配布資料の復習
（120分）

6 コンディショニングについて ②
④ 澤村 講義

演習
前回の配布資料を熟
読する（120分）

配布資料の復習
（120分）

7 テーピング演習（足・膝・大腿・肘・手首）
②
④
⑤

澤村 講義
演習

スポーツ理学療法学
の講義内容を復習し
ておく。（120分）

配布資料の復習
（120分）

8 応急処置演習（固定・アイシング・搬送） ⑤ 澤村 講義
演習

スポーツ理学療法学
の講義内容を復習し
ておく。（120分）

配布資料の復習
（120分）

レポート提出
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評価基準・評価方法
グループワークへの参加度（40%）、最終レポート（60%）

使用教科書
プリント資料を配布する

参考図書
適宜紹介する

適宜フィードバックを行う

課題(試験やﾚﾎﾟｰﾄ)に対
するﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸの方法

実際に身体を動かす講義・演習が多くなります。動きやすい服装で参加してください。体育館で
体力測定を行う際は室内シューズを用意してください。

備考
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授業科目名

障害者スポーツ指導論

担当教員

藤橋　雄一郎

必修・選択
選択

配当年次
2年 後学期

単位数(時間数)
1単位(15時間)

開講形態
講義

学位授与の方針と授業科目の関連
全学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ(2)(3)理学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ
(2)(3)(4)の達成に寄与している。

実務家教員
藤橋雄一郎（理学療法士・中級障がい者スポーツ指導員）

授 業 概 要
障がいのある人のスポーツ（歴史・施策・大会）について学びます。また、様々な障がい者スポーツを紹介し、実際の
障がい者スポーツを体験します。障がい者スポーツの可能性について、グループワークやプレゼンテーションにて再考
します。

学 修 の 到 達 目 標
①障がい者スポーツの歴史を理解する
②障がい者スポーツに関する諸施策を理解する
③障がい者スポーツの競技特性・規則を理解する
④障がい者スポーツに使用する機器等について理解する
⑤障がい者スポーツに積極的に参加することができる

回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

1 スポーツインテグリティと指導者に求められる
資質 ① 講義

使用教科書第1章を読み
ましょう。また、自身
が体験したスポーツに
ついて振り合えりまし
ょう（120分）。

スポーツ指導に必要
な資質を再考しまし
ょう（120分）。

2 障がい者スポーツの意義と理念 ① 講義

使用教科書第3章を
読み、障がい者スポ
ーツの意義を考えま
しょう（120分）。

スポーツにおけるイ
ンクルージョンにつ
いて再考しましょう
（120分）。

3 障がい者スポーツに関する諸施策 ② 講義

使用教科書第6章を
読み、各障がいにお
ける施策の変遷を理
解しましょう
（120分）。

スポーツ基本法とス
ポーツ基本計画の目
的について理解を深
めましょう（120分
）。

4 障がい者スポーツ推進の取り組み ①
② 講義

使用教科書第7章を読み
、岐阜県における障が
い者スポーツの取り組
みについて調べましょ
う（120分）。

障がい者スポーツ指
導員制度について、
種類と役割りを理解
しましょう（120分
）。

5 全国障がい者スポーツ大会の概要 ①
② 講義

使用教科書第23章を
読み、全国障害者ス
ポーツ大会の概要を
理解しましょう
（120分）。

過去の大会を含め、
実施競技の特徴や参
加資格について理解
を深めましょう
（120分）。

6 各障がいのスポーツ指導上の留意点と工夫 ③
④

講義
・演
習

障がい者スポーツの種目や
競技特性を調べ説明できる
ようにしましょう。また、
新たな障がい者スポーツを
考えてみましょう（120分
）。

講義を振り返りレポ
ートを作成しましょ
う（120分）。

7 パラスポーツ（シッティングバレーボール、ゴ
ールボール、ボッチャ）

③
④
⑤

演習
シッティングバレーボ
ール、ゴールボール、
ボッチャの特徴、競技
規則を調べましょう
（120分）。

体験した競技を振り
返りレポートを作成
しましょう（120分
）。

8 パラスポーツ（車いすバスケットボール、車い
すツインバスケットボール）

③
④
⑤

演習

車いすバスケットボール・
ツインバスケットボールを
含め、車いすを用いたスポ
ーツの特徴や競技規則につ
いて調べましょう（120分
）。

体験した競技を振り
返りレポートを作成
しましょう（120分
）。

レポート
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評価基準・評価方法
授業への取り組み・授業レポート50％、課題レポート50％で評価します。

使用教科書
障がいのある人のスポーツ指導教本　初級・中級 / 日本障がい者スポーツ協会--ぎょうせい，978-4-324-10803-1
必要に応じて追加資料を配布します。
グループワークやディスカッション、プレゼンテーション、演習では積極的に参加しましょう。

参考図書

講義内でフィードバックします。

課題(試験やﾚﾎﾟｰﾄ)に対
するﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸの方法

初級障がい者スポーツ指導員の取得には、下記科目の履修が必要です。
理学療法総論、リハビリテーション医学、コミュニケーション学、社会福祉学、医療安全管理論、精神医学
、内部系理学療法治療技術

資格取得には別途申請料（約10,000円）等の費用がかかります。
質問等は来室、メール等で随時受け付けます。
メールアドレス：y.fujihashi@heisei-iryou.ac.jp

備考
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授業科目名

ヘルスプロモーションと理学療法

担当教員

長谷部　武久・堀　信宏・亀山　咲子  (代表教員  長谷部　武久)

必修・選択
選択

配当年次
2年 後学期

単位数(時間数)
1単位(15時間)

開講形態
講義

学位授与の方針と授業科目の関連
全学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ(2)(3)理学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ
(2)(3)(4)の達成に寄与している。

実務家教員
長谷部武久　堀信宏　亀山咲子　（全て理学療法士）

授 業 概 要
健康寿命の延長や疾病を減少させる予防的リハビリテーション分野について、基本的知識とその具体的介入方法を学ぶ
。健康維持，健康増進における理学療法士の役割を理解する。また産業理学療法における理学療法士の役割について学
ぶ。仕事での動作・姿勢に由来する身体の損傷や健康被害の原因究明と、その具体的対策について理解する。

学 修 の 到 達 目 標
①高齢者における運動習慣の定着・認知症予防・うつ予防などの促進プログラムを計画できる
②産業理学療法において予防の基礎と理学療法士の関わりについて説明できる
③ウィメンズヘルス・メンズヘルスに関する疾病や障害予防について説明できる
④低栄養の病態と栄養評価について説明できる

回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

1 オリエンテーション
ヘルスプロモーションの理念 ① 長谷

部 講義
シラバスに目を通し
ておくこと（120分
）

授業の内容を復習す
ること（120分）

2 高齢者ヘルスプロモーションの重要性① ① 堀 講義 配布資料を確認する
こと（120分）

授業の内容を復習す
ること（120分）

3 高齢者ヘルスプロモーションの重要性② ① 堀 講義 配布資料を確認する
こと（120分）

授業の内容を復習す
ること（120分）

4 地域におけるヘルスプロモーションの進め方 ① 堀 講義 配布資料を確認する
こと（120分）

授業の内容を復習す
ること（120分）

5 産業と理学療法 ② 長谷
部 講義

作業関連性筋骨格障
害に関する資料を読
む（120分）

授業の内容を復習す
ること（120分）

6 労働者のメンタルヘルス ② 長谷
部 講義

労働者のメンタルヘ
ルスの資料を読む
（120分）

授業の内容を復習す
ること（120分）

7 ウィメンズヘルス・メンズヘルス ③ 亀山 講義
ウィメンズヘルス・
メンズヘルスの資料
に目を通しておくこ
と（120分）

授業の内容を復習す
る（120分）

8 理学療法と栄養 ④ 亀山 講義
理学療法と栄養の資
料に目を通しておく
こと（120分）

授業の内容を復習す
る（120分）

課題レポート
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評価基準・評価方法
課題レポート100％

使用教科書
資料を配布する

参考図書

課題レポートは提出後、添削して返却する

課題(試験やﾚﾎﾟｰﾄ)に対
するﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸの方法

備考
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授業科目名

地域理学療法学

担当教員

堀　信宏

必修・選択
必修

配当年次
2年 前学期

単位数(時間数)
1単位(30時間)

開講形態
講義

学位授与の方針と授業科目の関連
全学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ(2)(3)理学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ
(2)(3)(4)の達成に寄与している。

実務家教員
堀信宏（理学療法士）

授 業 概 要
地域で生活する障害者や高齢者は，身体機能だけでなく生活環境やキーパーソンの有無，医療・福祉サービスの可否な
どの要因により，生活の質（QOL）が異なってくる．地域理学療法学では各種サービスや保険，病院退院から在宅生活
までの連携，QOL/IADLの評価，終末期の支援といった地域理学療法と関連する知識について学習する．

学 修 の 到 達 目 標
患者及び障害者，高齢者の地域における生活を支援してく為に必要な知識を習得する．後学期の「地域理学療法学演習
」での「地域で支援するための問題解決能力」を培うための基礎を学ぶ．将来就職先としてどの様な施設サービスがあ
り，実際にどのような業務内容を行うのかを理解する手がかりとする．
①在宅生活に関わる法律・制度を理解する．
②地域で生活する障害者の障害構造について理解する．
③へルスプロモーションについて理解する

回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

１ 地域リハビリテーションの概念・定義と対象 　 堀 講義
教科書のp.2-20を読
んでおきましょう
（120分）

地域理学療法の推移
・対象を整理してお
きましょう（120分
）

2 地域包括ケアシステム 　 堀 講義
教科書p.21-24まで
を読んでおきましょ
う（120分）

地域包括ケアシステ
ムに関わる会議，マ
ネジメントについて
整理しておきましょ
う（120分）

3 理学療法士を取り巻く制度・法 　 堀 講義
教科書p.26-50まで
を読んでおきましょ
う（120分）

介護保険について整
理しておきましょう
（120分）

4 連携とケアマネジメント 　 堀 講義
教科書p.52-71まで
を読んでおきましょ
う（120分）

地域連携・多職種連
携・ケアマネジメン
トを整理しておきま
しょう（120分）

5 骨関節・中枢疾患の障害構造（フレイル・サル
コペニア・多発性病変） ② 堀 講義

教科書p.76-83まで
を読んでおきましょ
う（120分）

フレイル・サルコペ
ニア・多発性病変に
ついて整理しておき
ましょう（120分）

6 認知症の障害構造 ② 堀 講義
教科書p.90-97まで
を読んでおきましょ
う（120分）

認知症の病態，対応
方法を整理しておき
ましょう（120分）

7 終末期の障害構造（終末期の理学療法） ② 堀 講義
教科書p.98-102まで
を読んでおきましょ
う（120分）

終末期の理学療法に
ついて整理しておき
ましょう（120分）

8 生活者を支援するための視点 ② 堀 講義
教科書p.103-121ま
でを読んでおきまし
ょう（120分）

コミュニケーション
スキルや活動量の視
点を整理しておきま
しょう（120分）

9 QOL・IADLの評価 ② 堀 講義
教科書p.122-126ま
でを読んでおきまし
ょう（120分）

各評価方法を整理し
ておきましょう
（120分）
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回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

10 要介護高齢者の理学療法の展開：高齢者施設 　 堀 講義
教科書p.166-171ま
でを読んでおきまし
ょう（120分）

介護保険施設の役割
と機能を整理しまし
ょう

11 要介護高齢者の理学療法の展開：通所 　 堀 講義
教科書p.158-165を
読んでおきましょう
（120分）

通所リハビリの役割
と機能を整理しまし
ょう

12 要介護高齢者の理学療法の展開：訪問 　 堀 講義
教科書p.152-157を
読んでおきましょう
（120分）

訪問リハの役割と機
能を整理しましょう

13 ヘルスプロモーションとは ③ 堀 講義
教科書p.74-75.172-
177までを読んでお
きましょう（120分
）

ポピュレーション･
ハイリスクアプロー
チを整理しましょう

14 介護予防プランの作成：高齢者の運動能力 ③ 堀 講義
配布資料を読んでお
きましょう（120分
）

高齢者の運動能力に
ついて整理しましょ
う

15 介護予防プランの作成：症例 ③ 堀 講義
配布資料を読んでお
きましょう（120分
）

症例に適したプラン
を見直しましょう
（120分）

評価基準・評価方法
期末試験100％　授業参加度・態度を加味する

使用教科書
標準理学療法学　地域理学療法学　第5版 / 監修：牧田光代.--金谷さとみ，原田和宏--医学書院，2022，978-4-260-
05007-4

参考図書
理学療法テキスト高齢者理学療法学（Medicalview）
シンプル理学療法シリーズ高齢者理学療法学テキスト第2版（南江堂）
最新理学療法講座地域理学療法学（医歯薬出版）

資料を配布する．小テストを適宜実施/解答する．

課題(試験やﾚﾎﾟｰﾄ)に対
するﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸの方法

後期の地域理学療法演習では実際の現場（将来の就職先）の理学療法に触れていきます．前期の
この科目では，その現場である施設や在宅サービスの情報が含まれます．働く事を意識して挑ん
でください．備考
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授業科目名

地域理学療法学演習

担当教員

堀　信宏

必修・選択
必修

配当年次
2年 後学期

単位数(時間数)
1単位(30時間)

開講形態
演習

学位授与の方針と授業科目の関連
全学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ(2)(3)理学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ
(2)(3)(4)の達成に寄与している。

実務家教員
堀信宏（理学療法士）

授 業 概 要
障害者や高齢者が在宅生活を送る上で，問題となる転倒，家族問題，ADL環境などについて小グループディスカッショ
ン，発表を行う．また，Parkinson病や脊髄小脳変性症など，疾患特有の生活問題についても同様のアクティブラーニ
ングに取り組む．
地域理学療法の現場の業務・役割などについて，実際に現場で働いているTAからプレゼンテーションを受ける．

学 修 の 到 達 目 標
①在宅生活で生じる問題，理学療法について検討を行い，思考過程の修得や視点を得る．
②将来，地域理学療法の現場に出るイメージつくりに努める．

回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

1 在宅生活の問題：転倒 ① 堀 講義
演習

資料を読んでおきま
しょう（120分）

転倒の要因，対策
，評価を整理しまし
ょう（120分）

2 在宅生活の問題：家族問題 ① 堀 講義
演習

資料を読んでおきま
しょう（120分）

高齢者の虐待のニュ
ースを検索してみま
しょう

3 在宅生活の問題：高齢者の心情と接し方 ① 堀 講義
演習

資料を読んでおきま
しょう（120分）

様々な高齢者の心情
について整理しまし
ょう（120分）

4 ADL環境の検討：トイレ動作 　 堀 講義
演習

資料を読んでおきま
しょう（120分）

どの様な改善策があ
るか考察しましょう
（120分）

5 ADL環境の検討：入浴動作 ① 堀 演習 資料を読んでおきま
しょう（120分）

どの様な改善策があ
るか整理しましょう
（120分）

6 実際の地域理学療法：訪問理学療法の紹介 ② 堀
TA

講義
演習

テキストのp.152-
157を読んでおきま
しょう（120分）

将来の業務について
イメージしましょう
（120分）

7 実際の地域理学療法：通所理学療法の紹介 ② 堀
TA

講義
演習

テキストのp.158-
165を読んでおきま
しょう（120分）

将来の業務について
イメージしましょう
（120分）

8 実際の地域理学療法：介護老人保健施設の紹介 ② 堀
TA

講義
演習

テキストのp.166-
169を読んでおきま
しょう（120分）

将来の業務について
イメージしましょう
（120分）

9 高実際の地域理学療法：地域包括ケア病棟の紹
介 ② 堀

TA
講義
演習

テキストのp.62を読
んでおきましょう
（120分）

 将来の業務につい
てイメージしましょ
う（120分）
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回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

10 症例検討：Parkinson病の在宅生活 ① 堀 講義
演習

配布資料を読んでお
きましょう（120分
）

在宅理学療法につい
て整理してみましょ
う（120分)

11 症例検討：脊髄小脳変性症の在宅生活 ① 堀 講義
演習

配布資料を読んでお
きましょう（120分
）

在宅理学療法につい
て整理してみましょ
う（120分)

12 症例検討：リウマチの在宅生活 ① 堀 講義
演習

配布資料を読んでお
きましょう（120分
）

在宅理学療法につい
て整理してみましょ
う（120分)

13 症例検討：筋ジストロフィーの施設生活 ② 堀 講義
演習

配布資料を読んでお
きましょう（120分
）

在宅理学療法につい
て整理してみましょ
う（120分)

14 症例検討：感染症対策 ② 堀 講義
演習

配布資料を読んでお
きましょう（120分
）

標準予防策を整理し
ましょう（120分）

15 まとめ：社会資源，多様性社会 ① 堀 講義
テキストのｐ.208-
223，232-237を読ん
でおきましょう
（120分）

将来の地域理学療法
について検討してみ
ましょう（120分）

16 試験

評価基準・評価方法
筆記試験90％，提出物10％（提出物が複数の場合，評定の割合の変動あり）

使用教科書
標準理学療法学　地域理学療法学　第5版 / 監修：牧田光代.--金谷さとみ，原田和宏--医学書院，2022，978-4-260-
05007-4
資料を配布します．小テストと課題作成を行います．

参考図書
高齢者理学療法学テキスト（南江堂）
終末期リハビリテーション（荘道社）
運動療法学各論高齢者の機能障害に対する運動療法（文光堂）
高齢者リハビリテーション実践マニュアル（メディカルビュー）

採点し，返却する．

課題(試験やﾚﾎﾟｰﾄ)に対
するﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸの方法

積極的な参加を期待する．知識の修得だけでなく，将来，治療対象となる可能性の高い高齢者に
対して，どの様な視点･心情で向かうべきなのか感じてもらいたい．

備考
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授業科目名

生活環境論

担当教員

植木　努

必修・選択
必修

配当年次
2年 後学期

単位数(時間数)
1単位(30時間)

開講形態
講義

学位授与の方針と授業科目の関連
全学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ(2)(3)理学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ
(2)(3)(4)の達成に寄与している。

実務家教員
植木努（理学療法士）

授 業 概 要
理学療法士の役割は障害を治療するだけではありません。障害者の自立・社会参加を促すためには、そうした人々を取
り巻く生活環境を整える必要があります。そのため、障害や疾病を有する人の健やかな生活を支援するために生活と生
活要因の関連性を理解し、理学療法士として必要な知識・技術を身につけることを目指す。実際の住宅環境における問
題と改善案について多面的に思考する能力を身につける。

学 修 の 到 達 目 標
①生活環境と日常生活動作（ADL）、生活の質（QOL）との関連性を理解する。
②生活環境評価の手順や評価のポイントを理解する。
③住宅改修における理学療法士の関わり方や考え方を理解し、臨床において適切な改善計画を立案できるようになる。

回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

1 生活環境学の概念（p. 222～225） ① 植木 講義
生活環境学の概念
（p. 222～225）を
読んでおくこと。
（30分）

配布資料を用いて講
義内容を復習してお
くこと。（30分）

2 生活環境と障害（p. 225～230） ① 植木 講義
生活環境学の概念
（p. 225～230）を
読んでおくこと。
（30分）

配布資料を用いて講
義内容を復習してお
くこと。（30分）

3 人的環境と社会的環境（p. 225～230） ① 植木 講義
人的環境と障害、社
会的環境と障害（p.
225～230）を読んで
おくこと。（30分）

配布資料を用いて講
義内容を復習してお
くこと。（30分）

4 生活環境と法的諸制度（p. 246～274） ① 植木 講義
生活環境と法的諸制
度（p. 246～
274）を読んでおく
こと。（30分）

配布資料を用いて講
義内容を復習してお
くこと。（30分）

5 生活環境の評価と改善計画（p. 231～239） ② 植木 講義
生活環境の評価と改
善計画（p.
231～239）を読んで
おくこと。（30分）

配布資料と教科書を
用いて講義内容を復
習しておくこと。
（30分）

6 生活環境改善計画の実際［手すり・廊下］（p.
239～245） ② 植木 講義

生活環境改善計画の
実際［手すり・廊下
］（p.
239～245）を読んで
おくこと。（30分）

配布資料と教科書を
用いて講義内容を復
習しておくこと。
（30分）

7 生活環境改善計画の実際［玄関・段差］（p.
239～245） ② 植木 講義

生活環境改善計画の
実際［玄関・段差
］（p.
239～245）を読んで
おくこと。（30分）

配布資料と教科書を
用いて講義内容を復
習しておくこと。
（30分）

8 生活環境改善計画の実際［階段］（p.
239～245） ② 植木 講義

生活環境改善計画の
実際［階段］（p.
239～245）を読んで
おくこと。（30分）

配布資料と教科書を
用いて講義内容を復
習しておくこと。
（30分）

9 生活環境改善計画の実際［トイレ］（p.
239～245） ② 植木 講義

生活環境改善計画の
実際［トイレ］（p.
239～245）を読んで
おくこと。（30分）

配布資料と教科書を
用いて講義内容を復
習しておくこと。
（30分）
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回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

10 生活環境改善計画の実際［風呂］（p.
239～245） ② 植木 講義

生活環境改善計画の
実際［風呂］（p.
239～245）を読んで
おくこと。（30分）

配布資料と教科書を
用いて講義内容を復
習しておくこと。
（30分）

11 生活環境における実際（１）住宅環境調査 ③ 植木 演習
現在暮らしている住
宅環境において必要
な計測を行ってくる
こと。（30分）

評価の足りなかった
部分を計測してくる
こと。（30分）

12 生活環境における実際（2）改善計画（グルー
プワーク） ③ 植木 演習

自宅における住宅環
境の問題点について
考えてくること。
（30分）

発表内容について各
自で復習しておくこ
と。（30分）

13 住宅環境調査計画および改善計画プレゼンテー
ション ③ 植木 演習

発表内容について各
自で予習しておくこ
と。（30分）

他のグループの発表
を聞いて学んだこと
をまとめておくこと
。（30分）

14 住宅環境調査計画および改善計画プレゼンテー
ション ③ 植木 演習

発表内容について各
自で復習しておくこ
と。（30分）

他のグループの発表
を聞いて学んだこと
をまとめておくこと
。（30分）

15 生活環境を支える福祉機器・リハビリテーショ
ン関連用具（p. 283～292） ② 植木

生活環境を支える福祉
機器・リハビリテーシ
ョン関連用具（p.
283～292）を読んでお
くこと。（30分）

配布資料と教科書を
用いて講義内容を復
習しておくこと。
（30分）

定期試験（筆記）

評価基準・評価方法
グループワーク参加度（10％）、プレゼンテーション内容（10％）、レポート（10％）、筆記試験（70％）

使用教科書
標準理学療法学専門分野　日常生活活動学・生活環境学第5版 / 鶴見隆正、隆島研吾ほか--医学書院，2017年，978-4-
260-03256-8

参考図書
授業中にプリントを配布します

プレゼンテーションにおいては発表後にフィードバックを行う。

課題(試験やﾚﾎﾟｰﾄ)に対
するﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸの方法

その他質問は随時受け付ける

備考
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授業科目名

臨床実習Ⅰ（基礎）

担当教員

長谷部　武久・他  (代表教員  長谷部　武久)

必修・選択
必修

配当年次
1年 後学期

単位数(時間数)
1単位(45時間)

開講形態
実習

学位授与の方針と授業科目の関連
全学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ(2)(3)理学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ
(2)(3)(4)の達成に寄与している。

実務家教員
長谷部武久　曽田直樹　堀信宏　河合克尚　辻圭一　田島嘉人　大場か
おり　石田裕保　藤橋雄一郎　植木努　亀山咲子　澤村彰吾
（全て理学療法士）

授 業 概 要
臨床の理学療法に触れる初めての学外臨床実習で，１年次科目の補完授業として理学療法士の役割，責任，医療人とし
てのマナーのほか、理学療法士の職能について障害者との関わりを中心に考えるなど，これから学ぶ専門的学習に向け
ての準備とする。

学 修 の 到 達 目 標
実習を通じて自らの適性について考える機会とするほか，自らの経験を整理し理学療法士に対する興味や職業意識を培
う。詳細は「臨床実習要項」を参照。

回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

実習前オリエンテーション（学内）：実習の目
的，手順，心得，マナー，感染症予防，個人情
報などの指導を行う。

後学期：学外施設にて5日間行う。理学療法業務を見学し自
らの適性や施設における理学療法の位置づけについて考える
。医療従事者として望ましいコミュニケーション，立ち居振
る舞いについて考え実践する。担当症例への問診や視診を通
じて障害を持つことについての考えを深める。

実習報告会：見学症例の歩行の模倣と文章化し
、プレゼンテーションを行う。そして学生間で
意見交換を実施する。
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評価基準・評価方法
担当実習指導者の評定（臨床実習評価表を用いる）の結果，学内での実習報告会の内容を基に学内で認定する。

使用教科書

参考図書
臨床実習要項（配布）
1年次に使用した教科書全般

課題については、コメントを入れて返却する。

課題(試験やﾚﾎﾟｰﾄ)に対
するﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸの方法

学外施設にて実習を行う。身嗜み・言葉使い・規則などが学内とは異なることを十分に意識する
こと。なお，実習着を着用すること。

備考
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授業科目名

通所／訪問リハ実習

担当教員

長谷部　武久・他  (代表教員  長谷部　武久)

必修・選択
必修

配当年次
2年 前学期

単位数(時間数)
1単位(45時間)

開講形態
実習

学位授与の方針と授業科目の関連
全学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ(2)(3)理学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ
(2)(3)(4)の達成に寄与している。

実務家教員
長谷部武久　曽田直樹　堀信宏　河合克尚　辻圭一　田島嘉人　大場か
おり　石田裕保　藤橋雄一郎　植木努　亀山咲子　澤村彰吾
（全て理学療法士）

授 業 概 要
地域包括ケアシステムの導入に伴い、各市町村を中心に様々な準備、システムの構築が行われている。理学療法士とし
て、療養者の在宅支援・地域で生活する方々を支援するための知識・技能について考える。また、地域の中で生活する
方々の多様な価値観および健康の課題を認め、理学療法士としての各施設での役割を理解することを目的とする。地域
で働く理学療法士に求められる基本的な知識・技能・態度を身につける。特に、多職種との連携を行う上で必要なコミ
ュニケーション術の基本を身につける。

学 修 の 到 達 目 標
・適切な接遇やコミュニケーション技法を理解する。
・療養者の障害像を理解する。
・在宅支援・地域での理学療法士の役割を理解する。

回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

実習前オリエンテーション（学内）

実習の目的，手順，心得，マナー，感染症予防
，個人情報保護についての指導を行う。

臨床実習（学外）

45時間（1週間）の学外実習（通所リハビリテーションまた
は訪問リハビリテーション）を実施する。指導は教員と連携
を取りながら，実習施設の実習指導者が行う。見学を通じて
，在宅で生活する療養者およびその家族の生活を理解する。
スケジュール等は，施設のルールに従うこと。
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評価基準・評価方法
実習指導者の評定（臨床実習評価表を使用），課題や報告会の内容をもとに学内にて判定する。

使用教科書

参考図書
臨床実習要項（配布）

実習指導者にデイリーノートを毎日提出する。速やかに添削して返却する。

課題(試験やﾚﾎﾟｰﾄ)に対
するﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸの方法

学外施設にて実習を行う。身嗜み・言葉使い・規則などが学内とは異なることを十分に意識する
こと。なお，実習着を着用すること。

備考
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授業科目名

臨床実習Ⅱ（評価）

担当教員

長谷部　武久・他  (代表教員  長谷部　武久)

必修・選択
必修

配当年次
2年 後学期

単位数(時間数)
5単位(225時間)

開講形態
実習

学位授与の方針と授業科目の関連
全学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ(2)(3)理学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ
(2)(3)(4)の達成に寄与している。

実務家教員
長谷部武久（代表教員）　曽田直樹　堀信宏　河合克尚　辻圭一　田島
嘉人（実習調整者）　大場かおり（実習調整者）　石田裕保　藤橋雄一
郎　植木努　亀山咲子　澤村彰吾
（全て理学療法士）

授 業 概 要
臨床実習指導者の指導・監督の下、対象者に対して理学療法評価を実施する。また，適切な記録，指導者への報告・連
絡・相談といった理学療法士として必要な資質（態度）を症例の評価を通じて学んでいく。

学 修 の 到 達 目 標
①臨床実習指導者の監督の下、情報収集、検査・測定が実施できる。
②デイリーノートへの記録、実習指導者への報告・連絡・相談ができる。

回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

・実習前オリエンテーション（学内）

実習の目的，手順，心得，マナー，感染症予防
，個人情報などの指導を行う。

・学外実習（4週間）

担当症例に関する情報収集，実習指導者の指導
・監督下での検査・測定の実施，基本動作の介
助などを体験する。

・学内実習（1週間）
臨床能力評価（Clinical Clerkship OSCE）の
実施とその準備

実習での基本的理学療法技術の習得状況ととも
に，学生の成長を確認するために実技試験
（Clinical Clerkship OSCE） を実施する。
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評価基準・評価方法
実習指導者の評定（臨床実習評価表）50％　OSCE 30％　実習報告会　20％

使用教科書

参考図書
臨床実習要項（配布）
授業で使用して教科書全般

実習指導者に提出するデイリーノートは、速やかに添削して返却する。OSCEの結果は速やかに開
示する。

課題(試験やﾚﾎﾟｰﾄ)に対
するﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸの方法

学外施設にて実習を行う。身嗜み・言葉使い・規則などが学内とは異なることを十分に意識する
こと。なお実習着を必ず着用すること。

備考

― 222 ―



授業科目名

臨床実習Ⅲ（総合前期）

担当教員
長谷部　武久・曽田　直樹・堀　信宏・河合　克尚・辻　圭一・田島　
嘉人・大場　かおり・石田　裕保・藤橋　雄一郎・植木　努・亀山　咲

子  (代表教員  長谷部　武久)
必修・選択
必修

配当年次
3年 前学期

単位数(時間数)
7単位(315時間)

開講形態
実習

学位授与の方針と授業科目の関連
全学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ(2)(3)理学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ
(2)(3)(4)の達成に寄与している。

実務家教員
長谷部武久　曽田直樹　堀信宏　河合克尚　辻圭一　田島嘉人　大場か
おり　石田裕保　藤橋雄一郎　植木努　亀山咲子　澤村彰吾
（全て理学療法士）

授 業 概 要
これまでに学んだ基本的な評価方法を用い，理学療法計画立案，様々な医療現場での活動参加を実践する。
また，必要に応じた理学療法計画の変更，他部門からの情報収集，記録・報告，医療従事者としての適切な人間関係の
構築等，より臨床的な思考過程や実践的な内容を臨床実習指導者の下で学ぶ。

学 修 の 到 達 目 標
・対象者や施設，病院スタッフとの良好な人間関係を構築することができる
・理学療法評価，治療の流れを実践することができる
・施設の管理や運営について考えることができる

回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

・実習前オリエンテーション（学内）

実習の目的、手順、心得、マナー、感染症予防
、個人情報保護についての指導を行う。

臨床実習（学外）

315時間（7週間）の学外実習を実施する。指導は実習施設の
実習指導者が行う。指導者と教員は適宜連絡を取り合い情報
を共有する。必要があれば教員が指導することもある。実習
指導者の指導・監督下での情報収集・検査・測定・治療の実
施、基本動作の介助を経験する。

スケジュール等は，施設のルールに従うこと。
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評価基準・評価方法
実習指導者の評定（臨床実習評価表を使用），課題の内容をもとに学内にて判定する。

使用教科書

参考図書
臨床実習要項（配布）
1・2年次に使用した教科書全般

実習指導者にデイリーノートを毎日提出し、指導者より口頭または書面で指導を受ける。

課題(試験やﾚﾎﾟｰﾄ)に対
するﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸの方法

学外施設にて実習を行う。身嗜み・言葉使い・規則などが学内とは異なることを十分に意識する
こと。なお、清潔な実習着を着用したうえで手指消毒などの感染対策を徹底すること。

備考
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授業科目名

臨床実習Ⅲ（総合前期）

担当教員

長谷部　武久・他  (代表教員  長谷部　武久)

必修・選択
必修

配当年次
3年 前学期

単位数(時間数)
8単位(360時間)

開講形態
実習

学位授与の方針と授業科目の関連
全学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ(2)(3)理学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ
(2)(3)(4)の達成に寄与している。

実務家教員
長谷部武久（代表教員）　曽田直樹　堀信宏　河合克尚　辻圭一　田島
嘉人（実習調整者）　大場かおり（実習調整者）　石田裕保　藤橋雄一
郎　植木努　亀山咲子　澤村彰吾
（全て理学療法士）

授 業 概 要
これまでに学んだ基本的な評価方法を用い，理学療法計画立案，様々な医療現場での活動参加を実践する。
また，必要に応じた理学療法計画の変更，他部門からの情報収集，記録・報告，医療従事者としての適切な人間関係の
構築等，より臨床的な思考過程や実践的な内容を臨床実習指導者の下で学ぶ。

学 修 の 到 達 目 標
・対象者や施設，病院スタッフとの良好な人間関係を構築することができる
・理学療法評価，治療の流れを実践することができる
・施設の管理や運営について考えることができる

回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

・実習前オリエンテーション（学内）

実習の目的，手順，心得，マナー，感染症予防
，個人情報保護について確認する

・臨床実習（学外）

315時間（7週間）の学外実習を実施する。指導
は教員と連携を取りながら，実習施設の実習指
導者が行う。担当症例に関する情報収集，実習
指導者の指導・監督下での検査・測定・治療の
実施，基本動作の介助を行う。

・学内実習（1週間）
臨床能力評価（Post Clinical Clerkship
OSCE）の実施とその準備

実習での基本的理学療法技術の習得状況ととも
に，学生の成長を確認するために実技試験
（Post Clinical Clerkship OSCE） を実施す
る。
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評価基準・評価方法
実習指導者の評定（臨床実習評価表）50％　OSCE 50%

使用教科書

参考図書
臨床実習要項（配布）
授業で使用して教科書全般

実習指導者に提出するデイリーノートは、速やかに添削して返却する。OSCEの結果は速やかに開
示する。

課題(試験やﾚﾎﾟｰﾄ)に対
するﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸの方法

学外施設にて実習を行う。身嗜み・言葉使い・規則などが学内とは異なることを十分に意識する
こと。なお実習着を必ず着用すること。

備考
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授業科目名

総合前期実習後セミナー

担当教員
長谷部　武久・曽田　直樹・堀　信宏・河合　克尚・辻　圭一・田島　
嘉人・大場　かおり・石田　裕保・藤橋　雄一郎・植木　努・亀山　咲

子  (代表教員  長谷部　武久)
必修・選択
必修

配当年次
3年 前学期

単位数(時間数)
1単位(30時間)

開講形態
演習

学位授与の方針と授業科目の関連
全学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ(2)(3)理学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ
(2)(3)(4)の達成に寄与している。

実務家教員
長谷部武久　曽田直樹　堀信宏　河合克尚　辻圭一　田島嘉人　大場か
おり　石田裕保　藤橋雄一郎　植木努　亀山咲子　澤村彰吾
（全て理学療法士）

授 業 概 要
臨床実習Ⅲ（総合前期）終了後、実習報告と臨床能力評価（Post Clinical Clerkship OSCE）を実施し、その結果を臨
床実習Ⅳ（総合後期）に繋げる

学 修 の 到 達 目 標
・実習を踏まえ，検査測定・評価・治療の目的を理解する
・正確かつ安全に検査・測定ができる
・学習内容をプレゼンテーションするための情報収集ができる
・臨床実習Ⅳ（総合後期）に向けて，不足している知識や技術を把握する

回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

・実習報告の実施

実習期間中に記載したデイリーノートの内容を
もとに，知識・技術・評価・治療など臨床実習
で学んだことや体験したことについて発表用資
料を作成，発表する。内容や発表形式は自由と
する。

・臨床能力評価（Post Clinical Clerkship
OSCE）の実施

実習での基本的理学療法技術の習得状況ととも
に，学生の成長を確認するために実技試験
（Post Clinical Clerkship OSCE） を実施す
る。

コミュニケーション能力，リスク管理能力，検
査・測定の正確性，移乗動作介助の安全性など
について確認する。
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回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

　

　

　

　

　

　

　

評価基準・評価方法
実習報告会（50％）　OSCE（50％）

使用教科書

参考図書

OSCEの結果は速やかに開示する

課題(試験やﾚﾎﾟｰﾄ)に対
するﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸの方法

備考
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授業科目名

臨床実習Ⅳ（総合後期）

担当教員
長谷部　武久・曽田　直樹・堀　信宏・河合　克尚・辻　圭一・田島　
嘉人・大場　かおり・石田　裕保・藤橋　雄一郎・植木　努・亀山　咲

子  (代表教員  長谷部　武久)
必修・選択
必修

配当年次
3年 後学期

単位数(時間数)
7単位(315時間)

開講形態
実習

学位授与の方針と授業科目の関連
全学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ(2)(3)理学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ
(2)(3)(4)の達成に寄与している。

実務家教員
長谷部武久　曽田直樹　堀信宏　河合克尚　辻圭一　田島嘉人　大場か
おり　石田裕保　藤橋雄一郎　植木努　亀山咲子　澤村彰吾
（全て理学療法士）

授 業 概 要
施設・病院等で担当症例のゴール設定までの理学療法評価を行い，臨床実習指導者の下，理学療法計画を作成し，実施
する．また様々な臨床現場での活動に参加する。これまで学んだ知識，技術，臨床的な思考過程を更に発展させる機会
とする。

学 修 の 到 達 目 標
・対象者や施設，病院スタッフとの良好な人間関係を構築することができる
・理学療法評価，治療の流れを実践することができる
・施設の管理や運営について考えることができる

回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

・実習前オリエンテーション（学内）

実習の目的，手順，心得，マナー，感染症予防
，個人情報保護についての指導を行う。

・臨床実習（学外）

315時間（7週間）の学外実習を実施する。指導
は教員と連携を取りながら実習施設の実習指導
者が行う。担当症例に関する情報収集，実習指
導者の指導・監督下での検査・測定・治療の実
施，基本動作の介助を経験する。

スケジュール等は，施設のルールに従うこと。
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評価基準・評価方法
実習指導者の評定（臨床実習評価表を使用），課題の内容をもとに学内にて判定する。

使用教科書

参考図書
臨床実習要項（配布）
1・2年次に使用した教科書全般

実習指導者にデイリーノートを毎日提出し、指導者より口頭または書面で指導を受ける。

課題(試験やﾚﾎﾟｰﾄ)に対
するﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸの方法

学外施設にて実習を行う。身嗜み・言葉使い・規則などが学内とは異なることを十分に意識する
こと。なお、清潔な実習着を着用したうえで手指消毒などの感染対策を徹底すること。

備考
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授業科目名

臨床実習Ⅳ（総合後期）

担当教員

長谷部　武久・他  (代表教員  長谷部　武久)

必修・選択
必修

配当年次
3年 後学期

単位数(時間数)
8単位(360時間)

開講形態
実習

学位授与の方針と授業科目の関連
全学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ(2)(3)理学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ
(2)(3)(4)の達成に寄与している。

実務家教員
長谷部武久（代表教員）　曽田直樹　堀信宏　河合克尚　辻圭一　田島
嘉人（実習調整者）　大場かおり（実習調整者）　石田裕保　藤橋雄一
郎　植木努　亀山咲子　澤村彰吾
（全て理学療法士）

授 業 概 要
施設・病院等で担当症例のゴール設定までの理学療法評価を行い，臨床実習指導者の下，理学療法計画を作成し，実施
する．また様々な臨床現場での活動に参加する。これまで学んだ知識，技術，臨床的な思考過程を更に発展させる機会
とする。

学 修 の 到 達 目 標
・対象者や施設，病院スタッフとの良好な人間関係を構築することができる
・理学療法評価，治療の流れを実践することができる
・施設の管理や運営について考えることができる

回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

・実習前オリエンテーション（学内）

実習の目的，手順，心得，マナー，感染症予防
，個人情報保護について確認する。

・臨床実習（学外）

315時間（7週間）の学外実習を実施する。指導
は教員と連携を取りながら，実習施設の実習指
導者が行う。担当症例に関する情報収集，実習
指導者の指導・監督下での検査・測定・治療の
実施，基本動作の介助を行う。

・学内実習（1週間）
臨床能力評価（Post Clinical Clerkship
OSCE）の実施とその準備

実習での基本的理学療法技術の習得状況ととも
に，学生の成長を確認するために実技試験
（Post Clinical Clerkship OSCE） を実施す
る。
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評価基準・評価方法
実習指導者の評定（臨床実習評価表）50％　OSCE 50%

使用教科書

参考図書
臨床実習要項（配布）
授業で使用して教科書全般

実習指導者に提出するデイリーノートは、速やかに添削して返却する。OSCEの結果は速やかに開
示する。

課題(試験やﾚﾎﾟｰﾄ)に対
するﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸの方法

学外施設にて実習を行う。身嗜み・言葉使い・規則などが学内とは異なることを十分に意識する
こと。なお実習着を必ず着用すること。

備考
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授業科目名

総合後期実習後セミナー

担当教員
長谷部　武久・曽田　直樹・堀　信宏・河合　克尚・辻　圭一・田島　
嘉人・大場　かおり・石田　裕保・藤橋　雄一郎・植木　努・亀山　咲

子  (代表教員  長谷部　武久)
必修・選択
必修

配当年次
3年 後学期

単位数(時間数)
1単位(30時間)

開講形態
演習

学位授与の方針と授業科目の関連
全学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ(2)(3)理学ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ
(2)(3)(4)の達成に寄与している。

実務家教員
長谷部武久　曽田直樹　堀信宏　河合克尚　辻圭一　田島嘉人　大場か
おり　石田裕保　藤橋雄一郎　植木努　亀山咲子　澤村彰吾
（全て理学療法士）

授 業 概 要
臨床実習Ⅳ（総合後期）終了後、実習報告と臨床能力評価（Post Clinical Clerkship OSCE）を実施し、その結果を理
学療法士としての臨床業務、そして生涯学習に繋げる。

学 修 の 到 達 目 標
・実習を踏まえ，検査測定・評価の目的を理解する
・正確かつ安全に検査・測定ができる
・学習内容をプレゼンテーションするための情報収集ができる
・理学療法士として，不足している知識や技術を把握する

回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

・実習報告の実施

実習期間中に記載したデイリーノートの内容を
もとに，知識・技術・評価治療など臨床実習で
学んだことや体験したことについて発表用資料
を作成，発表する（内容や発表形式は自由）。

・臨床能力評価（Post Clinical Clerkship
OSCE）の実施

実習での基本的理学療法技術の習得状況ととも
に，学生の成長を確認するために実技試験
（Post Clinical Clerkship OSCE） を実施す
る。

コミュニケーション能力，リスク管理能力，検
査・測定の正確性，移乗動作介助の安全性など
について確認する。
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回 授業計画 到達
目標 担当 形態 事前学習 事後学習

　

　

　

　

　

　

　

評価基準・評価方法
OSCE（50％）　理学療法対象疾患に関する筆記試験（50％）

使用教科書

参考図書

OSCEの結果は速やかに開示する

課題(試験やﾚﾎﾟｰﾄ)に対
するﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸの方法

備考
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